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刊行にあたって

本報告書は、厚生労働省の補助事業として、日本保育協会が実施した「保育士の実態に関す

る調査研究」の結果をまとめたものです。

昨年度の先行調査研究に「主任保育士の実態とあり方に関する調査研究」があります。この

調査研究では、保育所職員の処遇の向上についてを取り上げ、特に、保育所運営の要
かなめ

といわれ

る「主任保育士」について焦点をあてました。

本年度はさらに保育士全体に調査対象をひろげ、「保育所職員の処遇の向上」と「保育内容

の質の向上」を遠大な目標としながらも、現在の実態把握につとめたものであります。

保育所調査として全国の認可保育所の２０分の１抽出による調査票調査を行いました。

「保育士の勤務実態」「保育士の専門性」「満足度・意識」について、質問紙法を用いて実施

いたしました。

時代は今こそ保育所および保育士の活躍を求めております。しかしながら保育士の求人難と

ともに地域に求められる人材の供給が間に合わない状態が長く続いております。

子どもたちの幸せと保育所職員の質の向上を支える処遇の向上を切に願うものであります。

本書を、ぜひ今後の保育制度の運用や保育所の運営管理のあり方、職員処遇を考える上での

参考としていただければ幸いです。

このたびの調査研究事業の実施にあたりまして、西村重稀氏（仁愛大学）、清水益治氏（帝

塚山大学）、小野田晴世氏（さゆり保育園）、廣田智子氏（狭山台みつばさ保育園）、若山望氏

（村山中藤保育園）、田中浩二氏（のあ保育園）、豊永せつ子氏（ヴィラのぞみ愛児園）、仲原り

つ子氏（あおぞら保育園）の各研究委員の方々にご尽力いただいたこと、また、調査対象保育

所の皆様から回答のご協力をいただいたことに対しまして、深甚の感謝の意を表するものであ

ります。

平成２4年３月

社会福祉法人　日本保育協会
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はじめに

乳幼児は子どもが生涯にわたる人間形成の基礎を培う極めて重要な時期であり、一人ひとり

の子どもがどのように愛され、育てられ、その時期にふさわしい経験を積むことができたかは、

その後の成長・発達に大きく関わるといわれている。

近年のように、少子化や都市化の進行にともなう子育て環境の変化により、家庭や地域社会

の子育て機能の低下が進む中で、子育て支援センター的機能をもつ保育所の役割が重要である。

特に保育の専門性を有する保育士の役割はこれまで以上に重要になっている。

こうした状況を踏まえて児童福祉法が改正され、平成15年（２００3）秋から保育士は名称独占

の法定資格となり、保育士の定義が児童福祉法第18条の４で「保育士の名称を用いて、専門的

知識及び技術をもって、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関する指導を行うことを

業とする者」と規定された。このことによって保育士は今までの子どもの保育のほかに保護者

の養育力の向上についての支援という役割が課せられ、社会的責任と役割が重要になってきた。

一方、２００9（平成２1）年４月から新しい保育所保育指針が施行されている。以前の保育所保

育指針は厚生省児童家庭局長（現在の厚生労働省雇用均等・児童家庭局長）通知であったが今

回の新しい保育所保育指針は保育所の保育の質を高める観点から児童福祉施設最低基準（昭和

２3年厚生省令第63号）第35条に基づき厚生労働大臣が定める告示となった。それに伴って、今

回の新保育所保育指針に記載されている保育所における保育内容及びこれに関連する運営に関

する事項は遵守すべき最低基準として位置づけられた。そのため、児童福祉法第46条第１項に

基づき都道府県等が行う児童福祉施設最低基準に関する指導監査の一環として、同指針の遵守

状態に関する指導監査を行うこととなった。

また、今回の保育所保育指針では保育の質の向上のため、保育課程の編成や保育士自身の自

己評価や保育所の自己評価の実施、食育計画や保健計画の策定が努力義務と規定されるなど、

保育士の専門的性の向上を図る必要性がでてきた。

更に、子どもの発達の連続性を保障するために保育所での発達を小学校の学校生活に継続す

るための保育所保育要録の作成や小学校との連携等の業務が増えるなど、書類などの作成事務

が増えたと考えられる。

しかし、社会的責任と役割が重要な割には、就労形態も不規則で、労働時間と給与の面など

の保育士の処遇面が改善されないために、子どもが好きで、保育士の資格を取得して、保育の

仕事に就いても、長く勤務する人が少なくなってきていると言われている。保育現場において

は保育士資格取得者の需要に対して供給が不十分であるため保育現場では保育士資格取得者の

確保に四苦八苦しているのが現状である。

こうした現状をふまえ、今回の調査では保育士の業務の現状把握と保育士自身の保育につい
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ての専門性の意識や資質向上などについての全国調査をおこなった。

調査に協力して下さった保育所の園長先生方、保育士の方々に記して感謝いたします。

（西村重稀）



Ａ．調査研究の目的

はじめに
ここでは先ず「保育士」の「業務」について、歴史的な観点から振り返る。次に、現在の保

育士の業務とその専門性や、働く保育士の思いに言及する。そして、それらをふまえ、本研究

の目的について述べる。

１．保母（保育士）の名称
保母（保育士）という名称は、戦前には幼稚園や託児所で使用されていた。

19２6（大正15）年に公布された幼稚園令の第９条には「保母ハ幼児ノ保育ヲ掌ル」と規定さ

れている。このことから保母の名称は、当時の幼稚園でも使用されていたことがわかる。しか

しこの幼稚園令は、1947（昭和２２）年３月２9日に学校教育法が公布されると同時に廃止された。

そして、幼稚園の設置については、学校教育法の第２7条に「幼稚園には園長、教頭、教諭を置

かなければならない」、同条９項に「教諭は幼児の保育を掌る」と規定された。これにより、

幼稚園の職員から保母という名称が消えた。

一方、託児所は1937（昭和1２）年に社会事業法が制定され、この法律で保育施設として規定

された。この保育施設は託児施設と呼ばれ、託児の保育を担当している職員が一般的に保母と

いう名称で呼ばれていた。しかし、この保母という名称は社会事業法には規定されていなかっ

た。

1947（昭和２２）年1２月に、初めて児童の福祉ための児童福祉法が設立され、法第７条におい

て保育所を含めた児童福祉施設について規定された。そして、児童福祉法施行令第13条におい

て「児童福祉施設において、児童の保育に従事するものを保母という」と規定され、この児童

福祉施設の職員として保育士の前身である保母という名称と業務が明記された。

保育所では保護者が働いていたり、病気であるなどの理由で昼間乳幼児を養育できないため、

保護者に代わって保育所において保母（保育士）が乳幼児を保育している。そのため、保育所

等の児童福祉施設に従事する職員は、家庭にいる母親の心情と同じように子どもに接し、愛情

をもって保育をするので、保母という名称がよいという意見が多く、保母という名称がそのま

ま使用されたと言われている。

２．保母（保育士）の業務
保母（保育士）は児童福祉施設において、保護者に代わって児童を養育することや、保育所

保育においては家庭養育の補完をすることが大きな役割であるため、保育所の保母（保育士）

の業務は、子育てを経験した女子であれば誰でも出来ると思っている人が多くいた。
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しかし、1963（昭和38）年に文部省（現在の文部科学省）初等中等教育局長と厚生省（現在

の厚生労働省）児童局長の両局長通知が発出され、「３歳以上の保育所入所児童における教育

に関するものは幼稚園教育要領に準じることが望ましい」となり、保育所に入所している３歳

以上児の保育について幼児教育が強化された。

これは、今までの保母（保育士）の業務（一般の家庭の母親と同じような養育）の他に、幼

児教育が加えられ、母親とは異なる役割が保母（保育士）に課せられた。そして、保育所保母

（保育士）の専門的役割が明確になった。

1963（昭和38）年中央児童福祉審議会保育制度特別部会から「保育問題をこう考える」とい

う中間報告が出され、「保育の理想は無限でより良い保育をするよう、常に努力を怠ってはな

らないことは言うまでもない。良い環境を与え、専門職が指導することがより望ましい」とは

じめて子どもの保育を行う者は専門職員が望ましいという見解を示した。

1964（昭和39）年の第２次中間報告では、保母（保育士）の身分についての報告がなされた。

この報告では、「乳幼児時期の保育の適否がパーソナリティ形成において与える影響の大きい

ことが明らかにされている。今日においては、その集団での指導には、専門的知識、技術の取

得が必須であり、専門職としての地位の確定が必要である」と見解を示した。

今後も慎重に検討するものとして「保母（保育士）の職務は、乳幼児の時と場所に応じて千

変万化する活動に即して、創意と工夫をもって指導する創造的教務である。このため保母（保

育士）はつねに創意と工夫をもって活動できるよう絶えざる研修が必要である。現行の保母

（保育士）の資格は、児童福祉法施行令（昭和２3年政令）に、児童福祉施設において児童の保

育に従事する者と極めて簡略に規定されているだけであった。これは高度専門教育により初め

て適正が承認される職務従事者にふさわしい資格制度に改善されるべきである。このためには、

保母（保育士）の資格が、高い専門性をもち、かつ人格・識見ともにすぐれた人にのみ賦与さ

れるよう法律的な規定を整備し、今日より一層社会的信頼においても強化されるよう検討され

ることが必要である。その基本的な方途として乳幼児保育に従事する職員の資格について免許

制度を採用することが必要である。この制度を採択するに当たっては、それを保育士法などと

し、男子も免許を受けさせることができるようにすること。また保育所長の任用も新しく制定

される保育士免許を得て、その後一定年数を保育所に勤務することの要件とするなどの措置も

検討を要する」と意見具申された。

1965（昭和4０）年には、初めて保育所保育の内容について規定した保育所保育指針が策定さ

れ、「保育所保育の特性は養護と教育が一体となって豊かな人間性をもった子どもを育成する

ことにある」と記述された。

このことは保育所保育が家庭養育とは異なるもので、保育所保育の専門性を明確に示した。

すなわち、保育所へ入所させられることによって、乳幼児は生涯にわたる人間形成の基礎を培



─ 5 ─

う大切な時期に保護者から引き離され、環境のまったく異なる場所で生活するために、生命や

身体の安全と健康が脅かされ、情緒的にも不安に陥りやすい状態になる。

このような乳幼児の保育にあたる保母（保育士）の役割は大きく分けると２つある。

一つ目は、乳幼児の生理的・身体的欲求を満たし生命の安全・維持を図り、精神的欲求を満

たすことによって情緒の安定を図るという養護面である。

二つ目は、適切な環境を構成し、乳幼児一人ひとりの発達に応じた発達課題を達成し、健全

な心身の発達を図るという教育面である。

そして、この養護と教育を一体的に行うことが重要なのである。

乳幼児の１日２4時間の生活を見ると、睡眠時間は約９時間から1０時間で、残りの約14時間か

ら15時間は覚醒状態である。この覚醒時間のうち1０時間から1２時間を保育所で生活し、家庭で

は約３時間から５時間しか生活していない状況である。

このように考えると、家庭での生活時間よりも保育所での生活時間が長いことと、乳幼児時

期は人間形成の基礎であるため、乳幼児の保育をする保母（保育士）の役割は大変重要である。

その後、1968（昭和43）年には乳児保育が開始された。

当時の乳児保育実施要綱では、乳児保育を実施する保育所は乳児保育に必要な施設・設備の

整備を行うこと。また、乳児保育を行う保母（保育士）は一般の保育に比べ専門的で且つきめ

細やかな保育を行う必要があると考え、乳児３人に対して１人の保母（保育士）を配置し、そ

の配置する保母（保育士）は、過去に乳児保育を経験していることという条件を付けた。そし

て、更に乳児保育の研修を積極的に受講するように記載した。このことは、国としても乳児保

育は通常保育に比べて更に専門性が高いと認めていたことの証明にもなるのではないだろう

か。

197０年代から198０年度にわたり、臨教審において教育改革について議論がなされ、1978（昭

和6２）年に幼児教育を含めた最終答申が出され、教育のあり方について論議がなされた。

1976（昭和51）年には、全国社会福祉協議会全国保母会「保母制度研究会」の発案により「保

育者免許に関する法案」が国会に提出されたがこの法律は成立するまでには至らなかった。

その後、ベビーホテル問題が発生し、1983（昭和58）年から延長保育が実施された。

また、199０（平成２）年からは一時的保育が開始されるなど、通常保育のほかに特別保育が

実施されることになった。

この特別保育に携わる保母（保育士）は、通常保育に比べ、対象となる乳幼児の健やかな育

ちを保障する保育を実施することが困難であるため、保母資格の取得のほか専門的な研修を受

講し、かつベテラン保母（保育士）が特別保育を担当した。

この特別保育のうち、延長保育と一時保育等は、1995（平成７）年から実施されるエンゼル

プラン（緊急保育対策等５カ年事業）に数値目標が示され、地方公共団体はこの数値を達成す
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るように力を入れたため、多くの保育所では特別保育が実施された。

そのため、エンゼルプランの実施以前の保育所では、保育時間が児童福祉施設最低基準の第

34条に「１日の保育時間は原則８時間」と規定されていたため、地方の延長保育を実施してい

ない保育所においては、約９時間程度開所している保育所が多くあった。特に、公立保育所に

おいてはこの傾向が強く見られた。

この約９時間開所している保育所では、担任の保母（保育士）が担当する乳幼児を登園から

降園まで、保育をしていた。

しかし、延長保育が実施され開所時間が延びたことによって、保母（保育士）の勤務時間で

ある９時間（休憩時間を含む）を超えることになったため、勤務体制をローテーション勤務

（早出、日勤、遅出）にしなければならなくなった。

この保母（保育士）の勤務体制がローテーションになったため、乳幼児の多くは保育所に登

園すると、一日最低３人以上の保母（保育士）と関わることになった。そのため、保育所で

は、保母（保育士）が担当の乳幼児だけでなく、早出、遅出の保母（保育士）は保育所に入所

している全ての乳幼児との関わりがでてきたため、保母（保育士）が全ての乳幼児についての

発育・発達を理解し、協働して保育を実施することが大変重要な課題になった。

1998（平成1０）年に児童福祉法が改正され、保育所は措置制度から選択制度になる（児童福

祉法第２4条）とともに子どもの保育だけでなく、保育所の情報を提供するとともに地域の子育

て家庭から保育に関する相談を受けて、助言をすることが努力義務になった（児童福祉法第48

条の３）。また、保母という名称から保育士という名称に変更された（以後、保母のことを保

育士と記載する）。

一方、近年の家庭における子育てにおいて、子育て不安を持っている母親や赤ちゃんに触れ

た経験のない母親が増え、満足に子育てができない保護者や自分の子どもを虐待する保護者が

増加するなど、家庭にいる子どもの健やかな育ちに悪影響を及ぼす保護者が増加してきた。

そのため、これらの保護者に対する子育て支援や養育に関する指導の役割を保育所や保育の

専門家である保育士が担う必要性が高くなった。

また、ベビーホテルや認可外保育施設等で乳幼児の死亡事故が発生した。この施設では保育

士が配置されていると広告されていたが、資格を持っている職員はいなかった。

これらのことを背景に、２００1（平成13）年に児童福祉法が改正された。そして、法第18条の

４で「この法律で、保育士とは、第18条の18第一項の登録を受け、保育士の名称を用いて、専

門的知識及び技術をもって、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関する指導を行うこ

とを業とする者をいう」と規定された。

また、法第18条の２4で「保育士でない者は、保育士又はこれに紛らわしい名称を使用しては

ならない」と規定され、法第61条で名称を使用した場合の罰則が規定された。
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この改正された児童福祉法は２００3（平成15）年秋から施行された。

これにより、保育士は名称独占の法定資格になるとともに乳幼児の保育だけでなく、保護者

から保育に関する相談を受けて助言することが保育士の業務と義務づけられた。

この保護者の指導・支援等の役割が保育士に課せられたことにより、質の高い乳幼児の保育

の実施だけでなく、保護者の指導のために、専門性を高めるため、今まで以上に研修を受講す

ることや自己研鑽をすることが必要になってきた。

２００8（平成２０）年３月には、新しい保育所保育指針が発出され、２００9（平成２1）年４月から

施行された。

従来の保育所保育指針は局長通知であったが、新しい保育所保育指針は児童福祉施設最低基

準第35条に規定された厚生労働大臣の告示となり、保育をするときのガイドラインから遵守さ

れなければならない法令になった。

そのため、保育所保育指針は法令として遵守すべきものであるため、これからの保育所保育

は保育所保育指針に従い、保育をしなくてはならなくなった。

今回の保育所保育指針は誕生から就学までの長期的視野をもって乳幼児を理解することが大

切であるため、子どもの発達過程の連続性を保障するための保育課程の編成や保育所における

発達を小学校に継続するために保育所児童保育要録の作成をすることになった。

また、保育士等は自己評価を実施し、保育の専門性の向上や保育実践の改善を図ることなど

保育所保育の質の向上を図ることや子どもの保育だけでなく保護者の支援が保育所の目標に加

えられるなど、保育所の業務は質の高い乳幼児の保育と、保護者支援等の業務が増加した。

３．保育士の業務と専門性
ところで、国が保育士の専門性について述べたものはなかったが、先ほどもふれたように平

成13年度の児童福祉法の改正の時、第18条の4において、保育士の業務を規定した。そして、

保育所保育指針の第１章の総則において、「保育所における保育士は、児童福祉法第18条の４

の規定を踏まえ、倫理観に裏付けられた専門的知識、技術及び判断をもって、子どもを保育す

るとともに、子どもの保護者に対する保育に関する指導を行うものである」と規定した。

この「倫理観に裏付けられた」とは、保育士はきちんと子どもに分かるような生活に必要で

ある主体的な倫理観をもって、自分自身の生活の姿勢を正して保育に臨むことが必要であると

いうことである。そして、言葉だけでなく、生活全体を通して子どもに良き感化をすることで

ある。

また、児童福祉事業がいかに重要な職務であるかということを自覚し、しっかりした使命感

と深い熱意に燃えてと同時に、子ども全てに、偏らず健全な愛情を注げるようになることであ

る。そのためには、保育士自身が精神的にも身体的にも何時も健康であるように努力すること
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が必要であると考えられる。

次に、保育士の専門的技術について、国として明確に示したものはなかったが、保育所保育

指針の解説本において、厚生労働省として初めて保育士の専門性について示している。これに

よると、保育士の専門性は次の６点に集約される。すなわち、①子どもの発達に関する専門的

知識を基に子どもの育ちを見通し、その成長・発達する援助、②子どもの発達過程や意欲を踏

まえ、子ども自らが生活していく力を細やかに助ける生活援助の知識・技術、③保育所内外の

空間や物理的環境、様々な遊具や素材、自然環境を生かし、保育の環境を構成していく技術、

④子どもの経験や興味・関心を踏まえ、様々な遊びを豊かに展開していくための知識・記述、

⑤子ども同士の関わりや子どもと保護者の関わりなどを見守り、その気持ちに寄り添いながら

適宜必要な援助をしていく関係構築の知識・技術、⑥保護者等への相談・助言に関する知識・

技術、の６点である。

これは、保育士として身に付けなければならない専門性を、国として示したものである。こ

れらの専門性の観点に基づき、保育士は、保育所保育指針の第４章に示されているように自己

評価を行う。そして、保育の質の向上のための課題を見つけ、研修や自己研鑽によって課題を

解消する。このことを繰り返していくことによって、保育の質の向上が図れると記載されてい

る。

４．業務に対する保育士の思い
２０1０（平成２２）年５月に保育士養成協議会の報告書の「指定保育士養成施設卒業後の動向及

び業務の実態に関する調査（報告書Ⅱ）」によると、保育職を選んだ理由の１位は「子どもが

好きだったから」、２位は「保育士になるのは子どもの時からの夢であった」、３位は「保育士

はやりがいのある仕事だと思った」と回答されていた。

しかし、保育士をやめた人にその理由を聞くと「職場内の人間関係がいやだと思った」、「仕

事の量が多すぎて、疲れを感じた」、「仕事に見合う報酬が保証されていないと思った」などと

回答されていた。また、現在在職している保育士においても、８割以上の人が辞めたいと思っ

たことがあると回答していると報告している。

このように保育士としての仕事量が多いことや、保護者に代わって乳幼児の健やかな育ちを

保障するために専門職としての努力の割には報酬は少ないなどと回答している保育士が多いと

報告されていた。

一方、保育所では、女性の社会進出などの理由により、保育所に入所する３未満児等の乳幼

児が増加するため、保育士の需要が高くなっているが、それに伴う供給が少ないと言われてい

る。また、保育士養成校では、保育士の資格を取得しても保育所等の児童福祉施設に就職しな

くなり、一般会社等に就職する学生が年々増加してきていると言われている。
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５．本研究の目的
以上のことをふまえて、本研究では、今後の保育の施策の方向性や保育士の処遇改善、研修

のあり方などに寄与することを目的として、保育所の保育士の業務の量・質に関する調査を行

う。具体的には、（１）保育士の勤務実態、（２）専門性、（３）満足度・意識に関する全国域

の調査を行った。

勤務実態に関する調査は、これまでも多くのさまざまな調査が行われてきている。例えば、

民秋（2009）は、「園内での業務のうち、次の事項にどのくらい時間をかけていますか」とし

て、１日のうちで、①保育の準備（教材準備や環境構成など）、②記録、③指導計画の立案、

④掃除などの環境整備にかけた時間を調査している。その結果、１～２歳児を担当する保育士

では、４つのいずれの業務にも、平均して０.7～０.9時間程度の時間をかけていることが示され

た。

しかしながら、この調査では、保育をしながらこれらの業務に従事していた可能性もある。

また、毎日その業務をしているかどうかは明らかではない。例えば、これら４つの業務に毎日

０.8時間ずつかけているとすると、３時間以上は子どもとかかわっていないことになるが、日常、

我々が保育を見る限り、それは困難と予想できる。そこで本研究では、平日の特定の１日につ

いて、出勤時刻と退所時刻を尋ね、在園した時間を計算してもらった後、その時間内に、どの

業務にどれだけの時間をかけていたのかを調べることにした。

専門性に関する調査は、自己評価に関連づけてさまざまな調査が行われてきている。例えば、

清水ら（2006）は、保育所保育指針に基づいて作成した「○○していますか」という形式の

さまざまな項目に対して、「はい・いいえ」の２件法で保育士に回答を求め、「していない」あ

るいは「できていない」内容を調査し、保育現場におけるそのような結果の利用の仕方を提案

している。

しかしながら、これは調査対象者が全ての業務を日々担当しているという前提の調査である。

実際には時々しか担当していなかったり、二件法では答えにくいケースもある。そこで本研究

では、各業務に対して担当しているかどうかと、担当している場合にはどの程度できていると

思うかを評定してもらった。

業務とそれに対する保育士の思いを繋ぐものとして、本研究では、満足度・意識に焦点を当

てた。何に満足しているのか、どの程度、やりがいやきつさを感じているのか、何に困ってい

るのか、保育士になって良かったことは何か、今後も勤務を続けていくかどうか、継続勤務に

影響する要因は何か。これらの実態を調べることが、離職の原因を探ったり、就職希望者に夢

を与える情報を明らかにすることにつながると考えたからである。

なお、本研究では、これらの調査の際、合わせて、経験年数による違いも調べることにした。

経験を積むことにより、①同じ業務であっても効率よく遂行できるようになる、②専門性が磨
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かれていく、③またそれらに伴い、満足度や意識も高まってくると予想したからである。

（西村重稀）

文献

民秋言（２００9）厚生労働科学研究費補助金行政政策研究分野政策科学総合研究（政策科学推進研究事業）「少子化社会

における保育環境の在り方に関する総合的研究」平成２０年度総括研究報告書．

清水益治・千葉武夫・西村重稀・民秋言・佐藤直之（２００6）保育士の資質向上のためのシステム作り－保育士の自己

点検・自己評価チェックリストをもとに．保育士養成研究，２3，11-２０．



Ｂ．調査の方法

１．調査対象
全国２3,154の保育所の２０分の１を選び、調査対象保育所とした。これらの保育所の選出に当

たっては、日本保育協会が毎年調査している名簿を用いた。本年度の名簿は、日本保育協会名

で全国の都道府県・指定都市・中核市保育所主管課長あてに「最新保育所名簿恵贈のお願い」

を平成２3年５月11日付けで郵送して、返信があったものに基づく名簿である。

選出方法は、層化抽出とした。各都道府県・指定都市・中核市ごとの公営・民営別に、名簿

にある保育所を順番に並べ、２０番目ごとを調査対象保育所とした。選ばれた保育所数は1,174

であった。

２．材料
Ａ票、Ｂ－①票、Ｂ－②票、Ｂ－③票の４つの調査票を作成した（巻末の資料を参照）。こ

のうちＡ票は施設票であり、施設全体のことについて尋ねるものであった。調査内容は次の４

つとした。

（１）回答者について

（２）園の設置状況等について

（３）平成２3年９月１日現在の在園児数、職員数等について

（４）保育の体制について

Ｂ－①票、Ｂ－②票、Ｂ－③票は個票であり、各園でフルタイムで勤務する３名の保育士（Ｂ

－①票は経験年数３年以下（保育士（保母）として勤務した経験年数）、Ｂ－②票は経験年数

４年以上1０年未満、Ｂ－③票は経験年数1０年以上）に、勤務実態・専門性・意識等について尋

ねるものであった。調査内容は、次の通りであった。

（１）回答者について

担当クラス、クラスでの役割、就業形態、経験年数、性別、昨年度の研修回数

（２）保育士の勤務実態について

出勤時刻、退所時刻、園にいた時間、業務に携わった時間、持ち帰り、年次有給休暇

（３）専門性について

業務担当の有無と、それを実施できている程度

（４）満足度・意識について

満足度・意識の評定、保育士として働いて困っていること、保育士になって良かったこ

と、継続勤務の意識
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Ａ票はＡ４サイズの紙の表裏に、Ｂ票もＡ４サイズの紙の表裏にそれぞれ印刷した。

３．手続き
平成２3年９月５日に、４種類の調査票とそれぞれの回答者用封筒、保育所長宛の送付状並び

に返信用封筒を調査対象保育所に郵送した。送付状には、依頼文とともに、調査対象保育所の

選定方法、Ｂ票の回答者への渡し方などが書かれていた。回収は平成２3年1０月11日必着とした。

データの入力は、自由記述の内容を除き、第一生命情報システム株式会社に依頼した。自由

記述は協会内で入力した。自由記述を除くデータは清水研究委員がSTATISTICA1０を用いて分

析した。自由記述は田中研究委員が、清水研究委員とは完全に独立に分析をした。

（清水益治）
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Ｃ．調査結果の分析

Ⅰ．調査票の分析
１．回収率

配布対象1,174か所のうち、回収が得られたものは、653か所、55.6%の回収率であった。こ

れら全てを分析の対象としたが、以下に述べる理由により、項目ごとに無効回答があり、それ

らは、当該項目の分析からは除いている。

２．施設票回答者
施設票の冒頭で、回答者の職名を、１保育所長、２主任保育士、３その他から選んでもらっ

た。無回答の票が２票あり、これらは分析から除外した。図Ⅰ－1に示すように、施設票の回

答者は保育所長が76.２％（496名）、主任保育士が２０.6％（134名）、その他が3.２％（２1名）であ

った。その他の括弧内には、園長代理（１）、事務担当職員（１）、副園長（５）、副所長（１）、

フリー（１）、保育士（１）などの回答があった。

３．設置状況等
（１）経営主体

経営主体を、１ 市町村などの公営、２ 社会福祉法人運営の民営、３ その他から選んでも

らった。無回答の票が４票あり、これらは分析から除外した。図Ⅰ－2に示すように、市町村

などの公営が47.8％（31０票）、社会福祉法人運営の民営が46.1％（２99票）、その他が6.２％（4０票）

であった。その他の括弧内には、学校法人（５）、株式会社（５）、財団法人（６）、指定管理法人・

医療法人・ＮＰＯ法人、公設民営等（６）などの回答があった。
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図Ⅰ−１　施設票回答者の職名 図Ⅰ−２　施設票回答者の職名
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（２）施設認可（届出）年

認可（届出）年の分布を示した者が図Ⅰ－３である。平成の元号は、63を加えて昭和に続け

た数値で示している。最も古いものは、昭和５年であった。本年と昨年の認可が、どちらも1０

か所以上あるなど、近年の変化がうかがえる。平均は昭和48年であった。

経営主体別に見ると、市町村などの公営の平均は昭和4２.8年、社会福祉法人運営の民間は昭

和5２.6年、その他は昭和58.5年で、市町村などの公営が他の２つの経営主体よりも認可（届出）

年が古かった。

（３）児童定員数

児童定員数の平均は9２.２名であり、最小値は２０名、最大値は35０名であった。その分布を示

したものが図Ⅰ－４である。5０名から1００名規模の保育所が多いことがわかる。

経営主体別に見ると、市町村などの公営の平均は94.7名、社会福祉法人運営の民間は93.０名、

その他は73.5名で、その他の定員数が、他の２つの経営主体より少なかった。

図Ⅰ−３　認可（届出）年

図Ⅰ−４　児童定員
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４．平成23年9月1日現在の在園児数、職員数
（１）在園児数

在園児数の合計値の平均は、9２.1名と、児童定員数とほぼ同じであった。図Ⅰ－５は、各年

齢の在園児数の平均を示したものである。０歳児クラス＜１歳児クラス＜２歳児クラス＜３歳

児クラス≒４歳児クラス≒５歳児クラスと、年齢による差が見られた。

図Ⅰ－６は、経営主体別に見た在園児数の平均である。全体としてみると、社会福祉法人

運営の民営（平均16.9名）が市町村などの公営（平均14.3名）とその他（平均1２.6名）よりも

在園児数が多かった。年齢別に見ると、０歳児では市町村などの公営（4.3名）よりも社会福

祉法人運営の民営（8.6名）の方が平均在園児数が多かった。１歳児や２歳児でも同様に、市

町村などの公営（順に1０.3名と13.5名）よりも社会福祉法人運営の民営（順に15.０名と17.9名）

の方が平均在園児数が多かった。３歳児と４歳児では、社会福祉法人運営の民営（順に２０.7名

と２０.3名）の方がその他（順に14.２名と14.7名）よりも平均在園児数が多かった。５歳児では、

市町村などの公営と社会福祉法人運営の民営（順に19.3名と18.9名）がその他（1２.9名）より

も平均在園児数が多かった。

図Ⅰ−５　在園児数

図Ⅰ−６　経営主体別に見た在園児数



─ 16 ─

経営主体内の比較をしたところ、市町村などの公営では、０歳児＜１歳児＜２歳児＜３歳児

≒４歳児≒５歳児の順に、平均在園児数が多くなった。社会福祉法人運営の民営では、０歳児

＜１歳児＜他の全ての年齢児という関係が見られた。また、２歳児は３歳児と４歳児よりも、

５歳児は３歳児よりも、平均在園児数が少なかった。その他の経営主体では、０歳児だけが他

の全ての年齢児よりも平均在園児数が少なかった。

（２）職員数

職員数合計の平均は、２3.1名であった。経営主体別に見ると、市町村などの公営が平均２２.２名、

社会福祉法人運営の民営が平均２4.5名、その他の平均が２０.6名であり、市町村などの公営の平

均値が社会福祉法人運営の民営のそれよりも少なかった。

所長は１園を除き、全ての保育所で１名であった。除かれた園には所長がいなかった。保育

士数の平均は16.7名、最大値は55名であった。その分布を示したものが図Ⅰ－７である。保育

士数で1０名から２０名の保育所が多いことがわかる。経営主体別に見たところ、市町村などの公

営が平均16.1名、社会福祉法人運営の民営が平均17.9名、その他の平均が14.46名であり、社会

福祉法人運営の民営が他の２つの経営主体よりも保育士数が多かった。

調理員数の平均は２.9名、最小値は０名、最大値は1２名であった。その分布を示したものが

図Ⅰ－８である。調理員数で２名と３名の保育所が多いことがわかる。経営主体別に見たとこ

ろ、平均値に差はなかった。

図Ⅰ−７　保育士数の分布
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看護師数の平均は０.4名、最小値は０名、最大値は４名であった。その分布を示したものが

図Ⅰ－９である。看護師数は０名が多いことがわかる。

その他の職員数の平均は２.1名、最小値は０名、最大値は２２名であった。その分布を示した

ものが図Ⅰ－1０である。０名が多いことがわかる。

図Ⅰ－10　その他の職員数の分布

図Ⅰ−８　調理員数の分布

図Ⅰ−９　看護師数の分布

図Ⅰ−1０　その他の職員数の分布
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（３）保育士の勤務形態別の人数

常勤正規職員、非正規職員（フルタイム）、非正規職員（パートタイム）の人数について記

入を求めた。平均値、最小値、最大値を示したものが表Ⅰ－１である。平均値を見ると、常勤

正規職員＞非正規職員（フルタイム）＞非正規職員（パートタイム）の順に人数が多かった。

最小値を見ると、常勤正規職員は１名であったが、非正規職員（フルタイム）と非正規職員（パ

ートタイム）は０名であった。最大値を見ると、常勤正規職員が36名で最も多く、次いで非正

規職員（パートタイム）が3０名、非正規職員（フルタイム）が２6名で最も少なかった。

次に経営主体による違いを調べた（表Ⅰ－２）。正規職員では、市町村などの公営の平均値が、

社会福祉法人運営の民営とその他の経営主体の平均値よりも低かった。非正規職員（フルタイ

ム）では、市町村などの公営＞社会福祉法人運営の民営＞その他の経営主体の順に平均値が高

かった。非正規職員（パートタイム）では、経営主体の差はなかった。

５．保育の体制
（１）平日の開所時刻と閉所時刻、および開所時間

この設問では、無回答が数多く見られた。具体的には、開所時刻の時欄が空欄になっている

票（９票；以下、括弧内の数字は票数）、閉所時刻の時欄が空欄になっている票（９）、開所

時間の時欄が空欄になっている票（14）、開所時刻の分欄が空白になっている票（1０）、閉所

時刻の分欄が空白になっている票（11）、開所時間の分欄が空白になっている票（44）があっ

た。これら全てを分析から除外することも可能であったが、内容を検討したところ、次のよう

表Ⅰ－１　保育士の勤務形態別の人数

平均値 最小値 最大値

常勤正規職員 9.8 1 36

非正規職員（フルタイム） 5.2 0 26

非正規職員（パートタイム） 4.4 0 30

表Ⅰ－２　経営主体別に見た保育士の勤務形態別人数の平均値

市町村などの
公営

社会福祉法人
運営の民営 その他

正規職員 8.1 11.6 10.3

非正規職員（フルタイム） 5.9 4.8 2.9

非正規職員（パートタイム） 4.6 4.2 4.0
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に解釈をすることで、いくつかの票を利用できることがわかった。（ａ）時欄が記入されてお

り、分欄が記入されていない票は、「０」分と解釈する。この解釈によって、開所時刻の分欄

が空欄になっている票（１）、閉所時刻の分欄が空欄になっている票（２）および開所時間の

分欄が空欄になっている票（3０）を分析に利用できる。（ｂ）開所時間を開所時刻と閉所時刻

から計算する。この計算で５票を分析に利用することが可能であった。しかしながら、以下の

③に示す理由で、この５票を利用することはしなかった。（ｃ）閉所時刻から開所時刻を引い

た値として定義していた開所時間を、実際に引き算をしてみたところ計算が合わない票があっ

た（35）。その差を検討してみたところ、「２4時間制でお書き下さい」と指定していたにもかか

わらず1２時間制で書かれていた票があった（６）。そこでこれらは２4時間制に修正した。また

閉所時間を１時としていた票があった。この票の開所時間を見たところ11時となっており、開

所時間を見ると14時間となっていた。そこでこの票は２5時と修正した。それでもまだ２8票は計

算間違いと思われた。しかしこれらはあえて修正はしなかった。これらを修正することは、デ

ータの改ざんに相当するからである。またこの理由で、（ｂ）の最後に述べた５票については、

修正しなかった。

なおこのような２4時間制の修正を加えても、解釈が困難な票が２票あった。その１つは、開

所時刻が７時15分、閉所時刻が８時０分、開所時間が12時間０分というものである。この票は、

開所時刻の記入ミス、閉所時刻の記入ミス、開所時間の計算ミスという、３つの解釈が可能で

ある。この票は、開所時刻と閉所時刻、および開所時間の全ての分析から除外した。もう１つ

は、開所時刻が７時30分、閉所時刻が６時０分となっており、開所時間が時間欄と分欄のい

ずれも無記入の票である。この票は、閉所時刻を18時に修正することもできるが、それをする

ことは、開所時間を1０時間3０分と考えることになり、複数箇所の仮定に基づく修正をすること

になる。そこでこの票も開所時刻と閉所時刻、および開所時間の全ての分析から除外すること

にした。

このような修正をふまえ、除外した票を数えた。最終的に分析に利用した票数は、開所時刻

と閉所時刻の分析ではどちらも64２票、開所時間の分析では638票であった。それぞれの平均値、

最小値、最大値を示したものが表Ⅰ－３である。先ず開所時刻に注目する。平均値は７時17分

と７時台前半であった。最頻値は７時０分であり、3０4票が７時０分であった。最小値は６時

3０分と最頻値よりも3０分早かった。６時3０分に開所の場合、もし子どもが６時3０分に来るなら

ば、その子どもは６時3０分までに家を出ていることになる。とすると朝食は６時前後になって

いると推測できる。最大値は1２時０分であった。午後から開所する保育所であろう。

次に閉所時刻を見てみよう。平均値は18時5２分と19時に近かった。最頻値は19時０分であり、

318票が19時０分と、半数近い保育所が保育所がこの時間に閉所していた。最小値は16時０分

であり、最頻値よりも３時間も早かった。最大値は２5時であった。この保育所は11時０分に開
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所していた。

開所時間を見ると、平均値は11時間35分であった。最頻値を調べると、1２時間０分であり、

２91票が1２時間０分と回答していた。最小値は６時間3０分であった。児童福祉施設最低基準第

34条に「保育所における保育時間は、一日につき八時間を原則とし、その地方における乳幼児

の保護者の労働時間その他家庭の状況等を考慮して、保育所の長がこれを定める」とあるが、

保育所長の判断で短くしたものと推測できる。最大値は15時間3０分であり、上記の原則の２倍

近い開所時間であった。当該票の詳細を調べると、開所時刻は６時3０分、閉所時刻は２1時０分

であった。

次に経営主体による違いを調べた（表Ⅰ－４）。分析された票数は、開所時刻と閉所時刻では、

市町村などの公営、社会福祉法人運営の民営、その他の経営主体の順に、3０２票、２97票、4０票

であった。開所時間では同じ順に3００票、２95票、4０票であった。

開所時刻では、市町村などの公営の平均値が、社会福祉法人運営の民営とその他の経営主体

の平均値よりも遅かった。閉所時刻では、市町村などの公営の平均値が、社会福祉法人運営の

民営とその他の経営主体の平均値よりも早かった。開所時間では、市町村などの公営の平均値

が、社会福祉法人運営の民営とその他の経営主体の平均値よりも短かった。

表Ⅰ－３　開所時刻、閉所時刻、開所時間の平均値、最小値、最大値

平均値 最小値 最大値
時 分 時 分 時 分

開所時刻（N＝642） 7 17.0 6 30 12 0

閉所時刻（N＝642） 18 52.4 16 0 25 0

開所時間（N＝638） 11 35.4 6 30 15 30

表Ⅰ－４　経営主体別に見た開所時刻、閉所時刻、開所時間の平均値

市町村などの公営 社会福祉法人運営の
民営 その他

時 分 時 分 時 分
開所時刻 7 24.2 7 10.2 7 13.6

閉所時刻 18 37.2 19 5.0 19 14.3

開所時間 11 11.6 11 55.9 12 4.4
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（２）ローテーションの体制

「ローテーションの体制を組んでいますか」という設問に対して、無回答が16票あった。こ

れらは本項の分析から除いた。「はい」という回答は596票、95.6％であり、「いいえ」という

回答は41票、6.4％であった。この割合に経営主体による差はなかった。

先の項目に「はい」と回答した者に対して、「組んでいる場合、何交代制ですか」と、数字

を書く欄を設けて尋ねた。その結果1０9票が無回答であった。交代数が曜日や週、月などによ

って異なり回答が困難だったのかもしれない。回答された交代制の分布を示したものが図Ⅰ－

11である。３交代制が最も多く、次いで５交代制であった。平均値を算出したところ、4.5と

なった（N=487）。

次に経営主体による差を調べた。分析の対象となったのは、市町村などの公営が２２5票、社

会福祉法人運営の民営が２3０票、その他の経営主体が30票であった。平均値を示したものが図

Ⅰ－1２である。市町村などの公営が社会福祉法人運営の民営よりも平均値が低かった。

（３）最も早出出勤と最も遅出出勤

この設問は、上記のローテーションの体制を組んでいると答えた園、かつ交代制の欄に数字

記入していると答えた園に回答を求めた。しかしながら、もしこのまま分析対象を限定すると、

ローテーションの体制を取っているかどうかを尋ねた最初の設問に無回答の16票、あるいは

「いいえ」と答えていた41票と、「はい」を選んだ中で交代制の欄の無記入の1０9票を除外する

など、かなり多くのデータ（約１／４）を除外することになり、調査対象園の概要を示すとい

う施設票の分析としては不適当と考えられた。また最も早出勤務、最も遅出勤務だけなら、固

定した勤務であっても、また交代制の欄が無記入であっても、調査対象園の概要を示すという

目的であれば可能であると判断できた。そこで上記の（２）とは独立に分析をすることにした。

図Ⅰ−11　交代数の分布 図Ⅰ−1２　経営主体別に見た交代制の平均値
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しかしながら、このような配慮の下でも、本節の（１）の分析にあるように、時刻の計算に

関しては、部分的に無回答の票や２4時間制で記入されていない回答の票が多く見られた。そこ

で（１）にならい、次のようにした。先ず、最も早出勤務の職員の出勤時刻については、時欄

が空欄の票は、分析から除外した（38）。分欄が空欄の票のうち、時欄に数字があるものは、

０分とした（４）。次に、最も早出勤務の職員の退所時刻については、時欄が空欄の票は、分

析から除外した（41）。時欄が３時の票は、出勤時刻が７時台であったので、15時とした（４）。

時欄が４時の票は、出勤時刻が７時台あるいは8時台であったので、16時とした（２1）。分欄

が空欄の票のうち、時欄に数字があるものは、０分とした（４）。続いて、最も遅出勤務の職

員の出勤時刻について、時欄が空欄の票は、分析から除外した（43）。分欄が空欄の票のうち、

時欄に数字があるものは、０分とした（４）。さらに、最も遅出勤務の職員の退所時刻について、

時欄が空欄の票は、分析から除外した（46）。退所時刻の時が１時になっていた票は、閉所時

刻から判断し、２5時とした（１）。退所時刻の時が6時になっていた票は、閉所時刻から判断し、

18時とした（９）。退所時刻の時が７時になっていた票は、閉所時刻から判断し、19時とした

（５）。退所時刻の分が空欄になっていた票は０分とした（１）。

表Ⅰ－５は、最も早出勤務と遅出勤務の職員の出勤時刻と退所時刻について、その平均値と

最小値、最大値を示したものである。表中に分析対象となった票数も示した。最も早出勤務の

出勤時刻の平均値は７時15分であり、最頻値は７時０分（N=２57）であった。これらの値は、

園の開所時刻の平均値や最頻値から想像できる値である。最小値は６時２０分と、園の開所時刻

の最小値である６時3０分の1０分前であった。最も早くから開所する保育所では、約1０分で子ど

もを受け入れる準備をすると考えられる。最大値は11時０分であり、この園は開所時刻の最大

値の園ではなかった。

最も早出勤務の退所時刻の平均値は15時57分で、16時に近かった。最頻値は16時０分であっ

た（N=17２）。最小値を見ると８時5０分とかなり早い時間であった。この職員の出勤時刻を見

ると、６時5０分となっており、早朝に２時間だけ働く勤務であった。この保育所は、ローテー

ションの体制を組んでおり、９交代制であった。最大値は２０時０分であり、この職員は11時に

表Ⅰ－５　最も早出勤務と遅出勤務の職員の出勤時刻と退所時刻

平均値 最小値 最大値
時 分 時 分 時 分

最も早出
勤務

出勤時刻（N＝619） 7 15.2 6 20 11 0

退所時刻（N＝616） 15 56.8 8 50 20 0

最も遅出
勤務

出勤時間（N＝614） 10 1.1 7 30 20 0

退所時刻（N＝611） 18 50.9 16 0 25 0
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出勤しており、当該保育所は、ローテーションの体制を組んでいないと回答していた。

最も遅出勤務の職員の出勤時刻の平均値は1０時１分であり、1０時を回っていた。最頻値は９

時3０分であったので（N=99）、右に裾野が長い分布であることがうかがえた。最小値は７時3０

分であった。当該保育所では３交代制のローテーションの体制を組んでおり、最も早出勤務の

職員の出勤時刻は７時０分であり、７時から７時半の間に全ての職員が出勤していることが示

された。なお最も遅出勤務の職員の退所時刻は18時3０分と、11時間の勤務であった。最大値は

２０時０分であった。当該保育所は11時０分開所、２5時０分閉所であり、ローテーションの体制

は組んでいなかった。なお当該保育所の最も早出勤務の職員の勤務時間は11時０分出勤、２０時

０分退所であり、最も遅出勤務の職員と入れ替わりの勤務であった。

最も遅出勤務の職員の退所時刻の平均値は18時51分、最頻値は19時０分（N=２4０）であった。

最小値は16時０分であったが、当該保育所の閉所時刻を見ると18時０分となっており、全ての

子どもが閉所時刻よりもかなり早い時間に帰ることが示唆された。最大値は２5時０分であった。

次に経営主体による違いを調べた（表Ⅰ－６）。分析された票数は、最も早出勤務の職員の

出勤時刻では、市町村などの公営、社会福祉法人運営の民営、その他の経営主体の順に、２88票、

２91票、37票であった。同職員の退所時刻では同じ順に、２86票、２9０票、37票であった。最も

早出勤務の職員の出勤時刻では、同じ順に、２83票、２91票、37票であった。同職員の退所時刻

では、同じ順に、２81票、２9０票、37票であった。

最も早出勤務の出勤時刻と最も遅出勤務の退所時刻で差が見られた。最も早出勤務の出勤時

刻では、市町村などの公営が、社会福祉法人運営の民営とその他の経営主体よりも平均値が遅

かった。最も遅出勤務の退所時刻では、市町村などの公営が、社会福祉法人運営の民営とその

他の経営主体よりも平均値が早かった。

（４）園内研修

「園内研修について、次の形態（内容）の研修を年に何回行っていますか」として、①園外

講師を招いての研修、②読書会、③事例検討会、④公開保育（園内公開保育を含む）、⑤その

表Ⅰ－６　経営主体別に見た最も早出勤務と遅出勤務の職員の出勤時刻と退所時刻の平均値

市町村などの公営 社会福祉法人運営の
民営 その他

時 分 時 分 時 分

最も早出
勤務

出勤時刻 7 23.8 7 7.0 7 11.6

退所時刻 15 57.6 15 53.3 16 15.9

最も遅出
勤務

出勤時刻 10 1.5 9 58.9 10 4.5

退所時刻 18 37.3 19 2.2 19 6.1
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他について尋ねた。⑤その他には、「内容を具体的に記入して下さい」として、箇条書きで２

つの研修の内容を書いてもらえる欄を作った。

無回答の票数を調べたところ、①園外講師を招いての研修では151票、②読書会では3０２票、

③事例検討会では143票、④公開保育（園内公開保育を含む）では２０5票、⑤その他では２94項

目が無回答であった。これらを全て除いて分析すると、実際にその研修をしているところだけ

を集計してしまうことになり、かなり高い値が算出される。また無回答を全て「０」にすると、

この設問全体に無回答の票も０回として計算してしまうことになり、かなり低い値が算出され

る。そのためこれら２つのは方法は、どちらも不適当であると考えられる。

そこで、本報告書では次のようにすることにした。（ａ）５項目の全てが空欄の票（２5）は

問11の分析から除外する。（ｂ）①から④の項目のうち、いずれかの項目の欄に「１」以上の

数字があり、「０」がない場合、①から④の空欄はすべて0とする。（ｃ）①から④の項目のうち、

いずれかの項目の欄に「０」の数字がある場合、空欄は空欄のままとする。（ｄ）⑤その他の

項目は、先ず「記入あり」と「記入無し」に区別し、「記入あり」の場合の平均値や分布を検

討する。（ｅ）全研修回数として、５項目の研修回数を合計した値も分析する。ただしこの分

析でも（ａ）で除外した２5票は分析対象とはしない。

表Ⅰ－７は、①から⑤の研修とその合計値について、分析票数、平均値、最小値、最大値を

示したものである。上記のようにしたことで、⑤その他を除き、6００以上の分析票数が確保で

きた。

先ず①～⑤の合計値を注目した。平均値は15.7回となっており、月に１回以上の研修が行わ

れていることになる。分布を示したものが図Ⅰ－13である。最頻値は1２回、すなわち毎月１回

の研修で、44票がこの値であった。最小値は０であった。今回の調査では研修の定義が曖昧な

ので、全く研修を実施していない園があるとは言い切れないが、今後の研究課題とできる。最

大値は156回と、週３回の研修を実施している保育所があった。

次に①から⑤のそれぞれについて順に検討する。①園外講師を招いての研修は、平均が２.２

表Ⅰ－７　各研修形態（内容）の年間回数の平均値、最小値、最大値

分析票数 平均値 最小値 最大値

①園外講師を招いての研修 625 2.2 0 85

②読書会 617 1.2 0 48

③事例検討会 605 7.4 0 60

④公開保育（園内公開を含む） 617 2.2 0 42

⑤その他 198 9.7 0 60

①〜⑤の合計値 628 15.7 0 156
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回と半年に１回程度であった。分布を示したものが図Ⅰ－14である。最頻値を見ると０回（２1２

票）と、約３分の１の保育所はこれを全くしていなかった。最大値は85回と週に１回以上、こ

の研修を行っていた。園外講師を招くには、保育士養成施設を活用する手もあるが、時間や謝

礼等、検討すべき点が多々ある。この研修を中心に考えるのであれば、頻繁に行っている保育

所に、そのやり方を尋ねることが必要である。

図Ⅰ−13　合計値の分布

図Ⅰ−17　公開保育の回数の分布

図Ⅰ−15　読書会の回数の分布

図Ⅰ−14　園外講師を招いての研修の回数の分布

図Ⅰ−18　その他の研修の回数の分布

図Ⅰ−16　事例検討会の回数の分布

いずれも横軸が回数、縦軸は票数（頻度）
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②読書会について、平均値は1.２回であった。図Ⅰ－15に示した分布を見ると、ほとんどの

保育所で行われていないことがわかる。ただし最大値にあるように、年48回と、毎月４回行っ

ているところも見られた。

③事例検討会の平均値は7.4回と、２ヶ月に１回以上のペースである。しかし図Ⅰ－16に示

した分布からは、毎月実施しているところと、全く実施していないところの2極化しているこ

とがわかる。最大値を見ると、6０回と、毎週実施している保育所もあった。

④公開保育について、平均値は２.２回であったが、図Ⅰ－17に示した分布からは、０回の保

育所も多いことがわかる。

⑤その他の研修については、平均値が9.7回と比較的多かった。図Ⅰ－18に示した分布を見

ると、1２回と毎月１回行っている保育所と、３回と学期に１回行っている保育所が多いこと

がわかる。最大値は6０回と、毎週実施している保育所もあった。

次に、経営主体による違いを分析した。図Ⅰ－13からⅠ－18に見たように、分布は正規分布

とは言いがたかったので、各研修の実施回数の中央値を算出し、その値より多い実施回数を報

告した票の割合（％）を比較した（表Ⅰ－８）。①園外講師を招いての研修でのみ、若干の差

が見られ、市町村などの公営よりも社会福祉法人運営の民営の方が中央値よりも実施回数が多

い票の割合が大きかった。

（５）第三者評価受審の経験

第三者評価受審の経験を「あり」「なし」として尋ねたところ、２7票は無回答であった。こ

れらを除いて分析したところ、「あり」は全体で19.6％（1２3票）であった。

経営主体による差を調べたところ、「あり」の割合は、市町村などの公営で15.4％、社会福

祉法人運営の民営で２3.7％、その他の経営主体で２０.０％と、社会福祉法人運営の民営が市町村

などの公営よりも、割合が高かった。

表Ⅰ－８　経営主体別に見た中央値よりも研修回数が多かった割合（％）

中央値 市町村などの
公営

社会福祉法人
運営の民営 その他

①園外講師を招いての研修 1 35.5 44.1 33.3

②読書会 0 20.2 20.2 11.4

③事例検討会 6 44.4 43.3 38.2

④公開保育（園内公開を含む） 0 48.3 49.8 45.7

⑤その他 7 41.9 57.8 50.0

①〜⑤の合計値 12 45.6 53.5 37.8



Ⅱ．個票の分析
１．分析対象

先述のように、回収が得られた施設票は、653か所、55.6%の回収率であった。しかしながら、

個票の分析については、これらの全ての回収された施設のすべての票を利用することは、以下

の３つの理由でできなかった。第1の理由は、該当者がいない施設があったからである。個票

では、各施設において、Ｂ－①票は保育所の通算経験年数３年以下、Ｂ－②票は保育所の通算

経験年数４年以上1０年未満、Ｂ－③票は保育所の通算経験年数1０年以上の保育士に回答を依頼

した。しかしながら、全ての保育所に経験年数３年未満、あるいは経験年数1０年以上の保育士

が在職しているとは限らない。そこで、各個票には、冒頭に「該当者なし」の欄を設けて、当

該施設に該当者がいない場合には、この欄に○をしてもらうことにした。表Ⅱ－１の第２列に

「該当者なし」に○があった票数を示した。これらの票は全ての分析から除外した。

第２の理由は、各個票で尋ねた経験年数と、それぞれの表で求めた経験年数との間に矛盾し

た票があったからである（表Ⅱ－１の第３列参照）。例えば、Ｂ－③票は経験年数1０年以上の

保育士に回答を求めたものである。しかしながら設問４で保育所保育士の経験年数の通算を尋

ねたところ、1０年未満の票が数多く見られた。これについてはいくつかの解釈が可能である。

具体的には、ａ．保育所の経験年数は1０年以上と長いが、保育所保育士としては短いケース、ｂ．

Ｂ－①票を保育所の経験年数1０年以上に誤って渡してしまったケース、ｃ．職員が３名の保育

所で、その３名の通算経験年数が３年以下で一人、４年以上1０年未満で二人の場合で、一人の

保育士にだけ回答させないことが公平性を欠くと考えられたケースなどである。回収された調

査票からこれらを判別することは困難であった。そこで忸怩たるものはあったが、これらの票

は分析から除いた。なお、Ｂ－①票に関して、「３年以下」は、４年未満と解釈した。

第３の理由は、設問や項目によって無回答の票や明らかに誤った数値の票があったことであ

る。例えば、設問７では、登園（出勤した）時刻（①）、降園（退所した）時刻（②）、園にい

た時間（②－①）の記入を求め、さらに園にいた時間を、保育の時間、保育記録を作成するの

にかけた時間などに分けて記入してもらった。この設問では、園にいた時間が無回答であった

り、計算が誤っていたり、園にいた時間と業務等の合計時間が合わない票があった。これらに

ついては、少し煩雑になるが、項目ごとに分析から省いた票を示すことにした。
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表Ⅱ－１ 分析から除いた票数と分析に用いた票数

「該当なし」の票数 保育所保育士の経験年数の
通産と矛盾があった票数 分析に用いた票数

Ｂ−①（保育所の通算勤務年数３年以下） 116 71 466

Ｂ−②（保育所の通算勤務年数４年以上10年未満） 84 77 492

Ｂ−③（保育所の通算勤務年数10年以上） 23 40 590
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２．個票回答者
（１）担当するクラス

０歳児クラスから５歳児までと混合クラスと、７つの選択肢を設けて担当するクラスを選ん

でもらった。Ｂ－①（保育所の通算勤務年数３年以下）［以下、「３年以下」と記載。以下同じ］

では13票、Ｂ－②（保育所の通算勤務年数４年以上1０年未満）［「４～1０年」］では２０票、Ｂ－

③（保育所の通算勤務年数1０年以上）［「1０年以上」］では4２票が無回答であった。各担当クラ

スの割合を示したものが表Ⅱ－２である。３年以下は他と比べて、０歳児クラスと５歳児クラ

スが少なく、１歳児クラスと２歳児クラスが多かった。４～1０年は他と比べて、１歳児クラス

が少なく５歳児クラスが多かった。1０年以上は他と比べて、０歳児クラスが多く、２歳児クラ

スが少なかった。

（２）クラスでの役割分担

３年以下では17名、４～1０年では２5名、1０年以上では34名が無回答であった。表Ⅱ－３に各

選択肢が選ばれた割合を示す。３年以下は他と比べてリーダーが少なく、サブリーダーとその

他が多かった。４～1０年は他と比べてリーダーが多く、その他が少なかった。1０年以上は他と

比べてリーダーが多く、サブリーダーとその他が少なかった。

表Ⅱ－２　経験年数別に見た担当するクラスの割合（％）

０歳児クラス １歳児クラス ２歳児クラス ３歳児クラス ４歳児クラス ５歳児クラス 混合クラス 回答人数

３年以下 8.6 18.3 25.8 14.1 9.9 5.3 17.9 453

４〜10年 11.2 10.8 17.2 16.1 12.9 14.8 16.9 472

10年以上 16.1 14.2 12.8 13.7 10.8 11.5 21.0 548

平均（重みなし） 12.0 14.5 18.6 14.6 11.2 10.5 18.6 1473

表Ⅱ－３　経験年数別に見たクラスでの役割分担（％）

リーダー サブリーダー その他 回答人数

３年以下 41.9 29.4 28.7 449

４〜10年 69.6 15.0 15.4 467

10年以上 79.9 6.7 13.5 556

平均（重みなし） 63.8 17.0 19.2 1472



─ 29 ─

（３）雇用形態

３年以下では２名、４～1０年では２名、1０年以上では１名が無回答であった。表Ⅱ－４に各

選択肢が選ばれた割合を示す。３年以下は他と比べて正規職員が少なく、非正規職員（フルタ

イム）が多かった。逆に1０年以上は他と比べて正規職員が多く、非正規職員（フルタイム）が

少なかった。

（４）性別

３年以下で１名、４～1０年で１名が無回答であった。表Ⅱ－５に男性と女性が選ばれた割合

を示す。３年以下は他と比べて男性が多く、女性が少なかった。逆に1０年以上は他と比べて女

性が多く、男性が少なかった。

（５）研修回数

保育所負担と自己負担の研修回数の平均値を示したものが図Ⅱ－１である。回答人数は、保

育所負担が３年以下、4～1０年、1０年以上の順に、4０4名、438名、53２名であり、自己負担が２79名、

319名、364名であった。図から明らかなように、保育所負担が自己負担よりも多かった。

表Ⅱ－４　経験年数別に見た雇用形態（％）

正規職員 非正規職員
（フルタイム） 回答人数

３年以下 68.5 31.5 464

４〜10年 79.8 20.2 490

10年以上 94.4 5.6 589

平均（重みなし） 80.9 19.1 1543

表Ⅱ－５　経験年数別に見た性別割合（％）

男性 女性 回答人数

３年以下 5.2 94.8 465

４〜10年 4.3 95.7 491

10年以上 1.7 98.3 590

平均（重みなし） 3.7 96.3 1546
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３．勤務実態
設問７では、調査票を記入日の前日（平日）の勤務実態を調べた。この設問では３セットの

回答欄を設けた。その１つは、登園（出勤した）時間（①）、降園（退所した）時間（②）、お

よび園にいた時間（②－①）というセットである。園にいた時間は、降園時間から登園時間を

引く形で算出するようになっていた。２つめはさまざまな業務に携わった時間というセットで

ある。８つの業務を取り上げ、それらに携わった時間とそれらの合計時間を尋ね、合計時間は

最初のセットの園にいた時間と同じになるように記入を求めた。最後は、帰宅後、あるいは出

勤前に行った仕事の有無とそれにかけた時間というセットである。仕事がある場合、その内容

と所要時間、および合計時間を尋ねた。冒頭の分析対象で述べたように、特にこの設問７では

無回答が多かった。そこで、これらのセットごとに分析対象の票数を変えることにし、できる

だけ多くの正確に記入された票を分析した。

（１）登園時間、降園時間、園にいた時間

これらの調査項目では登園時間と降園時間は２4時間制で記入を求めた。しかしながら、園に

いた時間と登園時間の差から判断して、２4時間制になっていない票（後述するように、全てを

「分」に直して計算すると、ちょうど7２０分の差）が、３年未満で２3票、４～1０年で２5票、1０年

以上で43票あった。そこでこれらは２4時間制に修正して計算した。

次に、全ての時間を午前０時０分からの「分」に換算し、降園時間の値から登園時間の値を

引いた差と、園のいた時間の値と比較した。差と園にいた時間の値が異なっていたのは、３年

未満で6２票、４～1０年で65票、1０年以上で76票であった。そこでこれらは分析から除いた。分

析に用いた票数は、３年未満が4０4票、４～1０年が4２7票、1０年以上が514票であった。

表Ⅱ－６は、経験年数別に、登園時間、降園時間、園にいた時間の平均値を示したものであ

図Ⅱ－１　経験年数別にみた平均研修回数
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る。いずれも顕著な差はなかった。すなわちいずれの経験年数であっても、登園時間は８時15

分頃、降園時間は17時55分頃、園にいた時間は９時間4０分程度であった。

（２）さまざまな業務に携わった時間

この項目では表Ⅱ－７－１に示す８つの業務に携わった時間とその合計時間の記入求めた。

その際、合計時間は、先に求めた園にいた時間と同じになるように記載することを求めた。そ

こで合計時間と園にいた時間が合致しない票は、全て分析から削除した。これをしないと、各

業務に携わった時間を過小評価、あるいは過大評価してしまうと考えたからである。分析に用

いた票数は、３年未満が333票、４～1０年が355票、1０年以上が4０1票であった。

表Ⅱ－７－１を見ると、④保育の時間は約7時間、⑤保育記録を作成するのにかけた時間、

⑥保育教材を作成するのにかけた時間、⑦事務的な仕事にかけた時間、⑧保育所内の掃除や整

理にかけた時間、⑨会議・打合せ・報告等にかけた時間、⑩休憩時間が、それぞれ約２０～3０分

であった。子どもや保護者とかかわる時間が保育士の業務の中心であると、保育士が捉えてい

表Ⅱ－６　経験年数別に見た登園時間、降園時間、園にいた時間の平均値

３年以下 ４〜10年 10年以上

時 分 時 分 時 分

（２）登園（出勤した）時間　① 8 15.0 8 14.1 8 13.8

（３）登園（退所した）時間　② 17 59.0 17 51.3 17 56.1

（４）園にいた時間（②－①） 9 44.0 9 37.2 9 42.2

表Ⅱ－７－１　経験年数別に見た業務に携わった時間の平均値

３年以下 ４〜10年 10年以上
時 分 時 分 時 分

④保育の時間（子どもや保護者とかかわっていた時間） 7 5.8 7 7.5 6 53.4
⑤保育記録を作成するためにかけた時間 0 26.4 0 22.6 0 21.9
⑥保育教材を作成するのにかけた時間
　（指導計画の作成、教材研究を含む） 0 26.7 0 22.8 0 23.2

⑦事務的な仕事にかけた時間 0 20.2 0 21.7 0 33.4
⑧保育所内の掃除や整理にかけた時間 0 22.7 0 22.8 0 23.0
⑨会議・打ち合わせ・報告等にかけた時間 0 19.9 0 20.1 0 25.0
⑩休憩時間 0 30.8 0 29.9 0 31.1
⑪その他の内容にかけた時間 0 12.7 0 11.9 0 11.1

合計（「園にいた時間」と同じ） 9 45.2 9 39.2 9 42.3
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ることがわかる。また保育記録や保育教材など、保育実践に欠かせない内容に２5分程度しかか

けられていないことがうかがえる。

経験年数による違いを見ると、④保育の時間、⑤保育記録を作成するのにかけた時間、⑦事

務的な仕事にかけた時間で差が顕著であった。④保育の時間では、４～1０年の保育士が1０年以

上の保育士よりも、保育にかけた時間が長かった。⑤保育記録を作成するのにかけた時間では、

３年以下の保育士が1０年以上の保育士よりも、保育記録を作成するのにかけた時間が長かった。

⑦事務的な仕事にかけた時間では、1０年以上の保育士が３年以下と４～1０年の保育士よりも、

事務的な仕事にかけた時間が長かった。また、⑨会議・打ち合わせ・報告等にかけた時間でも

1０年以上の保育士が３年以下と４～1０年の保育士よりも、事務的な仕事にかけた時間が長い傾

向が見られた。

表Ⅱ－7－２は、８つの業務に携わった時間の最小値と最大値を経験年数別に示したもので

ある。先ず最小値を見ていこう。④保育の時間の最小値は、３年以下で３時間49分とほぼ４時

間であった。これに対して、４～1０年では２時間ちょうど、1０年以上では０分であった。経験

年数が増えるにつれて、子どもや保護者にかかわらない保育者が現れるようになると言えよう。

⑤保育記録を作成するのにかけた時間、⑥保育教材を作成するのにかけた時間、⑦事務的な仕

事にかけた時間、⑧保育所内の掃除や整理にかけた時間、⑨会議・打合せ・報告等にかけた時

間、⑩休憩時間、⑪その他の内容にかけた時間の最小値は０分であった。すなわち、これらに

まったく時間をかけなかった保育者が、いずれの経験年数にもいたことになる。

次に最大値に目を向ける。④保育の時間の最大値は、３年以下で1０時間２０分、４～1０年で９

時間5０分、1０年以上で1０時間５分と、ほぼ1０時間であった。標準勤務時間を１日８時間と考え

ると、それよりも２時間も多く、しかも子どもや保護者とかかわるだけに、その時間を使って

いる保育者がいた。

⑤保育記録を作成するのにかけた時間の最大値は、３年以下で３時間15分、４～1０年で２時

間15分、1０年以上では３時間5０分であった。保育を振り返った証拠となるのが、この記録であ

る。経験を重ねると、書く力がつく。そのため短時間で記録が書けるようになる可能性はある。

1０年以上になるとさまざまな振り返りが必要になるのかもしれない。

⑥保育教材を作成するのにかけた時間は３時間から４時間であった。教材作成にはそのくら

いの時間が必要なのかもしれない。

⑦事務的な仕事にかけた時間は経験年数が増えるにつれて、増加していた。特に1０年以上で

は７時間もこれに従事していた保育者がいた。

⑧保育所内の掃除や整理にかけた時間は２時間～３時間、⑨会議・打合せ・報告等にかけた

時間は３～４時間程度、⑩休憩時間は１時間半程度、⑪その他の内容にかけた時間は２時間半



─ 33 ─

から約５時間が最大値であった。

最大値と最小値を並べてみると、保育士の業務には個人差が大きいことがわかる。完全なる

分業化が進んでいる可能性もある。

（３）帰宅後、あるいは出勤前に行った仕事

「いわゆる「持ち帰り」をするなど、帰宅後、あるいは出勤前に、保育に関する仕事をされ

ましたか。された場合、その仕事の内容と所要時間を記入してください」とした。仕事をした

かどうかは「あり」か「なし」かの二選択とした。３年以下では14票、４～1０年では19票、1０

年以上では36票が無回答であった。表Ⅱ－８は、「あり」と「なし」の割合（％）を示したも

のである。1０年以上では「あり」が「なし」よりも多かった。

次に実際にどの程度の時間、それらの仕事、すなわち「持ち帰り」にかけたのかを分析した。

分析対象は、合計時間とした。回答したのは、３年以下では191票、４～1０年では２０8票、1０年

以上では２74票であった。表Ⅱ－９は、合計時間の平均を示したものである。経験年数にかか

表Ⅱ－７－２　経験年数別に見た業務に携わった時間の最小値と最大値

最小値 最大値
３年以下 ４〜10年 10年以上 ３年以下 ４〜10年 10年以上
時 分 時 分 時 分 時 分 時 分 時 分

④保育の時間（子どもや保護者とかかわっていた時間） 3 49 2 0 0 0 10 20 9 50 10 5
⑤保育記録を作成するためにかけた時間 0 0 0 0 0 0 3 15 2 15 3 50
⑥保育教材を作成するのにかけた時間
　（指導計画の作成、教材研究を含む） 0 0 0 0 0 0 3 25 3 0 4 0

⑦事務的な仕事にかけた時間 0 0 0 0 0 0 3 10 5 30 7 0
⑧保育所内の掃除や整理にかけた時間 0 0 0 0 0 0 2 20 3 0 2 30
⑨会議・打ち合わせ・報告等にかけた時間 0 0 0 0 0 0 4 20 3 15 4 10
⑩休憩時間 0 0 0 0 0 0 1 30 1 35 1 30
⑪その他の内容にかけた時間 0 0 0 0 0 0 4 55 2 30 3 0

表Ⅱ－８　いわゆる「持ち帰り」の有無（％）

あり なし 回答人数

３年以下 48.7 51.3 452

４〜10年 49.5 50.5 473

10年以上 56.1 43.9 554

平均（重みなし） 51.4 48.6 1479
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わらず、約1時間25分であった。

（４）有給休暇の使用率

昨年度の年次有給休暇（持ち越し日数を含む）の取得日数を尋ねたところ、３年以下では

466名中1０1名、４～1０年では49２名中63名、1０年以上では59０名中49名が無回答であった。記入

された日数の平均値を調べたところ、表Ⅱ－10の第２列に示すように、３年以下の平均日数

が最も少なく、次いで４～1０年で、1０年以上が最も多かった。

昨年度１年間の有給休暇の使用日数を尋ねたところ、３年以下では466名中98名、４～1０年

では49２名中57名、1０年以上では59０名中45名が無回答であった。記入された日数の平均値を調

べたところ、表Ⅱ－10の第３列に示すように、３年以下の平均日数が4 ４～1０年と1０年以上よ

りも少なかった。

有給休暇の使用日数÷取得日数×1００で使用率を計算したところ、３年以下では466名中141

名、４～1０年では49２名中84名、1０年以上では59０名中61名が算出できなかった。算出できた使

用率の平均値を調べたところ、表Ⅱ－1０の第４列に示すように、３年以下の平均使用率が最も

高く、次いで４～1０年で、1０年以上が最も低かった。

表Ⅱ－９　「持ち帰り」仕事の平均時間

時間 分 回答人数

３年以下 1 29.0 191

４〜10年 1 21.4 208

10年以上 1 26.5 274

平均（重みなし） 1 25.6 673

表Ⅱ－1０　有給休暇の取得日数、使用日数、使用率の平均

年次有給休暇の
取得日数 使用日数 使用率

３年以下 14.2 5.2 46.5

４〜10年 26.8 7.9 36.0

10年以上 33.8 8.4 28.7

平均（重みなし） 26.2 7.3 35.7
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４．専門性
（１）業務の担当

「以下の保育士の業務について、どの程度実施できていると思いますか？該当するものに○

をしてください」として1２の業務をあげ、それぞれについて、「できている（１）」、「ほぼでき

ている（２）」、「あまりできていない（３）」、「できていない（４）」、「担当していない（５）」

の5段階で評定を求めた。このうち「担当していない（５）」は、他の4つの段階とは別の尺度

に位置づけられる。そこで、先ず、この選択肢が選ばれた割合（％）を調べた（表Ⅱ－11）。

全体的に見ると、⑫地域の子育て家庭への支援と⑪他の専門機関との連携では、他の業務と

比べて担当していない者が多かった。

次に、経験年数による違いを見た。その結果、①保育所の保育方針に合わせた指導計画の立

案、②子どもの姿や季節に合わせた指導計画の立案、⑪他の専門機関との連携、⑫地域の子育

て家庭への支援の４つの業務では、違いが顕著であり、いずれも担当していない者の割合は、

３年以下で多く、1０年以上では少なかった。また、⑤季節に合わせた保育室などの環境整備で

は、1０年以上の担当していない者が多い傾向がみられた。さらに、⑩栄養士や看護師など他の

専門職との連携では、1０年以上の担当していない者が少ない傾向がみられた。

表Ⅱ－11　「担当していない」が選ばれた割合（％）

業務 ３年以下 ４〜10年 10年以上

①保育所の保育方針に合わせた指導計画の立案 7.6 4.1 3.3

②子どもの姿や季節に合わせた指導計画の立案 7.3 3.5 3.3

③子どもの一人ひとりの発達の把握 0.7 0.0 0.5

④保育室の整理整頓 0.0 0.4 0.9

⑤季節に合わせた保育室などの環境整備 0.4 0.6 1.7

⑥保育教材の準備 1.3 1.2 1.9

⑦家庭との連携 0.6 0.0 0.7

⑧他の保育士との連携 0.0 0.0 0.0

⑨園長など上司への適切な報告や相談 0.4 0.4 0.0

⑩栄養士や看護師など他の専門職との連携 11.1 9.3 6.9

⑪他の専門機関との連携 31.5 28.2 20.6

⑫地域の子育て家庭への支援 36.3 33.9 25.4
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（２）業務の実施の程度

「できている（１）」から「できていない（４）」までの回答に対して、それぞれ１点から４

点を与えて、平均値を算出した。その値を示したものが表Ⅱ－1２である。先ず平均値を見てみ

よう。値が小さいほど、「できている」に近いことになる。⑨園長など上司への適切な報告や

相談、⑧他の保育士との連携、③子どもの一人ひとりの発達の把握の平均がいずれも1.8で並

んでいるが、実際の値を見ると、この順に平均値が低かった。

次に平均値が高い業務を見ると、⑫地域の子育て家庭への支援、⑪他の専門機関との連携が

２.6で並んでいるが、実際の値では、この順に平均値が高かった。２.6は、評定の段階を見ると、

「ほぼできている（２）」、「あまりできていない（３）」の間であり、「できていない」側である。

そこで、「できていない」と考えている保育士が多いことになる。

次に経験年数による違いに着目した。表に現れている値では０.２程度の差であるが、統計的

な分析では次のような差を検出できた。

①保育所の保育方針に合わせた指導計画の立案：３年以下＞４～1０年＞1０年以上

②子どもの姿や季節に合わせた指導計画の立案：３年以下＞４～1０年≒1０年以上

③子どもの一人ひとりの発達の把握：３年以下＞４～1０年≒1０年以上

⑥保育教材の準備：３年以下＞４～1０年≒1０年以上

⑦家庭との連携：３年以下＞４～1０年≒1０年以上

表Ⅱ－1２　実施の程度の平均値

業務 ３年以下 ４〜10年 10年以上 平均

①保育所の保育方針に合わせた指導計画の立案 2.2 2.0 1.9 2.0

②子どもの姿や季節に合わせた指導計画の立案 2.0 1.8 1.8 1.9

③子どもの一人ひとりの発達の把握 2.0 1.8 1.8 1.8

④保育室の整理整頓 2.1 2.1 2.1 2.1

⑤季節に合わせた保育室などの環境整備 2.0 2.1 2.0 2.0

⑥保育教材の準備 2.1 2.0 2.0 2.0

⑦家庭との連携 2.0 1.8 1.8 1.9

⑧他の保育士との連携 1.8 1.7 1.8 1.8

⑨園長など上司への適切な報告や相談 1.9 1.8 1.7 1.8

⑩栄養士や看護師など他の専門職との連携 2.1 2.0 2.1 2.1

⑪他の専門機関との連携 2.7 2.5 2.5 2.6

⑫地域の子育て家庭への支援 2.7 2.6 2.5 2.6
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⑧他の保育士との連携：３年以下＞４～1０年

⑨園長など上司への適切な報告や相談：３年以下＞４～1０年≒1０年以上

⑪他の専門機関との連携：３年以下＞４～1０年≒1０年以上

⑫地域の子育て家庭への支援：３年以下＞1０年以上

いずれも３年以下が他よりも平均値が高かった。

これらの差について詳しく見るために、各評定段階が選択された割合を調べた。その結果を

表Ⅱ－13に示す。①保育所の保育方針に合わせた指導計画の立案については、「できている」は、

1０年以上で多く３年以下で少なかった。「ほぼできている」は、４～1０年が多く３年以下が少

なかった。「あまりできていない」は３年以下が多く1０年以上が少なかった。「できていない」

は３年以下が多かった。「担当していない」は３年以下が多く1０年以上が少なかった。

②子どもの姿や季節に合わせた指導計画の立案では、「できている」には顕著な差はなかっ

たが、「ほぼできている」では４～1０年が多く３年以下が少なかった。「あまりできていない」

は、３年以下が多く４～1０年と1０年以上が少なかった。「担当していない」は、３年以下が多

かった。

③子どもの一人ひとりの発達の把握では、「できている」は、1０年以上が多く３年以下が少

なかった。また、「あまりできていない」は、３年以下が多く４～1０年と1０年以上が少なかった。

⑥保育教材の準備では、「できている」には顕著な差はなかったが、「ほぼできている」では

３年以下が少なかった。また「あまりできていない」は、３年以下が多く1０年以上が少なかっ

た。

⑦家庭との連携では、「できている」は、３年以下が少なかった。また、「あまりできていな

い」は、３年以下が多く４～1０年と1０年以上が少なかった。

⑧他の保育士との連携では、「あまりできていない」は３年以下が多く４～1０年が少なかっ

た。

⑨園長など上司への適切な報告や相談では、「できている」は、1０年以上が多く３年以下が

少なかった。また、「あまりできていない」は、３年以下が多く４～1０年と1０年以上が少なか

った。

⑪他の専門機関との連携では、「ほぼできている」は1０年以上が多く３年以下が少なかった。

「できていない」は３年以下が多く４～1０年と1０年以上が少なかった。「担当していない」でも

３年以下が多く1０年以上が少なかった。

⑫地域の子育て家庭への支援では、「できている」は1０年以上が多かった。「ほぼできている」

は1０年以上が多く３年以下が少なかった。また「担当していない」では３年以下が多く1０年以

上が少なかった。
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５．満足度・意識
（１）満足度

表Ⅱ－14の第１列に示す８つの項目について、「満足している（１）」「まあまあ満足してい

る（２）」「あまり満足していない（３）」「満足していない（４）」の4段階で評定を求めた。

平均値を示したものが表Ⅱ－14である。全ての項目に対して、無回答が見られたので、平均値

を算出した人数（Ｎ）についても表中に示した。

表Ⅱ－13　専門性に関して各段階が選択された割合（％）

で
き
て
い
る

ほ
ぼ
で
き
て

い
る

あ
ま
り
で
き

て
い
な
い

で
き
て
い
な

い 担
当
し
て
い

な
い

①保育所の保育方針に合わせ
た指導計画の立案

３年以下
４〜10年
10年以上

8.70％
13.17％
19.00％

60.00％
70.16％
68.05％

23.26％
12.55％
9.67％

0.43％
0.00％
0.00％

7.61％
4.12％
3.28％

②子どもの姿や季節に合わせ
た指導計画の立案

３年以下
４〜10年
10年以上

17.49％
20.45％
22.85％

60.91％
70.76％
68.90％

14.25％
5.32％
4.98％

0.00％
0.00％
0.00％

7.34％
3.48％
3.26％

③子どもの一人ひとりの発達
の把握

３年以下
４〜10年
10年以上

15.90％
25.00％
26.98％

67.97％
70.90％
68.04％

15.47％
4.10％
4.47％

0.00％
0.00％
0.00％

0.65％
0.00％
0.52％

④保育室の整理整頓
３年以下
４〜10年
10年以上

18.36％
13.76％
16.75％

56.59％
59.34％
60.51％

24.19％
26.28％
21.54％

0.86％
0.21％
0.34％

0.00％
0.41％
0.85％

⑤季節に合わせた保育室など
の環境整備

３年以下
４〜10年
10年以上

22.17％
20.49％
19.59％

55.00％
53.48％
58.59％

21.30％
24.59％
19.24％

1.09％
0.82％
0.86％

0.43％
0.61％
1.72％

⑥保育教材の準備
３年以下
４〜10年
10年以上

14.32％
16.46％
18.02％

58.35％
64.81％
64.99％

25.60％
17.28％
14.90％

0.43％
0.21％
0.17％

1.30％
1.23％
1.91％

⑦家庭との連携
３年以下
４〜10年
10年以上

16.23％
21.93％
22.81％

67.53％
72.95％
72.04％

15.58％
5.12％
4.29％

0.00％
0.00％
0.17％

0.65％
0.00％
0.69％

⑧他の保育士との連携
３年以下
４〜10年
10年以上

28.63％
32.72％
30.14％

58.79％
61.35％
61.64％

11.71％
5.73％
7.36％

0.87％
0.20％
0.86％

0.00％
0.00％
0.00％

⑨園長など上司への適切な報
告や相談

３年以下
４〜10年
10年以上

26.19％
31.08％
34.93％

59.52％
61.76％
57.88％

13.64％
6.34％
6.85％

0.22％
0.41％
0.34％

0.43％
0.41％
0.00％

⑩栄養士や看護師など他の専
門職との連携

３年以下
４〜10年
10年以上

19.96％
21.19％
19.79％

41.21％
49.79％
51.22％

23.86％
16.87％
18.58％

3.90％
2.88％
3.47％

11.06％
9.26％
6.94％

⑪他の専門機関との連携
３年以下
４〜10年
10年以上

4.60％
4.41％
6.27％

22.32％
29.83％
31.88％

31.51％
33.82％
37.63％

10.07％
3.78％
3.66％

31.51％
28.15％
20.56％

⑫地域の子育て家庭への支援
３年以下
４〜10年
10年以上

3.74％
3.74％
6.06％

19.56％
22.45％
28.89％

31.87％
33.47％
33.74％

8.57％
6.44％
5.88％

36.26％
33.89％
25.43％
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先ず平均値を見てみよう。値が小さいほど、「満足している」に近いことになる。⑤同僚と

の人間関係は1.7で最も値が小さかった。次いで、⑥上司との人間関係と②現在の仕事内容の

平均はいずれも1.8で並んでいるが、実際の値を見ると、この順に平均値が低かった。次に平

均値が大きい項目を見ると、⑦保育士としての自分の成長が２.5で最も大きく、③現在の仕事

に対する報酬（給与）が続いていた。

次に経験年数による違いに着目した。表に現れている値では０.２程度の差であるが、統計的

な分析では次のような差を検出できた。

①現在の勤務体制：1０年以上≒４～1０年＞３年以下

②現在の仕事内容：1０年以上≒４～1０年＞３年以下

③現在の仕事に対する報酬（給与）：３年以下≒1０年以上＞４～1０年

④保護者との人間関係：1０年以上＞３年以下≒４～1０年

⑤同僚との人間関係：1０年以上＞４～1０年≒３年以下

⑦保育士としての自分の成長：３年以下＞４～1０年≒1０年以上

⑧自分がかかわった子どもに対する保育：３年以下＞４～1０年≒1０年以上

これらの差について詳しく見るために、各評定段階が選択された割合を調べた。その結果を

表Ⅱ－15に示す。①現在の勤務態勢については、「満足している」は３年以下が多く1０年以上

が少なかった。「まあまあ満足している」は３年以下が少なく1０年以上が多かった。「あまり満

足していない」と「満足していない」では３年以下が少なかった。

②現在の仕事内容では、「満足している」は３年以下が多く1０年以上が少なかった。また「あ

表Ⅱ－14　満足度の評定値の平均

３年以下 ４〜10年 10年以上 平均（重みなし）

①現在の勤務体制
N

1.8
463

2.0
488

2.0
586

2.0
1537

②現在の仕事内容
N

1.7
461

1.9
488

1.9
584

1.8
1533

③現在の仕事に対する報酬（給与）
N

2.2
463

2.4
487

2.2
585

2.3
1535

④保護者との人間関係
N

1.9
462

1.9
488

1.9
585

1.9
1535

⑤同僚との人間関係
N

1.6
457

1.7
489

1.8
584

1.7
1530

⑥上司との人間関係
N

1.7
461

1.8
463

1.8
582

1.8
1530

⑦保育士としての自分の成長
N

2.7
463

2.5
488

2.4
585

2.5
1536

⑧自分がかかわった子どもに対する保育
N

2.4
462

2.2
489

2.1
582

2.2
1533
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まり満足していない」では３年以下が少なかった。

③現在の仕事に対する報酬（給与）では、「満足している」は３年以下で多かった。「まあま

あ満足している」は1０年以上が多く４～1０年が少なかった。「満足していない」は４～1０年が

多く1０年以上が少なかった。

④保護者との人間関係では、「満足している」は３年以下が多く1０年以上が少なかった。「ま

あまあ満足している」は1０年以上が多く３年以下が少なかった。

⑤同僚との人間関係では、「満足している」は３年以下が多く1０年以上が少なかった。「まあ

まあ満足している」は1０年以上が多く３年以下が少なかった。「あまり満足していない」は1０

年以上が多く４～1０年が少なかった。

⑦保育士としての自分の成長では、「まあまあ満足している」は1０年以上が多く３年以下が

少なかった。「あまり満足していない」と「満足していない」は３年以下が多く1０年以上が少

なかった。

表Ⅱ－15　満足度に関して各段階が選択された割合（％）

満
足
し
て
い
る

ま
あ
ま
あ
満
足

し
て
い
る

あ
ま
り
満
足
し

て
い
な
い

満
足
し
て
い
な

い

①現在の勤務体制
３年以下
４〜10年
10年以上

34.99％
25.61％
20.82％

50.76％
53.28％
58.87％

12.74％
17.83％
16.38％

1.51％
3.28％
3.92％

②現在の仕事内容
３年以下
４〜10年
10年以上

37.09％
29.92％
27.23％

52.93％
56.15％
57.02％

9.11％
12.70％
13.70％

0.87％
1.23％
2.05％

③現在の仕事に対する報酬（給与）
３年以下
４〜10年
10年以上

22.46％
16.02％
17.78％

40.39％
38.60％
43.38％

27.00％
29.77％
25.13％

10.15％
15.61％
8.72％

④保護者との人間関係
３年以下
４〜10年
10年以上

24.46％
23.57％
16.07％

63.15％
67.62％
74.36％

9.96％
7.79％
8.89％

0.43％
1.02％
0.68％

⑤同僚との人間関係
３年以下
４〜10年
10年以上

49.67％
39.88％
31.51％

43.98％
55.01％
58.39％

5.03％
3.48％
9.42％

1.31％
1.64％
0.68％

⑥上司との人間関係
３年以下
４〜10年
10年以上

40.35％
35.32％
33.68％

46.85％
50.10％
52.41％

10.41％
11.50％
11.17％

2.39％
3.08％
2.75％

⑦保育士としての自分の成長
３年以下
４〜10年
10年以上

3.67％
4.71％
3.76％

33.91％
44.67％
52.14％

53.78％
44.67％
41.37％

8.64％
5.94％
2.74％

⑧自分がかかわった子どもに対する保育
３年以下
４〜10年
10年以上

5.84％
7.77％
6.53％

52.60％
66.05％
73.71％

38.31％
24.54％
19.07％

3.25％
1.64％
0.69％
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⑧自分がかかわった子どもに対する保育では、「まあまあ満足している」は1０年以上が多く

３年以下が少なかった。「あまり満足していない」と「満足していない」は３年以下が多く1０

年以上が少なかった。

（２）意識

表Ⅱ－16の第1列に示す６つの項目について、「とても感じる（１）」「やや感じる（２）」「あ

まり感じない（３）」「まったく感じない（４）」の4段階で評定を求めた。平均値を示したも

のが表Ⅱ－16である。全ての項目に対して、無回答が見られたので、平均値を算出した人数（Ｎ）

についても表中に示した。

先ず平均値を見てみよう。値が小さいほど、「とても感じる」に近いことになる。②子ども

と過ごす時間の楽しさは1.3で最も値が小さかった。次いで、①現在の仕事に対するやりがい

の値が小さかった。次に平均値が大きい項目を見ると、④仕事における自分の持ち味の発揮が

２.２で最も大きく、③保護者からの信頼、⑤仕事における肉体的なきつさ、⑥仕事における精

神的なきつさが続いていた。

次に経験年数による違いに着目した。表に現れている値では０.２程度の差であるが、統計的

な分析では次のような差を検出できた。

②子どもと過ごす時間の楽しさ：1０年以上＞３年以下

③保護者からの信頼：３年以下＞４～1０年≒1０年以上

④仕事における自分の持ち味の発揮：３年以下＞４～1０年＞1０年以上

⑤仕事における肉体的なきつさ：３年以下＞４～1０年＞1０年以上

⑥仕事における精神的なきつさ：３年以下≒４～1０年＞1０年以上

表Ⅱ－16　意識の評定値の平均

３年以下 ４〜10年 10年以上 平均（重みなし）

①現在の仕事に対するやりがい
N

1.5
460

1.5
488

1.5
584

1.5
1532

②子どもと過ごす時間の楽しさ
N

1.2
460

1.3
488

1.3
586

1.3
1534

③保護者からの信頼
N

2.2
457

2.1
486

2.0
584

2.1
1527

④仕事における自分の持ち味の発揮
N

2.5
458

2.2
482

2.1
579

2.2
1519

⑤仕事における肉体的なきつさ
N

2.2
462

2.1
489

1.8
585

2.0
1536

⑥仕事における精神的なきつさ
N

2.1
462

2.0
489

1.8
585

1.9
1536
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これらの差について詳しく見るために、各評定段階が選択された割合を調べた。その結果を

表Ⅱ－17に示す。②子どもと過ごす時間の楽しさでは、「とても感じる」は３年以下で多く1０

年以上で少なかった。「やや感じる」は反対に1０年以上で多く３年以下で少なかった。

③保護者からの信頼では、「とても感じる」は1０年以上で多かった。「やや感じる」は1０年以

上と４～1０年で多く３年以下では少なかった。「あまり感じない」は３年以下で多く1０年以上

と４～1０年では少なかった。

④仕事における自分の持ち味の発揮では、「とても感じる」は1０年以上で多く３年以下で少

なかった。「やや感じる」は1０年以上と４～1０年で多く３年以下では少なかった。「あまり感じ

ない」は３年以下で多く1０年以上と４～1０年では少なかった。

⑤仕事における肉体的なきつさでは、「とても感じる」は1０年以上で多く３年以下で少なか

った。「あまり感じない」は３年以下と４～1０年で多く1０年以上では少なかった。「まったく感

じない」はは３年以下で多く1０年以上で少なかった。

⑥仕事における精神的なきつさでは、「とても感じる」は1０年以上で多く３年以下で少なか

った。「あまり感じない」は３年以下と４～1０年で多く1０年以上では少なかった。

表Ⅱ－17　意識に関して各段階が選択された割合（％）

と
て
も
感
じ
る

や
や
感
じ
る

あ
ま
り
感
じ
な

い ま
っ
た
く
感
じ

な
い

①現在の仕事に対するやりがい
３年以下
４〜10年
10年以上

52.39％
52.66％
51.88％

42.83％
43.24％
42.64％

4.78％
3.89％
5.14％

0.00％
0.20％
0.34％

②子どもと過ごす時間の楽しさ
３年以下
４〜10年
10年以上

77.17％
72.95％
69.28％

21.96％
26.64％
29.18％

0.87％
0.41％
1.37％

0.00％
0.00％
0.17％

③保護者からの信頼
３年以下
４〜10年
10年以上

5.25％
5.56％
8.22％

65.86％
83.13％
83.05％

28.23％
10.91％
8.56％

0.66％
0.41％
0.17％

④仕事における自分の持ち味の発揮
３年以下
４〜10年
10年以上

3.71％
7.88％

11.57％

45.85％
64.73％
68.22％

48.69％
26.14％
19.52％

1.75％
1.24％
0.69％

⑤仕事における肉体的なきつさ
３年以下
４〜10年
10年以上

13.20％
19.84％
32.48％

53.25％
49.69％
52.14％

29.65％
28.83％
14.70％

3.90％
1.64％
0.68％

⑥仕事における精神的なきつさ
３年以下
４〜10年
10年以上

19.70％
27.81％
34.19％

54.55％
48.26％
51.79％

23.38％
22.09％
12.82％

2.38％
1.84％
1.20％
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６．今後の勤務
「あなたは、今後も保育士として勤務することを考えておられますか。「はい」または「いい

え」のどちらかに○をつけた後、その理由について該当するものすべてに○をつけて下さい

（複数回答可）」として、理由欄に1２の選択肢を設けた。「はい」か「いいえ」かの選択の割合

を示したものが表Ⅱ－18である。なお、３年以下では3２名、４～1０年では5０名、1０年以上では

59名が無回答であった。

平均値を見ると9割程度が「はい」であり、多くの保育士が継続して勤務することを考えて

いるといえる。

経験年数による違いを見ると、「はい」は1０年以上で多く４～1０年で少なかった。

次に理由を分析した。「はい」の理由は、「満足だから」という観点で選んでもらった。表Ⅱ

－19は、各理由が選ばれた割合を示したものである。数値の算出の分母となったのは、３年以

下が397名（表Ⅱ－18で、434×０.915。以下同じ）、４～1０年が381名、1０年以上が489名である。

表Ⅱ－18　継続勤務の希望（％）

はい いいえ 回答人数

３年以下 91.5 8.5 434

４〜10年 86.2 13.8 442

10年以上 92.1 7.9 531

平均（重みなし） 89.9 10.1 1407

表Ⅱ－19　継続勤務を希望する理由として選ばれた割合（％）

３年以下 ４〜10年 10年以上 平均（重みなし）
①給与 28.0 24.7 40.3 31.0
②休暇 41.1 38.3 40.7 40.0
③労働時間 42.6 32.5 35.8 37.0
④仕事の内容 66.5 64.6 68.3 66.5
⑤雇用形態 32.0 29.9 36.8 32.9
⑥職場の人間関係 57.2 55.1 56.6 56.3
⑦福利厚生 33.0 29.9 35.8 32.9
⑧職場の将来性 28.7 23.6 28.4 26.9
⑨通勤の便利さ 57.7 52.0 52.6 54.1
⑩研修の充実 24.7 24.4 24.7 24.6
⑪保育の理念・方針 41.3 36.5 42.7 40.2
⑫人材育成の雰囲気 33.5 23.6 26.4 27.8
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先ず平均値を見てみよう。最も値が高かったのは④仕事の内容であり、次いで⑥職場の人間

関係、⑨通勤の便利さと続いていた。これら３つは5０％を超えており、過半数の保育者がこれ

らに満足だから、今後も勤務を続けたいと考えていた。

次に経験年数による違いを調べたところ、①給与、③労働時間、⑫人材育成の雰囲気でその

差が顕著であった。①給与に関しては、1０年以上が多く４～1０年が少なかった。③労働時間に

ついては、３年以下が多く４～1０年が少なかった。⑫人材育成の雰囲気でも３年以下が多く４

～1０年が少なかった。

最後に「いいえ」を選んだ者について、その理由を分析した。「いいえ」の理由は、「不満だ

から」という観点で選んでもらった。表Ⅱ－２０は、各理由が選ばれた割合を示したものである。

数値の算出の分母となったのは、３年以下が37名（表Ⅱ－18で、434×０.０85。以下同じ）、４

～1０年が61名、1０年以上が4２名であった。

先ず平均値を見てみよう。最も値が高かったのは①給与であり、半数近い者がこれを選んだ。

数値が4０％を超えた理由は、④仕事の内容、②休暇、⑥職場の人間関係、③労働時間であった。

次に経験年数による違いを調べたところ、①給与でのみ、1０年以上で少ない傾向が見られた。

表Ⅱ－２０　継続勤務を希望しない理由として選ばれた割合（％）

３年以下 ４〜10年 10年以上 平均（重みなし）
①給与 54.1 59.0 35.7 49.6
②休暇 37.8 41.0 42.9 40.6
③労働時間 35.1 44.3 40.5 40.0
④仕事の内容 45.9 39.3 54.8 46.7
⑤雇用形態 18.9 29.5 16.7 21.7
⑥職場の人間関係 45.9 41.0 33.3 40.1
⑦福利厚生 2.7 9.8 9.5 7.4
⑧職場の将来性 29.7 36.1 35.7 33.8
⑨通勤の便利さ 16.2 9.8 7.1 11.1
⑩研修の充実 8.1 3.3 7.1 6.2
⑪保育の理念・方針 13.5 4.9 9.5 9.3
⑫人材育成の雰囲気 35.1 42.6 35.7 37.8



Ⅲ．追加的分析
以下に述べることは、「Ｄ．研究委員の考察　小野田研究委員による考察」と「Ｅ．総合的

考察」をまとめるにあたり、追加的に分析を行ったものである。

１．「持ち帰り」仕事
表Ⅱ－８で示したように、いわゆる「持ち帰り」をしたという回答は、３年以下で48.7％、

４～1０年で49.5％、1０年以上では56.1％であった。これらの割合の実人数は、同じ順に２２０名、

２34名、311名であった。これらの回答者について、仕事の内容とその所要時間を調べた。

まず仕事の内容と所要時間のいずれかが書かれていない回答票を調べた。その結果、３年以

下では46票、４～1０年では54票、1０年以上では75票でいずれかが書かれておらず、これらは分

析から除くことにした。記述内容を見ると、３年以下で１票は「職場の人間関係、ピアノがう

まく弾けない、子どもをうまくまとめられない」と、仕事ではなく、悩みの内容が書かれてお

り、時間も２時間30分と3０分の２つの値が書かれているだけで、分析が困難であった。また

1０年以上で１票は、「その他の内容にかけた時間」として７時間3０分を計上しており、分析が

困難であった。そこでこれらの票も分析から除くことにした。分析に用いた票数は、３年以下

が173票、４～1０年が18０票、1０年以上が２35票であった。

次に、書かれていた仕事の内容を分析・分類した。その結果、主な内容は、以下の５つに分

けることができた。

ａ．保育の計画や準備に関する内容（以下、計画準備）

　　例）指導計画、指導案、週案、教材作成、保育の準備、ピアノ、体操、制作、壁面

ｂ．保育の振り返りに関する内容（以下、振り返り）

　　例）保育記録、保育日誌、児童票、保育のまとめ、個別記録、経過記録　など

ｃ．事務的な仕事

　　例）事務、書類、会議資料、クラスだより、実習生の記録、報告書、台帳、議事録

ｄ．行事に関する内容

　　例）運動会、遠足、行事、避難訓練、お誕生会、展示会、祖父母競技

ｅ．その他

　　例）会議、買い物、借り物、保護者対応、掃除、整理、鍵開け、見回り、縫い物

そこでこれら５つの内容について、平均値、最小値、最大値を算出することにした。なお、

その際、例えば、「日案、日誌」として１時間3０分を計上している票など、複数の内容を１つ

の時間に含めて記入されていた場合については、時間を均等に割り振ることとした。すなわち

先の例では、「日案」を「計画準備」、「日誌」を「振り返り」として分け、それぞれを45分ず
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つ行ったと見なした。

表Ⅲ－１は５つの分類された仕事の内容を計上した者の割合を示したものである。全体とし

てみると、計画準備が4０％以上で最も多く、振り返りと事務、行事の３つは、２5～3０％でほぼ

同程度、その他が５％以下で少ないことがわかる。

次に経験年数による違いを見たところ、計画準備では３年以下で計上した者の割合が高かっ

た。事務では計上した者の割合は、３年以下で少なく、1０年以上で多かった。

表Ⅲ－２は、各持ち帰り仕事に費やした時間の平均値を示したものである。全体としてみる

と、その他では3０分弱と短時間であるが、他の仕事は１時間強と、比較的長くなっている。経

験年数による違いを見たところ、振り返りでは４～1０年がやや短時間であること、行事では４

～1０年がやや長時間であることがうかがえる。

表Ⅲ－３は、各持ち帰り仕事に費やした時間の最小値と最大値を示したものである。４～1０

年では行事に関する持ち帰り仕事が８時間という者もいた。

表Ⅲ－１　「持ち帰り」として各仕事の内容を計上した者の割合（％）

計画準備 振り返り 事務 行事 その他

３年以下（N=173） 47.4 26.6 23.7 24.9 2.9

４〜10年（N=180） 42.8 27.8 25.6 30.0 1.7

10年以上（N=235） 41.3 26.0 37.0 26.8 4.7

表Ⅲ－２　持ち帰り仕事に費やした時間の平均（分）

計画準備 振り返り 事務 行事 その他

３年以下 65.0 61.7 64.9 65.8 27.0

４〜10年 64.1 43.8 65.6 79.3 26.7

10年以上 58.9 56.8 66.3 63.9 25.9

表Ⅲ－３　持ち帰り仕事に費やした時間の最小値と最大値（分）

計画準備 振り返り 事務 行事 その他

最小値 最大値 最小値 最大値 最小値 最大値 最小値 最大値 最小値 最大値

３年以下 10 300 10 240 5 180 5 150 5 80

４〜10年 10 300 10 180 1 300 15 480 5 60

10年以上 10 240 10 240 15 240 10 180 10 60
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２．業務に携わった時間の分析
表Ⅱ－７－１には経験年数別に見た業務に携わった時間の平均値、表Ⅱ－７－２にはその最

小値と最大値を示した。ここで平均値と最小値及び最大値の関係を見ると、分布の偏りがある

ことが示唆された。例えば、保育記録を作成するのにかけた時間の平均値は、おおむね２０～２5

分であったが、最小値はいずれの経験年数でも０分、最大値は２時間15分（４～1０年）から３

時間5０分（1０年以上）とかなり大きな値であった。このような分布の偏りは、勤務実態を考え

る上で、誤った推測を導く可能性がある。そこで、表Ⅱ－７－１に示された業務について、ヒ

ストグラムを描いてみた。

図Ⅲ－１は保育の時間、図Ⅲ－２は保育記録を作成するのにかけた時間、図Ⅲ－３は保育教

材を作成するのにかけた時間、図Ⅲ－４は事務的な仕事にかけた時間、図Ⅲ－５は保育所内の

掃除や整理にかけた時間、図Ⅲ－６は会議・打ち合わせ・報告等にかけた時間、図Ⅲ－７は休

憩時間、図Ⅲ－８はその他の内容にかけた時間のヒストグラムを示したものである。いずれも

縦軸は相対度数（％）、横軸は時間（分）である。なお横軸で数値がマイナスになっていると

ころがあるが、これは「０」分の分布である。例えば、記録の時間では、―２０～０の間に２8％

程度の値が示されている。これは０分が２8％程度いたことを示している。なお、釣り鐘型のラ

インは、正規分布を示すものである。

図Ⅲ－１の保育の時間の分布を見てみよう。4００分～5００分をピークとするほぼ正規分布であ

る。すなわち６時間4０分から７時間3０の間に、全体の3０％以上が入り、平均値である７時間程

度と、ほぼ合致する。

次に、図Ⅲ－２の保育記録を作成するのにかけた時間を見てみよう。先の例で述べたように、

０分が２8％程度、０～２０分が２6％程度、２０～4０分が3０％程度となっており、平均値が２０～２5分

になっているのも頷ける分布である。ただしここでは分布の形よりも０分の保育士が３割近く

いることに注目しておきたい。保育記録を作成する時間がまったくとれていない保育士がこれ

だけいると言うことである。

図Ⅲ−１　保育の時間の分布 図Ⅲ−２　保育記録を作成するのにかけた時間の分布
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続いて、図Ⅲ－３の保育教材を作成するのにかけた時間の分布を見てみよう。０分が45％で、

明らかに左に偏っている。事務的な仕事の時間の分布（図Ⅲ－４）でも、０分は40％とかなり

多い。ただしこの図の横軸を見ると50分単位である。これは最大値として７時間の者がいたた

め、420分の横軸を入れたからである。

次に保育所内の掃除や整理にかけた時間の分布（図Ⅲ－５）を見ると、正規分布に近かった。

会議・打ち合わせ・報告等にかけた時間の分布では、明らかな左の偏りが見られ、０分が40％

図Ⅲ−３　保育教材を作成するのにかけた時間の分布 図Ⅲ−４　事務的な仕事の時間の分布

図Ⅲ−５　保育所内の掃除や整理にかけた時間の分布

図Ⅲ−６　会議・打ち合わせ・報告等にかけた時間の分布
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であった。会議や打ち合わせ、報告など保育士同士の連絡や調整はほとんど行われていない、

あるいはあまりに短時間で意識されにくいことがうかがえる。情報共有という点では、あまり

時間が取れていないと言える。

休憩時間（図Ⅲ－７）とその他の内容にかけた時間（図Ⅲ－８）の分布を見ると、休憩時間

は、０分の者もいるが、50～60分の者もおり、散らばりが大きいことがうかがえる。

その他の内容は、０分が多かった。

図Ⅲ−７　休憩時間の分布 図Ⅲ−８　その他の内容にかけた時間の分布



Ｄ．研究委員の考察

Ⅰ．仲原りつ子研究委員による考察

使命感とワークライフバランス

はじめに
ここ数年、保育現場は常に新しい取り組みに追いまくられてきた感がある。

保育指針の改定にともなうたび重なる学習会、保育課程や個別指導計画の作成、自己評価チ

ェックリスト、第三者評価受審に向けた取り組み、苦情解決、危機管理対策マニュアルの作成

等。一年がまたたく間に過ぎていく。以前に比べて事務量が増えた。業務も多岐にわたるよう

になった。延長保育、障がい児保育、一時保育、休日保育、病後児保育、保護者支援、地域の

子育て家庭への支援…。「土曜日が半ドンだったころがなつかしい」「昔はもっとのんびりして

いた」「いつまで続けられるかな、最近、肩や腰にガタがきている」…。子どもと接するこの

仕事が大好きだから、できるだけ長く続けたい。が、時間的にも体力的にもきついものがある。

そんな保育士たちの切実な思いが伝わってくる。

園長会では「年度途中で保育士の補充が必要になったが、ハローワークや新聞の求人欄に広

告を出しても、保育士が一人も応募してこない」。集まるたびにそんな嘆きの声がきこえる。

養成校では保育士の資格を取得しても、卒業後の半数が他の職種に就くともきいた。時差出勤

や長時間労働、責任の重さに見合わない給与等がその理由だという。

今回の調査では、保育士の１日（平日）の出勤から退勤までの平均値と勤務時間、そして業

務内容を８項目に分け、それにかけた時間を尋ねた。すべての子どもの最善の利益のために、

そして、働きながら子育てをしている保護者を支えるために、保育士がどのように時間をやり

くりして縁の下の力持ち的業務をこなしているか、さらに、質の高い保育をめざして、いかに

努力しているかを浮かびあがらせることができたら、と思っている。

１．登園（出勤した）時間、降園（退所した）時間、園にいた時間について（表Ⅱ─６）
登園（出勤した）時間は、どの経験年数の保育士も８時14分前後の時間帯で、経験年数によ

る差はほとんどなかった。降園（退所した）時間では、経験年数３年以下が17時59分と最も遅

く、最も早い４～1０年が17時51分と約８分の差があり、顕著な差ではないが、この差が園にい

た時間の差にもなっている。

ここで特筆すべきは、本来８時15分に出勤した場合、退所時間は17時15分になるはずだが、

３年以下で44分、４～1０年では37分、1０年以上で4２分と、どの経験年数でも勤務時間を超過し
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ての勤務実態となっていることである。「保育士は勤務時間が長い」ことが数値的にも明確に

なった。保育所によって行事の回数は違うものの、行事前の週はさらに超過勤務は増えると思

われる。今回、この超過勤務した時間に対して、残業手当が支給されているかどうかの調査は

していないが、もしサービス残業で園に残っているのだとしたら、長時間労働の常態化がスト

レスとなって、保育士職を続けることが困難な状況をつくり出しているとみることができる。

２．業務に携わった時間について（表Ⅱ─７─１）
④保育の時間（子どもや保護者とかかわっていた時間）は、４～1０年が最も長く７時間８分、

次に３年以下７時間６分で、1０年以上が６時間53分と最も短い。勤務時間のほとんどを直接子

どもとかかわる業務にあてているので、保育士にとっては仕事の満足度が高まり、子どもにと

っても愛着関係が深まり、情緒が安定すると考える。受け持つクラスの年齢や人数によっては、

1０年以上の保育士にとっては体力的にきついものがあるかもしれない。

⑤保育記録を作成するのにかけた時間と、⑥保育教材を作成するのにかけた時間（指導計画

の作成、教材研究を含む）の時間を合計すると、３年以下は53分かけているが、４～1０年、1０

年以上、ともに45分と短くなっている。経験年数が増すにつれて、子どもの発達を適切に把握

する力や、季節、行事にあわせて指導計画をたてたり、教材を作成する力がついてきた結果と

見ることができる。が、子ども一人ひとりの発達状況や発達過程をふまえ、養護と教育を一体

的に行なうためには、この45分～53分という時間はあまりにも短かすぎる。その結果、勤務中

に取り組むことができなかった記録や評価、保育教材の作成等を家に持ち帰って仕上げざるを

えない状況になり、保育士の精神的、身体的負担感は大きいと考えられる。また、保育所の開

設時間が1２時間以上と長くなった現状では、１人がずっとクラスの子どもたちにつくわけには

いかない。少なくとも２人～３人の保育士が時差出勤して対応することになる。経験年数も雇

用形態も違うこの複数の保育士が連携し、きめ細やかなかかわりをもつためには、⑤と⑥の時

間をもっと十分に確保し、保育内容の質の向上をはかる必要がある。

⑦事務的な仕事にかけた時間は、経験年数によって差が出た。３年以下、４～1０年は２０分程

表Ⅱ－６　経験年数別に見た登園時間、降園時間、園にいた時間の平均値（P.31再掲）

３年以下 ４〜10年 10年以上

時 分 時 分 時 分

（２）登園（出勤した）時間　① 8 15.0 8 14.1 8 13.8

（３）登園（退所した）時間　② 17 59.0 17 51.3 17 56.1

（４）園にいた時間（②－①） 9 44.0 9 37.2 9 42.2
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度だが、1０年以上になると33分と多くなっている。事務的な仕事の内容を詳しく知ることはで

きないが、非正規職員が増えてきている現状で、経験の少ない職員では対応できない事務が1０

年以上の職員への事務量の増加となっていると考えられる。事務員の配置によって軽減できる

ものがあれば、その時間を保育に関する業務にあてることができ、保育内容の質の向上につな

がると考える。

⑧保育所の掃除や整理にかけた時間は、経験年数による差はなく、２２分程度であった。

⑨会議、打ち合わせ、報告にかけた時間では差がみられた。３年以下と４～1０年は２０分程度

だが、1０年以上は２5分となっていて、これは保育記録を作成するのにかけた時間（２２分）や保

育教材を作成するのにかけた時間（２3分）よりも多くとられている。経験1０年以上は、保育の

時間（子どもや保護者とかかわっていた時間）が短くなった分、事務的な仕事や会議、打ち合

わせ、報告にかけた時間が多くなっていることがわかる。経験年数が増すごとに保育業務以外

の業務（職場のリーダー的存在、取りまとめ役としての力量）が求められていると考える。

⑩休憩時間は経験年数による差はなく、いずれも3０分前後であった。本来ならば昼食時間も

含め１時間あるはずの休憩時間だが、実態としてはその半分の時間しかとれていないことがわ

かる。保育室とは離れたところに休憩をとる部屋が確保されているか等、質的な点についても

気になるところである。休憩時間には食事の時間は含まれていないと思われる。園児と一緒に

楽しく食事をとることは、保育の一環（食育）として位置づけられているからだ。そして、保

育士にはゆっくり味わっている時間はない。子どもの世話や次の活動の準備で手早くすまさな

くてはならない。保育現場ではこれが普通のこととして通っているが、休憩や食事時間につい

ては一考を要するところではないだろうか。

⑪その他の内容にかけた時間は、経験年数による差はない。時間も1２分前後と短い。業務内

容は多種多様だった。保育に入る前の準備、環境整備、日誌、回覧等に目を通す、朝のミーテ

ィング、保育士間の連携に必要な担当児の情報交換、共通理解の確認、行事の準備、欠席児童

への様子の確認（電話連絡）と園長への報告、室内環境の整備、楽器の練習、道具や遊具の修

理、安全マニュアルの検討、保育室の片づけ、電源チェック、戸締り、給食サンプルの片づけ、

翌日の保育の準備、読書、駐車場の除草、自己評価チェック、勤務時間に終わらなかった保育

記録等々があり、放射能測定という記述には意表をつかれた。昨年３月に東日本を襲った未曾

有の地震と津波の時、「決してこの子たちを死なせない」と強い使命感を持ち、子どもたちを

守り抜いた保育士たちの活躍が蘇った。保育所が単に「子どもを預かる施設」としての存在で

はなく、子どもの命を守り育むために様々な役割と社会的使命をおびていること、そして保育

士の仕事がいかに尊く、重要な責務を負っているかをあらためて実感した。
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業務にかかわっている時間を視覚的に表すと図１のようになった。これに仕事の持ち帰りの

時間（１時間２5分）もあわせると合計11時間となり、調査対象には入っていないが、通勤に要

する時間も含めると、保育士は１日のほとんどの時間を仕事に費やしていることがわかる。

表Ⅱ－７─１　経験年数別に見た業務に携わった時間の平均値（P.31再掲）

３年以下 ４〜10年 10年以上
時 分 時 分 時 分

④保育の時間（子どもや保護者とかかわっていた時間） 7 5.8 7 7.5 6 53.4
⑤保育記録を作成するためにかけた時間 0 26.4 0 22.6 0 21.9
⑥保育教材を作成するのにかけた時間
　（指導計画の作成、教材研究を含む） 0 26.7 0 22.8 0 23.2

⑦事務的な仕事にかけた時間 0 20.2 0 21.7 0 33.4
⑧保育所内の掃除や整理にかけた時間 0 22.7 0 22.8 0 23.0
⑨会議・打ち合わせ・報告等にかけた時間 0 19.9 0 20.1 0 25.0
⑩休憩時間 0 30.8 0 29.9 0 31.1
⑪その他の内容にかけた時間 0 12.7 0 11.9 0 11.1

合計（「園にいた時間」と同じ） 9 45.2 9 39.2 9 42.3

図１―①　　３年以下

図１―②　　４～1０年

図１―③　　1０年以上

園にいた時間
９時間45分 ＋ 持ち帰った仕事の時間

１時間２9分

園にいた時間
９時間39分 ＋ 持ち帰った仕事の時間

１時間２1分

園にいた時間
９時間4２分 ＋ 持ち帰った仕事の時間

１時間２7分

合計　11時間14分

合計　11時間００分

合計　11時間０9分
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まとめ
今回の調査で、過酷であるといわれている保育士の勤務実態がかなり具体的に明らかになっ

た。自由記述からは、保育業務と事務仕事とのかねあいを模索し、疲弊している状況を訴える

声が多くきこえた。

以前、救急病院の小児科医が激務のため過労で倒れ辞職したが、後任の小児科医がみつから

なくて社会問題になった。その後、産婦人科医、看護師と、次々と医療現場の人材確保の困難

さが明るみに出た。福祉の現場でも介護士不足は周知の事実だが、いよいよ次は保育士もそう

なるのか、と危機感を覚える。「子どもが好きだから」「保育士になるのは子どものときからの

夢だった」「保育士はやりがいのある仕事だと思った」と、希望にみちあふれて保育士をめざ

す若者たちの夢をつぶしたくないと心から思う。そして、いま現在、増え続ける一方の業務量

と社会的責任の重さに押しつぶされそうになりながらも「子どもといると楽しい」「子どもの

成長を日々感じることができ嬉しい」「他の仕事ではえられない充実感がある」と深い愛情と

福祉の心で、子どもたちの保育に努力を惜しまない現場の保育士たちに、もっとゆったりと子

どもとかかわる勤務体制を作ってあげたい。もっと専門性を高めるための時間的余裕を作って

あげたい。そして、もっと楽しく仕事と家庭の両立ができるように処遇を改善してあげたい。

そんな思いを強くした。

日本の保育士の優秀さは諸外国と比べても決してひけをとらない。そして、一人あたりの受

け持ち人数のなんと多すぎることか。保育士たちが疲れはてて体を壊したり、他の職種に転職

することがないように、早急に最低基準を見直し、たとえば３歳児２０：１を1０：１にする等、

保育士１人あたりの受持ち人数を少なくする取り組みをしてもらいたいと切に願う。保育内容

の質の向上をめざすなら、まず初めに手がけるのが保育士の処遇の向上をはかることだ。保育

士をとりまく職場環境（給与、仕事量、働く時間）の改善がすすめば、やる気のある人材がも

っと保育所に集まってくる。結果、保育の質が向上し、未来を担う子どもたちの最善の利益へ

とつながっていくのである。



Ⅱ．廣田智子研究委員による考察

保育の現場をささえる保育士の努力と未来への渇望

はじめに
保育士とは、子どもの健やかな育成を助ける専門職である。その育成とは「子どもたち一人

ひとりの年齢や発達の状況に応じ、遊びや行事活動・生活体験を通じて、子どもたちの心と身

体を助ける」という様々な配慮が必要なものであり、ただ子どもを預かり遊んでいれば良い訳

ではない。

２００1年に保育士が国家資格となり、今まで以上に保護者対応、子育て相談、地域子育て支援

等、専門職として求められる事柄が多くなった。社会の期待もますます高まってきている。し

かし保育士の職務内容は広く世間に認知されていないのが実状である。

保育士は社会に貢献できる立派な仕事であるが、世間の評価に報われないことに不満を感じ、

離職してしまう保育士もいるので深刻な問題となっている。

保育士の勤務実態を調査し、保育士はどのような職務をこなしているのかを知ることによっ

て、世間との認識のズレがなくなり、より保育士の職務を周知・理解してもらえると幸いである。

勤務実態
１　持ち帰り仕事について

本稿では主に「持ち帰り仕事について」の考察を行う。そこでまず、勤務の実態を把握した

いと思う。保育士の勤務実態を把握するために挙げた項目は、一日の勤務時間・業務内容・業

務時間(勤務時間内訳)である。

表Ⅱ－６では園にいた時間が一日の労働時間になるわけだが、いずれの経験年数も大差なく

９時間4０分程であった。基本の勤務時間は８時間で１時間の休憩時間を入れて、９時間拘束と
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表Ⅱ－６　経験年数別に見た登園時間、降園時間、園にいた時間の平均値（P.31再掲）

３年以下 ４〜10年 10年以上

時 分 時 分 時 分

（２）登園（出勤した）時間　① 8 15.0 8 14.1 8 13.8

（３）降園（退所した）時間　② 17 59.0 17 51.3 17 56.1

（４）園にいた時間（②－①） 9 44.0 9 37.2 9 42.2
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考えるのが妥当と思われる。その結果、単純に計算しても１日平均4０分の超過勤務になってい

る。

次に経験年数別に見た業務に携わった時間を見てみることにする。業務内容は、保育士とし

て必ず行うであろう項目を挙げた（表Ⅱ－７－1）。

④保育の時間がいずれの経験年数でも、平均７時間と勤務時間の大半を占めた。これは保育

士として当然の結果であると言えるが、業務は他に７項目ある。この設問は、携わった時間を

専任で行ったものとして記入することになっているはずであるので、一日の勤務時間を８時間

とし、７時間が④保育となると、残りは１時間である。１時間で７項目こなすというのは、物

理的に無理であると考える。

その結果、休憩時間平均3０分、超過勤務平均4０分となり、さらに補い切れない部分が「持ち

帰り仕事」となる。

「持ち帰り仕事」の有無は以下の通りである。

表Ⅱ－７－１　経験年数別に見た業務に携わった時間の平均値（P.31再掲）

３年以下 ４〜10年 10年以上
時 分 時 分 時 分

④保育の時間（子どもや保護者とかかわっていた時間） 7 5.8 7 7.5 6 53.4
⑤保育記録を作成するためにかけた時間 0 26.4 0 22.6 0 21.9
⑥保育教材を作成するのにかけた時間
　（指導計画の作成、教材研究を含む） 0 26.7 0 22.8 0 23.2

⑦事務的な仕事にかけた時間 0 20.2 0 21.7 0 33.4
⑧保育所内の掃除や整理にかけた時間 0 22.7 0 22.8 0 23.0
⑨会議・打ち合わせ・報告等にかけた時間 0 19.9 0 20.1 0 25.0
⑩休憩時間 0 30.8 0 29.9 0 31.1
⑪その他の内容にかけた時間 0 12.7 0 11.9 0 11.1

合計（「園にいた時間」と同じ） 9 45.2 9 39.2 9 42.3

表Ⅱ－８　いわゆる「持ち帰り」の有無（％）（P.33再掲）

あり なし 回答人数

３年以下 48.7 51.3 452

４〜10年 49.5 50.5 473

10年以上 56.1 43.9 554

平均（重みなし） 51.4 48.6 1479
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ほぼ半数が、「持ち帰り仕事」をしている。持ち帰り仕事「あり」の場合、内容と所要時間

を記入してもらったが、自由記述だったため、それを以下の５項目に分類した。

１．保育の計画や準備に関する内容（以下、計画準備）

　　例）指導計画、指導案、週案、教材作成、保育の準備、ピアノ、体操、制作、壁面

２．保育の振り返りに関する内容（以下、振り返り）

　　例）保育記録、保育日誌、児童票、保育のまとめ、個別記録、経過記録　など

３．事務的な仕事

　　例）事務、書類、会議資料、クラスだより、実習生の記録、報告書、台帳、議事録

４．行事に関する内容

　　例）運動会、遠足、行事、避難訓練、お誕生会、展示会、祖父母競技

５．その他

　　例）会議、買い物、借り物、保護者対応、掃除、整理、鍵開け、見回り、縫い物

※P.45再掲

分類された内容例は大まかではあるが、十分に細かく整理されている。これらから、子ども

に関わる保育士が行うべき業務の多種多様さが伺える。

「持ち帰り仕事」として最も多く行われているのは、経験年数に関係なく、計画準備であっ

た（表Ⅲ－１）。

計画準備は、日常の保育に欠かすことのできない、後回しにできないものが多い。したがっ

て、持ち帰ってでも終わらせておかなければならない仕事ととらえることができる。

1０年以上の事務仕事の割合が他の２つに比べて多いが、これは経験年数に応じた責任ある仕

事を任されているためととらえることができる。

行事にかける時間が思ったより少なかったように思うが、これは調査の時期も関係している

のだろうと推測する。他に考えられる理由としては、民営の保育園は行事が多いが、公営の保

育所は行事が少ない等の関連もあるのではないだろうか。

表Ⅲ－１　「持ち帰り」として各仕事の内容を計上した者の割合（％）（P.46再掲）

計画準備 振り返り 事務 行事 その他

３年以下（N=173） 47.4 26.6 23.7 24.9 2.9

４〜10年（N=180） 42.8 27.8 25.6 30.0 1.7

10年以上（N=235） 41.3 26.0 37.0 26.8 4.7
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持ち帰り仕事に費やした、５項目の時間について見てみる（表Ⅲ－２）。「その他」と４～1０

年の「振り返り」以外は、だいたい１時間程度であり、内容ひとつずつにかけた時間は長めで

ある。その日にやっておかなければならない仕事を家に持ち帰って終了させるか、ある程度目

処をつけたところまでを行っているためだろう。

経験年数別に見た持ち帰り仕事の平均時間（表Ⅱ－９）は、経験年数に関係なく約１時間２5

分であった。保育園での平均９時間4０分勤務と合わせると、半数は約11時間もの業務をこなし

ていることになる。保育士の業務の多忙さが伺える。

２　有給休暇について

有給休暇の取得日数、使用日数、使用率の平均を見てみる（表Ⅱ－1０）。思った以上に有休

の使用率が低い結果であった。保育士の頭数は、国が定める最低基準であるところがほとんど

表Ⅲ－２　持ち帰り仕事に費やした時間の平均（分）（P.46再掲）

計画準備 振り返り 事務 行事 その他

３年以下 65.0 61.7 64.9 65.8 27.0

４〜10年 64.1 43.8 65.6 79.3 26.7

10年以上 58.9 56.8 66.3 63.9 25.9

表Ⅱ－９　「持ち帰り」仕事の平均時間（P.34再掲）

時間 分 回答人数

３年以下 1 29.0 191

４〜10年 1 21.4 208

10年以上 1 26.5 274

平均（重みなし） 1 25.6 673

表Ⅱ－1０　有給休暇の取得日数、使用日数、使用率の平均（P.34再掲）

年次有給休暇の
取得日数 使用日数 使用率

３年以下 14.2 5.2 46.5

４〜10年 26.8 7.9 36.0

10年以上 33.8 8.4 28.7

平均（重みなし） 26.2 7.3 35.7
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ではないだろうか。休みが入ることで、保育の手が減ることになる。しかしこれでは保育の質

の低下につながるため、状況が許さないと考えられる。

おわりに
保育所・保育園が抱えている問題は様々あるが、保育士の求人問題はもっとも切実なものの

ひとつだろう。

なぜ求人が集まらないのか。処遇等思い当たる節はあるが、それ以前に…保育士という仕事

が、そんなに魅力がないということなのだろうか？様々なことが頭の中を駆け巡る。

保育業務を思い出してみると、保育士は子どもたちと接していることが一番多い。乳児は当

然のこと、年齢が低い子どもたちは、片時も目が離せずほぼつきっきり状態だ。だからといっ

て他に何もしなくて良いというわけではない。例えば、子どもたちが毎日心身ともに健やかに

成長するために、指導案を作成する、成長記録をつける、保護者との信頼関係を構築する、楽

しい遊びを考える、行事の準備をする、保育室を整える等々、雑用と呼ばれるものでも子ども

たちのため行っている。それら全ては「保育」へと繋がっている。

これらの業務は、保育に支障をきたさないように行っていかなければならないものである。

矛盾もあるが、そういう理由で保育以外のほとんどのことを勤務外で行うしかないのである。

調査の自由記述には「持ち帰り仕事」に対しての事が多く記載されていた。保育士という仕

事は本当に忙しく大変である中で、懸命に保育士たちが子どもたちのために保育の質を高め、

社会の期待に応えようと努力している姿勢を強く感じることが出来た。「保育士」はやはりや

りがいと魅力のある仕事なのだと再認識するとともに、今回の調査結果から、保育士の実態・

職務内容が社会に広く認知され、正当に評価されるべきだという思いが強まった。広く社会に

認知され、正当に評価されれば、様々な人材に門戸を開くことが出来るだろう。

未来を担う子どもたちに良質な保育を提供するためには、保育士の社会的地位の向上と処遇

の改善がされなければならないと考える。もちろん私たち保育士も自己研鑽し、努力を続けて

いくことが必要だが、正当に評価されることにより、さらにより良い保育が行われていくもの

と確信している。



Ⅲ．若山望研究委員による考察

“常に子どもの側に立って最善の利益を守ること”

はじめに
“保育士の専門性とは？ ” と考えると、とても幅が広く、また保育士個人の保育に対する取

り組み方や、社会状況による各保育所のサービスの取り入れ方により、かなりの違った価値観

があるのではないかと思う。

今回は、保育所保育指針に沿い、保育士に課せられた最低限の専門性について1２の業務を挙

げ、５段階の評定により各保育士の意識を調査した（資料Ａ）。ここではその結果を考察する。

①から⑫までの項目は、保育所保育指針に沿い、保育士に課せられた最低限の専門性として

考えられる業務である。①と②は、保育士一人ひとりが各保育所の保育方針の基、目の前にい

る子どもたちの発育状況に応じ、季節などの周囲の環境なども踏まえ、発達に即した指導計画

をたてることを意味している。③は子ども一人ひとりの発達を把握する上での専門知識、④と

⑤と⑥は、保育所は人、物、場などの環境が相互に関連し合い、子どもの生活が豊かなものと

なるよう、環境を計画的に構成し、工夫し保育することや、子どもの命を預かるという重い使

命を担っているので、安全面・衛生面などの環境の整備をすることを意味している。
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（資料Ａ）Ⅲ　保育士の専門性について

９．以下の保育士の業務について、どの程度実施できていると思いますか？該当するものに○をしてください。
で
き
て
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ほ
ぼ
で
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て
い

る あ
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で
き
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い
な
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で
き
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な
い

担
当
し
て
い
な
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①保育所の保育方針に合わせた指導計画の立案 １ 2 3 4 5
②子どもの姿や季節に合わせた指導計画の立案 １ 2 3 4 5
③子どもの一人ひとりの発達の把握 １ 2 3 4 5
④保育室の整理整頓 １ 2 3 4 5
⑤季節に合わせた保育室などの環境整備 １ 2 3 4 5
⑥保育教材の整備 １ 2 3 4 5
⑦家庭との連携 １ 2 3 4 5
⑧他の保育士との連携 １ 2 3 4 5
⑨園長など上司への適切な報告や相談 １ 2 3 4 5
⑩栄養士や看護師など他の専門職との連携 １ 2 3 4 5
⑪他の専門機関との連携 １ 2 3 4 5
⑫地域の子育て家庭への支援 １ 2 3 4 5

※調査票より抜粋
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⑦から⑪の項目は、子どもたちを心豊かに健やかな成長発達を促していくためには必要不可

欠な項目である。⑫は、保育士の専門性をのばし、さらに子育て支援の技能を活かすことが社

会から求められている責務である。

①～⑫のいずれにも共通していることは、“人との関わり” ということである。自己中心的

な現代の社会の中で 、“子どもたちの最善の利益を守る” という保育士本来の責務を果たそう

とするには、大変苦慮の多い内容であることが自由記述（P.13０）などから読み取れた。

業務の担当について
「担当していない」が選ばれた割合について（表Ⅱ－11）

表Ⅱ－11を見てみると、全体的に「⑫地域の子育て家庭への支援」と「⑪他の専門機関との

連携」が、他の業務に比べて担当していない保育士が多かった。この項目は保育所保育指針の

改定後で取り入れられた業務であることから、まだ保育所自体が取り入れていないことがうか

がえる。また、たとえ保育所が取り入れたとしても、クラス担任をしている保育士が行うので

はなく、園長や主任が担当していることが多いことが推測される。

経験年数による違いでは、⑪⑫の他に、「①保育所の保育方針に合わせた指導計画の立案」

と「②子どもの姿や季節に合わせた指導計画の立案」を担当していない者の割合が３年以下で

多く、1０年以上で少なかった。保育課程や年間計画・月案・実践計画などは、日々の保育のね

らいや内容の大本になるものであるために、経験を重ねるにつれ求められてくる業務なのであ

ろう。したがって、経験の少ない保育士の担当する割合が少ないのであろう。「⑤季節に合わ

せた保育室などの環境整備」と「④保育室の整理整頓」は３年以下が担当している割合が多

く、経験を重ねるにつれて少なくなっている。日々の生活の場である保育室の管理（転倒防止

などの安全・清掃・装飾・室内温度湿度の調整や換気・空気殺菌など）は、経験年数の少ない

保育士でもできるし、行いながら気付いて学んでいくことなのであろう。経験の少ない保育士

に任せ切るのではなく、経験の多い保育士も一緒に行いながら、保育士としての気付きを育て

ていけるような取り組みであることを願いたい。

最後に担当していない者が「０.０」 という割合に注目してみたい。０.０だったのは、３年以下

で「④保育室の整理整頓」「⑧他の保育士との連携」、４～1０年で「③子どもの一人ひとりの発

達の把握」「⑦家庭との連携」「⑧他の保育士との連携」、1０年以上では「⑧他の保育士との連携」

と「⑨園長など上司への適切な報告や相談」であった。これらは、保育現場での業務実態を非

常によく表している。経験年数が少ない保育士は清掃などの日々の業務が多く、４～1０年とい

う経験年数は、現場の中での保育実践で一番中心的な存在になり、1０年以上になると園長など

の管理職との信頼関係の構築や保育現場との調整という役割が必然的に業務に加わるというこ

とである。また、各経験年数により専門性が推移していく過程がよく表れているともいえる。「⑧
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他の保育士との連携」は経験年数に関係なく保育現場では必要不可欠であり、チームワークが

求められるので、どの経験年数においても連携が行われなければならない。

業務実態の程度
業務の実施の程度の平均値について（表Ⅱ－1２）

表Ⅱ－1２を見てみると、「⑨園長など上司への適切な報告や相談」「⑧他の保育士との連携」「③

子ども一人ひとりの発達の把握」がいずれも平均値が低く、業務の実施が「できている」と認

識している保育士が多いことがわかる（表Ⅱ－1２では値が小さいほど「できている」に近いこ

とを意味する）。この結果は、保育現場において最低限重要な業務項目であるために、大変嬉

しく感じた。一方では「⑫地域の子育て家庭への支援」「⑪他の専門機関との連携」の平均値

が高く、業務の実施が「できていない」と認識する保育士が多いことがわかった。これらは先

に述べた『業務を「担当していない」』の数値が高かったことと関連があるのではないだろう

か。それとも、まだその必要性についての認知度が低いことや始めたばかりで試行錯誤してい

る状況にあり、各保育士が「できている」という認識を持つまでには達していなかったのであ

ろうか。したいことが思うように出来ず、どのように取り組んだらよいのか分からないでいる

とも考えられる。

表Ⅱ－11　「担当していない」が選ばれた割合（％）（P.35再掲）

業務 ３年以下 ４〜10年 10年以上

①保育所の保育方針に合わせた指導計画の立案 7.6 4.1 3.3

②子どもの姿や季節に合わせた指導計画の立案 7.3 3.5 3.3

③子どもの一人ひとりの発達の把握 0.7 0.0 0.5

④保育室の整理整頓 0.0 0.4 0.9

⑤季節に合わせた保育室などの環境整備 0.4 0.6 1.7

⑥保育教材の準備 1.3 1.2 1.9

⑦家庭との連携 0.6 0.0 0.7

⑧他の保育士との連携 0.0 0.0 0.0

⑨園長など上司への適切な報告や相談 0.4 0.4 0.0

⑩栄養士や看護師など他の専門職との連携 11.1 9.3 6.9

⑪他の専門機関との連携 31.5 28.2 20.6

⑫地域の子育て家庭への支援 36.3 33.9 25.4
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経験年数による違いでは、「④保育室の整理整頓」「⑤季節に合わせた保育室などの環境整備」

「⑩栄養士や看護師など他の専門職との連携」の３つ以外の全ての項目で、３年以下の数値が

他の経験年数より高い。業務の実施が「できている」という認識が、他よりも低いことが分かる。

経験年数の低さから自信が持てないために、「できている」という認識を持つことができないので

あろう。次の表Ⅱ－13により、これらの内容をさらに詳しく項目ごとに見てみよう。

専門性に関して各段階が選択された割合（表Ⅱ－1３）

①保育所の保育方針に合わせた指導計画の立案

「できている」と「ほぼできている」を合わせると、４～1０年では83.33％、1０年以上では8

7.０5％に対して、３年以下では68.7％と低かった。また、３年以下の「できていない」と「あ

まりできていない」を合わせると２3.69%であった。他の経験年数よりも低い。これは、経験

の未熟さから、保育所の保育方針に対する理解度や理解に対する自覚の認識不足があるためで

あろう。経験が上がるにつれてその認識が高まることが数値に表れている。

②子どもの姿や季節に合わせた指導計画の立案

「できている」と「ほぼできている」を合わせると、４～1０年、1０年以上がともに９割を超

えている。３年以下では78.4％と８割近くであった。自己評価が高いことがわかる。そしてこ

の項目では、「できていない」と答える者が誰もいないところにも注目したい。このことを経

験年数順に追って見ると、経験を重ねるにつれ保育に対する自信が出ていることがわかる。し

かし先に述べたように、この「できていない」が経験年数を問わずに「０.００％」という数値は、

経験を問わずに、子どもの姿や季節に合わせしっかりと計画を立てているという自覚を持って

いるということでもある。とても誇り高いことであり嬉しく思う。

表Ⅱ－1２　実施の程度の平均値（P.36再掲）

業務 ３年以下 ４〜10年 10年以上 平均
①保育所の保育方針に合わせた指導計画の立案 2.2 2.0 1.9 2.0
②子どもの姿や季節に合わせた指導計画の立案 2.0 1.8 1.8 1.9
③子どもの一人ひとりの発達の把握 2.0 1.8 1.8 1.8
④保育室の整理整頓 2.1 2.1 2.1 2.1
⑤季節に合わせた保育室などの環境整備 2.0 2.1 2.0 2.0
⑥保育教材の準備 2.1 2.0 2.0 2.0
⑦家庭との連携 2.0 1.8 1.8 1.9
⑧他の保育士との連携 1.8 1.7 1.8 1.8
⑨園長など上司への適切な報告や相談 1.9 1.8 1.7 1.8
⑩栄養士や看護師など他の専門職との連携 2.1 2.0 2.1 2.1
⑪他の専門機関との連携 2.7 2.5 2.5 2.6
⑫地域の子育て家庭への支援 2.7 2.6 2.5 2.6
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③子ども一人ひとりの発達の把握

「できている」と「ほぼできている」の合わせた割合がさらに高かった。４～1０年、1０年以

上がともに95％を超えている。そして３年以下でも83.87％という高い割合になっている。②

と同様にこの項目でも「できていない」と答える者が誰もいなかった。また、経験年数を重ね

ることにより自信へとつながり、自己評価も高くなっていることがわかる。しかし、この「で

きていない」が経験年数を問わずに０.００％という数値、また３年以下の「できている」と「ほ

ぼできている」を合わせた数値が他の項目より一番高かったのは、保育士の専門性の中で最も

身近に自己評価につながりやすく、仕事のやりがいに繋がっているのだろう。日々の子どもた

ちの成長を肌で感じられ、その成長から専門性を学び高められていくことが、実感として自己

に返ってくるのであろう。

⑥保育教材の準備

３年以下の「できている」の自己評価が低くなっている。この要因としては、経験の未熟さ、

引き出しの狭さや応用の足りなさ、周囲の先輩保育士との比較意識等が入ってしまうことがあ

るのではないだろうか。しかし、全体的に見れば必ずしも割合が低いわけではなく、一生懸命

に取り組んでいることはわかる。

⑦家庭との連携

②③と同様に、「できている」と「ほぼできている」を合わせた割合が高かった。４～1０年

で94.88%、1０年以上で94.85％、３年以下で83.76％であった。この結果から、保育の業務その

ものが家庭との連携が不可欠であることや、保育現場において直に必要な専門性であることが

わかる。そして、比較的自己評価につながりやすいことを示している。この項目で注目したい

のは、1０年以上になると「できていない」が０.００％ではないところである。この理由としては、

連携の難しさから自己評価が低くなってしまうことが考えられる。

⑧他の保育士との連携

３年以下の「あまりできていない」の割合が高く、自由記述の内容などを考慮すると、まだ

あまり自己発揮しきれず、うまく連携できていないと感じているのであろう。

⑨園長など上司への適切な報告や相談

やはり３年以下の「あまりできていない」の割合が高かった。これもやはり自己発揮できて

いないことや、項目の「適切な報告や相談」という言葉につられ、自己評価が下がった可能性

があると思われる。

⑩栄養士や看護師など他の専門職との連携

４～1０年と1０年以上が「できている」と「ほぼできている」の合わせた割合が高かった。こ

れは日頃の保育の中で、食育や保健衛生に関して中堅保育士が担うことが多いことがうかがえ

る。保育経験を重ねることによる専門性というよりは、経験年数における保育現場での必要性
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からくる業務内容なのだろうと考えられる。

⑪他の専門機関との連携と⑫地域の子育て家庭への支援

他の項目に比べて、この２つの項目は極端に「できている」の割合が低い。「できている」

と「ほぼできている」と合わせても、一番高い割合だったのは「⑪他の専門機関との連携」10

年以上の38.15％であった。これからはこれらの専門性の課題が問われるだろう。

その他、④保育室の整理整頓と⑤季節に合わせた保育室などの環境整備は、３年以下が「で

きている」「ほぼできている」の合わせた割合が高く、日常の業務が経験の少ない保育士に課

せられていることが推測される。

表Ⅱ－13　専門性に関して各段階が選択された割合（％）（P.38再掲）
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①保育所の保育方針に合わせ
た指導計画の立案

３年以下
４〜10年
10年以上

8.70％
13.17％
19.00％

60.00％
70.16％
68.05％

23.26％
12.55％
9.67％

0.43％
0.00％
0.00％

7.61％
4.12％
3.28％

②子どもの姿や季節に合わせ
た指導計画の立案

３年以下
４〜10年
10年以上

17.49％
20.45％
22.85％

60.91％
70.76％
68.90％

14.25％
5.32％
4.98％

0.00％
0.00％
0.00％

7.34％
3.48％
3.26％

③子どもの一人ひとりの発達
の把握

３年以下
４〜10年
10年以上

15.90％
25.00％
26.98％

67.97％
70.90％
68.04％

15.47％
4.10％
4.47％

0.00％
0.00％
0.00％

0.65％
0.00％
0.52％

④保育室の整理整頓
３年以下
４〜10年
10年以上

18.36％
13.76％
16.75％

56.59％
59.34％
60.51％

24.19％
26.28％
21.54％

0.86％
0.21％
0.34％

0.00％
0.41％
0.85％

⑤季節に合わせた保育室など
の環境整備

３年以下
４〜10年
10年以上

22.17％
20.49％
19.59％

55.00％
53.48％
58.59％

21.30％
24.59％
19.24％

1.09％
0.82％
0.86％

0.43％
0.61％
1.72％

⑥保育教材の準備
３年以下
４〜10年
10年以上

14.32％
16.46％
18.02％

58.35％
64.81％
64.99％

25.60％
17.28％
14.90％

0.43％
0.21％
0.17％

1.30％
1.23％
1.91％

⑦家庭との連携
３年以下
４〜10年
10年以上

16.23％
21.93％
22.81％

67.53％
72.95％
72.04％

15.58％
5.12％
4.29％

0.00％
0.00％
0.17％

0.65％
0.00％
0.69％

⑧他の保育士との連携
３年以下
４〜10年
10年以上

28.63％
32.72％
30.14％

58.79％
61.35％
61.64％

11.71％
5.73％
7.36％

0.87％
0.20％
0.86％

0.00％
0.00％
0.00％

⑨園長など上司への適切な報
告や相談

３年以下
４〜10年
10年以上

26.19％
31.08％
34.93％

59.52％
61.76％
57.88％

13.64％
6.34％
6.85％

0.22％
0.41％
0.34％

0.43％
0.41％
0.00％

⑩栄養士や看護師など他の専
門職との連携

３年以下
４〜10年
10年以上

19.96％
21.19％
19.79％

41.21％
49.79％
51.22％

23.86％
16.87％
18.58％

3.90％
2.88％
3.47％

11.06％
9.26％
6.94％

⑪他の専門機関との連携
３年以下
４〜10年
10年以上

4.60％
4.41％
6.27％

22.32％
29.83％
31.88％

31.51％
33.82％
37.63％

10.07％
3.78％
3.66％

31.51％
28.15％
20.56％

⑫地域の子育て家庭への支援
３年以下
４〜10年
10年以上

3.74％
3.74％
6.06％

19.56％
22.45％
28.89％

31.87％
33.47％
33.74％

8.57％
6.44％
5.88％

36.26％
33.89％
25.43％
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おわりに
本稿「はじめに」で述べた通り、この調査における「保育士の専門性」とは、保育士に課せ

られた業務において最低限必要な項目を挙げたものである。分析結果から、日々の保育の中で、

子ども達の事を考え、安全に且つ一人ひとりの発達を促し確認していくという業務に関しての

自己評価が高く、力が発揮されていることがわかった。保育士は “子ども達の為に一生懸命尽

くしている” といえる。とても誇りに思えることである。しかし一方では、「⑪他の専門機関

との連携」「⑫地域の子育て家庭への支援」の自己評価の低さや、業務として担当をしていな

い者が多いということに対しては、かなり深刻に受け止める必要があるだろう。今後の課題で

あるといえる。

社会と国が求める保育士の専門性とは、この最低限のレベルではなく、子どもたちを安全に

生活支援するための医学的な知識（身体面・精神面）や人間性を問うソーシャルワーカー的な

素質など、より質の高い専門性である。全国にいる保育士の中には、この専門性を発揮してい

る者も多くいるだろうと思う。例えば、様々な子育て家庭における問題に誠心誠意に向かい合

って心を寄せ、時に苦慮することがあってもあきらめずに時間を費やし、安定していく家庭の

様相に逆に励まされ、さらに一層努力し続けている保育士である。

子どもたちを取りまく社会状況は、現在とても複雑である。児童虐待や育児困難家庭・精神

疾患を患う保護者の増加、それに伴う愛着形成不全の子どもたちや発達障害が疑われてしまう

子どもたちの増加など、現場の保育士達の直面している現実はかなり複雑で対応が難しくなっ

てきている。医師や保健師、地域の子ども家庭センターや児童相談所、子どもたちが就学する

地域の小学校・教育委員会など、他機関との連携が今や必要不可欠である。

一人ひとりの保育士が自己評価を高め、目の前の保育を通して自信を積み重ねてほしいと思

っている。また、子どもたちのみならず、保護者や地域の子育て家庭、他機関との連携にもそ

の力を発揮して欲しいと思う。

育児困難家庭の地域カンファレンスに参加していると、親子にとって保育園が大変重要な役

割を果たしていることがよく分かる。例えば、この地域カンファレンスでは各機関が専門的な

立場から、親子への対応と役割を分担していくことになるが、保育園が一番身近な存在として

親子に関わり、保育士の温かな人間性により親子の心に安定を与えていくことをとてもよく感

じる。保育士たちの心豊かな人間としての成長が、多くの子どもたちやその家族たち、さらに

地域の親子の心の支えとなり、一層社会に重要な役割を果たす存在になっていくことを願いた
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い。また、保育士たちの日々の努力が社会に浸透し、心温かい人間性溢れる社会の実現に貢献

できることを願いたい。

どのような社会状況においても、保育士たちが子どもの側に立って最善の利益を守っていく

こと、それが一番の専門性であり、責務であると思う。



Ⅳ．豊永せつ子研究委員による考察

保育士の醍醐味と誇り

はじめに
「保育士」の仕事には、高い専門性が求められる。その「保育士」になろうと志した動機は

さまざまであろう。例えば、「子どもが好き」「出逢った保育士にあこがれを持った」という理

由の他に、自分が親から受けた暴力、体罰、育児放棄という辛い体験から、子どもを守りたい

という気持ちが芽ばえ、保育士を選んだ人もいるであろう。このようにさまざまな動機があっ

たとしても、保育士とは「心」をなりわいにする職業であることは言うまでもないだろう。

保育士は子どもの命を守り育てる気高い仕事であるが、就労形態も不規則で過酷な割りには、

社会的地位も低く、労働時間と報酬が相応しないという現実がある。しかし今回、満足度・意

識の調査にあたって設定した項目「勤務体制」「仕事の内容」「報酬」「人間関係」（資料Ａ）では、

「満足している」と「まあまあ満足している」を合わせると、7０％～9０％と高い割合であった。

世界経済の低迷や日本の不況からくる失業者の増加、また東日本大震災で多くの命を失った

悲しみと衝撃の中にあっても、保育の仕事に就いているという誇りを見失わず、日々保育の専

門性を高め合い、子どもの成長を直接見、共に喜びをわかち合い、仲間と支え合っているとい

うことに感謝しなければならない。また、子どもとの関わりの中で培われる保護者との信頼関

係づくりは、保育士にとっては醍醐味といえるが、最近では、親の価値観の変化、育児機能の

低下などからくるトラブルが年々増加し、保育士の精神的苦痛が大きくなっているということ

を、自由記述（P.13０）から是非読み取ってほしい。
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（資料Ａ）Ⅳ　満足度・意識について

1０．以下の項目について、どの程度あなたは満足していますか。該当するものに○をしてください。
満
足
し
て
い
る

ま
あ
ま
あ
満
足

し
て
い
る

あ
ま
り
満
足
し

て
い
な
い

満
足
し
て
い
な

い

①現在の勤務体制 １ 2 3 4
②現在の仕事内容 １ 2 3 4
③現在の仕事に対する報酬（給与） １ 2 3 4
④保護者との人間関係 １ 2 3 4
⑤同僚との人間関係 １ 2 3 4
⑥上司との人間関係 １ 2 3 4
⑦保育士としての自分の成長 １ 2 3 4
⑧自分がかかわった子どもに対する保育 １ 2 3 4

※調査票より抜粋
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満足度、意識について
満足度の評定値の平均（表Ⅱ－14）

資料Ａに示した８つの項目を設定し、保育士の満足度、意識について調査をした。その結果

は表Ⅱ－14である。この表では、値が小さいほど「満足している」に近いことになる。

⃝経験年数３年以下の保育士について

経験年数３年以下（以下、３年以下）の保育士の①～⑥の項目が、経験年数４～1０年未満（以

下、４～1０年）・経験年数1０年以上（以下、1０年以上）に比べ満足度が高かった。おそらく最

初に出合った職場での仕事内容から、保育士としての仕事に不平、不満を感じるのではなく、

どちらかといえば保育士としての未熟さを感じてのことだろう。したがって保育士としての未

熟さから、⑧自分にかかわった子どもに対する保育の満足度が４～1０年と1０年以上と比べると

低いのだろう。④保護者との人間関係は、平均値の1.9であった。まあまあ満足しているので

あろう。⑤同僚との人間関係や⑥上司との人間関係は良好のようだ。３年以下の保育士は新人

とあって可愛がられ、保育士自身がそれに対して満足しているのだろう。また、生活の自立へ

向けて第一歩を踏み出したばかりであるので、報酬に対してはまだ満足度が高いと思われる。

⃝経験年数４〜10年の保育士について

４～1０年の保育士は、園の中核をなし、リーダー的存在にある。また、若い世代の保育士の

手本とならなければならず、先輩保育士として受ける期待も大きくなり、その間にこれでいい

のかと自分への厳しさを持つ。仕事に対する責任も重くなるので、それに見合う報酬となると

あまり満足しているとはいえないようだ。さらに、年齢的にも女性は結婚適齢期を迎えたりす

る時期にもある。子育てと就労の両立を支援したりする仕事に就きながらも、実は自分自身が

サポートされたい側でもある。それに精神的負担も加わることによって、報酬への満足度は不

満に変わるのかもしれない。

⃝経験年数10年以上の保育士について

1０年以上の保育士は、主任保育士やクラスのリーダー的存在である。今まで直接子どもに関

わりをもっていた保育士は、子育て支援で外部との交渉に携わったり、実習の担当となったり、

あるいは小学校との連携、また中学校の体験学習受け入れの担当となるなど、今までの保育経

験と異なる体験をする。広い視野でもって、自分の成長を見ることができる立場にあるともい

える。前述したように、1０年以上の保育士は主任保育士やクラスのリーダー的存在である。し

たがって職場での役割は、人間関係を円滑にすることであり、それが今の自分の使命ではない

かと考え、同僚や上司の人間関係において、心くばりを意識的に行わなければならない。これ

らに関連する②現在の仕事の内容や⑤同僚との人間関係を見てみると、少し自身に厳しい評価

をしているように思われた。



─ 70 ─

今回の満足度の評定値から読みとれることは、職場の人間関係を築くことにより、仕事の内

容が充実し、満足度が高くなるということである。上司や同僚との人間関係を深めることによ

って、自分の意見を自由に述べたり、聞いたりして、保育に対する共通認識や理解を深め、さ

らには保護者の人間関係にもつなげて保育をしていることがうかがえた。仕事に対する報酬に

は満足していないことや不満を持つということに対しては、自分の未熟さなのではないかと自

分自身を責め、自分の成長の満足度を低下させているからではないかとも推測する。移りゆく

保育界の変化にとまどいながらも、子どもの成長が直接よく見えるだけに、自分の成長には厳

しい目を向けているのだろうか。

満足度に関して各段階が選択された割合（表Ⅱ－1５）

表Ⅱ－14をさらに詳しく、各評定段階が選択された割合で見てみよう（表Ⅱ－15）。

①現在の勤務体制

「満足している」と「まあまあ満足している」を合わせると、経験年数を問わず約8０%の保

育士が満足をしていた。これは大変喜ばしいことである。特に、３年未満の保育士が85％を超

えている。1０年以上の保育士の「満足している」を見ると２０.8２％と低いが、「まあまあ満足し

ている」を見ると58.87％とどの経験年数よりも高かった。４～1０年を見てみると、「満足して

いる」２5.61%と「まあまあ満足している」53.２8%を合わせると78.89％の保育士が満足してい

表Ⅱ－14　満足度の評定値の平均（P.39再掲）

３年以下 ４〜10年 10年以上 平均（重みなし）

①現在の勤務体制
N

1.8
463

2.0
488

2.0
586

2.0
1537

②現在の仕事内容
N

1.7
461

1.9
488

1.9
584

1.8
1533

③現在の仕事に対する報酬（給与）
N

2.2
463

2.4
487

2.2
585

2.3
1535

④保護者との人間関係
N

1.9
462

1.9
488

1.9
585

1.9
1535

⑤同僚との人間関係
N

1.6
457

1.7
489

1.8
584

1.7
1530

⑥上司との人間関係
N

1.7
461

1.8
463

1.8
582

1.8
1530

⑦保育士としての自分の成長
N

2.7
463

2.5
488

2.4
585

2.5
1536

⑧自分がかかわった子どもに対する保育
N

2.4
462

2.2
489

2.1
582

2.2
1533
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た。子育て中の保育士にとっては、早朝勤務や遅番勤務は家庭との調整が困難になる。もし満

足度を低下させる要因があるとするならば、まずはこのことも関連しているのではないかと思う。

②現在の仕事内容

３年以下の保育士の「満足している」と「まあまあ満足している」を合わせると9０％以上が

満足をしていた。まだまだ未熟なのに満足度が高いということは、同僚や上司の支援があって

のものと思われる。また、複数の保育担当者の中の一人でもあるだろうし、責任ある役割につ

いていないことも理由の一つとして挙げられるだろう。

４～1０年さらに1０年以上になると「満足している」が低くなるが、仕事の内容が責任ある仕

事になり、勤務時間内に仕事が終わらず、家に持ち帰る人も多いのだろう。自由記述の中にも

あったが、困っていることの一つに、仕事を持ち帰らないと仕事が追いつかないつらさを述べ

ていた。

③現在の仕事に対する報酬（給与）

1０年以上の保育士の「満足している」は、17.78％とどの経験年数よりも低いが、「まあまあ

満足している」を合わせると61.16％であった。同様に３年以下の保育士を見てみると6２.85％、

４～1０年の保育士は54.6２％であった。保育士は経験年数で報酬が格付けされ、徐々にではあ

るが昇給が保障されている。４～1０年の保育士の割合が低いのは前に述べたとおりであるので、

ここでは割愛したい（P.69参照）。

全体的に見てみると、経験年数が増えるととも、役職の幅も広がり、報酬の安定（余程の過

失がない限り失業はしない）と仕事のやり甲斐、誇りなどが数値に表れていると思われる。こ

の事が「まあまあ満足している」の数値を高いものにしていると思われる。また「満足してい

ない」が経験年数を重ねることで、低くなっていくことはうれしいことである。

④保護者との人間関係

保護者との人間関係については、「まあまあ満足している」の満足度の割合が経験年数を追

うごとに高くなっていた。これは、保護者の気持ちを共有したり、保護者と年齢が近いだけに、

喜びも悲しみも分かち合えているということなのではないだろうか。また、保護者も信頼でき

る保育士と一緒に成長していることが推測される。一方「満足している」を見てみると、経験

年数を重ねるごとに満足度の割合が低くなっていた（３年以下24.46%、４～10年3.57％、10

年以上16.07％）。

1０年以上の保育士は、今までの保育体験とは異なり、人間関係において数多くの保護者や子

ども、また訪問者や行政との関わりが多くなる。より幅広い視野でもって自分の成長を見るこ
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とができる立場にもあるので、その分自身に厳しい評価をしているのだろうか。「満足してい

る」が低かった理由として、このことが考えられる（これに関連する項目として、⑦保育士と

しての自分の成長を見てみると、「満足している」が3.7６％と低く、とても気にかかった）。３

年以下の保育士では「満足している」が２４.４６％で、「まあまあ満足している」６3.15％を合わ

せると87.６1％であった。経験年数の割りには満足度が高い。これは、保育所保育指針にもあ

るように、保護者の支援が園の役割となり、研修（園内外）等で、保護者の保育の指導の重要

性をテーマに取り挙げたり（例えば、保護者とのコミュニケーションのとり方など）、保護者

の子育て指導については常日頃一人ひとりの保護者と向き合い、トラブル防止に力を注いでい

る結果が表われたのではないだろうか。また、他の理由として考えられるのは、経験がある保

育士が、保護者の対応を任せないこともあるのではないだろうか。４〜1０年の保育士では、「満

足している」と「まあまあ満足している」を合わせると９1.1９％で、どの経験年数よりも満足

度が高かった。

全体的に保護者との人間関係は満足の傾向であった。しかし自由記述からは、保育士として

困っていることとして、保護者対応の難しさなどが述べられており、満足の裏側では心身共に

疲れていることがうかがえた。

⑤同僚との人間関係

全体的に高い満足度を示している。経験年数に関係なく、「満足している」と「まあまあ満

足している」を合わせると３年以下の保育士９3.６5％、４〜1０年の保育士９４.8９％、1０年以上

8９.９％であった。仲むつまじく仕事をしていることがわかる。「満足している」は、経験年数

が上がるとともに割合が低くなっているものの、「まあまあ満足している」は経験年数ととも

に高くなっている。

⑥上司との人間関係

３年以下の保育士は「満足している」が４０.35％であった。「まあまあ満足している」の

４６.85％を合わせると87.２％であった。経験が浅いだけに、上司が保育士との人間関係を大切

にしているという結果であろう。また、４〜1０年の保育士も「満足している」は35.3２％であり、

３年以下の保育士に比べると低かったが、「まあまあ満足している」は5０.1%と３年以下より

高かった。1０年以上の保育士は、３年以下と４〜1０年の保育士に比べて「満足している」割合

は低いものの、「まあまあ満足している」割合は３年以下と４〜1０年の保育士より高かった。
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⑦保育士としての自分の成長

他の項目に比べて、満足度が極端に低い。「これで満足してはいけない、もっと専門性を磨き、

プロの保育士を目指し、知識や技術を身につけなければいけない」と思う気持ちの現れではな

いだろうか。上司からみるば、就労した時からの保育士の成長の進歩が見えるため、確かに成

長していることがわかるだろうが、当の本人は「まだまだ自分は…」と思ったり、「これで満

足してはいけない」と思うのだろう。４～1０年の保育士は、中堅の保育士の立場である。他の

保育士の手本として指導的立場になることから、自分の成長を自身で感じることができるのだ

ろうか、他の経験年数より高い割合である。また、1０年以上の保育士は、保護者の保育の指導

や地域の子育て家庭の支援など、今まで経験のない事業が役割となり、社会の多様なニーズに

応えるためにもさらなる専門性や人間性が問われてくる立場となる。したがって、「まだまだ

自分は成長していない、もっと自己を磨かなければ」と考え、十分な成長を遂げていることを

過大に評価せず謙虚に評価する姿勢がうかがえた。

⑧自分がかかわった子どもに対する保育

一人ひとりの人格や人権を考えるとき、保育所保育指針では、「子どもの最善の利益」を保

障することがうたわれているが、長時間保育の中で、保育士の不規則な勤務体制や多大な仕事

量、保護者の価値観の相違と多様な要求への対応や地域の連携などにより、仕事の役割分担は

するものの、子どもの数に対して定められた保育士の定数しかいないので、充分子どもに対す

る保育ができる状況にはない。したがって、このことが自分がかかわった子どもに対する保育

の満足度を低くさせていると思われる。各経験年数別に「満足している」と「まあまあ満足し

ている」を合わせた割合を見ると、３年以下の保育士58.44％、４～1０年の保育士73.8２％、1０

年以上8０.２4％と満足度の割合が経験年数を重ねるごとに高くなっている。喜ばしいことであ

る。一方、「満足していない」の割合は３年以下の保育士が3.２5％、４～1０年が1.64％、1０年

以上の保育士は０.69％と、経験年数を重ねるごとに低くなっている。保育士は「子どもが好き

な人」や「子どもに関心がある人」が、専門的な知識や技術を身につけてきた「専門職」であ

るのでその誇りが、数値に反映されたと思われる。
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おわりに
保育士不足に悩む昨今であるが、保育士の資格は持っているものの、就労３年未満の離職者

が増加していることや、保護者と保育士のトラブルがもとで、保育士の仕事を断念する人が多

い。そのような保育士の離職の理由として、勤務時間が長いことや、保育の諸記録や提出書類

の多さも、保育士離れのひとつと考えられる。また、就職する前は人間関係が心配のようであ

るが、今回のアンケートの結果から、３年以下の保育士が同僚と仲良く仕事をしている様子や、

保護者とのコミュニケーションがとれるかどうかについて心配しつつも、先輩に助けられなが

ら育てられている様子がうかがわれた。

そして、経験を重ねるごとに保育所の新たな使命に立ち向かい、努力している姿もうかがわ

れ、同じ保育の道を歩んでいる者として、うれしく誇りに思った。

表Ⅱ－15　満足度に関して各段階が選択された割合（％）（P.4０再掲）

満
足
し
て
い
る

ま
あ
ま
あ
満
足

し
て
い
る

あ
ま
り
満
足
し

て
い
な
い

満
足
し
て
い
な

い

①現在の勤務体制
３年以下
４〜10年
10年以上

34.99％
25.61％
20.82％

50.76％
53.28％
58.87％

12.74％
17.83％
16.38％

1.51％
3.28％
3.92％

②現在の仕事内容
３年以下
４〜10年
10年以上

37.09％
29.92％
27.23％

52.93％
56.15％
57.02％

9.11％
12.70％
13.70％

0.87％
1.23％
2.05％

③現在の仕事に対する報酬（給与）
３年以下
４〜10年
10年以上

22.46％
16.02％
17.78％

40.39％
38.60％
43.38％

27.00％
29.77％
25.13％

10.15％
15.61％
8.72％

④保護者との人間関係
３年以下
４〜10年
10年以上

24.46％
23.57％
16.07％

63.15％
67.62％
74.36％

9.96％
7.79％
8.89％

0.43％
1.02％
0.68％

⑤同僚との人間関係
３年以下
４〜10年
10年以上

49.67％
39.88％
31.51％

43.98％
55.01％
58.39％

5.03％
3.48％
9.42％

1.31％
1.64％
0.68％

⑥上司との人間関係
３年以下
４〜10年
10年以上

40.35％
35.32％
33.68％

46.85％
50.10％
52.41％

10.41％
11.50％
11.17％

2.39％
3.08％
2.75％

⑦保育士としての自分の成長
３年以下
４〜10年
10年以上

3.67％
4.71％
3.76％

33.91％
44.67％
52.14％

53.78％
44.67％
41.37％

8.64％
5.94％
2.74％

⑧自分がかかわった子どもに対する保育
３年以下
４〜10年
10年以上

5.84％
7.77％
6.53％

52.60％
66.05％
73.71％

38.31％
24.54％
19.07％

3.25％
1.64％
0.69％



Ⅴ．小野田晴世研究委員による考察

継続勤務の要件とは

はじめに
昨今の保育士不足のあおりを受けて、我々保育士仲間の集まりでは、決まって「どう？来年

度の保育士確保できた？」が挨拶代わりになるほど、保育士の人材不足は深刻になりつつある。

つい数年前までは、保育士専門の人材派遣会社から毎日のようにダイレクトメールや営業の電

話がかかってきていたのに、ここ２～３年は、それさえもパッタリと来なくなった。それどこ

ろか、一昨年、我が園で産休及び育休代替保育士の派遣を、当該職員が産休に入る数か月前から、

３社の派遣会社に依頼したが、適当な人材がなかなか見つからず、やっと人材を確保できたの

は、当該職員が産休に入ってから１か月が過ぎた頃であった。保育士の離職率の高さは、今に

始まったことではないが、ここ２～３年の人材不足は、もはや危機的状況と言っても過言では

ないだろう。

保育現場では日々、直接子どもと接する業務のみならず、膨大な量の書類の整理や環境整備、

翌日の保育や行事の準備に追われているのが現実である。ここ数年の我が園における離職者の

傾向を見てみても、その仕事量の多さに根を上げて、就職してわずか１～２年で退職してしま

うケースも少なくない。さらに、養成校の先生の話では、「とりあえず保育士資格を取得した

上で、一般企業への就職希望者が増加している」とのことだった。

女性の意識の変化や育児休業法の整備、そして長引く景気の低迷から、働く母親が増加し、

保育所利用者のニーズも多様化している。それに伴い、保育サービスも多様化し、その需要は

益々高まっている。

保育サービスのメニューをソフトとするなら、そのソフトを動かす肝心なハードはどうなっ

ているのか。保育におけるハードとは、つまり、望ましい保育を展開する上で基本となる人的、

物的環境である。果たして、その整備はきちんとできているのであろうか。

保育制度そのものの改革がいよいよ現実味を帯びてきている今、本調査をもって、保育の基

本である保育現場の実態を明らかにし、早急に保育の人的環境を整えるべく提言ができれば幸

いである。
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─継続勤務の希望有無における予測と実際─

この調査結果全体を通して見て、当初の私の予測に反する数値を示したのが、設問14に対す

る回答であった。

まず、意外な結果だったのは、問14の「あなたは、今後も保育士として勤務することを考え

ておられますか？」との設問に、表Ⅱ－18で示したように、実に全体の約９割もの人が「はい」

と回答していることだ。私の予測では、「はい」と回答するのは、先述した離職率の高さや深

刻化する人材不足から鑑みて、良くて全体の６割～７割ぐらいではないかと考えていたからだ。

現役保育士の９割もの人が「この仕事を続けたい」と思っていることに、驚き以上に感動を覚

えた。

そして、もう一つ興味深かったのは、「継続勤務を希望する理由」と「継続勤務を希望しな

い理由」は表裏一体であるだろうと予測していたが、両方の調査結果を見比べてみると、必ず

しもそれが一致しなかった。むしろ、その理由の分類そのものに違いが見られたのである。

それでは、これらの内容を詳しく見てみよう。

─継続勤務を希望する理由、希望しない理由についての考察─

①　まず、表Ⅱ－19（P.43）を元に、継続勤務を希望する理由の平均値が高かった上位５項目

をまとめてみると、１位は「仕事の内容」、２位は「職場の人間関係」、３位は「通勤の便利

表Ⅱ－18　継続勤務の希望（％）（P.43再掲）

はい いいえ 回答人数

３年以下 91.5 8.5 434

４〜10年 86.2 13.8 442

10年以上 92.1 7.9 531

平均（重みなし） 89.9 10.1 1407

順位 継続勤務を希望する理由 平均割合（％）

1 仕事の内容 66.5

2 職場の人間関係 56.3

3 通勤の便利さ 54.1

4 保育理念・方針 40.2

5 休暇 40.0

表Ⅱ－19－ａ　継続勤務を希望する理由の平均値が高かった上位５項目

※表は筆者作成
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さ」、４位は「保育理念・方針」、５位は「休暇」であった（表Ⅱ－19－ａ）。

さらにここで、継続勤務を希望する理由の内容を「仕事内容に関する項目」と「処遇に関

する項目」とに分類すると、給与や休暇、労働時間、福利厚生といった、いわゆる「処遇に

関する項目」よりも、仕事の内容、職場の人間関係、保育理念・方針等の「仕事に関する項

目」の方が圧倒的に高い数値を示していた。したがって、保育士は自己の利益よりも、仕事

内容や円滑な人間関係を求め、常により良い保育を目指しているところに、保育士の仕事に

対する「誇りと責任感」さらには「職業意識の高さ」を見い出しているといえる。

─継続勤務を希望しない理由についての考察─

②　続いて、継続勤務を希望しない理由について、同じく平均値が高かった上位５項目をまと

めてみると、１位は「給与」、２位は「仕事の内容」、３位は「休暇」、４位は「職場の人間

関係」、５位は「労働時間」であった。

この結果から、継続勤務を希望する理由とは逆に、５項目中で３項目が「処遇に関する項

目」であった。このことついて、表Ⅱ－19－ａと表Ⅱ－20－ａをさらに経験年数別に分け

て次の章で詳しく見てみよう。

③　継続勤務を希望する理由と希望しない理由を詳しく見てみると、「仕事内容」「職場の人間

関係」「休暇」の３項目はどちらにも該当していた。また、継続勤務を希望する、しない両

方で平均割合が高い数値を示していることから、保育士が勤務の継続を希望する必要最低条

件は、①『仕事の内容が自分に合っていること』、②『職場の人間関係が円滑であること』、

③『有給休暇が取得しやすい環境が整っていること』であると言って良いだろう。言い換え

るならば、人材の確保と保育士の離職率を下げるためには、この３項目の整備が必須なので

ある。

順位 継続勤務を希望しない理由 平均割合（％）

1 給与 49.6

2 仕事の内容 46.7

3 休暇 40.6

4 職場の人間関係 40.1

5 労働時間 40.0
※表は筆者作成

表Ⅱ－２０－ａ　継続勤務を希望しない理由の平均値が高かった上位５項目
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─経験年数別に見る各項目についての考察─

①上記に示した表においても、継続勤務を希望する理由として一番高い数値を示しているのが

「仕事内容」であった。その数値は、経験年数1０年以上で68.3％と非常に高く、他の経験年

数の数値と比較しても、著しい差異は見られなかった。したがって、保育士が勤務を継続す

る上で、「仕事内容」が最も重要な事項であることがわかる。しかし、「仕事内容」と一言で

表Ⅱ－２２－ａ　経験年数３年以下における継続勤務を希望する理由と希望しない理由として選ばれた
上位５項目の割合（％）

継続勤務を希望する理由とその割合 継続勤務を希望しない理由とその割合

１ 仕事の内容 66.5 給与 54.1

２ 通勤の便利さ 57.7 仕事の内容 45.9

３ 職場の人間関係 57.2 職場の人間関係 45.9

４ 労働時間 42.6 休暇 37.8

５ 保育の理念・方針 41.3 労働時間、人材育成の雰囲気 35.1
※表は筆者作成

表Ⅱ－２２－ｃ　経験年数1０年以上における継続勤務を希望する理由と希望しない理由として選ばれた
上位５項目の割合（％）

継続勤務を希望する理由とその割合 継続勤務を希望しない理由とその割合

１ 仕事の内容 68.3 仕事の内容 54.8

２ 職場の人間関係 56.6 休暇 42.9

３ 通勤の便利さ 52.6 労働時間 40.5

４ 保育の理念・方針 42.7 給与、人材育成の雰囲気 35.7

５ 休暇 40.7 職場の人間関係 33.3
※表は筆者作成

表Ⅱ－２２－ｂ　経験年数４～1０年における継続勤務を希望する理由と希望しない理由として選ばれた
上位５項目の割合（％）

継続勤務を希望する理由とその割合 継続勤務を希望しない理由とその割合

１ 仕事の内容 64.6 給与 59.0

２ 職場の人間関係 55.1 労働時間 44.3

３ 通勤の便利さ 52.0 人材育成の雰囲気 42.6

４ 休暇 38.3 休暇 41.0

５ 保育の理念・方針 36.5 職場の人間関係 41.0
※表は筆者作成
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言っても、保育士の仕事内容は非常に複雑で多岐にわたることは先述したとおりである。こ

こで言う「仕事内容」とは、子どもと関わる事そのものなのか、それによって得られる子ど

もの笑顔や成長を見られる喜びなのか、それとも製作や室内装飾が楽しいのか、回答者の価

値観によってとらえていることが大きく異なっていると思われる。表Ⅱ－17（P.4２）を見て

みると、どの経験年数においても、子どもと過ごす時間に楽しさをとても感じている割合が

非常に高いことから、ここで言う「仕事内容」とは子どもと過ごす時間であると推測するこ

とができる。

したがって、『子どもと過ごす時間の楽しさが、保育士が勤務を継続したいと思える原動力』

となっていると言えよう。

②次に、継続勤務を希望しない理由を見てみると、継続勤務を希望する理由の中では上位５項

目に入らなかった「給与」が最も高い数値を示していたのが、特に経験年数４～1０年であっ

た。経験年数４～1０年と経験年数1０年以上の割合の差を見ると、２3.3ポイントもの差がある

ことがわかる（表Ⅱ－２２－ｂ、表Ⅱ－２２－ｃ）。そして興味深いことに、継続勤務を希望す

る理由で最も割合が高かった「仕事の内容」が、継続勤務を希望しない理由では経験年数

４～1０年で39.3％であり、1２項目中６番目であった。一方、経験年数1０年以上では「仕事内

容」は54.8％であり、経験年数４～1０年と比較すると15.5ポイントもの差が見られたのであ

る（P.4２ 表Ⅱ－２０）。したがってこれらのことを、もう少し詳しく考察してみようと思う。

③経験年数４～1０年の勤務の継続を希望しない理由で、給与や労働時間といった「処遇に関す

る事項」が高い割合を占めた理由を考えてみると、あくまでも推測の域を出ないが、以下の

ような事が考えられるのではないだろうか。まず、この経験年数からすると年齢的には概ね

２5歳～3０歳ぐらいであろう。であるならば、ある程度、仕事内容を把握し、職場の人間関係

も築き上げ、プライベートに目を向ける余裕が出て来る時期なのではないだろうか。友達と

遊んだり、趣味や習い事等にかける時間的余裕が欲しいし、また、友達との交際費、趣味や

自分磨きにかける金銭的な余裕も欲しい、結婚や将来を見据えて貯蓄を考え出すのもこの時

期であろう。いずれにしても、プライベートの充実期である故、仕事内容に関する項目より

も給与や労働時間の保障といった処遇面に関わる項目がより多く選ばれたのではないだろう

か。

④今度は逆に、継続勤務を希望しない理由で「仕事内容」に関する項目の割合が高かった経験

年数1０年以上について考えてみる。先述のように、一言で仕事の内容と言っても、その解釈

は、それぞれの価値観によって様々であるが、この場合の仕事の内容は肯定的な内容として
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解釈されたものではないことは確かであろう。経験年数が多い保育士が仕事の内容を理由に

辞めたいとする場合、体力的な不安に加え、仕事への行き詰まりやバーンアウト症候群（燃

え尽き症候群）のような精神的不安やストレスがより強くなっていると考えられるのではな

いだろうか。

実際に、表Ⅱ－17（P.4２）を見ても、仕事における肉体的、精神的なきつさをとても感じ

ていると回答している割合が高いことがわかる。

一般的に、教師や福祉職、看護師等の対人支援に関わる人にバーンアウト症候群の罹患率

が高いと言われている。保育士も例外ではない。実際に、保育士におけるストレス、バーン

アウトの調査研究や保育士のバーンアウト防止を呼び掛けるガイドブックも（福村出版「保

育者のストレス軽減とバーンアウト防止のためのガイドブック」ジェフ・A・ジョンソン／

著　尾木まり／監訳）出版されている。

２０11年に愛知淑徳大学大学院が愛知県内の3,０56名の保育士を対象に行った調査結果（「保

育所に勤務する保育士のバーンアウトに影響を及ぼす要因の検討」２０11）によると、その主

な要因は「仕事の量的負荷」と仕事の評価、処遇、組織方針などの「職務条件の悩み」であ

ることがわかった。特に経験年数が多い保育士は「仕事の量的負荷」を感じている数値が高

かった。Ｃ．調査結果の分析の表Ⅱ－11～13（P.35～38）の結果を見ても、経験年数が少な

い保育士より経験年数が多い保育士の方が、仕事内容が多岐にわたり、またその量も多いこ

とが明らかである。経験年数の多い保育士が、継続勤務を希望しない理由として、仕事の内

容と休暇の2項目の割合が高かったことから、継続勤務を希望しない理由とバーンアウトの

起因に少なからず何らかの関係性があるのではないだろうか。

まとめと今後の課題
今回の調査研究により、保育士が継続して勤務を希望する条件は①『仕事の内容が自分に合

っていること』、②『職場の人間関係が円滑であること』、③『有給休暇が取得しやすい環境が

整っていること』であることがわかった。中でも、仕事の内容は最も重要で、継続勤務を希望

する、希望しない、どちらの判断基準にもなり得るのである。

そして、保育士は、日々仕事上で精神的、肉体的なきつさを感じながらも、子どもと過ごす

時間の楽しさに支えられて、その職務を遂行しているという実態が、この調査から見えてきた。

全体の約７割の保育士が感じている子どもと過ごす時間の楽しさは、いわば普遍的であり、保

育士という職業を選択した時から必然的に享受することができるものだ。

であるならば、保育士が日頃、仕事上で感じている精神的、肉体的きつさの内容をさらに具

体的にし、それらを一つ一つ精査し、整備すれば現在のような慢性的な人材不足や離職率の高

さを少なからず解消できるのではないだろうか。
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今、保育制度は過渡期を迎えようとしている。しかし、現場における保育士の職場環境の整

備なくしての保育制度改革の推進は憂慮するべきであろう。今こそ、まずは現場における保育

士の業務実態と職場環境に目を向け、新しい制度を取り入れるべく土壌の構築を図る事こそが

保育制度改革を推進する上での最重要課題と言えよう。

今回の保育士の実態に関する調査で、保育士の業務は煩雑で膨大であるという実態が明らに

なった。この調査が、保育士の職場環境の整備に一石を投じるきっかけとなることを願ってや

まない。



Ⅵ．田中浩二研究委員による考察

保育士として働く上での困ったことや保育士として良かったこと─自由記述より─

ここでは、本調査個票Ｂで自由記述として尋ねた設問1２「保育士として働いていて困ってい

ることは何ですか」および設問13「あなたは保育士になって良かったことは何ですか」の２項

目について記述の傾向を整理し考察を行う。

１　設問１２について
１─１　自由記述の傾向

「保育士として働いていて困っていることは何ですか」の問いに対して、経験年数３年以下

の保育士からは318件、経験年数４年以上1０年未満の保育士からは35０件、経験年数1０年以上の

保育士からは399件の自由記述があった。さらに、自由記述の内容を整理するために、記述さ

れている内容およびキーワードを基に、困っている事柄を①「体力・精神力の負担、体調の管

理・不安」、②「責任の重さ」、③「仕事量が多い」、④「職場の人間関係・連携」、⑤「給与の

低さ」、⑥「保護者との関係」、⑦「子どもの対応・関わり方」、⑧「家庭やプライベートの両

立」、⑨「休みが取れない、自由時間がない」、⑩「自分自身の保育や仕事に対する知識・技術

等の不安・課題」、⑪「職員の不足」、⑫「その他」に分類した。

各経験年数での記述の頻度は表１のようになった。
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表１　設問1２の記述内容

項　　目 ３年以下 ４〜10年 10年以上

体力・精神力の負担、体調の管理・不安
責任の重さ

仕事量が多い
職場の人間関係・連携

給与の低さ
保護者との関係

子どもの対応・関わり方
家庭やプライベートの両立

休みが取れない、自由時間がない
自分自身の保育や仕事に対する知識・技術等の不安・課題

職員の不足
その他

34
4

90
50
25
82
56
12
35
84
10
52

54
6

120
59
28

105
22
47
38
35
15
85

79
7

137
88
12

128
13
63
50
26
20
82

計 534 614 705
※表は筆者作成
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経験年数３年以下では計534件、４年から1０年では614件、1０年以上では7０5件の記述内容が

得られた。経験年数３年以下で困っている事柄として最も多かったのは「仕事量が多い」で、

次いで「自分自身の保育や仕事に対する知識・技術等の不安・課題」、「保護者との関係」とな

った。４年から1０年では、「仕事量が多い」が最も高く、次いで「保護者との関係」、「その他」

であった。経験年数1０年以上では、「仕事量が多い」で最も困っている事柄となり、次いで「保

護者との関係」、「職場の人間関係」、「その他」が多かった。

経験年数での比較では、「体力・精神力の負担、体調の管理・不安」や「職場の人間関係」、「保

護者との関係」、「家庭やプライベートの両立」、「職員の不足」などの項目で、経験年数が上が

るにつれて増加する傾向が見られた。一方、「子どもの対応・関わり方」や「自分自身の保育

や仕事に対する知識・技術等の不安・課題」で経験年数が上がるにつれて減少する傾向が見ら

れた。

１─２　自由記述の内容

上記の記述内容の分類に従って、経験年数ごとの具体的な記述内容を見てみる。

①「体力・精神力の負担、体調管理・不安」に関する記述

《経験年数３年以下》

・十分な睡眠がとれないこと

・体力面や精神面で辛さを感じる

・からだ（腰痛）に不安を感じるようになってきた

・子どもを抱くことが多く、腰痛がひどいことがある

・体調管理が難しい（子どもの流行症状がうつる）

・声の出し過ぎで週末に声がかれてしまうことが多くなった

・膝などが悪くなってしまうこと

・行事が忙しい時は体力的にきつい

・風邪や病気にかかりやすくなった

・肉体的・精神的に負担がかかる

・体力的にハードで疲れた状態が抜けないまま働くことが多い

《経験年数４年以上10年未満》

・長時間、子どもを抱いて動く事が多く、腰などが痛くなる

・体調の悪い時もあまり簡単に休めず、肉体的にきついと感じることがある

・年々、体力的にきつくなってきている（腰痛などを含め）

・体調を崩しやすくなってしまった
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・喉が元々あまり強くないので、痛めて声が全くでなくなる。

・職業病の特に小さな子どもをあつかうクラスだと抱っこやおんぶの頻度が多く、首や肩に負

担がかかり時々具合が悪くなる面

・腰痛が慢性的になり辛い

・精神的プレッシャーを感じる

・自分の体力がおいつかない事

・腰痛や体の不調があり、疲れてしまう

《経験年数10年以上》

・身体をこわした

・年齢を感じ、身体がきついことがある（腰痛等）

・心身共に疲れている

・風邪や感染症等が流行すると自分までうつってしまう

・手首や足腰に痛みが出て来ている

・最年長のクラスを受け持った時に精神的に追い込まれた

・年齢とともに体力の低下（疲れがとれない）

・自身の年齢と仕事のきつさのギャップ（思うように身体がついていかなくなってきているの

を感じる）

・仕事量に対して体力がついていけない

経験年数に関わらず、身体的精神的な負担を感じている。身体的には、疲れが取れない、膝・

腰・首の慢性的な痛み、声の枯れに関する記述が多い。また経験年数が上がるほど、年齢的な

疲労の訴えも目立つようになっており、保育業務に対する身体的な負担の大きさが伺える。

②「責任の重さ」に関する記述

《経験年数３年以下》

・責任の重大さ、事務書類の多さ等で、精神的に時間的に余裕のもてなくなる時がある

・２年目の負担が大きい

・子どもにとっては保育園ですごす時間が長いので、様々な面で責任が重いなと感じる

《経験年数４年以上10年未満》

・臨時職員に求められている責任が重すぎる

・主任など会議で留守にすることが多く、何かあった時の責任など不安がある

・命を預かる責任の重さにつぶされそうになることがあります

・長年いると頼られてしまうことが多く、荷が重い時がある
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《経験年数10年以上》

・年齢を重ねるにつれて、責任のある仕事が多くなり、精神的にしんどい

・責任の重圧を乗り越えてやり抜く、精神的強さを持ち合わせる事

「責任の重さ」に関する記述から、具体的には、子どもの命や将来を担っていることへの責

任を感じている。なおかつ、経験年数が増えるにつれて、職場内での責任が増加し負担を感じ

ている姿が見てとれる。

③「仕事量が多い」に関する記述

《経験年数３年以下》

・行事の前など仕事が多くて、残業しないと終わらないこと（ほぼ毎日サービス残業なこと）

・製作の準備や装飾など帰宅後やらなければならない仕事も多いということ

・決められた時間に仕事が終わらない

・残業や持ち帰りの仕事が多く、趣味にとれる時間がない

・帰宅しても次の日の準備などでゆっくりと休めない

《経験年数４年以上10年未満》

・書類（月案、週案、日誌案等）が細く時間がかかる、持ち帰りが多い

・家庭に持って帰ってくる仕事が多く、休日も何かしらやることが多い

・書き物が大変、負担すぎ

・事務仕事をする時間のやりくりが困難（持ち帰ってしまう）

・書類が多く、勤務時間内にはなかなかできない

《経験年数10年以上》

・事務量がとても多い

・事務仕事の量が多いにも関わらず職場では出来ないので家に持ち込むこと

・休みの日も持ち帰りの仕事をしなければならないこと

・勤務時間内に仕事が終わることができない

・家に持ち帰ってする仕事が多く、家事との両立が難しく（忙しすぎる）なる

すべての経験年数において最も記述の多い「仕事量が多い」についてでは、経験年数の区別

なく、多くの回答が書類や事務仕事に関連する内容であった。日中は子どもに向き合って保育

をしているため、指導計画等の書類の作成、翌日の保育準備などは勤務時間内には行うことが

できず、結果的に自宅へ持って帰っている。そのことが仕事とプライベートの区別がつかない

といったことにつながっている様子が見て取れる。また、経験年数が高いほど、事務量が増え
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ている様子も伺えた。

④「職場の人間関係・連携」に関する記述

《経験年数３年以下》

・複数担任の連携の難しさ

・職員間や保護者との人間関係を築くことで悩みがつきない

・女性の職場であるということ

・上司や同僚に相談できない自分

・上司との人間関係

《経験年数４年以上10年未満》

・自分の保育感と違う思いを持っている保育士への接し方

・保育理念が他の保育士の方たちと考えがあわない

・上司との関係

・同僚との人間関係

・連絡・報告などの全体把握についてうまくいかないこと

・自分の思いが伝えられない事がある（他の保育士に対して）

《経験年数10年以上》

・若い保育士を育てるのが難しい

・他の職員との意識の違いなどがある

・上司からの信頼を感じない時がある

・職員同士の意識の違い、方向性の違いなど

・若い人を扱う難しさ

・後輩保育士への接し方

・先輩に教えてもらった経験が少ない中での後輩指導

・後輩保育士に対する指導などが十分できない

「職場の人間関係・連携」に関する記述では、経験年数の浅い保育士では「同僚・先輩、上

司との関わりの難しさ」や「自分自身の職場への適応」などに困ったと感じている。一方、経

験年数が上がると、「後輩、上司との関わりの難しさ」といった中間の立場での人間関係や連

携の難しさを感じるとともに、「後輩の育成」に対しての困難を感じている姿が見られた。
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⑤「給与の低い」に関する記述

《経験年数３年以下》

・短大時代奨学金を借りていたので今の給与では生活がきつい

・責任が伴う半面給料が低い

・仕事内容に対する給与の低さ

・労働時間が長い割に給料が安い

・仕事量が多く、ハードな仕事の割りに給料が安い

《経験年数４年以上10年未満》

・仕事量と給与が合わない

・経済的な面、仕事内容に対しての給料に不満を感じている

・仕事量と給与が割りに合っていない、サービス残業が多すぎる

・給与と労働が見合わずにいるので、時折精神的にかなり疲れる

《経験年数10年以上》

・給料や手当てが安いこと

・仕事には満足しているが経済的な面で続けるか迷っている

・給与が上がっていかない

「給与の低さ」については、経験年数が上がると記述は減っている傾向にあるが、仕事量や

仕事内容、労働時間とのバランスが取れていないといった意見が多く見られる。また、前述の

とおり、仕事を持ち帰ることが多い状況にある中での給与の低さを感じている保育士が多いこ

とも伺えた。

⑥「保護者との関係」に関する記述

《経験年数３年以下》

・保護者への対応、クレームなど困る

・保護者との信頼関係

・子育て支援センターに相談にきて頂いた保護者にうまく対応できているか

・保護者との子どもに対する認識の差

・保護者に対する対応の難しさ

・保護者とのコミュニケーションが難しい

《経験年数４年以上10年未満》

・母親の悩みや不安に適切に答えられているかどうか

・保護者からクレームなどはないが信頼や深いつながりは築けていない気がする
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・保護者のニーズにこたえられない時

・保護者の要求ばかりが目立ち、保育士の話を受け入れない保護者もいる

・最近の保護者の意識の差

・保護者との関わり、対応の仕方

《経験年数10年以上》

・意志の疎通が難しい保護者が増えてきている

・最近の保護者の意識の違い、アドバイスのしかたが難しくなってきている

・保護者への対応の難しさ

・保護者に伝えたいことをうまく伝えられない時がある

・保護者の方と子どものことについて話す時間がない

・保護者とのコミュニケーション

・病気や怪我をした時の保護者への対応

・クレームを言ってくる保護者への対応

「保護者との関わり」については、全体的に困難と感じている大きな事柄の１つであり、各

経験年数で記述が多い。記述の傾向としては、第１に保育者自身のコミュニケーション能力・

技術に疑問や不安を抱えている内容、第２に意識の共有に関する内容、第３にいわゆるクレー

ムやモンスターペアレントと感じる保護者への対応での苦慮、などである。経験年数が浅い保

育士はコミュニケーション能力の疑問や不安に関する記述が多く、経験年数が上がると、保護

者との意識の共有に困難さを感じている記述が多い。また、経験年数1０年以上では、クレーム

対応やケガ等の連絡に際しての保護者との関わり方に苦慮している様子が伺える。

⑦「子どもの対応、関わり方」に関する記述

《経験年数３年以下》

・子どもとの関わり方がこの時は本当にこれでいいのかと、不安になる時がある

・子どもをまとめることができない

・個々の子どもへの発達に応じた援助の難しさ

・子どもの気持ちをうまく汲みとってあげられないこと

《経験年数４年以上10年未満》

・集団をまとめきれない時

・予想と違った行動を子どもがした時に、うまく対応できないことがある

・1人ひとりとの関わり、援助が十分にできないこと

・子ども間のトラブルに対しての声かけ
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《経験年数10年以上》

・ケガが心配で思いきり保育できなかったり心配しすぎてしまう

・個別で対応しなければいけない子が多すぎる

・１人１人の子どもとじっくりかかわれない

・基本的生活習慣の乱れに対しての対応

「子どもの対応、関わり方」では、経験年数が低い保育士では、自分自身の子どもへの関わ

り方を模索している様子、自信を持てきれていない様子が伺える。経験年数が上がると、個別

の対応の難しさや安全を配慮した上での関わりの難しさといったことに苦慮している記述が多

く見られる。

⑧「家庭やプライベートとの両立」に関する記述

《経験年数３年以下》

・いつどこで保護者と子どもに会うかわからないから気が抜けないこと

・将来結婚して家庭を持った時、仕事と家庭の両立ができるのか不安に思う

・仕事の時以外でも「保育所の先生だから」と子守りを任せられそうになる

《経験年数４年以上10年未満》

・家庭もあるので両立が難しい

・休日も仕事のことを考えたり、持ち込んだりしてしまう

・プライベートでも、周囲からは「先生」という目で見られるので、行動を控えたり、ストレ

スに感じることがある

・家庭のことより園の仕事が中心にならざるをえないこと

・持ち帰りの仕事が多く、プライベートの時間が減ってしまう

《経験年数10年以上》

・家庭との両立が難しい

・プライベートでも外で会ったら“先生”でいなければならないこと

・休みの日も日ごとの事を考えたり仕事をしてしまう

・私生活と仕事の差があまりない

・仕事を優先にしなくてはいけない

・自分の子どもの行事に参加できない

「家庭とプライベートの両立」に関しては、経験年数によらず常に「保育士」でいなければ

ならないことを感じている。また、持ち帰りの仕事が多いことが原因で、仕事とプライベート
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を両立することが困難であるとの記述が多く見られた。さらに、経験年数1０年以上では家庭や

家事との両立に困難を抱えている様子が伺える。

⑨「休みが取れない・自分の自由な時間がない」に関する記述

《経験年数３年以下》

・自分の時間がない

・長期休暇がとれない

・有給休暇を消化できない

《経験年数４年以上10年未満》

・有給がなかなか取れない

・思うように休暇が取れない

・休みの日も素材集めや教材研究にあてるしかない

・必要な時には休みの時にも出てきて、仕事をしなければならない時がある

《経験年数10年以上》

・思うようにリフレッシュ出来る有給休暇がとれない（子どもの病気以外で）

・休暇を取るのに保育園の行事中心となり取りずらい

・土曜日の休みが月に一度しかとれないこと

・自分の子どもが病気の時や行事参加での休みがとれない

・自分の子どもの保育園が台風で休園になるのに、出勤しないといけない

・子どもから離れた休憩がとれない

・責任のある仕事である為、自分の子ども達の学校行事などの参加が難しい

「休みが取れない・自分の自由な時間がない」については、保育士という職種の労働条件に

おける重要な課題と言える。各経験年数ともに有給休暇や病気等で必要な時に休暇を取ること

ができない現状が伺える。既婚の保育士にとっては家庭との両立が困難になる原因の一つとも

考えられ、職員体制の確保も含めて休暇を取りやすい環境を整備する必要性が示唆された。

⑩「自分自身の保育や仕事の知識・技術等の不安・課題」に関する記述

《経験年数３年以下》

・手遊びや遊びのバリエーションが少ない事

・歌、ピアノなど苦手なこと

・パソコンの業務があまり得意ではないこと

・大学で学んできたことと、現実に出来ていることのギャップに悩んでいる
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・自分の保育に自信が持てず、常に後悔してばかりいること

・自分の知識・経験不足

・母親（育児）の経験がないこと

・叱り方、伝え方が難しいなと思うことがある

・指導計画の立案、指導方法

《経験年数４年以上10年未満》

・自分の経験不足

・ピアノ演奏のレベルアップの為、練習は続けているが限界を感じることもある

・病気やけがの対応に力不足を感じる

・自分が保育士として適正があるかどうか

・自分の保育の引き出しの少なさ

・ノートを書く時キレイな字でかけない

《経験年数10年以上》

・自分の子育て経験がないため、保護者への説得力がない

・たくさんの知識や専門的な目標が日々新しくなったり、増えたりするので、学んでいかなけ

ればならないことが多い

・パソコンが主流になってきている中、使いこなせない

・保育を理論で裏付けして立証していくことが苦手であること

・自分自身の力量のなさに自信をなくす

・もっといろんな事ができるようになりたい

「自分自身の保育や仕事の知識・技術等の不安・課題」では、経験年数の浅い保育士ほど多

くの困難を抱えている。内容としては、手遊びや歌遊び、活動のレパートリーの少なさや、ピ

アノ等の技術の低さ、また子どもや保護者への関わり方の未熟さなどを感じている。しかし、

経験年数が多い保育士においても手遊び等のレパートリーを増やしたい、ピアノを上手に弾く

ことができるようになりたい、といった意見も見られ、自分自身の知識や技術の不安や課題は

いつまでも持ちつづける様子が伺え、このことが保育士自身の質の向上につながっているとも

捉えられる。また、近年ではお便りや指導計画の作成等でパソコンでの作業が求められること

が多く、パソコンを始めとした機器の操作を習得することの大切さも示唆された。

⑪「職員の不足」に関する記述

《経験年数３年以下》

・職員数も少なく、職員一人ひとりの負担が大きい
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・職員の人数がギリギリな為、降園ラッシュと重なると、退勤時間になっても帰れない

・正職が少なく、休み（特休）利用をするとき、少し躊躇すること

《経験年数４年以上10年未満》

・子どもに対しての保育士の人数

・人数（職員）がギリギリのため、事前に態勢をとっても当日職員が休むと大変

・クラスに正規職員が一人しかいないので、月案、チェック表などを全てやらなくてはならず

追われている

・職員の数が子どもの人数に対して少なく、ゆったりした保育ができない

・人員不足のため、個別に支援が必要な子へ行きとどかない、他の子をしっかり見てあげられ

ない時もある

《経験年数10年以上》

・人員不足による保育と事務の負担

・人員配置が厳しく職員が大変な思いで働いている

・行事や土曜出勤がある中で、子どもの登園人数も多いので、振替代休や有給のやりくりが毎

日誰かが1名休む事になるなど、難しいが何かとやりくりしている

・保育士が少ない為、有給休暇が思うようにとれない

・保育士の人数が少なく、必要な保育ができていない

・代替保育士がなかなか見つからないこと

・職員30人に対して、正規職員が3人と極端に少ない

「職員の不足」については、児童福祉施設最低基準を満たしている現状においても、仕事量

に対して適正でない、休暇等を取るためには不十分であるという現状が伺える内容であった。

経験年数が高い保育士では、保育所全体の運営上の観点から職員不足の困難を感じている傾向

が見られた。

⑫「その他」に関する記述

《経験年数３年以下》

・障害児に対する保育のあり方

・将来性

・一般の人の保育に対する、理解・知識・関心の低さ

《経験年数４年以上10年未満》

・正職と非正規職員の差

・男性が少ないところ
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・手のかかる子どもが増えていて対応に困るときがある

・気になる子への対応

・子ども達がのびのびと過ごせる環境を中々つくれない

・保育所の設備の悪さ（ひび割れ、トイレが少ない、水道が少ない、保育室が狭いなど）

・社会から見た保育士の地位

・子どもの園制度の複雑さがいつまでたっても解決していかない

・新システム計画など将来への不安　

・外国人家族への対応

《経験年数10年以上》

・職員の雇用形態が違う為、職場内で格差を感じ非常に働きにくい

・専門職としての資格の意味が国の方でなくしてきている。

・世間の保育士に対しての評価の低さ

・障害児が増えてきているのに対し、環境（人的も含む）が整っていない

・保育環境の悪さ、外で子どもが元気に遊んだり、声を出せない環境（周りからの苦情）

・理想と現実とのギャップを感じる

・現代社会のニーズと本来子どもに必要なこととのギャップ

・保育内容について、行政などから規制が大きくなっているように感じられること

・幼保一体施設の国の基準が未完成、未定

「その他」については、各経験年数でさまざまな記述が見られた。比較的多かったものとし

ては、「障害児、気になる子どもへの対応」や「保育士の社会的地位や認知の低さ」、「保育制

度の将来」などが挙げられた。

保育士として働いている中で困っている事柄は、経験年数の違いや地域、職場環境などによ

って様々である。困難の要因は、個別的な要素に起因するものもあれば、制度上の要因である

ものなど様々である。そしてこれらの困難は自由記述の内容にも反映されているように複合的

に絡み合っていることが分かる。例えば、書類等の業務が煩雑になることが仕事量の増加につ

ながり、仕事量の増加が休暇や自由な時間の減少につながる。さらに、休暇や自由な時間の減

少が体力の負担や不安を招いているという悪循環が発生している。どこか一つを解決すればす

べてが解決するということは考え難いが、保育士の自己解決能力の向上も含めて、現在、保育

士が抱えている様々な困難を解消する手立てを構築する必要がある。子どもに対する直接処遇

者である保育者が安心・安定して働けることが、子どもの安心・安定、さらには保護者の安心・

安定につながると考えられる。
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２　設問１３について
２─１　自由記述の傾向

「保育士になって良かったことはなんですか」の問いに対して、経験年数３年以下の保育士

からは371件、経験年数４年以上1０年未満の保育士からは41０件、経験年数1０年以上の保育士か

らは444件の自由記述があった。さらに、自由記述の内容を整理するために、記述されている

内容およびキーワードを基に、「良かった」事柄を①「やりがいを感じる」、②「子どもの成長

を見ること・感じることができる」、③「子どもの笑顔や楽しい姿をみることができる」、④「子

どもとの関係」、⑤「子どもと関わることが楽しい」、⑥「自分自身が笑顔、元気になる、癒さ

れる」、⑦「自分の育児の参考になる」、⑧「保護者の感謝・信頼・関係構築・共有」、⑨「自

分が成長する・した」、⑩「自分自身の保育の結果・達成感を感じる」、⑪「充実した日々を過

ごすことができる」、⑫「いろいろな人との関わり」、⑬「その他」に分類した。

各経験年数での記述の頻度は表２のようになった。

経験年数３年以下では計793件、４年から1０年では877件、1０年以上では91０件の記述内容が

得られた。全体を通して「良かった」と感じる事柄は「子どもの成長を見ること・感じること

ができる」が最も多く、すべての経験年数において最多であった。「やりがいを感じる」や「保

護者の感謝・信頼・関係構築・共有」、「自分自身の保育の結果・達成感を感じる」、「いろいろ

な人との関わり」で経験年数が上がるほど増加し、一方で「子どもの笑顔や楽しい姿を見るこ

とができる」や「自分が成長する・した」では経験年数が浅い方が高くなり、経験年数による

表２　設問13の記述内容

項　　目 ３年以下 ４〜10年 10年以上

やりがいを感じる
子どもの成長を見ること・感じることができる
子どもの笑顔や楽しい姿を見ることができる

子どもとの関係
子どもと関わることが楽しい・嬉しい

自分自身が笑顔・元気になる・癒される
自分の育児の参考になる

保護者の感謝・信頼・関係構築・共有
自分が成長する・した

自分自身の保育の結果・達成感を感じる
充実した日々を過ごすことができる

いろいろな人との関わり
その他

39
242
67
57
97
33
22
45
92
25
10
18
46

52
245
42
36

112
59
27
60
89
42
21
30
62

58
213
40
41

117
57
22
71
78
49
21
46
97

計 793 877 910
※表は筆者作成
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喜びの内容の違いが見られた。

２─２　自由記述の内容

上記の記述内容の分類に従って、経験年数ごとの具体的な記述内容を見てみる。

①「やりがいを感じる」に関する記述

《経験年数３年以下》

・やりがいがある

・子どもの人格形成にかかわる大事な仕事に携わっているということでやり甲斐がある

・大変な仕事であり、やりがいのある仕事

・行事などで子どもと一緒にやりがいを感じられること

・毎日の仕事の中で、やりがいを感じる

《経験年数４年以上10年未満》

・子ども達の成長していく姿を見られ、やりがいを感じて仕事ができること

・子どもに関わった分、子どもの成長が見られたり、自分のことを頼りにしてくれるのでやり

がいがある

・とてもやりがいのある仕事

・どの仕事よりもやりがいがあり、毎年、感動する、嬉しい出来事を感じられる。

《経験年数10年以上》

・毎日が変化あり他の仕事では味わえない、やりがいのある仕事と思う

・専門職として奥が深く、“おもしろい” “やりがい” があること

・仕事は大変だが、子どもの成長を感じることで、やりがいはある

・子ども、保護者他との関わりで保育のやりがいを毎日感じていられること

・生涯やりがいを持ち、仕事を続けられる事

・子どもが好きでやりがいがある

「やりがい」を感じる要因は種々あるが、総じて様々な場面で保育士の仕事の「やりがい」

を感じている様子が伺える。特に、子どもが好きであることや、自分自身が関わった子どもの

成長を目の当たりにすることでのやりがい、子どもとともに歩んでいくことでのやりがいを感

じており、保育士の仕事をしている、あるいは続けている大きな動機の一つとなっている。
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②「子どもの成長を見ること・感じることができる」に関する記述

《経験年数３年以下》

・子どもの成長を見るのが楽しい

・子どもの成長を一番近くで感じられること

・子ども達の成長を保護者の方と感じられること

・たくさんの子どもの笑顔・成長を感じられること

・子ども一人ひとりの小さな成長をも感じられること

《経験年数４年以上10年未満》

・継続した成長を感じる事ができる

・子ども一人ひとりの成長を感じられる

・「昨日できなかったことが今日できた」など成長を日に日に感じられること

・子どもの成長ぶりが１年間を通してみられること

・子どもの成長を身近で見ることで感動が味わえる

《経験年数10年以上》

・子どもの成長を共に喜び合える

・未来の子どもたちが日々成長する姿を目の前で見られること

・成長した姿を見られ幸せを感じる

・子どもの成長が楽しみです

・子どもの成長にふれた時にやりがいを感じる　

・昨日出来なかった事が、今日できるようになったりなど成長を近くでみることができる

・子どもの成長が感じられ、感動することが多々ある

・子どもが立ち上がったり、歩けるようになったりする成長が見えた時

経験年数を問わず、間近に子どもの成長を感じることができ、なおかつ、自分自身が子ども

の成長に携わっていることに喜びを感じている様子が伺える。記述の内容が最も多かったこと

からも分かるように、このことが保育士として働くことの喜びであると同時にやりがいや達成

感にもつながっていると言える。また、子どもの成長の捉え方は短期的なものから数年に渡る

長期的なものまで含んでおり、保育士が多様な視点を有していることが見てとれる。

③「子どもの笑顔や楽しい姿を見ることができる」に関する記述

《経験年数３年以下》

・かわいい笑顔が毎日見れる事

・子どもたちが園生活を楽しんでくれていること
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・子どもの笑顔や喜ぶ姿を見て共感することができる

・子どもたちの笑顔に囲まれている

《経験年数４年以上10年未満》

・子どもの笑顔に出会えること

・子ども達の無邪気な笑顔を見えること

・子どもの笑顔がいつも見れる

《経験年数10年以上》

・子ども達と共にいろいろな体験をする事ができ笑顔が見られた時

・こどもの笑顔、笑い声で嬉しくなる

・子どもの笑顔がいつも自分のすぐそばにあること

・子ども達の笑顔や目の輝きに接する時

・毎日の子どもの笑顔と保護者の笑顔を身近で感じることができる

「子どもの笑顔や楽しい姿を見ることができる」では、経験年数が浅い保育士に多く記述が

見られた項目である。子どもが好きで保育の仕事を選んだ保育士にとって比較的喜びを実感し

やすい事柄であるとも言える。もちろん、経験年数が増えても、このことを喜びと感じる保育

士も多くいることが見てとれる。

④「子どもとの関係」に関する記述

《経験年数３年以下》

・子ども達から “せんせい” と呼んでもらい、頼りにしてくれている

・子ども達が親しんでくれたこと

・大好きな子ども達に先生と名前を呼ばれながらかけ寄ってきてくれた

・子ども達が「せんせ〜い」と寄ってきてくれること

・子どもたちが寄ってきて一緒に遊ぼうとしてくれること

《経験年数４年以上10年未満》

・「先生大好き」と言ってくれ信頼関係が築けた時

・子ども達が嬉しい時、悲しい時などそばに来てくれること

・今まで自分のことをなかなか受け入れてくれなかった子が、笑顔を見せてくれたり、話をし

てくれたり、受け入れてくれるようになった時

・子どもが自分をたよってきてくれること

・慕って近づいてきてくれること

・子ども達から先生と親しまれて甘えてきてくれること
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《経験年数10年以上》

・子ども達や保護者に「先生」と慕われる事

・慣れない（保育園に）子が少しずつ園生活に慣れ、手を出すと自ら保育士の所へ来てくれた

時

・子どもたちとの一体感

・子どもが保育園が好きと言ってくれた時

・子どもが自分に心から甘えていること

・子どもたちに「先生大好き」と言われる事

子どもと信頼関係を築くことができたり、子どもに頼られる存在になるなど、子どもと良好

な関係を築くことは保育士の業務上遂行すべき事柄であると同時に喜びを感じることができる

場面である。前述の子どもの笑顔を見ることができると同様に、経験の浅い保育士にとって、

比較的早い時期に経験する喜びの一つであることが推測される。また記述内容から、経験が豊

かな保育士にとっても大切な喜びになっていることも伺える。

⑤「子どもと関わることが楽しい」に関する記述

《経験年数３年以下》

・子どもと楽しい時間が過ごせる

・子ども達と関わる時間はとても充実し楽しい

・仕事が（子どもと関わっていること）楽しい

・子どもと関わる事が、保育士になってからの方がより楽しいと感じるようになった

・毎日子どもたちと様々な遊びをするなどの関わりの中で、私自身も楽しい時間を過ごせてい

る

《経験年数４年以上10年未満》

・大好きな子どもと、ずっと真剣に向き合える

・何よりも毎日かわいい子どもたちと楽しく過ごせることが幸せ

・なりたくてなった職業なので、毎日子どもと触れ合えることが幸せに感じる

・子どもにとっての貴重な時間を過ごせることが嬉しい

《経験年数10年以上》

・子ども達と過ごす時間は楽しい！！

・子どもとの関わりの中で、子育てのすばらしさや楽しさを毎日感じていられたこと

・毎日、元気な子どもたちと楽しく過ごせることは幸せです

・子どもが好きなので毎日一緒に過ごし、経験、体験を共にできることがうれしい
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・経験を重ねるごとに子どもといる時間が楽しく感じます

経験年数を問わず記述が多かったことからも、子どもと関わることを楽しみとする保育士が

多いことが分かる。子どもと関わることを楽しみ、喜びと感じることは保育士の道を選択する

動機にもなっており、働き始めても、また働き続けても持続した感情を持ちつづけている様子

が伺えるとともに、仕事をする上でも大きな喜びになっている。

⑥「自分自身が笑顔・元気になる・癒される」に関する記述

《経験年数３年以下》

・毎日子ども達の笑顔に触れ、自分も笑顔で働く事が出来る

・子ども達と触れ合う中で、自分自身も元気になれる

・子どもと共に生活出来る事（子どもから夢、元気をもらえる）

・どんな時でも、子どもの元気、笑顔を見る事で励まされる

・子どもの素直な言葉・表情を沢山見ることで「頑張ろう！」と思える

《経験年数４年以上10年未満》

・子どもたちの笑顔に触れ元気をもらえる

・子どもから笑いをたくさんもらっている

・毎日、一日一回以上笑えること

・子どもたちに癒される

《経験年数10年以上》

・悩んでいる事があっても、元気になれます

・日々子ども達と過ごしてエネルギーをもらっている

・子どもたちの笑顔や元気にいやされたり、日々楽しくすごすことができる

・子どもたちの素直な気持ちや笑顔を見ると癒され頑張ろうと思える

・仕事をすることで逆にストレスを発散できること

この項目は、保育者が子どもによって支えられている一面をみることができる。日常の業務

のなかで困ったことやつらい事があったとしても、子どもに元気をもらい勇気づけられている

様子が伺える。同時に、子どもとともに時間を過ごすことで保育士のモチベーションが上がっ

ている情景が見てとれる。
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⑦「自分の育児の参考になる」に関する記述

《経験年数３年以下》

・将来、自分が子育てをする時に勉強になる

・母親になった時のための勉強になる

・発達について勉強でき、自分の子育てにも役立つこと

《経験年数４年以上10年未満》

・自分の育児の見本となった

・０歳児担任になるとこれから産まれてくる子ども（自分の）を育てるヒントがもらえるから

・成長、発達面など母親になっても活かすことのできる知識がつく

・自分に子どもはいないが、今後母になる身として離乳食や育児を含め力になる

《経験年数10年以上》

・赤ちゃんの排泄、ミルク等など（今後に役立つ）子育て

・自分の子どもへの成長過程において、ヒントとなるものを得ることができた

・我が子や孫の子育てに余裕があること

・自分の子どもに対しても様々な学びがある

自分自身に子どもがいても、いなくても、自分の子育てに役立っている、あるいは将来役立

つだろうと感じている保育士が多い。

⑧「保護者の感謝・信頼・関係構築・共有」に関する記述

《経験年数３年以下》

・保護者に「ありがとう」と言われた時

・子ども達の成長を身近で感じられること、それを同僚や保護者と喜び合えること

・毎日「ありがとうございました」と保護者から声をかけてもらえる

・保護者にありがとうと言われた時が一番うれしい

・保護者に「保育所に来てよかった」と言われたこと

・保護者から「先生がいて良かった」「任せられる」と言ってもらえた時

・保護者の方に一年を通して「先生らしくなったね！」と言われた時

《経験年数４年以上10年未満》

・保護者が頼りにしてくれる

・保護者からのお礼の言葉、お手紙

・「先生が担任でよかった」と保護者に言ってもらえたこと

・職場を退職する時、保護者の方々にねぎらいの言葉をたくさんいただいたこと
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・子どもを通して、保護者、子どもたちとの信頼関係ができること

・保護者が「ありがとうございました」と笑顔が見られる

《経験年数10年以上》

・親から「先生が担任でよかった」と言われた時（自分の頑張りが伝わったと感じた）

・同じ母親として保護者と共感できる部分がある

・子どもや保護者が喜んでくれることがうれしい

・保護者から感謝される機会に恵まれること

・子どもの成長を保護者と一緒に喜びあえること

・子どもの成長を通して保護者に喜んでもらえた時、良かったと思う

自分自身の保育の評価者の一人は保護者である。子どもの保護者から感謝の言葉を受けるこ

とは保護者の満足感の表れであり、保育者自身の保育を良く評価していることでもある。子ど

もとの信頼関係もさることながら保護者との信頼関係を築くことは保育者にとっても重要な役

割であり、そのことを達成できた保育士の喜びが伺える。また、先述の「子どもの成長を見る

ことができる・感じることができる」を保護者とも共有できることが保育者としての喜びを増

していることが伺える。

⑨「自分が成長する・した」に関する記述

《経験年数３年以下》

・子どもと共に自分も成長出来る

・普段知ることのできない病気、感染、障害について実際に見て経験できたり学んだりできる。

・人前で何かをすることが苦手でなくなった

・積極的に色々な事に挑戦するようになった

・社会人として、人として成長できること

・色々な人との関わりの中で、自分自身の考えや行動等成長できた

・反省から学ぶことが多く、自分も成長できること

・礼儀をきちんと覚えた

・人の気持ちを考えようとするようになった

《経験年数４年以上10年未満》

・子ども達の成長を通して、自分自身の成長にもなっている

・人間的に大きく成長させてもらっている

・日々、新しい気づきや学びがありどんどん自分が成長できる

・子どもと共に、自分も成長できる、日々学習
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・精神的にも肉体的にも強くなれたこと

・職場、保護者、子ども達など、色んな人と出会い交流する中で、自分自身人間として成長し

ていける

・子どものそばにいると小さな季節の変化にも気付くようになり、四季や節句を大切にするよ

うになった

・いろいろな障害の子と接することで、自分でも知ろうと勉強し、知識として自分のものにで

きたこと

《経験年数10年以上》

・人が人を育てる現場の中で、自分自身も保護者、子ども、同僚から学んでいく事が何年経っ

てもあり、人として成長していける事

・子どもと触れ合い保護者と関わることで自分の成長にもつながり視野が広がった

・子どもがさらに好きになり、知識も広がることで、いろいろな分野が学べる事

・保護者や地域の人と関わることで、自分の世界が広がり、成長を感じる

・10年以上たち、やっと保育士らしく行動したり、対応したりできるようになったと感じられ

ること

・いろいろな人に出会えることで十人十色なのが人としてあたり前と思え、子育てや人生観に

プラスになった

・自分自身を向上・意欲・好奇心をもって生活出来る事、自分を成長させる

多くのことを経験し、その中でたくさんの困難な場面にも遭遇する反面、自分自身が成長し

ていることを実感する保育者が多い。子どもの事や保育に関する知識や技術の向上を始め、人

間的にも成長していると感じている。経験年数が多くても自分自身の成長を実感している保育

士も多く、常に学ぼう、向上しようとする姿が伺える。

⑩「自分自身の保育の結果・達成感を感じる」に関する記述

《経験年数３年以下》

・保育が上手くいき、子ども達が楽しんでくれたこと

・絵本を読んだり、出し物をした時に、子どもや保護者等が笑顔になってくれた時

・調べていったゲームなどをやってみて「楽しかった！」「もう一回やりたい！」と楽しんで

くれた

・行事や目標に向かってやりとげた時の達成感は気持ちがいい

・準備すればその分楽しんでいる姿が見られ手応えを感じられる
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《経験年数４年以上10年未満》

・子ども達と行事にむけて取り組みやり遂げた時

・自分の環境の作り方、関わりの工夫で子どもが変化した時の嬉しさを感じられること

・沢山の子どもや保護者と接する事が出来、頑張った分だけ結果が返ってくるところ

・仕事内容は決して楽ではないが、自分がしてきた保育で子ども達の成長が見えたとき

・毎日、子どもの様子が違うので、楽しいし教えた事を覚えてくれると嬉しい

《経験年数10年以上》

・子ども達と一緒に取り組んだことがまとまり、1つの形となった時の達成感を持てた時

・好むパネルシアターや体操を子ども達が喜んでくれること

・行事が終わったとき、作り上げたという喜びを感じる

・自分の計画した活動を子どもが楽しんでいる姿が見れる

・自分によって子ども達をどの様にも育てていく事が出来るということ

保育士が自分自身で保育の結果や達成感を感じることができる場面についての記述である。

行事や様々な活動を子どもとともにやり遂げた時の喜びが伺える。また、保育者が試行錯誤し

て計画立案した活動や関わりによって、子どもが楽しみ、変化することも保育士にとっての大

きな喜びになっている。

⑪「充実した日々を過ごすことができる」に関する記述

《経験年数３年以下》

・行事や給食があることで、季節感を感じ、充実した一年を過ごせること

・１日１日充実した生活を送れること

・子どもたち一人ひとりの成長を日々感じ、毎日充実していること

・大変なこともあるけど、日々充実していると感じられる

《経験年数４年以上10年未満》

・小さい頃からずっと育てて卒園させる充実感　

・笑ったり、泣いたりと毎日同じ日はなく、とても楽しいこと

・大変と思うことも多いが充実した日々を送っている

《経験年数10年以上》

・毎日がとても充実している

・子どもの人生に関われる充実感が味わえる

・人とつながりあいながら自分は生きているということが実感できるところ
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日々の子どもの成長を実感することによる充実感や、長期間に渡って関わった子どもが保育

所を巣立つことに喜びや充実感を味わうなど、充実を感じる要因は様々である。日常的に困難

を感じる場面も多いが、充実感を実感する場面も多いと感じている様子が伺える。

⑫「いろいろな人との関わり」に関する記述

《経験年数３年以下》

・人に関わる仕事ができる

・子ども達に出合えたこと

・人と関わる事が多いのでいろんな考え方が知れる

・優しい先輩、尊敬できる先輩と一緒に仕事ができていること

《経験年数４年以上10年未満》

・年齢に関係なく、同じ保育士としての仲間ができたこと

・大好きな子ども達に囲まれ、創立者の理念を基に信頼できる施設長、同僚と保育できること

・大好きな子ども、信頼できる上司に恵まれたこと

《経験年数10年以上》

・頼れる先輩や同僚の保育士に出会えたことが幸せです

・素敵な仲間（保育士）にめぐりあうことができた

・たくさんの出会いがあること（子どもたち、保護者、同僚）

・地域の方々や保護者の方々と仕事を通して知り合い、保育を通して地域への貢献ができたこ

と

経験の浅い保育士は、子どもたちや保護者、同僚・先輩の保育士との関わりに喜びを感じ、

経験年数が上がるにつれて地域社会や他の地域の保育者等、関わる人間関係に広がりが見られ

る。人間が相手の保育士にとって、人との関わりや繋がりは喜びであると同時に、大きな魅力

の一つになっている。

⑬「その他」に関する記述

《経験年数３年以下》

・昔からの夢が叶った

・好きな仕事ができている

・得意な分野を発揮できる

・安定している

・給食が食べられる
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・子どもの人生の一部に関われる

・規則正しい生活をおくれること

・職場の環境が良い

《経験年数４年以上10年未満》

・自分の夢が叶った

・子どもが「大きくなったら保育園の先生になりたい」と言ってくれたこと

・卒園した子が親しみをもって挨拶をしてくれたとき

・資格を生かし、自分の好きな「子ども」のそばで働けるから　　

・幼小の頃の夢であり、思いが伝わる時がやりがいを感じています

・自分の得意な面を活かせたこと

・自分自身を活かした仕事ができる

・目標を持って、仕事が出来る所

・デスクワークとは違い、日々違う出来事がありそれを肌で感じられる仕事であること

・毎日手作りの美味しい給食が食べられる

・天職だと思います

《経験年数１０年以上》

・仕事が安定している

・育休などの制度がしっかりしていたので仕事を続けられた事

・自分の持ち味を発揮できる

・自分の得意なことが仕事にいかせる

・季節を感じながら仕事ができる

・園を卒園した後も園外で声をかけてもらい、大きくなった姿を見れる

・長年やってきて子供が親になって、また再会できたこと

・自分の仕事に対して熱くなれるところ

・いつまでも若くいられる

・身体を常に動かしている為、比較的健康に過ごせている事

・自分にあうと思われる“職業”を持って生活できたこと

・自分は足りない所もたくさんあるが、周りの人に支えられていることを実感できること

・子どもたちとのかけがいのない存在になれたりつながりがもてること

・幼い頃からの夢であった保育士になれて、小さい子どもといつまでもかかわり続けることが

できること

「その他」の記述は上記にある通り、非常に多岐に渡る。仕事として安定していることや、
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好きな仕事であること、幼いころからの夢、四季を感じることができる、得意なことを活かせ

るなど、経験年数に関わらず様々な魅力を感じていることが記述内容から伺える。「天職だと

思います」の記述は印象深く、保育士であることの喜びが強く表れている。

「保育になって良かったこと」の記述内容について見てきたが、やりがいや子どもの成長に

触れることの喜び、様々な経験や体験を通して自己成長できることなど、保育士の仕事の魅力

は多岐に渡り、保育士自身もその喜びの中で仕事をしている様子を伺い知ることができた。前

項で「保育士として困っていること」の記述にも見られるように、保育士の業務には様々な困

難な場面がある一方、それを補って余るほどの喜びがあることが見て取れた。しかし、反面で

は一抹の不安を感じる部分もある。それは、「保育士になって良かった」と感じる場面の多くが、

子どもの関わりを通した感情や自己達成感といった部分に偏っていることである。違う表現を

用いれば、子どもとの関わりを通した喜びや自己達成感、仕事への充実感を見出せなくなった

時には、保育士を続ける動機が大きく失われることが推察される。仕事の内容に大きな喜びを

見出すことができることはもちろん好ましいことであるが、一時的にでも喜びが失われたとし

ても働き続けることの動機となる職場環境や処遇の向上といった要件を整備していくことも重

要であると感じる。



Ｅ．総合的考察

１．本研究で得られた結果
本研究で得られた主な結果は次の通りである。

（１）保育者による業務実態

①保育者が保育に携わっている時間は約７時間である。

ここで言う「保育に携わっている」は、調査票では、「子どもや保護者と接している時間」

であるが、主として子どもと接している時間といえる。一日のうち、７時間程度がこの時間で

あり、一般的な仕事の一日の労働時間が８時間とすると、そのほとんどを子どもと接して過ご

していると言える。

②記録や準備（計画を含む）にかける時間は、それぞれ約30分である。

記録は保育の振り返りであり、子どもの理解を更新する作業である。計画は指導計画の立案

や教材研究を含んでおり、翌日への準備である。これらがそれぞれ約3０分であった。しかしな

がら、図Ⅲ－１から図Ⅲ－８に示したように分布を調べると、個人差が大きいこと、特に、保

育記録を作成するのにかけた時間に関しては０分、０～２０分、２０～4０分がそれぞれ3０％弱、保

育教材を作成するのにかけた時間（指導計画の作成、教材準備を含む）に関しては０分が45％

もいることが明らかになった。

③約半数の保育者が持ち帰り業務を遂行している。

持ち帰り「あり」を選んだ保育者は平均51.4％と、過半数であった。内容を書いてもらうと、

そのうちの半数の保育者は、計画準備や振り返りを持ち帰り仕事として記述した。

（２）専門性

①担当していない業務もある。

「地域の子育て家庭への支援」と「他の専門機関との連携」の業務は、他の業務と比べて担

当していない者が多かった。「保育所の保育方針に合わせた指導計画の立案」や「子どもの姿

や季節に合わせた指導計画の立案」などでは、３年以下の方が1０年以上よりも担当していない

者が多いなど、業務によっては経験年数による違いがあった。

②実施の程度には、経験年数による違いがある。

４段階評定で、全体としては「ほぼできている（２）」という回答が多かったが、多くの業

務では経験年数による差があり、３年以下は他の経験年数よりも、「あまりできていない（３）」

が多かった。
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（３）満足度

①４段階評定で、全体としては「まあまあ満足している（２）」が多かったが、「保育士とし

ての自分の成長」という項目には「あまり満足していない（３）」が多かった。

②満足度には、経験年数による違いがあり、「現在の勤務体制」「現在の仕事内容」「仕事に

対する報酬」「保護者との人間関係」「同僚との人間関係」では、３年以下が他の勤務年数より

も「満足している（１）」が多かった。

（４）意識

①「子どもと過ごす時間の楽しさ」「現在の仕事に対するやりがい」は「とても感じている」

が多く、他は「やや感じている」が多い。

②経験による違いがあり、「仕事における自分の持ち味の発揮」「保護者からの信頼」「仕事

における肉体的なきつさ」「仕事における精神的なきつさ」は1０年以上が最も感じており、「子

どもと過ごす時間の楽しさ」は３年以下が最も感じていた。

③今後も保育士として勤務することを考えている者は９割程度であり、その理由として、「仕

事の内容」「職場の人間関係」「通勤の便利さ」が満足だからを選んだ者は過半数である。

２．結果の意義
本研究の目的は、今後の保育の施策の方向性や保育士の処遇改善、研修のあり方などに寄与

する資料を提供することであった。本研究で得られた結果には、次の６つの意義がある。

（１）保育所保育指針の告示化で業務は変わったかどうかを考えるきっかけ

保育指針の告示化により、保育士の業務に法的な縛りができた。例えば、保育指針の第４章　

保育の計画及び評価の２．保育内容等の自己評価には次のような記述がある。すなわち、「保

育士等は、保育の計画や保育の記録を通して、自らの保育実践を振り返り、自己評価すること

を通して、その専門性の向上や保育実践の改善に努めなければならない。」という記述がある。

この記述は、保育士等が、保育の計画や保育の記録を通して、自らの保育実践を振り返らなけ

ればならないこと、自己評価することを通して、その専門性の向上や保育実践の改善に努めな

ければならないことを示すものである。

もちろん法令の文章のため、さまざまな解釈を許すように作られている。例えば、すべてを

努力義務（努めなければならない）であると読むこともできる。しかし、その場合でも、少な

くとも計画を立てることや振り返ることは「努める」ためのスタートであり、最低限必要であ

る。

本研究の結果、記録の時間は０分の者が２5%以上、教材作成（指導案）の時間は０分の者が
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45％を超えていることが明らかになった。記録は４人に一人が書く時間を取れていない。計画

は45％の者がその時間を確保できていない。

ここで計画や記録を分業して良いかどうかの問題が提起される。もちろん他の保育士が立て

た計画や他の保育士が書いた記録を通して、自分の保育実践を振りかえることも、不可能とは

言えない。しかしそれが専門性の向上や保育実践の改善につながるかどうか。もしこの手段を

執り、専門性の向上や保育実践の改善をめざすならば、打合せや報告の時間を十分に取ること

が必要であろう。にもかかわらず、本研究では４割以上の者がその時間が０分であることを示

している。保育士個人として、保育所の経営者として、あるいは保育行政に携わる者として、

記録や計画にかけるために、必要かつ十分な時間が取れるのかどうかを検討する必要がある。

そうすることで初めて、指針の告示化に対応できたことになるのであろう。業務全体を見直す

必要がある。

（２）養成教育あるいは現任教育の方向性を示唆

上記のように、記録や計画に十分な時間を取れないという現実があるならば、それらを効率

的に行う資質を養うべきである。これは養成教育や現任教育の方向性を示唆するものである。

記録を書く訓練や計画を立てる訓練を、養成段階、あるいは現職段階に入れて、それらを積み

重ねる必要がある。

勤務実態の調査結果に関係づけるならば、保育者には、高度な時間管理（タイムマネージメ

ント）の資質を十分に養う必要性も示唆される。保育士の業務は複雑で多岐にわたっている。

１日８時間という限られた労働時間で、さまざまな業務をこなすためには、時間管理が欠かせ

ない。保育は、対人援助の仕事なので、例えば食事の援助をしながら記録を書くなど、時間を

重ねることは困難である。継時的に時間を組み入れるしかない。

なお専門性を調査した本研究の結果からは、指導計画の立案や保育教材の準備、および子ど

もの発達の把握については、「ほぼできている」という回答が多かった。これらは計画や準備、

および記録について、自己評価が高いことを示唆している。時間をかけずにこれらを適切に遂

行できるようになってきているのかもしれない。現職段階ではこのような力の確認とさらなる

向上（「ほぼできている」から「できている」へ）を、養成段階では必要となる力をつけるた

めの訓練が必要であろう。

ところで半数の保育者は持ち帰り、仕事をしている。計画や教材の準備であればまだしも、

記録に関して持ち帰ることは、守秘義務違反につながる。守秘義務を徹底させることも、現職

段階、あるいは養成段階で、意識させる必要がある。
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（３）「意欲と喜びを持って保育に当たる」程度を測るものさし

保育指針の「第７章　職員の資質向上」「１　職員の資質向上の基本的事項」には、「（３）

職員同士の信頼関係とともに、職員と子ども及び職員と保護者との信頼関係を形成していく中

で、常に自己研鑽に努め、喜びや意欲を持って保育に当たること」という記述がある。これは、

「職員の資質向上に関しては、次の事項に留意して取り組むよう努めなければならない」と書

かれた中の（３）なので、留意することに努めさえすれば良いのではあるが、「喜びや意欲を

持って保育に当たること」が推奨されているのである。

各保育所の保育士はどの程度意欲や喜びをもっているのであろうか。本研究の結果は、この

程度を測るものさしとして使える。本研究では、「子どもと過ごす時間の楽しさ」を「とても

感じる」は約７割、「現在の仕事に対するやりがい」を「とても感じる」は約５割であること

を示した。各保育所で全ての保育者にまったく同じ尋ね方をした場合、意欲や喜びの程度を比

較できる。

（４）保育者が自分を振り返り、将来の目標を考えるきっかけ

保育指針の「第７章　職員の資質向上」「３　職員の研修等」には、「職員は、子どもの保育

及び保護者に対する保育に関する指導が適切に行われるように、自己評価に基づく課題等を踏

まえ、保育所内外の研修等を通じて、必要な知識及び技術の修得、維持及び向上に努めなけれ

ばならない」とある。この記述は、一人ひとりの保育士が、自分を振り返り（自己評価）、将

来の目標をたて（課題）、研鑽に励む（必要な知識及び技術の修得、維持及び向上）ことに努

めることを求めている。

本研究では、保育士の業務実態を出勤時刻と退所時刻を尋ね、園にいた時間を特定し、その

時間内でどのような業務にどの程度時間をかけたかを尋ねた。また本研究では、保育士の専門

性を、担当しているかどうか、担当している場合、どの程度できているかを尋ねた。同じ尋ね

方で各保育士に調査票をつけてもらうと、その保育士は調査結果を基に、自分の業務や専門性

を振り返ることができる。

例えば、保育に時間をかけすぎている保育士であれば、記録や教材研究、計画作成などにも

っと時間をかける必要があると考えられる。また担当してない業務がある場合は、それが担当

できるように資質を高めることも必要であろう。

（５）求人時の応募者の減少や、現職者の離職に対する対策を立てるもと

小野田研究委員が「はじめに」の中で書いたように、求人時の応募者の減少は、多くの保育

所が頭を抱える問題である。また本報告書の「Ａ．調査研究の目的」で述べたように、保育士

養成協議会の調査によると（２０1０）、養成校を卒業して保育所に就職した８割以上は辞めたい



─ 111 ─

と思ったことがあるという回答があったことを報告している。これらの問題は、求人時の応募

者の減少や、現職者の離職に対する対策の必要性を指摘するものである。

本研究では、９割程度の者が今後も保育士として勤務することを考えていた。さらにその理

由として、過半数の回答者が「仕事の内容」「職場の人間関係」「通勤の便利さ」が満足だから

と答えた。

この結果は、上記の対策に役立つ３つの方法を示唆している。①「仕事の内容」「職場の人

間関係」「通勤の便利さ」を強調して求人をする、②就職後は、経営者側や管理職側が、職場

の人間関係に気を配る、③３つの満足度について、定期的に面談して尋ねる。

（６）保育士の処遇改善を考える材料

ところで以上５つの意義をふまえて、取り組んだ先に来るものが、保育士の処遇改善である。

これまでも保育士の処遇改善の必要性を、多くの論者が繰り返し唱えてきた。しかしながらそ

れには根拠が乏しかった。本研究では保育士の業務実態を明らかにし、満足度や意識を測定す

るものさしを提案した。処遇改善への確かな一歩を踏み出したと言える。

３．研究としての発展＝応用
これまでは本研究の目的に添って、本研究の結果の社会的意義について考えてきた。これか

らは、保育に関する研究という視点から、本研究の意義を検討してみたい。研究という視点で

見ると、本研究は、次のような応用や発展が可能である。

（１）幼稚園教員や諸外国の保育者との比較研究

本研究では保育士の一日の業務を分析した。その結果、一日約９時間4０分程度の間、保育士

は保育所におり、その間に3０分程度、休憩時間を取り、７時間程度、子どもや保護者に関わり、

２０～3０分程度、記録、教材作成（計画を含む）、事務的な仕事、掃除や清掃等の整理、および

報告や連絡・打合せにそれぞれ使っていることが明らかになった。しかしながら、これらの値

が適当な値なのかどうかを判断するためには、同じ保育を行っている者との比較が必要である。

日本には同様に保育を実施する者に、幼稚園教員がいる。現在検討中の新システムの下では、

両者はともに総合こども園で保育を実施することになる。現在の幼稚園教員の実態と今回の結

果を比較することで、もし違いがあるならば、その違いを是正するようなしくみが求められる

ことになる。

日本だけでなく、世界各地で保育は実施されている。日本の保育者の実態と諸外国の保育者

の実態を比較することで、日本の保育者の特徴が明らかになる。弱いところ、優れているとこ

ろが分かれば、次に現職者はどこに力を入れていくべきか、養成段階の場合はどのような力を
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つける必要があるかが明確になる。このような研究の成果は養成や研修に役立つ。

（２）書いている記録や計画の内容の分析

本研究の結果、保育士が記録や計画に費やしている時間は、平均で約3０分であることが明ら

かになった。3０分でどの程度のものが書けるのかを検証することが、次の研究につながる。幼

稚園や諸外国の記録や計画と比べて、どの程度適切なものが書けているのかについて調べるこ

とで、記録や計画の発展や、養成段階の教育方法の改善に資する資料が得られる。

文部科学省（２０1０）の「幼児理解と評価」では、「幼児理解と評価の考え方」や「よりよい

評価を作り出すため」の基本、適切な幼児理解と評価のための「教師の姿勢」、「幼児理解と評

価の具体的な方法」、「日常の保育と幼稚園幼児指導要録」、「幼児理解と評価の実践事例」が示

されている。例えば、実践事例では、振り返りの重要性が強調され、どのような記録が取られ、

それをどのように活かして保育を行っているのかや、指導要録に活かせる記録の取り方の実践

例が示されている。このような例と、3０分程度で書いている記録の内容を比較すると、よりよ

い記録を取るために必要な考え方や技術が見えて来るであろう。このような知見は、現職者の

研修や養成段階の授業に役立てることが可能である。

（３）経験年数以外の要因の分析

経験年数は変えられない。単に積み重なるだけである。そのため経験年数でこのように変わ

るからと行って、急にそれを増やすこともできなければ、減らすこともできない。そこで養成

や研修、訓練や努力によって、変えられる要因による違いを調べることが望ましい。

変えられる要因であれば、そのような養成や研修、訓練や努力によって、違いを埋めたり、

弱いところや強いところを伸ばすことが可能になる。例えば、学歴による違いを調べて、高学

歴ほど短時間で適切な内容の記録や計画を書いているという結果が出た場合、リカレント教育

のシステムを導入することが適当と考えられる。また例えば、ピアノ技術が高い者ほど、短時

間で、適切な教材研究が可能であるという結果が出た場合、ピアノ技術が高い者を採用するこ

とも検討できる。経験年数は、分析の始まりに過ぎない。

（４）新たな業務の調査方法の開発

本研究では、業務の実態を調べるために、出勤時刻と退所時刻を尋ね、園にいた時間を特定

し、その時間内でどのような業務にどの程度時間をかけたかを尋ねた。業務の遂行状況を調べ

るには、タイムサンプリング（時間見本法）など、別の方法もある。観察に基づくタイムサン

プリングであれば、観察者が必要であろうし、自己申告のタイムサンプリングは、常に子ども

が側にいる保育者にとっては正確につけることはかなり困難である。このような状況を鑑みる
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と、本研究で実施した方法は、ある程度妥当であろう。

しかしながら、この方法には問題点も考えられる。自己申告に基づくものなので、時間の重

なりや散らばりについての情報が正確とは言えない。例えば記録に3０分の時間をかけたことに

なっているが、１時間のお昼寝の合間に同じ部屋で子どもに気を配りながらの3０分かもしれな

いし、その時間は部屋を離れて3０分、記録に専念できたのかもしれない。またこの3０分は、15

分× ２回や1０分× ３回に分けられているかもしれない。さらに、指導案を書くのに使った時間

でも、思い巡らせていただけで草案が残っていない可能性もある。このような方法上の問題を

開発し、正確な時間を算出できれば、その時間内に業務をこなす力を養うことを、研修や養成

の目標にできる。

また本研究では、仕事に対する担当の有無、実施の程度、満足度、意識などについても４段

階の評定法を用いて調査した。しかしながら４段階では、平均値で見ると差は０.２程度となり、

顕著な差とは言いがたい。平均値の比較を重視するならば、６段階などもう少し詳細な段階づ

くりが必要かもしれない。

４．方法論上の限界
最後に、本研究の２つの限界について述べる。

（１）回答者の選出を、各園に依頼した点

本研究では、全国に散らばる調査対象保育所に、Ａ票（施設）、Ｂ－１票（３年以下用）、Ｂ

－２票（４～1０年用）、Ｂ－３票（1０年以上用）を各１部送付し、回答者の選出は、各園に依

頼した。各経験年数で、適切な回答が可能なしっかりした者だけが選ばれた可能性がある。こ

の場合、実際の保育士の業務からすれば、過大評価しているかもしれない。また行事等の業務

が忙しい時期だったので、むしろ当該行事の担当者以外に記入を依頼した可能性もある。この

場合、当該行事による忙しさは回答に反映されず、全体として過小評価になっているかもしれ

ない。もちろんこのような極端な例が相殺された可能性がないわけではない。しかしながら、

このようなさまざまな可能性がある限り、本研究で採用した調査対象者の選出方法には、何ら

かの限界があるといわざるを得ない。

ではどうすれば望ましいか。それは全国域ではなく、地域や保育所を限定した全数調査が適

当であろう。常勤だけでなく、非常勤(フルタイム)や非常勤(パートタイム)も調査することが

望ましい。記録や計画などは非常勤であれば、まったく書かないかもしれないからである。こ

のように全員を調べることにより、一人ひとりの保育者に、どの程度の業務があり、その業務

にどれだけの時間をかけているのかを精査できる。



─ 114 ─

（２）1日のデータでしかない点

本研究では、「記入日の前日」として、その１日に、各業務にどの程度時間をかけたかを調

査した。しかしながら、まさに１日のデータでしかない。たまたま行事などの前で忙しい日が

選ばれた可能性もある。1０月という時期も、行事が多かったかもしれない。子どもはある程度

落ち着いてきている時期であると推測できるが、逆にそのことが、業務に偏りを生じさせたか

もしれない。例えば、一人ひとりの子どもの記録を丁寧に作る時期は、今回得られた結果より

も多くの時間を記録に費やしているのかもしれない。

このように考えるならば、特定期間を区切った調査が必要と考えられる。例えば、通常期、

繁忙期などと時期を決め、ある程度の期間、調査を実施することが望ましいであろう。

（西村重稀・清水益治）
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・新・保育所保
育指針より養
護と教育の体
化

・自己評価検討
他

・職員一人ひと
りが自己評価
書にチェック

・保護者にアン
ケート実施

・保育園の自己
評価を評価書
にそって実施

・カリキュラム
の立案、記入

・職場での人間
関係

・いかに配慮、
気遣いができ
るか

・子どもと楽し
い時間が過ご
せる

・子どもの成長
を感じること
ができる

公営

・自己評価シー
トを作成後、
配布、各自自
己評価

・人手不足
・資材が少ない
・給料が少ない
・働く時間が長

い

・やりがいがあ
る

・子どもの成長
を見るのが楽
しい

・毎日笑って過
ごせる

公営
・職員会議にて

報告、話し合
い

公営

・ローテーショ
ンは未満児・
幼児が重なら
ないようにし
ている

・親への対応、
クレームなど
困る

・子どもと楽し
い思い出がで
きる

公営 ・子どものおた
より帳書き

・指導計画の作
成

・年齢の近い同
僚がいないた
め、気軽に相
談できる人が
職場にいない

・保護者との関
わり方

・給与の低さ

・子どもの成長
を間近で感じ
ることができ
る

・毎日子ども達
の 笑 顔 に 触
れ、自分も笑
顔で働く事が
出来る

・将来、自分が
子育てする時
に勉強になる

自由記述
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育に入る前
の 準 備、 日
誌・回覧など
に目を通す、
予定の確認

・長時間、子ど
もを抱いて動
く事が多く、
腰などが痛く
なる

・体調の悪い時
もあまり簡単
に休めず、肉
体的にきつい
と感じること
がある

・日々大変なこ
とがあっても
子どもと触れ
合う事で癒さ
れ頑張ること
ができる

・子どもが成長
していく姿を
見る事が面白
いし、やりが
いを感じる

・着替え、おし
ぼり準備等

・カリキュラム
作成

・オムツマット
の作成

・意志の疎通が
難しい父母が
増えてきてい
る

・若い保育士を
育てるのが難
しい

・家に持ち帰る
仕事が増えて
いる

・事務量がとて
も多い！

・色々な人と触
れ合える

・自分以外の保
育士が正規職
員ではないの
で…働きにく
い

・仕事が安定し
ている

・事務時間がな
い

・やりがいが感
じられる

・正職と非正規
職員の差。仕
事内容はほぼ
一緒なのに区
別する部分、
賃金の差もひ
どすぎる

・子どもの成長
を感動したり
やりがいを感
じること

・保育所の民間
委託が進み、
安心して働き
続けられる職
場がなくなっ
てきている

・職員の雇用形
態が違う為、
職場内で格差
を感じ非常に
働きにくい

・子どもの成長
を間近で見守
ることができ
る事

・発表会の製作
物

・給与が安いと
ころ

・男性が少ない
ところ

・子ども達の笑
顔が見れるこ
と

・発達障害を持
つ子への対応

・自己中心的な
保護者への対
応

・自分の体力面

・子どもの成長
が感じられ、
やりがいがあ
る

・保護者からの
感謝

・子どもと過ご
す時間が楽し
い

※ここで「４～1０年」とは調査票Ｂ−②「４年以上1０年未満」の意です。
※



施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・カリキュラム
検討・食育

・保育課程見直
し

・事例研究

・毎月評価を書
いてもらい、
会議の時自分
で発表し対の
保育士と話し
合う機会を毎
月

民営

・四半期ごとに
自己評価、年
度末に全体を
通して評価表
に記入

・事務時間（3０
分間）を確保
している

・パート職員を
配置する事で
事務時間と休
憩時間が確保
されている

・スキル
・言葉がけ

・子どもの笑顔
や成長がみら
れる

・専門学校で勉
強していない
ことも学べる

財団
法人

・自己評価表を
園で作成。年
間目標を各自
で決め、前期、
後期、年間の
自己評価をす
る。その都度、
園長、主任が
評価をする

・各クラス担任、
勤務体制では、
新人や経験年
数が浅い保育
士だけになら
ないようにし
ています

・行事や月ごと
のリーダーな
ど、新人保育
士にも責任あ
る仕事を経験
させる

・個人記録の作
成

・病気やケガを
した際に瞬時
に対応できて
いない

・子どもとの関
わり方がこの
時は本当にこ
れでいいのか
と、不安にな
る時がある

・将来の子育て
にある程度は
困らないと思
う

・子どもが昔か
ら 好 き な の
で、毎日関わ
り、成長を見
られるのが楽
しい

・昔からの夢が
叶った

民営

・日案に反省も
含めて評価記
入している

・職員会議で発
表

・出来るだけギ
リギリまで未
満児・以上児
別々の保育を
行い、延長保
育へつなげて
いる

・担当した子や
保育園の子の
成長を見られ
ること

民営

・自己チェック
リスト（世界
文化社）を利
用

・当法人業務マ
ニュアル

・4ｈパートを
1カ 月1２日 を
加配し、職員
の事務時間等
に活用してい
る

・日誌下書き
・連絡カード下

書き

・十分な睡眠が
とれないこと

・時間がないこ
と

・子どもと過ご
す時間が楽し
いこと

・子どもとのや
り取りで新し
い発見がある
こと
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・給料が少なく
生活が苦しい

・子どもたちの
成長を見てや
りがいを感じ
られることが
多いから

・年齢によって
発達のちがい
を見れて充実
しているため

・保護者への対
応の難しさ

・子どもの成長
過程を学べ関
わることがで
きる

・子どもの成長
の保護者共に
喜び合える事
ができた

・発表会の練習
の小道具作

・人間関係（職
場）

・親との関係
・自分の経験不

足

・子どもの成長
を感じる時

・保護者から信
頼の言葉をも
らった時

・自分の進めて
いた事が成功
した時

・カリキュラム
反省

・常に元気で笑
顔でいること

（たまに疲れ
ると親から指
摘があるの

・行動や日々に
追われ、一年
があっという
間に終わる

・プライベート
でも外で会っ
たら

・子どもたちの
かわいい姿、
成長の姿、た
くさん見られ
て嬉しい

・親から信頼さ
れ、何年たっ
ても（卒園し
ても）そのき
ずなが強いこ
と

・大変だけれど
毎日楽しいと
思えること

・月案、週案の
作成

・年々、体力的
にきつくなっ
て き て い る

（腰痛などを
含め）

・１年を通して
四季をとても
感じられる

・大きな行事等、
達成感をとて
も感じられる

・子ども達の成
長に喜びを感
じる

・子ども達の笑
顔に日々癒さ
れる

・今は保育士と
いうより事務
の方が多くな
ってきている

・身体をこわし
た

・子どもといる
と落ち着く

・今のところは
職が無くなる
ことがない

・事務的な仕事

・仕事量と給与
が合わない

・事務時間が足
りない

・子どもの笑顔、
成長していく
姿がみれるこ
と

・やりがいのあ
る仕事

・週案

・事務仕事の量
が多いにも関
わらず職場で
は出来ないの
で家に持ち込
むこと

・やりがいがあ
り常に元気で
いられること

・子どもの姿の
確認や今後の
関わり等の話
し合い

・連絡帳記入
・おたより作成
・クラス状況報

告作成

・母親の悩みや
不安に適切に
答えられてい
るかどうか

・子どもの目線
に立つ事の難
しさ（～にな
って欲しいと
いう気持ちが
強くなってし
まうこと）

・時間に追われ
てしまってい
る事

・子どもの成長
を目の当たり
に見られる事

・子どもと笑顔
で関われる事

・おたより書き
他

・様々な主張を
する親への対
応

・子どもの成長
を感じられた
時
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営
・年２回～３回

園長と個別で
話合い

・運動会や発表
会など行事を
通して、感動
を得られるこ
と

・かわいい笑顔
が毎日みられ
る事

民営

・「これからの
保 育 を 考 え
る」

「新保育指針」
についてなど
を研修

・保育課程に基
づき各自反省
をし、それを
もとに保育課
程を検討する
などの方法で
行っている

・０歳児保育に
ついては、そ
の成長状態に
応じて細やか
な対応を行っ
ている

・子どもの成長
を間近で見ら
れる

・子どもと共に
自分も成長出
来る

公設
民営

・自己評価票に
て年４回、自
己評価を行っ
ている

・新入園児の準
備、文化際の
お遊戯の内容

・行事の前など
仕 事 が 多 く
て、残業しな
いと終わらな
いこと（ほぼ
毎日サービス
残業なこと）

・プライベート
のときでも、
いつどこで保
護者と子ども
に会うかわか
らないから気
が抜けないこ
と

・自分のクラス
の子どもがな
ついてくれて
笑顔をたくさ
ん見られるこ
と

・大変だけど、
子どもの成長
が感じられる
し、親から感
謝されること

・やりがいがあ
るから、頑張
ろうと思える
こと

民営

・社協研修参加、
他

・法人内の自主
研修参加

・補助職員には
年１回

・常勤職員は年
２回の自己評
価表に基づき
評価をしても
らっている

・統計をとり、
評価の低い所
に対しての対
応について検
討し会議等で
職員にフィー
ドバックして
いる

・施設長を配置
することによ
り法人として
の保育の体制
整備に努めて
いる点

・フリー保育士
を配置するこ
とにより、時
差勤務におけ
る保育のカバ
ーを行ってい
る点

・全保育士を対
象にした自己
評価を行うよ
うにした点

・感染防止に対
する予防策に
力を入れてい
る

・給料が少ない
・落ち着かない

子どもへの対
応の仕方

・子どもの成長
を見られるこ
と

・人と関わる事
が多いのでい
ろんな考え方
が知れる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・月案作成、週
案作成

・成長していく
姿、ともに一
緒に過ごせる
こと

・子どもたちの
笑顔

・「先生大好き」
と言ってくれ
信頼関係が築
けた時

・おたより作成
・週案作成
・発表会衣装作

り

・子どもの成長
を間近で見ら
れ、自分が母
親になった時
に役立つのか
なとおもうこ
と

・子どもの成長
を他の保育士
や保護者と喜
び合える

・待遇改善等全
く無く、仕事
内容がどんど
ん 増 え る 事

（最低基準を
見直して欲し
い）

・子ども達と楽
しい時間を見
つけられる事、
多くの方々と
知りあえた事

・文化祭の内容
を考えた

・腰が痛い時が
ある

・子どもの成長
を感じられる ・ピアノの練習

・民間委託にな
り、お掃除の
方が一日では
なく３時間し
か来ない為、
その部分を保
育士が補うの
だが、保育の
仕事以外にも
時間や労力が
とられ負担で
ある

・子どもとのふ
れあいが楽し
く日々成長を
見守ることが
できること

・研修報告の作
成

・現在の保育所
に異動して半
年、子どもと
保護者との信
頼関係の難し
さ

・職場の人間関
係

・子ども達の成
長が感じられ
た時

・保育所内研修
会の資料作成

・様々な家庭が
あり、保育所
や保育士に求
められるニー
ズが多様、複
雑になってい
る事

・正規職員での
採用が少なく、
非正規職員が
辞めたり、転
職したり、人
材が育ちにく
い事

・子ども達が安
全に過ごせる
事が第一であ
るが、けがや
苦情を恐れ活
動を制限して
しまう事があ
る

・子どもの成長
を 身 近 に 感
じ、保護者と
一緒に共感出
来た時の喜び
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・２者１択
・過疎により保

育士を探す為
苦労している

・お遊戯会の縫
物

・持ち帰りの仕
事が多い

・書類が多い

・親と子どもと
のコミュニケ
ーションの取
り方と知れる

・子どもの発達
段階について
知れる

・普段知れない
病気の事や、
感染、障害に
ついて実際に
見て経験でき
たり学んだり
できる

民営

・ 研 修 報 告 会
（３回）

・リズム・歌な
どの学習会

・年齢発達の学
習会

・６カ月ごとに
記入し提出、
三段階で自己
の評価

・月案の反省時
に簡単な自己
評価を記入す
る

・保育が社会的、
福祉的立場で
どうあるべき
なのか…、位
置づけがわか
らないです

・子どもの成長
を感じられた
とき

民営

・生花、習字、
鼓 隊、 食 育、
わらべうた、
カリキュラム
など

・行事のリーダ
ーになった際
は遅い時間の
勤務からはず
したりなどの
配慮をしてい
ます

・複数担当のク
ラスは勤務が
固まらずどの
時間にも一人
は担当がいる
よう勤務づく
りをしていま
す

・お遊戯会の衣
装準備

・個人記録の作
成

・職場の人間関
係

・ピアノが上手
く弾けない

・子どもをうま
くまとめられ
ない

・いろいろな人
との関わりが
もてた

・社会人として
保育士として
の知識の幅が
広がり始めた

・子どもが自分
を頼りにして
くれた

公営
・自己評価のチ

ェックリスト
による

民営
・リスクマネジ

メント委員会
（６委員会）

・出勤前、保育
室の清掃、換
気

・子どもの成長
を毎日見られ
る事

・子どもが自分
の事を慕って
くれているの
を感じた時

・保護者に感謝
された時
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・専門職として
の資格の意味
が国の方でな
くしてきてい
る（資格がな
くても良いと
いう様になっ
て き て い る
事）

・人を育ててい
く仕事だかた
こそ、今度の
技術を学び知
識を学んで来
た資格をもっ
た人が適切だ
と思う

・人が人を育て
る 現 場 の 中
で、自分自身
も保護者、子
ども、同僚か
ら学んでいく
事が何年だっ
てもあり、人
として成長し
ていける事

・この仕事が好
きだから楽し
い！！

・仕事量が多い
・子どもの成長

を間近で感じ
られる所

・保育記録を作
成

・給料や手当て
が安いこと

・休みの日も持
ち帰りの仕事
をしなければ
ならないこと

・子どもたちか
ら学ぶ、自分
自身の姿を知
れるところ

・子どもたちが
たくさん感動
をくれる

・お遊戯会、衣
装作り

・子ども達の成
長を感じられ
る

・衣装作り

・保護者に伝え
たいことをう
まく伝えられ
ない時がある

・子ども達の成
長に関わるこ
とができる

・書類の作成
・保育の準備

・ピアノ演奏の
レベルアップ
の為、練習は
続けているが
限界を感じる
こともある

・人を相手にす
る仕事から、
ミスや失敗等
からひどく落
ち込んでしま
う

・子どもが「大
きくなったら
保育園の先生
になりたい」
と言ってくれ
たこと

・児童福祉の分
野でたくさん
学べることが
ある



施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・週１回（金曜
日）、夕方30
分 ～ １ 時 間

「リズムとう
た」の研修を
している

・１年に一回年
度末に実施

・早番の補助に
パート保育士
を朝２時間雇
用している

・クラスの主担
任を４週８休
～１日８時間
勤務（週4０時
間 労 働 と し
て）

・クラスの副担
任を４週４休
～１日６時間
4０分勤務（週
4０時間労働と
して）

・延長保育担当
２人のうち１
人 を11：30
～19：10（週
40時 間） の
固定勤務とし
ている

・保育記録を作
成 

・ピアノの練習

・子どもの成長
を保障出来る
保育をするこ
とが出来てい
るか不安にな
る

・体力面や精神
面で辛さを感
じる

・自分がやるこ
とに対して反
感を持たれる
時

・子どもの成長
を身近に感じ
ることができ
る

・子どもに頼っ
てもらえるこ
と

民営

・第三者評価を
受けた中で自
己評価に取り
組み、報告書
を受け取る

・保護者のニー
ズ、特別保育
事業に配慮し
て対応してい
ます

・子ども達の成
果を間近で感
じることがで
き、自分も一
緒に成長して
いける

・子ども達から
学ぶこともた
くさんあり、
様々な発見が
ある

・子ども達と関
わる時間はと
ても充実し楽
しい

民営 ・研修報告

・福祉サービス
内容評価基準
ガイドライン
による自己評
価実施

・子どもをまと
めることがで
きな

・子どもの気持
ちをわかって
あげられない
ときがある

・子どもの笑顔
を見た時、嬉
しそうな時

・子どもと何か
を一緒になし
とげた時

・保護者に「あ
りがとう」と
言われた時

民営
・描画・粘土・

製作など保育
に関わる事

・第三者評価基
準に基づくチ
ェックリスト

─ 138 ─



４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育記録の作
成

・雑巾縫い

・ 書 類（月 案、
週案、日誌案
等）が細く時
間がかかる、
持ち帰りが多
い

・若手を育てて
いこうとしな
い、悪いとこ
ろばかり見て
いる雰囲気

・かわいい子ど
もたちと生活
できること

・小さい頃から
ずっと育てて
卒園させる充
実

・自分が母にな
った時に成長
の把握などで
役立つこと

・書類作成、本
を読む

・園の方針をな
かなか実行で
きず（勉強不
足）

・小さい頃の育
ちがどれくら
い重要かが分
かった

・作成準備
・月類書類

・有給が使いに
くい状況にあ
り、受診など
で時短がなく
なっている

・父兄と保育者
との様々な面
についての共
通理解が難し
い

・自分の保育感
と違う思いを
持っている保
育士への接し
方

・「先生が担任
でよかった」
と保護者に言
ってもらえた
こと

・乳児からの成
長を誰よりも
そばで見守る
ことが出来る

・自分が持って
いる感性を子
ども達にも伝
えていけるこ
と

・作成物の準備

・自分が子育て
をしながら仕
事をし、思う
ようにリフレ
ッシュ出来る
有給休暇がと
れない（子ど
もの病気以外
で）

・自分がやって
あげることに
対しての子ど
も達の反応や
笑顔を見た時

・子育ての中の
親子育てにつ
いて共感出来
た事

・親から「先生
が担任でよか
った」と言わ
れた時（自分
の頑張りが伝
わったと感じ
た）

・次の日が運動
会の為準備、
担当競技の手
直し等

・ 持 ち 帰 り の
仕 事（ONと
OFFがあいま
い）

・有給がなかな
か取れない

・子どもの成長
を間近で見ら
れる

・保護者や子ど
もからの言葉

・保健的なもの
がしっかりと
あるのでよい

（福利厚生）

・運動会の準備

・自分の子育て
経験がないた
め、保護者へ
の説得力がな
い

・笑って過ごせ
ることが多い

・子どもたちの
成長していく
姿が見れる

・自分で子育て
するときに生
かせるような
気がする

・仕事量の多さ
・時間がない

・子どもと接す
るのが楽しい

・将来役に立ち
そう

─ 139 ─
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・保育士各自の
指導計画の自
己評価と子ど
もの評価及び
自分の年間の
反省、評価を
出し合い皆で
読 み 解 き 評
価、反省、改
善につなげて
いる

民営

・各自のチェッ
ク シー ト に
よ る 採 点 式

（0、1、3、5）

・小さな定員規
模には小さな
定員規模なり
の長所を活か
すこと。例え
ば全職員が全
園児・全家庭
の環境を把握
し、保育に臨
むこと（クラ
ス担任は自分
のクラスのこ
とに終わらな
い）

・行事制作の下
準備

・自分の子ども
の行事に参加
出来ない行事
もある（お互
いの行事が重
なるため）

・子どもから元
気のパワーを
もらえる

・研修があるた
め勉強になる
ことが多々あ
る

民営 ・発達障害児支
援研修

・チェックリス
トを作成し、
年に一度自由
記述にて実施
している

・指導計画の作
成

・言葉がけの難
しさ

・子どもの成長
をそばで感じ
ることができ
る

・様々な感情を
子どもと共有
できること

民営

・年に２回、保
育総合研究会
出版の新保育
所保育指針に
基づく自己チ
ェックリスト
1００を 使 っ て
行い、評価を
園内研修で見
つめ直し、次
年の事業計画
に反映させて
いる

・なるべく平等
になるよう個
への負担を平
均的にしてい
る

・無理のない保
育が出来るよ
うパート職員
を配置してい
る
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育日誌の記
入

・保育教材の準
備

・労働時間内で
仕事（事務的
な こ と を 含
む）が終わら
ない

・日々の子ども
の成長を密に
感じることが
できる

・子育て中の友
達にアドバイ
スができる

・たくさんの知
識や専門的な
目標が日々新
し く な っ た
り、増えたり
するので、学
んでいかなけ
ればならない
ことが多い

・人間関係

・子ども達の成
長をおうちの
方と共に見守
り、喜びあえ
ること

・トイレ、手洗
い、 う が い、
仕事をはじめ
る 前 の 準 備

（エプロンを
つけるとか）

・月案の作成

・保護者にうま
く子どもの様
子を伝えきれ
てない気がす
る

・上司と保育に
対する考え方
が違う

・保護者からク
レームなどは
ないが信頼や
深いつながり
は築けていな
い気がする

・１年目の時に
副担だった子
た ち を ３ 才
児、年長でと
主担としてク
ラスを持つこ
とができ、無
事に卒園させ
ることができ
たこと

・年長をもった
ことによって、
この仕事のや
りがいに気付
いた

・子どもたちと
楽しく過ごる
せる、子ども
がかわいいと
感じる

・延長時間があ
ること

・これからの時
代の子どもた
ちと関わり、
たくさんの笑
顔と接するこ
とができたこ
と

・自分の子ども
への成長過程
において、ヒ
ントとなるも
のが得ること
ができた

・作成物
・記録等

・次々行事があ
り、アイディ
アを考えたり、
持 ち 帰 り も
多くなりON、
0FFがつきに
くい

・子ども達の成
長を間近で見
れること

・不審者対策訓
練の準備

・パソコンが主
流になってき
ている中、使
いこなせない

・腰痛がある

・子どもの笑顔
に癒される

・悩んでいる事
があっても、
元気になれま
す

・台帳
・おたより
・カリキュラム
・会議記録

・子どもたちが
まだ小さく急
に体調を崩し
てしまうこと
がある

・書類等、勤務
時間内に終え
られないもの
を自宅でやる
際、育児が終
わった夜遅く
が休みの日に
家族に協力し
てもらはない
とできないこ
と

・子どもと関わ
れる仕事であ
ること

・季節をきちん
と感じられる
職業だと思う

・乳幼児の成長
の一瞬一晙に
たちあうこと
ができる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・伝達研修（所
外 研 修 の 伝
達）

・OGARE（保
育研修会）

・新保育所保育
指針に基づく
チェックリス
ト100

・健康安全を維
持するための
チェックリス
ト等を利用し
自己の評価を
年２回以上行
っている

・勤務体制を組
む際、以上児、
２歳未満児の
担任入れ替え
をし、保育士
としての技術
のかたよりを
防ぎながら、
オールマイテ
ィに動ける保
育士の育成を
図っている

・次回行う製作
の下準備

・毎日が充実し
ている

・子ども達と共
に成長できて
いる

・人前で何かを
することが苦
手でなくなっ
た

民営

・年２回自己評
価表を利用し
個々に記入し
てもらいます。
その後施設長
よりアドバイ
ス又は面談の
資料として使
っています

・保育に必要な
物の準備

・保護者との信
頼関係

・子供達の成長
を見たり感じ
た時

・保護者との信
頼関係を持て
た時

民営

・DVD視 聴、
乳幼児安全法
実技訓練

・ヒヤリ、ハッ
ト、自己防止
策の検討　等

・自己チェック
リスト表を活
用し、年３回
振り返りを行
う

・病後児保育の
急な申込への
柔軟な対応を
行う

・休日保育勤務
の振り替え、
公休との重複
を避ける

・園児の人数に
合わせた職員
配置を行う

・未満児用午前
おやつの準備

・実習生実習記
録の添削

・製作の準備や
装飾など帰宅
後やらなけれ
ばならない仕
事も多いとい
うこと

・子どもの成長
を間近でみら
えること

・子育てに関す
る知識等得ら
れること

公営

・独自の様式を
使用し、保育
の 振 り 返 り

（自 己 評 価）
を記録し、毎
月１回発表し
合ってします

・ 製 作 の 準 備
（教材発表）

・子どもへの関
わり方で上手
くいかない時

・保護者との信
頼関係づくり

・子ども達が親
しんでくれた
こと

・子どもの成長
を間近で感じ
られたこと

・保育が上手く
いき、子ども
達が楽しんで
くれたこと
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どもの作品
の整理整頓

・保育計画作成
・保育記録

・実質、家庭で
仕事をしない
と成り立たな
い仕事量があ
ること

・子どもたちと
触れ合ってた
のしい

・人としての基
本を改めて学
ぶことが多い
こと

・製作

・育児も役立つ
（勉強になる
ことが多い）

・子ども達の成
長を近くで見
て、手助けが
できること

・製作などの仕
上げ等

・子ども達の成
長を共に共感
し保育できる
事

・卒園してから
も０Ｂなどで
交流があり、
成長が見れて
うれしい

・子ども製作の
準備

・家庭に持って
帰ってくる仕
事が多く、休
日も何かしら
やることが多
い

・子どもの成長
を間近で見る
ことができる

・子どもから学
ぶことがたく
さんある

・自分より年上
の先生があま
りおらず、保
育を学びたく
ても学べない

（自分に技術
がたりない）

・保護者に対し
て、伝えたい
ことをうまく
伝えられない

・ケガが心配で
思いきり保育
できなかった
り心配しすぎ
てしまう

・子どもたちと
すごすこと、
笑顔でいられ
る

・子ども達と季
節の移り変わ
りを共に感じ
られる、また
気付かせても
らえる

・ 素 敵 な 仲 間
（保 育 士） に
めぐりあうこ
とができた

・遊戯の振り付
けを考える

・参観日の日案
作成

・遊戯披露会場
（ ス テー ジ ）
の下見

・ 困 っ た 際 に
は、その都度
教えて下さっ
たり、支えて
下さる上司、
先輩、同僚が
いるので、現
時点で困って
いることはあ
りません

・子どもの成長
を間近で見守
り、喜びを共
有することが
できる

・こちらの言葉
がけや関わり
で、子どもが
成長する姿を
みることがで
きる

・祖父母参加に
ついてのデイ
リープログラ
ムを書く

・子ども達と一
緒に取り組ん
だことがまと
まり、１つの
形となった時
の達成感を持
てた時

・成長する姿を
日々関わって
いく中で、目
にし感動でき
ること

・毎日が変化あ
り他の仕事で
は味わえない
やりがいのあ
る仕事と思う



施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・子どもの活動
や状態に対す
る評価と保育
士自身の保育
や援助環境設
定等に対する
評価を総合的
に判断し、年
間の評価する

・事務

・保護者とのか
かわり方

・事務整理の時
間が少ない

・子どもの成長
を見る事がで
きる

・いろいろな人
とのかかわり
がある

公営

・保育課程の見
直し

・運営方針の検
討

・保育内容自己
評価チェック
による

・臨時保育士を
活 用 し な が
ら、常時２名
以上の保育士
数を確保して
いる

民営

・年度末に各自
反省しまとめ
たものを園長
に提出をして
いる

・乳児は担任間
でのみでロー
テーションし、
子ども、保護
者の対応に配
慮している

・ 各 ク ラ ス 担
任、グループ
リーダーなど
が経験年数の
浅い保育士に
指導しながら
できるよう配
置

・一日の動きを
全員で把握で
きるよう、主
任、リーダー
を中心に計画
をたて確認で
きるようにし
ている

・日誌記入、書
類記入

・退勤後や休日
も持ち帰り仕
事が多く、大
変な時がある

・家庭との連携

・得意な分野を
発揮できる

・自分自身も成
長できる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・現在３歳児２０
人を１人で受
け 持 っ て い
る。最低基準
２０：１の基準
内であるが正
直手がまわら
ず大変である

（支援を必要
とする子も２
人いる）

・自分の保育室
に朝７時～夜
７時までずっ
と子どもがい
る（いのこり
部屋の為）夕
方１時間のみ
空くが、夕方
の保育当番に
なるとその時
間もない、事
務や掃除がま
まならず、忙
しくて休憩時
間もとれない、
日誌、指導案
は持ち帰りに
ならざるお得
ない

・子どもの成長
が目に見えて
わかること

・成長の喜びを
子どもや保護
者とわかちあ
えること

・個性観察記録

・個別の保育と
集団保育のバ
ランス

・気になる子へ
の対応

・子どもと過ご
すことが楽し
い

・１年間の成長
をふりかえっ
た時

・ 保 護 者 か ら
「先生で良か
った」と言わ
れたこと

・園だより作成

・体力の低下
・保護者との意

思の疎通の難
しさ

・一人ひとりの
成長を感じる
ことができる

・人間関係が広
がった

・物事を前向き
に考える事が
できる

・保育記録、計
画

・教材研究

・持ち帰りの仕
事や時期によ
って更に事務
的な仕事が増
え、時間に余
裕が持たなく
なる

・職員の入れか
わりが激しい
こと

・子どもの成長
が感じられた
とき

・保護者の方と
子どもの成長
を共有できた
とき

・卒園した子が
親しみをもっ
て挨拶をして
くれたとき

・書類整理

・職場の人間関
係

・書類の多さ
・帰ってからも

仕事に追われ
る

・子どもと一緒
にいれること
が楽しい

・子どもの成長
を親と共に喜
び合えるとこ
ろ
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・食育計画（祖
父母、小学生
も一緒に野菜
作り、収穫野
菜でクッキン
グ）

・市販のチェッ
クリストを利
用し行ってい
る

・一年間の勤務
表を作

・休暇の所には
フリー保育士
が対

・ 保 護 者 の 対
応、ニーズに
よりできるだ
け対応できる
よう心がけて
いる

・保護者との関
わり方

・大好きな子ど
も達に先生と
名前を呼ばれ
ながらかけ寄
ってきてくれ
た

民営

・全国社会福祉
協 議 会 発 行
の「第三者評
価基準の解釈
と運用につい
て」を参考に
しながら園独
自で行ってみ
て い る 試 行
中・検討中と
いうレベルで
ある

・保育士は基準
定数より２名
程度多く配置

・掃除、保育の
片付け、洗濯、
庭の手入れ、
畑の仕事等を
担当する職員
を５名保育補
助員として雇
用し、保育士
の労働軽減を
はかる

・パート職員、
臨時職員の何
人かでフレッ
クス勤務制が
あり、時間に
より職員人数
の調整を行う

・ポスター作り

・人間関係（上
司との）

・帰りたくとも
帰りづらい雰
囲気

・他の保育士と
の意思疎通が
できないこと

・保護者に感謝
さ れ た こ と

（保育や行事
を通して）

・ 子 ど も 達 が
「せんせ～い」
と寄ってきて
くれること

・子どもの成長
をみれたこと

民営

民営

・月１回研究テ
ーマに沿って
園内研修をし
ている

・年２回決まっ
た様式に記入
している

・各クラスなる
べく複数担任
制をとってい
る

・時間差出勤な
ので、人数に
合わせて他の
クラス担任が、
保育士が少な
いところに入
りサポートし
ている

・勤務時間が重
ならないよう
当番は平等に
なるよう工夫
して振り分け
ている

・保育記録の作
成

・地元なのでよ
く 知 り 合 い

（保護者も含）
に会う

・積極的に色々
な事に挑戦す
るようになっ
た

・自分の興味や
趣味の幅を広
げることがで
きた
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・週案 ・保護者との連
携

・子どもとのふ
れ合い、成長
を感じること

・保育記録（児
童表）

・勤務体制がき
つい、持ち帰
りの仕事が多

・保護者が保育
園まかせが多
い

・日誌

・クラス編成変
更のため、保
育室の配置変
え

・保育日誌・指
導計画記入

・上司との人間
関係

・園の行事が多
く、行事の規
模も大きいた
め、休日出勤
保育をぬけて
準備をしなけ
ればいけない
こと

・子どもの人数
に対しての保
育士の人数が
不足している
ままで保育を
しなければい
けない日があ
ること

・子どもの成長
を感じれらる
事

・卒園児の活躍
を知りうれし
くなる

・会議のメモ書
きの清書

・保護者との信
頼関係作りに
ついて

・会議のメモ書
きの清書

・保育記録

・子どもの増加
に伴う、居残
り保育児の増
加

・子どもの増加
に伴い、保育
室が狭く感じ
る

・人間関係の問
題

・様々な人との
出会いがある

・保護者と子ど
もの成長を喜
びあえる

・職場探しの心
配をしなくて
もよいこと

・保育教材作成
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・外部で受けた
研修の内容に
より、園内で
復命をしても
らいながら研
修

・各クラスの保
育日誌に自己
評価の欄を設
け、そこに記
入

公営
・体力づくりに

ついて
・救命救急講習

・所長と主任で
評価項目を決
め、それにつ
いて各自で記
入したり、職
員のパート毎
に相談して記
入 し て も ら
う、それにつ
いて職員会議
で話し合い共
通認識を持つ

・指導計画立案
（下書き）

・ 責 任 の 重 大
さ、事務書類
の多さ等で、
精神的に時間
的に余裕のも
てなくなる時
がある

・子ども達と触
れ合う中で、
自分自身も元
気になれる

・子ども達の成
長を見ること
ができ、やり
がいを感じる

公営

・年度途中チェ
ックリストの
活用と話し合
い

・年間反省の中
での項目に分
かれた自己評
価を行ってい
る

・遠足下見

・ＯＪＴ研修の
感想記入

・次の日の活動
のおさらい

・それぞれの子
どもの特性に
合わせて保育
する難しさを
感じる

・細やかな配慮
すべき点につ
いてまだまだ
気付いていけ
ていない

・子どもの笑顔
がみれること

・子どもの成長
がみれること

公営

・自己評価チェ
ックリストを
作成し、実際
に使用してみ
て内容を検討

・それぞれの時
間帯に児童数
に対する保育
士数を必要数
配置する

・運動会、演技
図作

・保育所だより
作成

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョン（日々の
の世間話など
あまりできな
い）について

・臨時職員等と
の連携を図る
ことの難しさ

・忙しさに追わ
れ満足いく保
育ができてい
ないというこ
と

・子どもの成長
の瞬間に日々
立ち会えるこ
と様子を実感
できること

・自分のクラス
の子どもたち
と深く関わり
信頼関係を築
いていけるこ
と
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・運動会の準備

・腰痛等、体の
不調

・病院、銀行等
がなあなか行
けな

・金銭的に余裕
がなく一人暮
らし、自立が
難しい

・子どもの成長
を見る事がで
きうれしく思
う

・復命書の作成
・行事の資料作

成

・事務量の多さ
・ 体 の き つ さ
（肩こり）

・子どもに接す
る楽しさをと
ても感じ、自
分も笑顔です
ごせること

・変化の大きい
時期に成長を
肌で感じられ
ること

・自分の環境の
作り方、関わ
りの工夫で子
どもが変化し
た時の嬉しさ
を感じられる
こと（保護者
もとても喜ん
でくれた時）

・保育教材準備
・保育事務
・保育教材準備

・忙しすぎる、
休むひまがな
い

・家事、子育て
が思うように
できない、お
ろそかになっ
ている

・休みの日も日
ごとの事を考
えたり仕事を
してしまう

・やりがいがあ
る

・子どもの成長
にかかわれる
事が楽しい

・学ぶ事が楽し
い

・保育教材準備
・事務整理

・人格形成、成
長発達の援助
ができること

・保育を通じて
社会情勢を知
り、社会に貢
献できること

・保育教材の作
成

・資格を生かし、
自分の好きな

「子ども」の
そばで働ける
から

・子ども達のた
くさんの笑顔
に会える

・勤務表（シフ
ト）作成

・年齢を感じ、
身体がきつい
こ と が あ る

（腰痛等）
・子どもから目

を離せないた
め事務の時間
がない

・子どもたち成
長にかかわる
ことができる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・幼小連絡会
・ 幼 児 施 設
（町） ケー ス
会（次年度に
向けて・保健
師 参 加 に よ
る）

・町の三保育所
で様式を統一
し、各自記入
し、所長へ提
出する（反省
点を見出し次
へつなげてい
く）

・正職より臨職
の人数が多く
なり細目な打
ち合わせを行
っている

・所長、主任２
名が事務的な
量が多くそれ
ぞれの役割を
しっかり受け
止め対応して
いる

・子どもの健康
面には特に気
をつけ登所、
降所時、伝達
をしっかりす
るようにノー
ト等を用いて
もれがないよ
うにしてい

・朝の会を毎日
10分間行い、
本日の連絡を
全員に行き届
くように行っ
ている※その
他色々ありま
す が、4点 程
度にします

㈱

・ヒヤリハット、
ケガ報告／研
修報告

・ 合 同 研 修 会
（系列園）等

・毎月１回、保
育、保護者対
応、職員間連
携等について
記述式の書類
提出

・年２回、自己
評価チェック
リスト記入

・児童票要点ま
とめ

・壁面選び

・４月から加配
で 保 育 を 行
い、代替があ
まり入ってく
れない

・２年目の負担
が大きい

・子どもの成長
が見れた瞬間

・絵本を読んだ
り、出し物を
した時に、子
どもや保護者
等が笑顔にな
ってくれた時

民営

園長が講師にな
って、保育課程
や安全管理マニ
ュアルについて
も行っています

・年２回保育士、
給食担当者で
保育、給食の
まとめを方針、
目標にそって
行い、管理部
がそれらをま
とめて、保育
園としての自
己評価を行っ
ている。保護
者へのアンケ
ート調査も行
い、自己評価
に反映させて
います

・保育時間が長
いお子さんが
多いため、細
かい交代制だ
けでは対応で
きないので、
朝と夕方のパ
ート保育士を
入れています

・運動会準備 ・運動会準備

・生活が苦しい
・子どもとの関

係に行き詰っ
てしまうとき

・子どもの成長
を直に感じる
ことができる

・自分自身を見
つめ直すこと
ができる

・子どもに必要
とされ幸せを
感じる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・大好きな子ど
も達と関われ
る

・子ども達の成
長の援助がで
きる

・教材準備

・障害児が増え
てきているの
に対し、環境

（人的も含む）
が整っていな
い

・十人十色でそ
の対応に苦慮
するところが
ある（特に保
護者）

・仕事長が勤務
時間内に終え
られないこと
がある

・日々、子ども
の可能性や成
長が感じられ
る

・同じ母親とし
て保護者と共
感できる部分
があ

・色々なる子ど
もや保護者地
域の方と出会
い、私自身が
成長できる

・週案作成
・保護者対応
・行事への取り

組み

・子どもの成長
を感じた時

・子ども達と笑
っている時間

・保護者も含め
て沢山の人達
との関わり

・運動会用書類
作成

・クラスだより
作成

・保護者対応の
難しさ

・後輩の指導の
難しさ

・持ち帰りの仕
事

・幼い頃からの
夢を叶えられ
た

・子どもの成長
を見守りつつ
自分も成長し
ていける

・私生活と仕事
の区切りがつ
かない

　（つけにくい、
家でも明日の
事を考えたり
仕事したりな
ので）

・経済的な面、
仕事内容に対
しての給料に
不満を感じて
いる

・保育教材を作
成する

・保育記録

・勤務体制
・上司にうまく

伝えることが
難しい

　（言いたい事
があっても言
えない）

・子どもの（大
人も）色んな
気持ちがわか
るようになっ
た（言葉を出
さない子ども
たちも含め）
それがすごく
大切なことだ
と学べた
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

財団
法人

・フロアー会議
（クラス別担
当者会議）

・所内研修（全
職員参加テー
マ別会議）

・月、週日案に
自己評価を記
述している

・研修・会議は
午後６時過ぎ
から実施し時
間外手当で対
応している

・職員の休暇や
出張時はフリ
ー保育士、パ
ート保育士を
あてています

・どうしても保
育に穴があき
そ う な 時 は
60歳 で 退 職
した保育士に
保育を依頼し
ています

・保育教材の作
成

・行事などの保
育教材の作成
や出し物など
若い先生が担
当することが
ほとんどで負
担が大きい

・有給をとりづ
らい

・子どもの成長
をそばで日々
感じることが
できる

・子どもとの関
わりが楽しい

民営

・放射能につい
て

・シルクマネジ
メントについ
て

・園独自の評価
方 法 で 自 己

（本人）、上司、
同僚からの評
価を総合して
行う

・補充の保育士
をなかなか集
められず、工
夫できない

・事務的な仕事

・家での仕事が
多い時もある
ので、将来結
婚して家庭を
持った時仕事
と家庭の両立
ができるのか
不安に思う

・短大時代奨学
金を借りてい
たので今の給
与では生活が
きついです

・毎日大好きな
子どもたちと
一緒に過ごせ
ること

・日々子どもた
ちの成長を感
じることがで
き、とてもや
りがいを感じ
ること

公営

・チェックリス
トを使って、
年度途中、年
度 末、 年2回
自己評価を行
っている

・子どもの登、
降所、人数に
合わせて職員
の勤務体制を
柔軟に行って
いる

・それぞれに保
育観があるた
めチームで保
育することに
難しさを感じ
る

・様々な面で自
分も成長でき
る

公営

・一年のうちで、
保育の区切り
となる９月を
自己評価の時
期として選ん
で行っている
前 期、 後 期

（２回）
・臨時職員５H

の有資格者は
もちろん、無
資格の職員に
も行っている

・自己評価とし
ての今後の自
分の課題（結
果反省）を会
議にて話し合
っている

・早朝や夕方の
保育室を子ど
もの人数や子
どもの年齢に
よって、変え
たりしている

（保育の体制）
・ 臨 時 職 員 は

７H勤務のた
め、５Hの職
員（臨時）を
早番、遅番と
している
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育教材の作
成

・年齢とともに
体力的にきつ
くなってきて
保育の内容が
マンネリ化し
ていきている

・保護者からの
過剰な期待

・子どもの成長
を感じられる
こと

・輝くひとみ、
大いなる希望
がみられるこ
と

・保育記録

・気になる子ど
もがいるが集
団をまとめな
がらの保育の
難しさを感じ

・所内での掲示
板やおたより
の作成、行事
の製作物など
若い保育士に
全 て 任 せ ら
れ、仕事量が
多い

・子どもの成長
が見られる

・子どもならで
はのはそうや
予想外の考え
などに驚いた
り喜んだりで
きる

・日誌書く
・月案考える

・家庭もあるの
で両立が難し
い

・職場だけでは
時 間 が 足 り
ず、家に持ち
込んで仕事す
る場合が多い

・保育が楽しい
と感じながら
働けること

・日誌
・次の日の準備

・モンスターペ
アレンツ的な
保護者が時々
すごい

・子どもたちと
一緒に成長で
きること

・保育記録を作
成

・保護者のニー
ズにこたえら
れない時

・子ども達の反
応や成長を実
感する時

・指導計画（月）
見直し、作成

・指導計画案作
成（行事）

・個人記録整理

・心身共に疲れ
ている

・子どもと過ご
す時間が楽し
い

・時間が足りな
い

・ 書 き 物 が 大
変、負担すぎ

・休憩時間もな
い

・ 仕 事 が 楽 し
い（子どもと
接している時
間）

・良くも悪くも
一期一会

・子どもとの出
会い

・人との出会い

・仕事内容（書
き物が多すぎ
る）

・子ども達の成
長している側
で一緒に感じ
られること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・食育について
・指導計画指導

案について

・園独自の自己
評価を年２回
しています

・平等になるよ
う、回数を検
討 し て い る

（早番、遅番）

民営
・そのテーマに

添った継続研
修

・チェックリス
トで自己評価

・子どもの登降
園の実情に合
わせて職員配
置を行ってい
る

・書類の書き方
が難しい

・保育などに対
してアイデア
が出てこない

・毎日子どもた
ちと一緒にい
ることができ
る

・母親になった
時のための勉
強になる

・子どもたちの
笑った顔を見
ると元気にな
れる

民営 ・園外研修報告

・評価表にチェ
ック

・反省、話し合
い

・未満児、以上
児の組み合わ
せ、正職、非
正規職員の組
み合わせ、バ
ランス

・病気などの知
識の少なさ

・持ち帰ってや
る仕事が多い

・子どもの成長
を身近で見守
れること

・子どもとの触
れ合い

・保護者と子ど
もの成長を一
緒に喜べるこ
と

民営

・毎年、毎月の
計画、週の計
画に保育につ
いての自己評
価

・個人の毎月の
自己評価

・年（個人）の
自己評価

・保育士を基準
以上としてい
る（採用）

・パート保育士
に説明し、納
得を得て、時
間の調整を図
ることがある

・その日その日
の保育をする
ことが精一杯
で、翌日の下
準 備 や 書 き
物、諸々の仕
事が勤務時間
内 で は で き
ず、家庭に持
ち帰ることが
多くなること

・時代の変化か
らか子ども以
上に保護者へ
の対応が難し
くなってきて
いると感じる
事（本当の子
育て支援とは
何なのか…）

・病気を沢山す
る時期なので
その対応

・子どもの貴重
な成長を毎日
見れ、喜んだ
り、笑顔にな
れること

・沢山体を動か
したり、声を
出して笑える
ことが多いこ
と

・行事や給食が
あることで、
季 節 感 を 感
じ、充実した
一年を過ごせ
ること

─ 154 ─



４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育士間の連
携に必要な担
当児の情報交
換、共通理解
の確認など

・保護者との価
値観の差によ
る、保育のあ
り方の違いを
感じる

・子どもにとっ
て良い方向性
を保護者に伝
えられないこ
と

・子どものひと
つひとつの成
長に関わって
いけること

・子どもと触れ
合いながら心
から楽しんだ
り、悩んだり、
共に成長でき
ること

・親とのコミュ
ニケーション
がうまくとれ
ないとき

・専門の相談を
受けてほしい
子の親にうま
く進めていけ
ないこと

・楽しく仕事が
でき笑顔でい
られること

・子どもたち一
人ひとりの成
長を感じられ
ること

・児童表の確認
・気になる子ど

もの保護者へ
の対応

・子どもたちの
成長を側で見
届けられるこ
と

・他の職員との
意識の違いな
どがある

・沢山の子ども
達、保護者と
の出会い

・バースデーカ
ード作り

・月案

・不安感の強い
保護者とのコ
ミュニケーシ
ョンの取り方

・腰の調子がよ
くないこと

・好きな子ども
と毎日一緒に
いられること

・子どもや保護
者と接する中
で、人として
大切なことを
学んだこと

・毎日大笑いで
きること

・連絡ノート等 ・バースデーカ
ード作り

・保護者との意
見の相違

・世間の保育士
に対しての評
価の低さ

・保育の通常業
務に加え、書
きものの多さ
と忙しさ

・子どもの成長
（様々な）を
共に喜びあえ
る

・慕ってくれる
うれしさ

・指導案作成
・書類整理
・議事録の記入

・毎日違った子
どもの姿に出
会えること

・個人記録（出
勤前）

・個人記録（出
勤後）

・就業時間内は
子どもと関わ
りが目が離せ
ない為、持ち
帰り仕事にな
ってしまう

・勉強すること
や書き物がた
くさんあり、
家でも気が休
まらない

・子ども達の成
長に触れるこ
とができ、喜
びややりがい
がある

・子どもからの
信頼
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・年度末に行っ
ている

・以上児クラス
や未満児クラ
スの職員がか
たよって不在
時間を作らな
いようにして
いる

・音楽全般 ・子ども達と触
れ合える

民営

・日誌、児童票
を基にした記
録のとり方、
子 ど も の 見
方、捉え方に
ついて

・各々チェック
リストに基づ
いたり、日々
の保育の振り
返りを行い、
保育の質の向
上の為、職員
相互の共通理
解を図る

・年令別保育に
こだわらず異
年齢混合保育
等を行い、子
ども相互の関
わりを深める
ようにしてい
る

・ 合 築 施 設D．
S.の利用者と
の交流を持ち、
人間関係の視
野を広げるよ
うにしている

・子どもと共に
生活が出来る
事（子どもか
ら夢、元気を
もらえる）

公設
民営

・子どもが主体
的に遊べる環
境づくりと適
切な援助の仕
方

・チェックリス
ト保育士篇、
園長篇

・保育士の時間
外勤務を減ら
す為、３名の
パートを16時
～19時まで頼
んでいる

・平日休みがあ
まりないため、
通院などが困
難だというこ
と

・休日外出する
際、保護者や
子ども、同僚
に失礼な姿を
見せないよう
常に気遣わな
ければいけな
いこと

・流行りの病気
や感染症にい
つも気を付け
なければいけ
ないこと

・子どもとの信
頼関係が日に
日に築かれて
いき、自分を
頼りにしてく
れていると感
じることがで
きること

・優しい先輩、
尊敬できる先
輩と一緒に仕
事ができてい
ること

・毎日充実して
いること

公営

・公立保育園合
同研修

・公立民間立保
育園合同研修

・能力評価を行
っている

・交代制なので
伝達をしっか
りする

・保育教材作り

・保護者との関
わり方

・正職と臨時の
人間関係

・やりがいがあ
る

・毎日が楽しい
・社会人として

保育士として
多くのことを
学べる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・上司との関係
・複数担任（３

人）で内１人
は持ち上がり
だが、未だに
子どもたちが
落ち着かずケ
ガも多い

・ピアノ

・子ども達の成
長を近くで見
れること

・子ども達が嬉
しい時、悲し
い時などそば
に来てくれる
こと

・月案の作成

・仕事内容や研
修が多い

・勤務時間内に
仕事が終わる
ことができな
い

・行事が年々増
えている

・ 子 ど も 達 の
日々の成長を
間近にみられ
るころ

・自分の子育て
の勉強になる

・日々子どもの
成長に接する
ことができる

・保育前の準備
や身支度

・書類に目をと
おす

・事務的な仕事

・勤務先の行事
と子どもの園
の行事が重な
ることが多い

・残業や持ち帰
りが多い

・子育ての悩み
を相談できる
人がたくさん
いる

・保育計画の作
成

・書きもの等は、
勤務時間内で
はできない事
が多く、家に
持ち帰って仕
事をしている
こと

・子ども達と過
ごす時間は楽
しい！！

・自分の保育技
術をもっとも
っと向上させ
たい

・この仕事にと
てもやりがい
を感じている
ため

・周りの人間関
係にも恵まれ
ていてとても
楽しく仕事で
きているため

・運動会につい
て

・遠外保育（シ
ルエットにつ
いて）

・保護者ニーズ
に対応するこ
と

・子ども側にた
って、保護者
に対応する困
難さ

・人員不足によ
る保育と事務
の負担

・子どもの成長
を見ることが
できる

・子どもと共に
保育を計画し、
つくり上げて
いくこと

・保護者と子ど
もとの成長を
喜び合えるこ
と

─ 157 ─



施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・臨床心理士巡

回訪問（春・
秋2回ずつ）

・市立（法人も
含） 保 育 園、
保護者会連合
会で毎年アン
ケートをとっ
ている。施設
設 備 や 安 全
面、保育等々
について、率
直な意見が出
されるので参
考にしている

・発達支援の必
要 な 子 ど も

（アスペルガ
―）が夜眠れ
ないため、ロ
ザレム錠を服
用。園では午
睡をさせない
為、その間職
員が交替で保
育。職員の休
み、休憩、会
議、外部研修
等々と様々重
なる様工夫が
必要。日々時
間調整をし確
認している

・週案作成 ・腰痛 ・やりがい
・なりたい職業

民営

・毎年、自己目
標を設定し年
度末に自己評
価をする

・低年齢が多い
ので朝の時間

（7：3０）夕方
の時間（18：
3０）には必ず
担任がいるよ
うに子ども達
が不安になら
ないように、
朝夕の合同保
育を避け、夕
方 の6：００以
降しているか
ら一カ所の保
育室で合同に
している

民営 ・幼児への水泳
指導法を学ぶ

・年齢別保育を
主体としなが
らも、異年齢
保育に取り組
んでいる

・5パターンの
勤務体制にな
っている、正
職と臨採、経
験年数等を配
慮してペアを
組んでいる

・子どもの成長
を一番近くで
感じられるこ
と

・子どもたちと
の信頼関係が
できて笑顔を
見せてもらえ
ること

公営

・新保育所保育
指針に基づく
自己チェック
り す ト1００を
用いて三段階
に評価してい
る

・ 保 育 所 だ よ
り、原稿作り

・困っているこ
とはないが、
自分に合って
いるのかどう
か不安になる
ことがある

・子どもたちの
成長を見たり
新しい気付き
があったり楽
しいと感じら
れること

・人前に出たり
話したりする
ことに少しず
つ抵抗がなく
なったこと
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育教材の作
成

・手のかかる子
どもが増えて
いて対応に困
るときがある

・時間におわれ
て仕事をして
いて気持ちの
余裕があまり
持てない

・勤務時間内で
終わらず、家
庭に持ち帰る
仕事が多い

・子どもの成長
を間近で見る
ことができや
りがいがある

・行事や保育内
容から季節を
感じることが
できる

・日々、新しい
気づきや学び
がありどんど
ん自分が成長
できる

・早朝・延長保
育のための、
早番遅番勤務
と家庭の都合
のやりくりが
大変

・専門職として
奥が深く、お
もしろいやり
がいがあるこ
と

・子どもが自分
を頼りにして
くれること、
笑顔

・自分が心をつ
くして関わっ
たことで、子
どもや保護者
が良い方向へ
向いてくれた
こと

・総括パソコン
打ち

・壁面装飾作り

・持ち帰り仕事
が多いこと

・腰痛

・好きなことを
仕事に持てる
こと

・保育している
子の成長を目
の当たりにし
た時のやりが
い

・仕事を家に持
ちこまないと
消化できない

・子育てにかか
わらず様々な
分野の情報を
得られること

・年齢に関係な
く、同じ保育
士としての仲
間ができたこ
と

・クラスだより
・部会ノ―ト作

成

・職員間の連携、
共通理解

・リーダーとし
ての役割

・子どもと過ご
す時間が楽し
い

・やりがいがあ
る

・子どもの成長
が見られるこ
とがうれしい

・子どもの成長
・仕事としての

やりがいとき
びしさを知っ
た

・専門職として
おもい

・子どもと共に
過ごせること

・思いを共有で
きたこと
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・行事の準備 ・自分の時間が
ない

・とてもやりが
いがあるし楽
しい

公営

・幼保小、合同
研修、県南で
研修会、自主
研修

・郡山地区研修
会

・幼児教育検討
会

・障がい児保育
研修（カウン
セ リ ン グ 事
業）

・所内研修（６
回）

・勤務体制につ
いては児童の
登所、降所時
間のデータに
よりローテー
ションの見直
しを行うよう
にしている

・朝、夕、保護
者とのコミュ
ニケーション
連絡事項を伝
えやすくする
よう、早めに
クラス別、保
育が可能にな
るよう工夫し
ている（保育
所と保護者の
連携を図る工
夫）

・保護者との信
頼関係

・日々の保育

・子ども達の笑
顔が毎日みれ
る

・保護者に「あ
りがとう」と
言われたこと

・行事後の達成
感

公営

・研修報告
・研修に参加し

た職員が職員
会議などで報
告し伝達して
いく

・自己評価を各
年齢により設
け、それにそ
って各担当が
記述し、全体
で話し合って
いる

・片寄らないよ
う平等にする
ことに心がけ
ている

公営

─ 160 ─



４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・個別計画作成

・職員同士の人
間関係

・子どもと一緒
に過ごす時間
が長いので、
事務仕事が保
育所内であま
りできない

・子どもの成長
を身近に感じ
る事ができる
やりがいのあ
る仕事

・日誌

・保育を理論で
裏付けして立
証していくこ
とが苦手であ
ること

・子どもの成長
を喜びとして
感じること

・保育教材作成 ・保護者への伝
え方

・子どもの成長
を感じられる

・子ども達の笑
顔が見られる

・保育教材作成
・保護者との共

通理解が難し
い事

・子どもの成長、
発達が見られ
た時

・年齢による肉
体疲労

・毎日が新しい
発見で楽しい

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョン

・子ども達と同
じ事を感じら
れる喜び
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・ビデオ等での
接遇研修

・混合保育：所
長もクラス担
任の数に入っ
ているので時
間を効率良く
使うようにし
ている

・早番遅番を職
員だけではで
きないので保
育パートを使
用している

民営
・年２回自己評

価実施及び面
談１回実施

・合同保育も未
満児のみ又は
以上児のみ行
ったり、18：
００以降は全ク
ラス合同とな
っている

・給料的に安い
（民間の保育
所は似通って
いる）

・子ども達の成
長が目に見え
るのでとても
嬉しいと思う

民営

・保護者からの
アンケート結
果を分析する
研修

・怪我などの原
因・改善につ
いて話し合う

・保育評価表、
人事考課を定
期的に実施し、
管理者との面
談で評価して
いる

・２人の主任保
育士で未満児
クラス統括、
以上児クラス
統括で質の向
上を図る取り
組みをしてい
る

・児童表作成

・からだ（腰痛）
に不安を感じ
るようになっ
てきた

・子どもの成長
が感じられた
時

民営

・保育所保育指
針の勉強会

・各種マニュア
ルの勉強会

・福島県福祉サ
ービス第三者
評価用自己評
価

・保育の役割分
担制

・子どもの成長
過程に関われ
て日々の成長
を身近に感じ
られる喜び

・自分自身、今
後の子育ての
勉強になる。
又、先輩方か
ら社会性、人
間性を学ぶこ
とができた。

・子どもから学
ばせられる事
も多く、子ど
もの身近にい
る者として、
どうあるべき
か考えさせら
れる。
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・震災があって
も市の対応が
不十分で保育
がかなり不便
である

・日々の保育が
精いっぱいで
月案、児童票、
製作物を作る
時間がない

・人員配置が厳
しく職員が大
変な思いで働
いている

・日々、子ども
の成長に関わ
れること

・楽しい毎日が
送れること

・我が子や孫の
子育てに余裕
があること

・幼小の頃の夢
であり、思い
が伝わる時が
やりがいを感
じています

・風邪や感染症
等が流行する
と自分までう
つってしまう

・子どもたちの
成長が見れる
こと

・日誌記入

・問題行動をす
る子へのかか
わり方（コミ
ュニケーショ
ンの仕方）

・保護者と共通
理解を持ち子
どもの成長を
見守っていく
こと

・苦手なピアノ
を弾くこと

・子どもたちの
成長がみられ
ること

・子どもたちが
「先 生」 と 言
って様々な場
面で共有でき
ること

・子どもに教え
られることも
多く反省しな
がら自分も成
長できること

・手首や足腰に
痛みが出て来
ている

・職場の人間関
係

・子ども達と過
ごせる事

・子ども達や保
護者に「先生」
と慕われる事

・書類の多さを
もう少し考え
て欲しい

・書類を行う時
間もない

・子どもの成長
が見られる事

・人と人のつな
がりを感じら
れる

・片付け
・おむつ捨て、

保育室整理他

・保育のみへ集
中できない

・上司からの信
頼を感じない
時がある

・子どもの成長
を感じ、感動
できること

・子どもの悩ん
だり、困った
りしているこ
とを、わかっ
てあげられた
時の喜び

・働く方のお役
に立てている
事
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・特に意識して
いないが、保
育環境の整備
に力を注ぎ、
外部研修など
も積極的に行
っている。園
児募集の時も
順 調 に 集 ま
り、一日一日
の保育の積み
重ねの結果と
思っており、
さらに努力し
てより良い保
育園を目指し
ている

・バス２台を運
行しており、
保育士が勤務
体制を組んで
いる

・園長の下で主
任保育士中心
となって保育
活動を行って
いる

・保育園が経営
して3０年にな
るが、途中退
職者が少なく
若返りの問題
があるが、保
護者は安心し
ており、卒園
した園児の子
どもが次々と
入園している

・子どもとたく
さんふれ合え
る

・子どもの笑顔
がたくさんみ
られる

公営

・毎晩実施の保
育会議にて口
頭発表やや、
保育の評価を
記述している

・研修報告書ま
とめ

・子どもを抱く
ことが多く、
腰痛がひどい
ことがある

・子どもの成長
を保護者とと
もに感じ支え
られるから

公営

・自己評価を行
い、そのこと
についての話
し合いを持つ

・年２回行い、
自己評価を基
にグループご
とに話し合い
を持つ

・早番から各ク
ラ ス へ の 連
絡、遅番から
次の日、各ク
ラ ス へ の 連
絡、伝達等様
式を用いもれ
なのないよう
にしている

・事務的な仕事

・日焼け
・体調管理が難

しい（子ども
の流行症状が
うつる）

・子どもの成長
を近くで感じ
られる

公営

・避難訓練計画
の検討

・ケガの処理の
仕方、おきな
い工夫

・チャレンジシ
ート方式、上
司等の面談や
自己啓発

・ 早 番7：００～
16：００、中番
7：45～16：
3０、 遅 番9：
45～18：3０

　他に臨時の早、
遅番の保育士
を御願いし振
替休時の職員
の代替保育士
を御願いして
います
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どもの成長
を見る事がで
きる

・行事の時にな
ど卒園児が顔
を見せてくれ
ること

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョン

・子どもの成長
を感じられる
こと

・特技をいかせ
られること

・嘱託保育士な
ので給与がま
あまあである
こと

・子どもと笑顔
でいられるこ
と

・事務仕事の多
さ

・子どもの成長
を間近で見ら
れること

・食事する時間

・子どもとの遊
び方

・保育士として
の未熟さ

・子どもの成長
がみられる

・子どもの笑顔
に癒される

・保護者に喜ば
れた時

・担任制なので
思った所に休
みがとれず、
通院などが難
しい（休暇）

・保護者各々の
育児に対する
考え方に合わ
せるのが難し
い（保護者と
の人間関係）

・保育士間での
人間関係

・子どもと気持
ちを通わせら
れた時の喜び
が大きい（子
どもと過ごす
時 間 の 楽 し
さ）

・担任制なので
自分の持ち味
を発揮できる

・保育記録、指
導計画の作成

・日々の生活の
中で、子ども
の成長が少し
でも見られた
時（保育者が
指導している
ことなどの思
い が 通 じ た
時）

・毎日子供達が
所に来ること
が楽しいと言
ってくれた時

・喜怒哀楽を共
に共有出来る
こと

・子どもの（保
育所）行事に
職場の行事が
重なり行って
あげられない

・子ども達の成
長を見られる
こと

・子ども達に手
をかけた分、
成果が見られ
ること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・幼保小の活動

・評価用紙にて
評価したもの
を会議にて話
し合う

公営

・救急法（外部
より）、病気、
怪我の対処に
ついて

・紙皿シアター
作成

・年齢の発達の
ポイント

・会議での評価
の検討、問題
点の話し合い
等

・未満児会、以
上児嘉一、ク
ラスでの週の
ミーティング

・早遅番の人数
の把握

・感染症発生時
の体制づくり

・安全面の確保
を一番に考え
ています

・早遅番時の保
育の充実

公営
・保育日誌、自

己評価チェッ
ク

・保育士の半数
近くが臨職な
の で、 早 番、
遅番、土曜保
育も必ず正職
が入るように
している

民営

・困っているこ
とではありま
せんが、保育
園は複数担当
が多いので、
一緒にクラス
を何名かの保
育士でみてい
いくのはチー
ムワークが重
要であると感
じました

・子ども達とと
もに成長して
いること

・子ども達の成
長を近くで見
守ることがで
きること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・翌日の遠足の
持ち物、スケ
ジュール確認

・保育日誌記入

・毎日が発見・
驚き・笑いと
とても充実し
ている、新鮮

・子ども達から
元気ややる気
をもらうこと
が出来る

・指導計画

・保護者からの
悩みの相談に
適切に応えら
れているかど
うか

・教材を作成し
もっている数
が少ない

・肩こりなどひ
どくなってい
る

・子どもの成長
の手伝いがで
きること

・子ども達が出
来るようにな
った時、とて
も嬉しそうな
笑顔を見られ
た時

・保護者が信頼
して相談して
くれ少しでも
悩みが解消さ
れた時

・病気やけがの
対応に力不足
を感じる

・体調を崩しや
すくなってし
まった

・子どもが成長
する姿を間近
で見て共に喜
べること

・体力的につら
い時でも子ど
も達の笑顔で
励まされ頑張
れる

・親以外に信頼
できる存在で
いれること

・臨時職員の割
合増

・新人職員の指
導

・自分の特性を
生かせた

・子どもの成長
を時間できや
りがいがある

・卒園児の小学
校運動会の日
程を調べてい
た、小学校の
問い合わせな
ど

・保育日誌

・腰痛持ちにな
ってしまった
こと

・時にはやりが
いを感じるこ
ともあるが、
持 ち 帰 っ て

（特に制作物）
仕 事 を す る
ものが多く、
土・日も結局
家で仕事をし
ている

・ 保 護 者 対 応
（子ども同士
の関わり方に
ついてもクレ
ームを言って
くる）

・人見知りなの
で苦手でした
が、保護者の
方と接してい
くうちに少し
ずつ人との関
わり方を学ぐ
ことができた

・福祉的なこと
や子どもの病
気について学
ぶことができ
た（対応や処
置方法など）

・子どもの成長
の仕方を知る
こ と が で き
た。笑顔や挨
拶の大切さ

・壁面制作の準
備

・体力がなくな
ってきてしま
ったこと

・若い保育士の
方たちとの世
代ギャップ

・自分が受け持
った子どもた
ちが大きくな
り、立派に成
長した姿を見
た時

・保護者ととも
に子ども達の
成長を見守っ
ていけること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・日赤小児救急
法 （ A E D の
使い方等）

・子どもの年齢
別研修

・決められた様
式があり、月
末に各自が記
入し主任に提
出、主任がコ
メントを書き
園長に提出、
園長がコメン
トを書き各個
人に戻す

・週案の作成

・声の出し過ぎ
で週末に声が
かれてしまう
ことが多くな
った

・子どもの笑顔
がみられる

民営

・３カ月に一度、
自己評価を記
入することに
より、自己評
価を行う

・保育士の休み
は出来る限り
重ならない様
に工夫してい
る

・保育士が平均
して休みがと
れるようにロ
ーテーション
を工夫してい
る

・月の製作の名
前の記入、名
前を書く、カ
ードの作成

・家での仕事が
多い

・子どもたちの
成長を目で見
れる事が嬉し
い

・子どもと接す
ることが楽し
い

民営

・自己評価チェ
ックリスト作
成し、各自に
記入してもら
い、意識向上
に繋げていく

・当番出勤職員
の ク ラ ス に
は、フリー職
員が入る

・８時間勤務以
上の場合は、
時間外手当を
請求する

・園児の登園数
に応じて、混
合保育で職員
のローテーシ
ョンを組む

・保護者との対
応について

・勤務時間内に
仕事が終わら
ず持ち帰りの
仕事が多い

・子ども達の素
直な気持ちに
触れられるこ
と

・子ども達の成
長を保護者の
方と感じられ
ること

公営 ・職員会議
・職場研修

・自分の保育に
対する自信

・やりがいがあ
・子どもの成長

を見ることが
できる

・安定している
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・移動時間、雑
談

・子どもといる
だけで笑顔に
なれる

・保育士だから
子どもの事を
何でも知って
いると思われ
る事

・子ども達の成
長が見られる
事

・自分の子育て
に役立つ

・収入が少なす
ぎ、生活に困
っている

・経営者が保護
者の言いなり
になってしま
い、言ったこ
とに対して責
任を持たず、
保育士任せに
する

・普段の保育を
見ているわけ
で も な い の
に、評価され
てしまう（保
育園に経営者
がいない）

・子どもに「先
生」と呼ばれ
る事が嬉しい

・行事を通し子
どもと一つの
事に取り組ん
で、やり遂げ
た時に、達成
感を一緒に味
わえる事

・卒園児が会い
に来てくれる
事

・運動会用品の
作成

・保護者の要求
・ 仕 事 量 の 多

さ、勤務時間
外や持ち帰っ
ても仕事をし
ないといけな
い

・子どもたちと
関われてとて
も楽しい

・やりがいがあ
る

・9月のクラス
の様子、敬老
会参加のまと
め

・ふれあい祭り
の準備

・休日も仕事の
ことを考えた
り、持ち込ん
だりしてしま
う

・子ども達との
関わり

・実際、持ち帰
らなしと終わ
らない事（製
作等）

・私生活と仕事
の差があまり
ない

・近隣等、帰宅
時等、保護者
と出会う事

・日々子ども達
の成長を保護
者と共感でき
る事

・ 季 節 に 合 っ
た、活動を体
験出来る事

・ピアノが苦手
・気難しい保護

者への対応

・子どもの笑顔
が見れること

・子どもが自分
の名前を覚え
て読んでくれ
るようになる
こと

・自分の子育て
に役立つ

・書類の文章を
考える

・時期によって
は持ち帰らな
くては終わら
ないことがあ
る

・園の子と自分
の子を比べて
しまうことが
ある

・毎日子どもに
接し大変なこ
とも多いが笑
顔で楽しく過
ごすことがで
きる

・いろんな人と
話せるように
なった（声を
かけられるよ
うになった）
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・チェックリス
ト（保育士の
ための自己評
価チェックリ
スト）を使用
し自分の保育
の見直しを行
う。

・休みの職員が
複 数 い る 時
は、園長先生
が補助に入っ
たり、合同保
育を行う

・自分の精神状
態によって、
子どもの気持
ちを受け止め
きれない場合
がある

・毎日子どもた
ちの笑顔や生
き生きした姿
がみれること

公営

・自己評価表を
全職員に年２
回出してもら
い面接してい
ま

・正職員は市の
人 事 評 価 表

（自 己） も や
はり年２回提
出し面接して
います

民営
・年１回保育士

チェックリス
トを行う

・書類作成

・先輩の先生と
の人間関係

・子ども同士の
ケンカの仲介
に入った時

・子どもが抱き
ついてきた時

・保護者に「今
日もありがと
うございまし
た」と笑顔で
言われた時

民営 ・年齢別クラス
研修

・評価リストが
配布され、自
己評価後、主
任、園長から
の評価をつけ
ていく

・保育経験の高
い方と新人と
の組み合わせ

・３歳以上児ク
ラス担当者と
未満児クラス
担当者とのバ

ランス

・担当の子ども
の数が多いと
書類は大変だ
と感じる

・成長を感じる

民営
・年２回、自由

記述（項目ご
と）

・超過時間は超
過勤務手当で
カバーしてい
る

・子ども達と上
手に関われて
いるか

・子育て支援セ
ンターに相談
にきて頂いた
保護者にうま
く対応できて
いるか

・大好きな子ど
も達の成長・
信頼関係がも
てた事
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・自分の子ども
と比較してし
まう

・自分の子ども
と接する時間
が短い

・休暇を取るの
に保育園の行
事中心となり
取りずらい

・子どもの成長
する様子が間
近で見られる

・いつも「ちゃ
んとしなくて
は！」と気が
引き締まる

・保育記録
・子どもに対し

ての保育士の
人数

・子どもの成長
が見られた時

・病気などにつ
いての知識が
ついたこと

・パソコンが使
えない

・個別で対応し
なければいけ
ない子が多す
ぎる

・学校など保護
者の立場で参
加していても
保育園の先生
としてみられ
る

・製作

・臨機応変に対
応できない時
やその時々の
連携について

・連絡・報告な
どの全体把握
についてうま
くいかないこ
と

・今の立場の役
割について

・子ども達と一
緒にいられる
こと

・喜びや感動、
子どもの成長
を感じること

・笑顔の子ども
達が毎日見ら
れること

・運動会が近い
ので準備 ・書類

・年々肉体的に
つらくなる

・苦手な父兄へ
の自分の気持
ちの切り替え

・パソコン等の
導入について
いけない、苦
手

・子ども達と関
わり毎日楽し
く過ごせる

・小さい頃から
の夢がかなっ
た

・リレーの順番
決め

・気になる子へ
の対応

・子どもたちや
保護者の方か
ら信頼しても
らったこと

・子ども達の成
長、子ども達
の笑顔が見ら
れること

・自分の設定し
たものや好き
な絵本など子
どもたちも気
に入ってくれ
たこと

・仕事を優先に
しなくてはい
けない

・子ども達の成
長を共に喜べ
る

・職場内の雰囲
気

・自分自身の子
育ての学びと
なる

・子ども達がの
びのびと過ご
せ る 環 境 を
中々つくれな
い

・子ども達が保
育士に抱きつ
いたり、言葉
を覚えること

・子どもが成長
していく様子
を感じられる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・ワンポイント
研修（朝礼時
に事例、記事
等を交替で読
む）

・早番遅番で８
時間以上の勤
務になるとき
は、出勤、退
社時間を調節
して一週間で
4０時間になる
ようにしてい
ます

・手遊びのレパ
ートリー

・子どもの成長
の楽しさ、喜
び

・毎日、楽しく
過ごさせてい
る

・人と接してい
る楽しさを感
じている

公営

・園内研修では
なく研修報告
となってしま
う

・年２回自己評
価を表を用い
記入

・時差出勤なの
で連絡もれの
ないよう皆で
合意している

園長代理 公営
・ 園 評 価 羅 針

盤、年２回実
施

・幼稚園教諭免
許と保育士免
許の職員をう
まく組み合わ
せて早番遅番
を組む

・正規職員と臨
時職員の時間
や勤務体制を
考えて予定表
を作成してい
る

・土曜日保育申
込書の確認・
整理

・土曜保育の職
員 配 備（後
期）作成

・研修の機会が
少ない（幼稚
園に居た時は
研修の機会が
与えられてお
り勉強になっ
た）保育園の
先生は自己研
修を積極的に
しない限り、
研修の機会が
殆どなく、大
学で勉強した
きり研修をし
ない、その為
職員の資質の
低下につなが
っている

・子どもの人格
形成にかかわ
る大事な仕事
に携わってい
るということ
でやり甲斐が
ある

・日々成長して
いく姿を目の
当たりにでき
て楽しい

・子どもと一緒
に居ると楽し
い

民営 ・児童の書類
・上司との関係

がうまくいか
ない

・子どもの成長
を身近で実感
できること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・行事が近づく
につれ、勤務
内 に 終 わ ら
ず、仕事を持
ち帰る時があ
る

・日々の活動の
中で子ども達
から、教わる
ことがたくさ
んあり辛いこ
ともあるが頑
張って働くこ
とができてい
る

・お遊戯会、運
動会などで行
事を無事終え
た時の達成感
を子どもの笑
顔から感じた
時

・腰痛、肩こり
等身体的不調

・子ども達の成
長の喜びが感
じられる

・子ども達の笑
顔からパワー
をもらえる

・季節感があり
変化に富んだ
仕事である

・保護者の要求
ばかりが目立
ち、保育士の
話を受け入れ
ない保護者も
いる

・子どもたちの
成長する様子
を感じられる

・複雑な家庭環
境の子ども達
が増えてきて
大変である

・子ども達の成
長を身近に感
じられる

・子どもの笑顔
をみられ、子
どもたちや保
護者に信頼さ
れている事を
感じられた

・出勤前、消防
訓練結果記録
の作成

・出勤後、友人
宅へ届け物

・持ち帰りの仕
事が多い

・好きな時に休
暇がとれない

・保育士は何で
もやらなくて
はいけないの
で苦手なこと
も出来るよう
になった

・自分の子育て
にプラスにな
った

・運動会に使う
教材作成

・とてもやりが
いを感じられ
る仕事

・子どもの笑顔
にとても助け
られている

・運動会準備等、
水まき、ライ
ン引き、機材
のセッティン
グ等

・自宅の連絡先
などを聞かれ
る時の言い方
など

・クラスを持っ
た時の持ち帰
り 仕 事 が 多
く、切り替え
が出来ない時

・行事に追われ
１年がとても
早く過ぎてい
く

・年齢に関係な
く、人とのつ
ながりがとて
も感じられる

・生きていく基
本となってく
る０歳～５歳
までの大切な
成長期に関わ
ることが出来
ていること

・保育士の声掛
けや、行動な
どで子ども達
が一生懸命に
やろうとする。
又、やれる姿
に感動できる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・保育記録作成
・指導計画作成

・体力面の辛さ
・人間関係

・様々な子ども
たちの成長を
身近で感じる
事が出来る

・コミュニケー
ション能力の
向上

民営 ・運動会準備、
旗ふり ・壁面作業

・平日通院がで
きない

・決められた時
間に仕事が終
わらない

・持ち帰りが多
い

・日々担当して
いる子どもた
ちの成長が見
れること

・沢山の人と関
われること

・地域との触れ
合いいができ
る事

民営

・職員会議の中
で、研修報告
をする形で皆
で話し合う

・遅番などで担
当がいない時
は、他のクラ
スから入った
り（複数人数
担当の所）主
任が入ってい
ます

・保護者との関
わり、コミュ
ニケーション
が難しい、緊
張してしまう

・子どもへの言
葉かけが一人
ひとり合って
いるか不安に
なる

・わからないこ
とが多く、臨
機応変に対応
できない

・やりがいを感
じる

・子どもの成長
をみれること、
感じられるこ
と

・子ども達の喜
ぶ姿や笑顔を
見ると癒され、
自分自身も嬉
しい気持ちに
なる

副園長 公営

・保育参加（登
園時より11時
までの間お子
さんと一緒に
触れ合って遊
んでいただき
楽しむ）

・地域の祖父母
と遊ぶ会

　（H２)

・朝のミーティ
ング時に当日
の動きを確認
する（ホワイ
トボードに名
札のマグネッ
ト使用　一覧
表）

・休暇や研修時
に職員が欠け
た時には、ク
ラスへの補充
もすばやく対
応する。

・書類作成

・遊びのレパー
トリーを増や
すこと

・家から勤務地
が遠いこと。
埼京線の本数
が少ない、武
蔵野線、埼京
線がよく止ま
ること

・自分の仕事を
進めるスピー
ドが遅いこと

・子どもの成長
に関わること
が出来ること

・やりがいのあ
る仕事が出来
る事

・社会人として、
人として成長
できること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どもがもっ
ているくせな
どに対する接
し方に戸惑う
ことがある

・子ども一人一
人の成長を保
護者の方と一
緒に感じられ
る

・子どもの成長
を見守ること
が出来る

・病気や怪我を
した時の父兄
への対応

・子ども一人ひ
とりの成長を
間 近 で 見 ら
れ、毎日違っ
た表情・姿が
見られること

・慣れない（保
育園に）子が
少しずつ園生
活に慣れ、手
を出すと自ら
保育士の所へ
来てくれた時

・自分の幼いこ
ろからの夢が
叶った

・ 運 度 会 準 備
（競技に使う
道具等を作っ
ていた）

・クラスだより
作成

・壁面づくり

・定時で仕事が
終わらず、サ
ービス残業が
多い

・平日医者に通
えない

・持ち帰えりの
仕事も多い

・有休消化でき
ない

・子どもの成長
を間近で感じ
た時

・人との関わり
が少しずつで
きるようにな
ったこと

・自分の得意な
面を活かせた
こと

・肉体的にきつ
くなってきた

・仕事がとても
楽しくやりが
いを感じる事
ができる

・親への要望が
なかなか伝わ
らない事

・子どもの成長
を目に見えて
感じる事

・運動会、クラ
スだより作成

・１人担任なの
で行事準備、
事務仕事など
やる時間がな
い、また時間
がかかる。

・未来のある子
どもと触れ合
えること

・腰痛、肩こり
・やりたいこと

がいっぱいあ
るが時間が足
りない（事務、
手作りおもち
ゃ等）

・同僚と話し合
う時間の不足

・子どもと過ご
すことの楽し
さ
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・「異年齢児交

流」というテ
ーマに沿って

・保育士のため
の自己評価チ
ェックリスト
を基に園独自
のチェックリ
ストを作成し
自分の保育を
振り返る機会
を持つ

・正規職員は業
績評価、能力
評価を実施

・育成支援対象
児の関係で５
歳児クラスは
３人担任、４
歳児クラスは
一人担任とい
う状況ですが、
オープンスペ
ースの保育室
なので、協力
しあって保育
を進めていま
す

・運動会で使用
する教材の作
成

・限られた時間
の中でやるべ
きことが多す
ぎること

・事務仕事が多
すぎて日々の
保育に集中で
きない

・子ども達の成
長を身近で感
じられること、
それを同僚や
保護者と喜び
合えること

・毎日変化があ
って面白い、
やりがいがあ
る

公営

・研修報告を兼
ねた勉強会

・障害児・気に
なる子への対
応（巡回指導
での心理士の
アドバイス）

・カリキュラム
を通しての反
省

・自己申告書
・会議での話し

合い、評価

・フリー、時間
外パート保育
士 で、 時 差、
休暇等で保育
士の足りない
クラスを補っ
ている

・教材作成
・このアンケー

ト

・子どもの成長
を間近で感じ
られる

・たくさん笑っ
ていられる

公営 人事考課制度

公営

・人権保育につ
いての取組を
まとめ報告し
ている

・職員の意識を
持つためのケ
ース会議等を
している

・保育所の行事
等で反省、次
の課題を話し
合っている

・主担任、副担
任制にしてい
る、会議の時
は副担任が時
間外保育を担
当する

・時間外保育に
ついて２人組
にし順番に当
番を回してい
る。４日に1
回となる

・子ども達にオ
ルガンを弾い
て聴かせてあ
げたいのです
が自宅での練
習時間が取れ
なかったり、
自分の技量が
低く、かなえ
ることが難し
い点

・子ども達がつ
まずいている
点を上手く家
庭に伝えられ
ない点

・色んな “育ち
方” があると
いう事がわか
った点
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保護者支援を
どのように行
っていくか、
その伝え方

・フルタイムと
してどこまで
正規をサポー
トしていける
か

・子どもの成長
を身近に感じ
られる

・子どもが親し
んで様々な話
をしてくれた
り信頼してく
れる

・早、夕の時間
外保育の勤務
体制があり家
庭との両立が
厳しい時があ
る

・子どもの成長
を近くで見る
事が出来、嬉
しさを感じる

・毎日が新鮮で
子どもの笑顔
や会話から元
気をもらえる

・様々な保護者
との関わりの
中から色々な
価値観を知る
事ができる

・保育所の設備
の悪さ（ひび
割れ、トイレ
が少ない、水
道が少ない、
保育室が狭い
etc）

・子どもの声で
の近所からの
苦情

・実習ノートの
まとめ

・このアンケー
ト

・運動会事務

・休暇が思うよ
うにとれない

・専門機関との
連携がない、
発達支援セン
ターなど市内
で関係機関の
中心となると
ころがない

・保育環境の悪
さ、外で子ど
もが元気に遊
んだり、声を
出せない環境

（周りからの
苦情）

・やりがいを感
じる

・子どもや保護
者との信頼関
係

・人との出会い

・保護者との連
携の取り方

・子どもの成長
を近くで感じ
られる

・やりがいが大
きい

・自分自身が情
緒豊かになれ
る

・保護者との関
わり方が難し
くなってきて
いる

・毎日かわいい
子どもたちを
一緒に生活で
きること

・子どもたちの
日々の成長を
見守ることが
できること

・実技（ピアノ）
の弾く事

・子ども達から
の笑顔です ・保育教材

・体力的に疲れ
やすくなって
いること

・子ども達一人
ひとりを関わ
り合い成長が
見られる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・研修報告会

・毎月、クラス
別の自己評価
と保育所全体
の自己評価

・人間関係をど
のように作っ
ていくか

・子ども達と関
わっていくこ
とで、自分も
一緒に成長で
きる所

公営

・テーマを決め
て一年間学習
する（今年は
絵について）

・個々の保育実
践の提出と検
討会、年間反
省会

・正職員が時差
勤務ローテー
ションにはい
り、閉所時間
までいて、保
護者とのコミ
ュ二ケーショ
ンがとれるよ
うになってい
る

・延長保育時の
児童の人数の
把握のため、
職員が全員把
握できるよう
「送迎表」の
記入を保護者
にしてもらっ

ている

・保護者との子
どもに対する
認識の差

・子ども達の笑
顔や成長を感
じる事

公営 ・週、月の指導
計画案に記載

公営

・朝7：3０～8：
3０、夕16：3０
～19：００を利
用する園児が
多いので

・年齢別のクラ
ス分けを行う
など、状況に
応じて工夫し
ている
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どもの笑顔
や成長が肌で
感じられると
ころ

・保護者の方に
感謝されると
やっててよか
ったなと思う

・着替え等

・頭でっかちに
なって子ども
の為の保育が
実践できてい
ない

・コミュニケー
ション不足

・休暇が取りづ
らい

・子どもの成長
していく姿を
みられること

・子どもの持っ
ている力のす
ごさを実感で
きること

・同僚、保護者
から学ぶこと

・そうじ
・来週勤務の確

認

・専門性をみが
きたいけれど
正職員でない
ので研修に行
くチャンスが
ない

・資格をとった
けれど正規職
員としての採
用枠には入れ
ない年齢にな
っていたこと
でいつも臨時
採用

・給料が安い

・子どもの成長
をいつも感じ
一緒に喜びあ
えること

・子育ての経験
がないので、
あきらめてい
たけれど、子
どもの成長＝
保育士の成長
だから子ども
のおかげで少
しはできたか
な？

・いつも笑って
いられるので
気持ちが明る
くなり、よく
動くので身体
にもいい仕事
だ

・クラスだより
の修正

・子ども一人ひ
とりの成長を
親と共に喜ぶ
事ができる

・たくさんの子
ども達に出逢
えること

・色々な成長が
見られ、一緒
に感動したり
共感出来るこ
と

・放射能測定、
運動会準備他

・現代社会のニ
ーズと本来子
どもに必要な
こととのギャ
ップ

・施設の老築化
・気になる子の

増加

・子どもからも
らえる力
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・各クラス日誌

に毎日記録者
が記載

民営

民営

・ ７ 月、1０月、
1２月、２月参
観日と行事を
あわせて行っ
ている

・年２回、園内
研修、反省な
どを基に、自
己評価をレポ
ートして書い
ています

・職員会他、相
談、個別対応

（子どものあ
る家庭におい
て）

・子どもの成長
を感じ、それ
を一緒に喜ぶ
ことが出来る
こと

民営

・職員会月１回
３時間3０分

・年３回まとめ
の会議

・自由記述

・パート職員配
置（時差勤務
の補い）も同
じ保育士が入
り子どもの理
解、情緒安定
をはかる

・賃金が安い
・休みが少ない

・給食が食べら
れる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・着替えなど身
支度

・見通しを持っ
て行動するこ
との大切さを
学べたこと

・子どもと接し
て人が好きに
なったこと

・笑って仕事が
できること

・運動会資料

・非正規職員が
増え負担が多
くなった

・親ともかかわ
り方、考え方

・子どもの笑顔
をみること

・成長が見え喜
びあえた時

・修了児がたず
ねて来てくれ
たこと

・運動会の取り
きめ（組み立
て）

・給料面でのこ
と、保育士は
全体的に低所
得なので

・ 人 数（職 員）
がギリギリの
ため、事前に
態勢をとって
も当日職員が
休むと大変

・やりがいのあ
る仕事

・子どもたちか
ら教えてもら
えることの多
さ

・何年やっても
何十年やって
も日々会う子
どもが違うの
で、日々勉強、
スキルアップ
にもある

・毎年、一人担
任ではないこ
とも多く、複
数担任の中で
うまく話し合
いができれば
いいが、うま
く話し合われ
ず、２つに分
かれてしまう
ことも時々あ
り、気まづく
なった時

・給料面で、法
人保育園によ
って差もあり、
保育園全体的
に給料が安い
こと

・認定こども園
制度の実施

・毎年、子ども
た達がかわっ
たりする、年
齢別によって
も違い、性格
も違う子ども
たち一人ひと
りと関わり、
成長していく
姿が見れると
ころ

・人間形成の大
切な時期だが、
そんな子供た
ちと関わる中
で、自分自身
も笑顔でいら
れる現場

・卒園児に会え
たり、保護者
の方々より、
感謝の言葉を
頂いた時

・大好きな子ど
も 達 に 囲 ま
れ、創立者の
理念を基に信
頼できる施設
長、同僚と保
育できること

・自分だけで保
育しているの
ではなく、た
くさんの人に
支えられてい
ること。団結
力

・保育に一生懸
命力を注いだ
分、 達 成 感、
充 実 感 が あ
る。今の職場
ではたらける
こと幸せです

・子どもと一緒
に過ごせるこ
と。信頼でき
る先輩、仲間
に出会えたこ
と

・人との交わり
が多く、色々
なことを学ぶ
ことができた
こと（感謝す
る心など）

・とてもやりが
いがあり、毎
日楽しいと思
えること

・お金、休日が
少ない

・持ち帰り仕事
が多い

・子どもとじっ
くり関わり成
長を喜びに合
える

・自分の子ども
をあずけてい
る為の送り迎
え

・土曜日の休み
が月に一度し
かとれないこ
と

・いろんな家庭
の事情を持つ
親が多く対応
の難しさ

・子ども達の成
長の喜び

・自分自身の子
育てに活かせ
ること

・人間関係の広
がり（保護者
も含め）
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・一時保育担当
が場合によっ
ては有効に活
用できる

・教材作成
・ピアノ練習
・成長の記録作

成

・どのように保
育を展開して
良いかわから
ない場面があ
る

・自己では学べ
ない事までが
教えて頂け、
自分自身の向
上ができる

宗教
法人

・新人研修
・中堅研修
・園長主任研修

・園独自で作成
した人事考課
基準書に基づ
いて、学期ご
とに各自振り
返りをして、
提出していま
す。園長や主
任が目を通し
て総括してい
ます。又、総
合勤務自己評
価表に４段階
で書き入れま
す。特に園で

「チャレンジ
ポイント」「積
極 性」「 ホー
レンソー」「接
渉力、表現力」
の評価を倍に
し て1００点 満
点で換算して
います

・２歳～４歳の
縦割りクラス
の時間を設け
ている

・３歳以上児は
幼稚園と合同
の保育を実施

・遅番と早番は
同一の職員で
行い、生活の
連携を図って
いる

・翌日などの確
認 ・事務的な仕事

・子どもへの対
応

・保護者への対
応

・充実した保育
にするために
はどうしたら
よいか

・子どもの成長
を感じられる

・子どもに頼っ
てもらえる

・一緒に経験が
できる

民営 ・市、県の研修
・法人用研修

・ISO14００1、
9００1（環 境、
品質）

・手遊びや遊び
のバリエーシ
ョンが少ない
事

・植物などの知
識がないこと

・子どもと関わ
れる仕事がで
きること

民営

・体調を崩した
時、子どもに
うつしてしま
うかと心配

・かわいい子ど
も達と日々一
緒にいて、成
長を見て感じ
られる

・季節を感じら
れる

・子ども達から
たくさんのパ
ワー を も ら
い、自分も学
ぶことが多い
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・行事のお面制
作

・保育のまとめ

・時間が足りな
い

・体と心のモチ
ベーションを
常に保てない

・休けいがとり
づらい

・子どもの成長
が見られる

・子どもの笑顔
が見られる

・毎日やりがい
がある

・後輩の育成
・親への子育て

支援ケースが
増、面談等の
時間と保育士
の力量が問わ
れる

・計画、記録等
は時間内で終
わらない

・保護者との連
携がきちんと
出来ることに
より、子ども
のいい発達成
長につながる
ことを感じる

・自分自身を活
かした仕事が
できる

・子どもの成長
を喜びあうこ
とが仕事への
満足につなが
る

・体調不良時に
職場に迷惑を
掛けること

・子どもが可愛
い

・子ども達の成
長が嬉しい

・子どもに慕わ
れ一緒に過ご
すことが楽し
い

・保育教材、保
育室の飾り作
り

・給料が少ない
・時間外労働を

やらぜるを得
ない

・休暇がとれな
い

・子どもの成長
を間近に見ら
れるころ

・ 子 ど も の 笑
顔・保護者と
子どもの成長
を共に共感で
きること

・行事や土曜出
勤 が あ る 中
で、子どもの
登園人数も多
いので、振替
代休や有給の
やりくりが毎
日誰かが１名
休む事になる
など、難しい
が何かとやり
くりしている

・やりがいがあ
ること

・最近の保護者
の意識の差

・子どもの成長
を見られると
同時に自分も
成長できてい
ると思う

・保育教材の作
成

・最近の保護者
の意識の違い、
アドバイスの
しかたが難し
くなってきて
いる

・大人だけの職
場では見るこ
とのできない
驚きや発見を
子どもたちと
楽しむことが
できる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・所内研修
・所内研修を通

して行ってい
る

・各クラス担任
同士の横の連
携及クラス同
士の縦の連携
を十分に図り
ながら（３歳
未満児、３歳
以上児、主任、
所長との連携
も含む）全体
の連携へと繋
げていけるよ
うにする

・保育教材を作
成

・ピアノが苦手
なこと

・保護者対応

・調べていった
ゲー ム な ど
を や っ て み
て「楽しかっ
た！」「 も う
一 回 や り た
い！」と楽し
んでくれた

・楽しいこと、
悲しいこと、
嬉しかったこ
となど共感で
きる

・子ども達の笑
顔をたくさん
見れ一緒に笑
うことができ
た

公営

・摂食について
・年長の育ちに

ついて
・４歳児の発達

について

・評価点検表を
用いて記入し
て提出する

・持ち帰り残業
を な く す た
め、時間を工
夫し3０分でも
職員がだぶっ
ている時は事
務や教材作り
をする

　（例： 担 任 ４
人クラスなの
に時間外入れ
て５人いる）

・職員の無駄な
勤務をなくす
よう園長は気
を配る

着替え

・保護者への対
応に困る時が
ある

・子どもとの関
係作りに困る

（悩む）時が
ある

・初めてするこ
とに対して、
どのようにし
ていければい
い の か 困 る

（悩む）

・子どもと関わ
る時間ができ
たこと

・仕事に対して
やりがいを感
じることがで
きる

・社会人として、
子どもを預か
るものとして、
責任感を持て
るようになっ
た

公営

・保育の自己評
価表を各自記
入してもらい、
園長、副園長
とヒアリング
を行う

・運動会準備 ・責任が伴う半
面給料が低い

・子どもの良い
ところが伸び
たとき

・いろんな人の
保育を知るこ
とができたこ
と
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・室内環境を変
える（配置が
え）

・製作準備

・自分の学びた
い分野の研修
があまりない

（実 技、 具 体
的な援助、環
境など）

・仕事を通して
自分も成長で
きたと思う

・子どもや保護
者が信頼して
くれたと感じ
られた時

・保護者との関
係がスムーズ
にいかない事
がある

・日々子ども達
と過ごしてエ
ネルギーをも
らっている

・縫いもの

・子育てとの両
立の大変さは
感じる（祖母
がいないと成
り立たない）

・大好きな子ど
も達と過ごす
ことができ、
その成長を見
守れること

・運動会の準備

・親との関係が
難しい

・思っているこ
とをストレー
トに気持ちに
だせない

・色々な面でス
トレスが多い

・子どもと楽し
く過ごせるこ
とができる

・季節を感じな
がら仕事がで
きる

・行事を通して、
子どもの成長
が見られる

・様々な館気を
もつ保護者も
あり、対応に
悩むこともあ
る

・子どもの成長
を保護者と共
感できること

・年齢によって
は仕事量が多
い

・子どもと関わ
り成長を感じ
た時、それを
みんなで喜べ
た時
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・保育日誌の評
価欄に自己評
価を記載して
いる

・朝夕の延長保
育時間はパー
トだけでなく
必ずフルタイ
ムの保育士を
配置している

（朝 ３ 名、 夕
３名）

・休憩時間パー
ト保育士を2
名雇用し、ス
ムーズに休憩
が と れ る よ
う に し て い
る（11：3０～
1２：3０、1２：
3０～13：3０）

・離乳食担当パ
ート保育士を
１名雇用し、
０歳児担当３
名のところ、
昼食時は4名
で対応してい
る（1０：45～
11：3０）

・朝7：3０～8：
3０、夕17：15
～18：15の短
時間保育パー
トに地元の保
育士養成の短
大 生 を 雇 用

（その他の1０
名中９名）し
ている（一日
に朝１名、夕
１名で園庭整
理や遊具の消
毒等）

・週案の作成

・残業や持ち帰
りの仕事が多
く、趣味にと
れる時間がな
い

・腰痛や肩こり
など仕事柄の
影響

・子どもの成長
を感じ、喜べ
る

・毎日の充実感
に生きがいや
働きがいを感
じる

・子どもと過ご
す時間に楽し
さを感じる

公営
・環境の見直し

についての検
討会

・保護者対応の
難しさ

・“子どもにと
って” の保育
を見直す時間、
さらに研修等
に行く時間が
なかなか持て
ないこと

・他の専門職や
他機関との交
流が少ないこ
と

・たくさんの子
どもの笑顔・
成長を感じら
れること

・様々な家族に
関わることが
できること

・自分がどのよ
うに成長して
きたか再思考
できること

公営

・発達支援研修
・研修報告会
・安全危機研修
（園内）

・保育者として
の基本的な研
修

・正規職員は人
事評価制度

・全職員はチェ
ックリストを
通して自己評
価を行う

・クラスの配置
だけではなく、
その日の園児
出席人数によ
り流動的に職
員の対応を考
える
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・朝→ミーティ
ング、夕→保
護者への引き
渡し

・書類をやる時
間がなく結局
家に持ち帰る
しかない

・正規と臨時同
じようにと言
われているが、
無理だと思う

・臨時職員に求
められている
責任が重すぎ
る

・他の仕事では
えられないや
りがい

・子どもと過ご
すことでいや
される

・クラス便り ・保護者対応

・たくさんの子
ども達と出会
えること

・子どもの成長
を見守れるこ
と

・運動会前日準
備

・子どもと接し
ていることが
楽しい

・事務的な仕事
・保護者対応
・保育以外の業

務が多い

・子どもの成長
を見ることが
できる

・子どもと過ご
す時間が楽し
い

・親との関係の
難しさ

・子どもたちと
楽しみを共有
できた事

・子ども達の成
長を親と感動
し合えた事
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・自己評価チェ

ックリスト使
用

・子ども達と過
ごしていく中
で、子ども達
の成長する姿
を見る事が出
来たり、信頼
関 係 を 築 き

「先生、先生」
と言ったり、
笑顔をたくさ
ん見せてくれ
るようになっ
たことです

公営

・各月子どもの
活動や状態に
対する評価と、
保育士自身の
保育や援助、
環境設定に対
する評価を総
合的に判断し
て行う。毎月
提出し所長が
コメントをそ
れぞれにし、
保育の振り返
りができるよ
うに配慮。年
間評価も各自
行い、内容を
提出し面談も
行う

・体制について
は早めに一年
間の表を職員
に配布し、変
更がある場合
は早めに変更
できるように
している

・指導案の作成
・記録
・教材作成

・職場の人間関
係の難しさ

・歌、ピアノな
ど苦手なこと

・幼稚園教諭の
資格がないた
め、将来的な
不安

・大好きな子ど
も達に囲まれ
て仕事ができ
る

・公立なので、
勤務形態に無
理が無く、自
分の時間が持
てる

・日々やりがい
がある

公営

・ピアノが上手
くない

・人前に出るの
が少々苦手で
緊張する

・子どもから学
ぶことがある

・遊んでいると
毎日楽しく過
ごせる

・子育てについ
て色々勉強に
なる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

朝、書類の作成

・早番が始まり
自分の子ども
を早番だと保
育所に送れな
いこと

・クラスに正規
職員が一人し
かいないので、
月案、チェッ
ク表などを全
てやらなくて
はならず追わ
れている

・会議や打ち合
わせが要領が
よくなく長い
事

・子ども達と関
わり、楽しさ
や元気、笑顔
がもらえる

・仕事は大変だ
が、季節の変
化や行事など
に自然と興味
がもてること

・１日仕事をし
ていて１経つ
のが早い事

・指導案反省文
の作成

・書類や研修資
料等持ち帰り
になってしま
う業務が多い

・人との関わり
に携われるこ
ろ（親も子も）

・子どもとの触
れ合いがとて
も癒され色々
なことを教え
てもらってい
る

・自然や行事に
直接触れられ
季節を感じる
ことができる

・年々、難しい
保護者が増え
てきている事

・子どもの成長
を間近で見ら
れる事

・教材の準備、
パネルシアタ
ー

・家に持ち帰る
仕事がある

・保育だけでは
なく雑用（消
毒など）が多
すぎる

・臨時職員ばか
りで正規職員
がクラスに数
名しかいない

・子どもと接す
る時間が充実
している

・長年やってき
て子供が親に
なって、また
再会できたこ
と

・卒園した子供
が元気に成長
していること

・喉が元々あま
り強くないの
で、痛めて声
が全くでなく
なる、職場の
先生方に迷惑
をかけてしま
う。

・保護者との意
思の疎通の難
しさ、やわら
かく表現する
と伝わらず、
ストレートに
言うと気分を
害してしまう。
プライベート
でも、周囲か
ら は「先 生」
という目で見
られるので、
行動を控えた
り、ストレス
に感じること
がある

・一年間が終わ
り、子ども達
の成長を感じ
る事の喜びを
知ったこと

・就職前より、
地域との関わ
りが増え、人
とのつばがり
が強くなった

・自分のアドバ
イスにより、
子どもが変わ
り、保護者か
ら感謝の言葉
をもらった時
やりがいを感
じた。

・保護者からの
対応に困る要
求が増えてき
ている

・園を卒園した
後も園外で声
をかけてもら
い、大きくな
った姿を見れ
る

・子どもたちの
素直な気持ち
や笑顔を見る
と癒されたり
頑張ろうと思
える
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・１～２カ月毎

に項目そって
行う

・時間外勤務の
職員の配慮及
人数的に手の
かかる時間の
職員の配慮等

公営

・保育の内容に
ついては毎月
反省会を開き
振り返りをし
ている

・児童表作成
・日誌
・参考書を読む

・自分の力量不
足

・コミュニケー
ションの苦手
さ（保護者に
対して）

・子どもの人生
の一部に関わ
れる

・子どもの笑顔
が見れる

・自分も成長し
ていける

公営

・日保協、全保
協等の研修を
受けて園内で
報告

・保育時間は長
いので、支援
児にあたって
は二交代制を
とっている

・延長保育も補
助員から保育
士へと有資格
者に

・保育準備

・保護者や同僚
などとの人間
関係作りの難
しさ

・子どもの成長
を感じられる
瞬間に立ち会
えること

公営

・地域での保育
士研修会：年
数回あり、そ
れは進んで参
加、伝達、情
報しています

・短時間非常勤
保育士が多い
ので短時間で
すが、意思統
一、共通理解
を努力してい
ます

公営 ・年令別勉強会

・ 各 自 で 記 入
後、 第 一 次、
第二次評価者
が評価してい
る

・運動会に向け
ての製作物

・病気や怪我時
の対応

・他クラスとの
連携

・子どもの成長
が見られた事

・子どもが心を
開いて接して
くれたこと
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保護者対応

・子どもの成長
を見られる

・充実した毎日
を送ることが
できる

・さまざまな保
育のあり方に
ついて学んで
いかなければ
いけないので、
不安も感じる

・自分の得意な
ことが仕事に
いかせる

・子ども達とふ
れ合い、成長
を実感しなが
ら一年が過ご
せる

・自分の声かけ
や援助で保護
者や子どもが
笑顔になった
時

・担当クラスを
持ちながらも
フリー主任の
次に周りの事
に気をかける
ことができな
い

・保護者との信
頼関係を築く
のが難しい

・臨時職員が多
いので難しい

・子どもの成長
が見られた時

・保護者から認
められた時

・職業病の特に
小さな子ども
を扱うクラス
だと抱っこや
おんぶの頻度
が多く、首や
肩に負担がか
かり時々具合
が悪くなる面

・子ども成長を
日々目のあた
りに出来るこ
と

・成長の手助け
をしてあげら
れること

・自分達が子ど
も達のお母さ
ん代わりにな
ってあげ、精
神的に少しで
も支えてあげ
られること

・運動会の準備

・保育所は子ど
ものいる時間
が長いので、
事務や行事の
準備等をする
時間があまり
ない

・楽しくやりが
いのある仕事
です

・子ども達の成
長を保護者と
共に感じられ
る

・運動会等の準
備

・行事などの前
は特に持ち帰
り、自宅での
仕事が多い

・子どもと一緒
に遊び、生活
する中で子ど
もの成長を見
ることができ、
共に喜びあえ
る
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・共通理解の読
み合わせ

・潜在する危険
について

・個々の子ども
への発達に応
じた援助の難
しさ

・子どもたちの
成長を見て保
護者や他の担
任と共感でき
る

民営
・実技
・保護者対応、

園の保育方針

・今年度の研修
で取り上げる
予定

・パート職員の
適正配置（当
番、延長）

・土曜日の行事
では振替休日
を行っている

・フリー職員を
置いている

未回
答

・姉妹園看護師
による研修

・運動会準備の
為の作りもの

・勤務時間外に
することが多
い（月に２０時
間以上）

・職員時間が思
うままに使え
ない

・心が癒される
こと

民営 ・園外研修に行
っている

・自己評価表に
添 っ て Ａ・
Ｂ・ Ｃ・ Ｄ、
４段階で自己
評価する

・３歳以上児を
異年齢保育を
行っている

・時差出勤を行
い、朝と返り
の１時間は合
同 保 育 に な
り、年長児は
年下のお世話
をし、年下か
らは憧れの存
在になってい
る

・子どもたちの
成長が感じら
れる時

・笑顔で話しか
けてくれたり、
近づいてきて
くれた時

・運動会や発表
会などで、子
どもたちが生
き生きと楽し
そうに参加す
るのを見た時

民営 ・運動会の作り
物

・保育中の遊び
の展開に変化
がない

・叱る時の子ど
ものへ言葉か
けや対応の仕
方

・子どもたちに
癒される
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・休みがとれな
い

・時間で仕事が
あがれない

・自分が楽しい
と思える仕事
ができている

・ 当 日 の 日 誌
（記録）

・肉体的なきつ
さ（腰痛、腱
鞘炎）

・風邪などの病
気をもらいや
すい

・大好きな子ど
もたちと毎日
一緒にいられ
る

・日々の子ども
たちの成長を
身近に感じら
れる

・明るくいられ
る

・保育教材準備
・保育日誌記録
・パネルシアタ

ー

・職員同志の連
携・保育観

・給与の少なさ
・家庭との仕事

の両立の大変
さ

・好むパネルシ
アターや体操
を子ども達が
喜んでくれる
こと

・自分自身、子
どもと変わる
ことで、若々
しくいられる
こと

・未来の子ども
たちが日々成
長する姿を目
の前で見られ
ること

・文書作成と保
育記録作成

・最年長のクラ
スを受け持っ
た時の精神的
に追い込まれ
た時

・仕事のやりが
いと子どもと
過ごすことの
楽しさ

・運動会準備
・個人面談表の

作成

・保護者対応で
困ることがあ
る

・職員同士の関
係

・子どもの成長
を間近で感じ
ることができ
る

・将来の子育て
の練習になる

・子どもと話を
している時に
星や星座、昆
虫等を詳しく
知らない事を
聞かれたり、
話を聞きたそ
うにしている
時に勉強不足
だと感じ困る

・子どもと同じ
ことを思った
り、感じたり
すると、意思
の疎通が出来
たと感じ良か
ったと思う
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・職員間の連携
についてなど
テーマに添っ
た話し合い

・自己評価のチ
ェックリスト
を作成中であ
る

・早出職員、遅
出職員と正常
勤務との伝達
がきちんと行
えるようにす
る

・延長保育時間
内でのけがや
伝達はその日
のうちに担任
に必ず伝え担
任からも家庭
に連絡をとる
ようにする

・保育の記録
・保育教材の作

成

・保護者との対
応

・書類など書き
ものが多いこ
と

・制限があり、
製作などが思
ったようにで
きないとき

・子どもの成長
に携われるこ
と

・子どもと一緒
にいることで
様々なことに
気づかされる
こと

公営

・グループ研修
（年度初めに
テーマを決め
て行う）

・記述式の方法
で一人ひとり
保育内容など
について振り
かえる（決め
ら れ た 形 式
で）

・横のつながり
を 大 切 に し
て、時差勤務
を保障してい
る（クラスに
こ だ わ ら な
い）

公営

・年度初めに自
己の目標成果
シートを作成
し、中間と年
度末に自己評
価をする

公営

・育児タテカリ、
記録の取り方

（日誌）
・育児遊び

・年２回、個人
の自己評価を
提出（園長）

・（保 育 所） 園
運営の自己評
価は年３回行
う（書面にて）

・指導計画反省
（期、年間）の
中で行う

・クラス別の特
別保育人数に
合わせてシフ
トを決める

・朝、夕に必ず
乳幼児の職員
を入れたシフ
トにする

・クラスの体制
を考慮してい
シフトを組む

・パソコンの業
務があまり得
意ではないこ
と

・子どもの成長
を感じられた
時

・子どもたちと
楽しく過ごせ
ている時

・本当に子ども
たちってかわ
いらしいなと
思います

フリー 公営

・日々の保育日
誌の中に自己
評価の覧を設
け行っている

・朝礼で当日の
体制や翌日の
体制等確認し
ている

・月１回、リー
ダー 会 を 行
い、保育の体
制、勤務体制
等について話
し合っている

・子どもの成長
や発達を間近
で見ることが
できた時喜び
を感じる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・草取り ・書類

・書類など持ち
帰って行う仕
事が多いこと

・休暇中に連絡
がきたりなど
仕事とプライ
ベートの時間
をわけること
ができない

・子どもの成長
が見られたと
き

・保護者と信頼
関係を築けた
とき

・保護者とのつ
きあい方

・肉体的なつら
さ

・子どもの成長
や成果がみら
れること

・さまざまな人
との出会い

・保育士として
の経験が自分
の子育てに生
かせた

・子育てをして
いないのに母
親にアドバイ
スすること

・保育士同士の
人間関係

・日々の仕事量
の多さ

・子どもの成長
に関われたこ
と

・季節を感じら
れる

・行事などに追
われてしまう
こと

・事務量が多い
・保護者対応の

難しさ

・子どもと日々
接することが
できる

・毎日笑って過
ごすことがで
きる

・運動会の準備
物製作

・ 保 育 士 な の
で、完璧でな
ければならな
いという固定
観念

・自分の子ども
が病気の時や
行事参加での
休みがとれな
い

・土曜出勤の遅
番時

・子どもたちの
成長を共感で
きる時

・保護者と子ど
もの成長を共
感できた時

・行事や日々の
保育で保育内
容や自分のや
っていること
を認められた
時

・年々、保護者
対応が難しく
なってきてい
る

・仕事量が多す
ぎ、家庭との
両立が大変で
ある

・子どもと関わ
れる（喜びな
ど 共 感 で き
る）

・転園児へのカ
ード（メッセ
ージ）記入

・運動会案内状
の下準備

・同僚との人間
関係

・日常保育にお
ける望ましか
かわり

・保護者対応

・子ども達の成
長を感じられ
ること

・子ども達と思
いを共有でき
ること

・保護者同僚と
子ども達の成
長の喜び等わ
かちあえるこ
と

・行事準備（資
料等含む）

─ 195 ─



施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・運動遊び
・食育
・保育と環境

・各自、年間の
目標をたて、
それを達成で
きるようにし
ている

・年３回園長面
談を持ち、達
成を目指すよ
うにしている

・園全体で、協
力し合い、各
クラス保育を
行っている

・子ども達への
関わり方

・円滑に業務を
進めること

・子ども達の成
長を見届けら
れること

・子どもと一緒
に遊んで楽し
む

・子どもと共に
喜びを分かち
合う、笑い合
う

公営

・年度はじめに
目標を設定、
半期ごとに検
証し、施設長
とのヒアリン
グを行う

・誕生会、準備

・事務時間が長
い

・信頼できる上
司が少ない

・子どもの成長
を感じる、楽
しい

公営
・毎月自己評価

表を園長に提
出

・子どもの状況
に応じて必要
ないシフトは
減らし、保育
が充実できる
ようにしてい
る

・ 行 事 の 準 備
（台詞整理）

・子どもの成長
を近くで実感
することがで
きる

・毎日大好きな
子どもと触れ
合い、笑顔に
することがで
きる

・保護者の方と
少しずつだが
信頼関係を感
じた時

公営
・記録の取り方
・危機管理につ

いて

・各自のチェッ
ク表と、園全
体に対するチ
ェック表、保
護者アンケー
ト

・一時緊急保護
事業を行って
いる為、オー
プンスペース
を使用したク
ラス保育

・当番保育時間
の合同を、通
常勤務時間内
は ク ラ ス ご
と、それ以上
も で き る だ
け、クラスご
とに見れる体
制をとる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保護者対応等
の難しさ

・仕事量の多さ
・難しい子の対

応

・子どもとの関
わりを楽しめ
る

・子どもの成長
を身近で感じ
喜べる

・運動会の準備

・準備等の時間
の使い方の工
夫がうまくで
きずに持ち込
むことが多い

・子ども、保護
者他との関わ
りで保育のや
りがいを毎日
感じていられ
ること

・研究会データ
まとめ

・保護者対応の
難しさ

・職場の人間関
係

・子どもの成長
を日々感じる
ことができる

・仕事にやりが
いがある

・運動会の遊戯
の振り付け変
更

・日誌記入

・体力的にきつ
くなってきて
いる

・子どもも保護
者もかわって
きて昔より難
しくなている

・子どもが立派
に1年生にな
っていくとき、
何よりやりが
いを感じる

・運動遊びなど
子どもと一緒
に取り組んで
きたことが達
成 で き た と
き、共に喜び
合える

・行事が終わっ
たとき、作り
上げたという
喜びを感じる

・運動会係の仕
事

・職場の人間関
係で言葉のき
つい人への対
応

・子どもの笑顔
を見る時

・保護者対応が
年々難しくな
ってきている
こと

・事務仕事が多
いこと

・職員の人間関
係の難しさ

・子どもと関わ
ることの楽し
さ
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・毎日自己チェ
ック表にてチ
ェックしてい
る

・事務仕事をす
る時間がない

・子どもの成長
を真直かで見
ることができ
る

公営

・チェックリス
トにより、自
己評価を行い
乳幼児で出し
合い課題を探
っている

公営

・日誌、週案、
月カリに自己
評価の欄を作
り記入後、次
への保育にい
かしている
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・異動すること
で一から人間
関係を築いて
いかなければ
ならないこと

・男性というこ
とで他職員と
関係を築いて
いくのには難
しいところが
ある、異動前
も３年はかか
った

・異動前に通用
した経験が通
用しない

・日々子どもの
成長や笑顔と
接することが
できること

・卒園しても子
どもや保護者
が親と手紙な
どで連絡を頂
けること

・子どもと担当
した一年を一
緒に過ごせる
こと

・当番表作成

・保護者対応
・職場の人間関

係
・仕事量の多さ

・子どもの達の
成長を見て、
その成長を子
どもや保護者
の方々と喜び
合える

・今まで自分の
ことをなかな
か受け入れて
くれなかった
子が、笑顔を
見せてくれた
り、話をして
くれたり、受
け入れてくれ
るようになっ
た時

・子ども達と遊
んだり、悩ん
だり考えたり
と日々一緒に
生活していく
中で共に成長
していくこと
ができる

・体が痛くなる
・行事前など常

に頭から離れ
ない

・当番等で夜、
学校等に通っ
て学ぶことが
できない

・健康的な生活
を送ることが
できている

・子ども達の成
長を見守って
いける

・成長を共に喜
べる

・集団からはず
れてしまう子
への指導

・筋力の弱い子
への指導

・子どもと接し
ていてかわい
い、この子成
長したねと実
感できること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

㈱ ・園外研修の内
容研究等

・年２回本部か
ら自己評価の
課 題 が 出 さ
れ、自己評価
し、それを園
長が評価する

・有休休暇は本
人の希望を優
先する

・ローテーショ
ンはなるべく
平均に回るよ
うにする

・膝などが悪く
なってしまう
こと

・毎日子ども達
と関われるこ
と

・将来、自分の
子どもを育て
る時に必要な
ことが学べる
こと

民営 ・テーマを決め
た研修

・チェックリス
トによる園長
面談年３回

・事務仕事
・保育教材

・子どもから大
好きと言われ
る事

・卒園した子ど
もや移動した
ところの子ど
も達に名前を
覚えてもらっ
ている時

・子どもの成長
を感じる時

民営
・園独自の自己

反省表に毎月
記載する

・週案の作成
・ 給 料 が 安 い
（残業代が出
ない）

・仕事（子ども
と関わってい
ること）楽し
い

民営 ・年１回、年度
末に行う

・職員の勤務体
制 は 万 全 で
す（ベテラン
職員が多いた
め）

・毎日色んな子
どもと関われ
ること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・日誌
・保育製作物

・もう少し社会
的地位をあげ
てほしい

・給与が少なす
ぎる

・子どもの成長
を感じる

・保育教材の作
成

・事務的な仕事

・給与が少なく
将来が不安で
ある。仕事に
は満足してい
るが経済的な
面で続けるか
迷っている

・保育士の人数
が少なく、必
要な保育がで
きていない

・保護者の要望
は毎年増えて
いくが、上の
２つが増えな
い為、対応し
きれていない

・多くの子ども、
保護者、職員
と関わること
で 色 々 な 考
え・意見を聞
くことが出来、
世界が広がっ
た

・子ども達の成
長を間近で見
ることができ
た

・マニュアル通
りにいかない
仕事なので以
前よりはよく
考えるように
なった

・腰痛が慢性的
になり辛い

・日々成長する
子どもたちと
過ごす喜びを
毎日感じるこ
とができる事

・保護者対応
・後輩育成

・信頼ややりが
いを得る事が
できた

・人として成長
できた

・行事書類

・家庭との両立
が難しい

・自分の子を優
先できない

・給与面（仕事
量とわり合わ
ない）

・子どもに対し
ての知識がつ
いた

・自分が保育士
として適正が
あるかどうか

・保護者との会
話

・話を聞けない
子への対応

・子ども達の成
長とともに自
分自身も成長
できる

・幼児期の過ご
し方の大切さ
を知ることが
できた

・関わった子ど
も達の成長を
見ることがで
き、卒園を見
届けることが
できる

・運動会に使う
物の準備

・資料探し（園
に残って）

・年齢とともに
体 力 の 低 下

（疲れがとれ
ない）

・保護者の対応
の難しさ

・子どもからパ
ワー（笑顔・
笑い）がもら
える

・季節を感じ一
年間過ごせる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・自分の保育が
子どもにとっ
て、本当に成
長する過程に
おいて基盤と
なっているか

・子どもの笑顔
が見られるこ
と

・先輩職員の保
育の進め方や
考え方を学べ
ること

民営

・各年齢別のカ
リキュラム・
業務の成果、
評価（年２回）

・個々に応じた
対応ができる
よう小グルー
プに分けて保
育（乳児）

・ 縦 割 り 保 育
（幼児）

・食育をテーマ
にバイキング
方式で食事

・延長児が多い
ため細かい時
間差で勤務

民営 ・実技研修（ピ
アノ、絵画）

・年2回Do-cap
表を提出し、
管理職と面接

・土曜日の合同
保育の際は、
リーダー保育
士の配置を心
がける

・8：3０～18：
3０のコアタイ
ムには必ず担
任がいるよう
に配置する

・早朝、延長時
間、乳児、幼
児に分けるよ
うにしている

（保育の質の
確保のため）

・研修に向けて
の作成物

・週案の作成
・研修に向けて

の作成物（裁
縫）

・仕事量の多さ
・時間外手当が

つかない
・長期休暇がと

れ な い（4日
以上）

・子どもの成長
を感じられる

・子どもの発達
段階を知り得
ること

・季節ごとの遊
び、歌、制作
物等、自分の
引き出しが増
えたこと
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・会議の準備 ・運動会につい
て

・幼児経験が全
くない中での
一人担任を任
されたこと

・先輩によって
言う事がバラ
バラで園とし
ての統一がな
されていない
ことを感じた

・園として土台
がしっかりし
てないこと

・以前いた職場
を 退 職 す る
時、保護者の
方々にねぎら
いの言葉をた
くさんいただ
いたこと（自
分では保育に
自信がなかっ
たので、保護
者の方々が言
ってくれた時
は本当に嬉し
く少し自信と
なった）

・子どもの成長
をこの目で見
た時

・ 子 ど も の 笑
顔！！（なに
よりこれが一
番最高だと思
います）

・職員同士の意
識の違い、方
向性の違いな
ど

・子どもの笑顔
を見ること成
長を日々感じ
られるところ

・研修報告書作
成

・保育感の違い
が大きい人と
同じ職場にい
る時は困る

・指導に対して
同調できない
人がいる時

・子育て支援に
対してクレー
ムを言う人が
いる時

・子どもの成長
を一緒に感じ
られること

・子どもの成長
の手助けが出
来ること

・子どもの成長
とともに笑顔
で多くの時間
を過ごせるこ
と

・運動会資料作
り

・仕事をしなが
ら楽しさを感
じられること

・自分の子ども
以外の子の成
長を間近で感
じられること

・自分の仕事に
対して熱くな
れるところ

・予想外な保護
者の言動や行
動にたまに困
惑している

・保育だけでな
く、医療的な
知識や栄養士
的な知識を勉
強することが
できたこと

・子どもと触れ
合い保護者と
関わることで
自分の成長に
もつながり視
野が広がった

・協力し合うこ
との大切さを
知ることがで
きた
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・研修の報告会 ・非常勤職員の
配置

・会議の進行の
ためのまとめ
書類

民営 ・要支援児指導
巡回先生毎月

・自己評価項目
を書いた用紙
に記入しても
ら

・各クラスにリ
ー ダー を お
き、リーダー
がクラスをま
とめ指導する
体制

・出勤前と仕事
を終えた後の
着替えの時間
です

・人間関係（職
場内での上下
関係、保護者）

・保護者対応

・大好きな子ど
も達と沢山の
時間を過ごす
事が出来楽し
い

・行事や目標に
向かってやり
とげた時の達
成感は気持ち
がいい

・コミュニケー
ショ ン の 力、
人前で何かを
する力がつい
た

・子育てに役立
てたい知識も
得た

（株） ・査定

・園児が数多く
登園する時間
帯（8：3０～
18：００）に各
クラス担当ど
ちらかがいれ
るように体制
を整えていま
す、保護者と
話ができるよ
うに

・なるべく研修
に参加できる
ようにシフト
の調整に取り
組んでいます

・新しい園児が
入園してきた
時、クラスリ
ーダーが一カ
月 間 は8：3０
～18：００の勤
務体制にして
園児が園に慣
れて落ち着く
まで、同じ職
員で対応でき
るようにして
います

・月案の検討
・運動会のダン

スの振り付け

・困っているこ
と で は な い
が、これから
自分が出産な
どできる環境
が不安

・自分の保育ス
タイルがまだ
固まっていな
いので、自信
があまりもて
ない

・子ども達が新
しいものを発
見したときの
うれしさや楽
しさを共有し
ながら自分自
身も新しい発
見ができるこ
と

・毎日が刺激が
あり、楽しく
すごせること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・日誌の記入

・他の保育士と
の考え方の違
い

・保護者支援の
難しさ

・他の保育士の
きげんをそこ
ねない様に保
育していかな
ければならな
いこと（子ど
もに影響する
から）

・大好きな子ど
も達と一緒に
いられること

・保育の経験を
自分の子育て
にも活かせる
こと

・子ども達の成
長にたずさわ
り、それを保
護者と共に喜
べること

・勤務表作成

・（保育時間の
長さから）事
務体制

・休憩が取る習
慣がない

・職員間のまと
まり

・自分自身が成
長できること

・いつまでも若
くいられる

・たくさんの人
たちと関われ
る

・難しい親に対
する対応や声
かけ

・行事等での製
作が進まない
事

・子どもたちの
笑 顔 を 見 た
り、一緒にな
って遊んだり
して子どもと
触れ合ってい
る時

・母親や保護者
に子どもの事
で相談された
時

・一つの行事に
取り組んで、
その中で子ど
も達の成長を
感じられた時

・週カリの記入
・連絡ノートの

記入
・クラス便りの

コピー

・ 保 護 者 対 応
（特に精神疾
患を持つ保護
者への対応）

・事務時間を勤
務内で作れな
い

・若い人材育成

・子どもとの毎
日のかかわり
から、沢山の
感動をもらう
こと

・保護者から感
謝される機会
に恵まれるこ
と

・卒園児がいつ
までも保育士
のことを覚え
ていてくれる
こと

・子どもから風
邪をもらいや
すいこと

・子どもたちの
たくさんの笑
顔が見られる
こと

・子どもと一緒
に成長できる
こと

・ 運 動 会 準 備
（書 類、 買 い
物）

・ ク ラ ス 書 類
（下書き）

・子どもとの触
れ合い、成長
の喜び

・沢山の人との
出会い
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営
・保護者に対す

る対応の難し
さ

・子どもの成長
を間近に感じ
られること

民営

・３～５歳クラ
ス→異年齢ク
ラスとしてい
る

民営

・年一回の職員
と園長面談の
中で、園長作
成のアンケー
トによる自己
評価をして面
談で話し合う

・ビデオの残量
（テープ）の
確認

・子ども（担当）
のバースデー
作り

・子ども同士の
トラブルなど
の仲裁に入る
時、どんな言
葉をかければ
子ども同士が
納得できるか
悩んでしまう

・子どもの成長
を近くで見れ
る

・子どもが楽し
い面白いと言
い、満面の笑
みを浮かべた
時、嬉しい気
持ちになる

民営
・ 保 健 師 講 習
（感染症、アレ
ルギーなど）

・２月頃に今年
度の課題に対
しての評価を
書 い て も ら
う、それに対
して来年度の
課題をたてる

・実際子どもを
産んでいなく
ても子どもの
成長を感じる
ことができる

民営 ・園外研修、報
告

・指定用記述後
園長と面談

・清掃
・記録

・保護者への報
告や保護者対
応

・時々ある急な
残業

・子どもの笑顔
が毎日見られ
る

・毎日「ありが
とうございま
した」と保護
者から声をか
けてもらえる

・やりがいがあ
る

・自分が成長で
きる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・鍵をあける、
カーテンをあ
け る（園 の ）
等

・疲れがたまる
と、腰痛等で
痛いと少々大
変に感じます

・経験を重ねる
ごとに子ども
といる時間が
楽しく感じま
す

・子どもが体調
を崩した時の
勤務の調整

・子どもの笑顔
が見られた時

・子どもの成長
を感じられた
時

・保育記録のま
とめ

・精神的に追い
つめられる時

・社会から見た
保育士の地位

・人間相手の仕
事、良くも悪
くも自分を見
つめられる、
そして相手の
気持ちをわか
ろうとする仕
事につけたこ
と

・子どもの成長
した場面に立
ち会えること

・身体が疲れて
すぐ寝てしま
い、自分の時
間がほとんど
持てない

・子どもや父母
が喜んでくれ
ることがうれ
しい

・着替え（準備） ・手紙作成

・昨年の５歳児
の担任との対
応が違う（上
司）

・子どもと一緒
に過ごす喜び
を知った

・保育室の掃除

・職場（保育感）
の 人 間 関 係

（保育に向か
う姿勢）

・子どもの成長
を発達援助に
よって見る事
ができる

・自分の身体を
使って仕事を
している実感
を味わえる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・全職員へ個別
ファイルを配
布し、自らの
評価をいつで
も振り返られ
るようにして
いる

・異年齢が交流
して遊ぶ体制

・子どもの興味
を深めるため
の環境作り

・ローテーショ
ン勤務体制

・書類
・ピアノの練習

・書類の持ち帰
りの仕事が多
い（勤務時間
内では出来る
事がない）

・給与が低い

・毎日が同じこ
と の 繰 り 返
しではなく、
日々の中で子
どもの成長や
笑 顔 が 見 ら
れ、子どもと
過ごすここと
の楽しさを感
じられる

・大変な仕事で
はあるが、や
りがいのある
仕事

・色々な人との
関 わ り の 中
で、自分自身
の考えや行動
等成長できた

民営

・年２回合同研
究会

・月一回の職員
会議、カリキ
ュラム会議、
管理職会議、
全てが研修に
なるような内
容になってい
る

・職務基準書に
基づき、毎月
自己レビュー
する

・行事が忙し時
は体力的にき
つい

・帰宅が遅い、
給料低いと生
活に響く

・やりがいのあ
る仕事

民営

・市役所など公
共の施設にい
くことがむず
かしい（平日
の保育時間と
重なってしま
うので）

・初めのうちか
ら責任のある
仕事を任せて
もらえること

・子どもの成長
を 周 囲 の 人

（保護者や職
員）と共有で
きたこと

民営

・ 考 課 者 研 修
（ リー ダー 層
中心に、業務
改善）

・園内保育研修
（自分達の保
育を客観的に
見直す）

・職員全体で確
認した人事考
課を基に年に
1回自己評価
をして提出し
てもらう、そ
の後主任・園
長との面接も
昨年度は行っ
た

・各フロア（ク
ラス）を２交
替制で行うと
共に、早番・
遅番体制を取
り入れている

・延長保育は基
本的に専用保
育士・遅番保
育士で行って
いる

・遠足の準備
・運動会の準備
・保育計画

・「あれをやっ
てみたい」と
いう事があっ
ても、記録や
計画を立てる
ものが多く、
なかなか取り
かかれない時
がある

・日々の筋肉痛

・子どもとの関
係が深まって
いく事に喜び
を感じる事

・季節の変化や
自然物との触
れ合いを自身
自身で楽しめ
るようになっ
た事

・人とのコミュ
ニケーション
がついたと感
じる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・運動会用書類
作成

・展示会用書類
作成

・チーム（クラ
ス）の保育士
の人数が多い
と意志統一が
難しい

・新任保育士の
教育

・日々成長して
いく子どもた
ちに関われる
こと

・サービス残業
が多い

・お子さまの成
長を身近で感
じることがで
きる

・お家の方に感
謝の言葉を頂
いた時

・後輩、同僚へ
の指導

・楽しいと思え
る事

・様々な知識を
身 に つ け た
り、様々な経
験を子どもた
ちとできるこ
と

・制作物の仕上
げ

・書類の作成

・自身の年齢と
仕事のきつさ
の ギャ ッ プ

（思うように
身体がついて
いかなくなっ
てきているの
を感じる）

・リスク管理、
保育士同士の
リスク感のギ
ャッ

・家庭環境（子
どもを取り巻
く）の複雑さ
を感じると厳
しい

・子どもたちと
の一体感

・子育てで、で
き な か っ た

（自分の）子
どもとの向き
合い方を学べ
ること

・いつまでも若
くいられる?!

・仕事以外の時
間での職員と
行事の打ち合
わせ等

・誕生日カード
の作成

・保護者対応の
難しさが出て
いる、ニーズ
が高まってい
る

・給料が低めな
こと

・子どもの成長
を日々見られ
ること

・大変な時もあ
るが、毎日何
かしら笑って
いられること

・健康になった
（心身ともに）

・保護者との信
頼関係を気付
く事の難しさ

・子どもの成長
していく姿を
見られる事

・仕事のやりが
いを感じられ
る事

・子どもと喜び
を 共 感 し た
り、自然の中
で一緒に遊ぶ
中で季節を感
じられる事
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・人材教育担当
部

・第３者評価
・利用アンケー

ト

・３歳以上児は
縦割保育

・労務管理担当
部が毎日の降
園（退社）時
間を記載し、
遅い場合は注
意を促す

・運動会に使用
する曲選び

・保護者との関
わり

・発達に関する
専門知識

・パフォーマン
ンスのバリエ
ーション

・子どもと接す
る楽しさ

・成長を手助け
し見届ける事
ができる

学校
法人

・園外研修（保
育、保健、食
事）

・園外研修（保
育関係）

・園独自の項目
に５段階で自
己評価し、施
設 長 へ 提 出　
年３回

・時間外保育時
間帯の利用人
数に添って、
勤務人数の調
整をして出勤
表作りをして
いる

・休暇者の代替
にフリー主任
を当て、現場
の手薄状況を
作らない配慮
をしている

・月案作成（一
部）

・行事が近くな
ってくると、
行事の仕事に
追われてしま
い、保育中心
に動くことが
できなくなる

・子育て中の勤
務だが、自分
自身の仕事が
保育中に進め
ることができ
ず、残業（サ
ービス）持ち
帰りの仕事が
あり、家庭に
影響すること
もあり、悩み
中

・子どもの成長
を身近で見守
る こ と が で
き、やりがい
を感じる

・人と接するこ
とで、日々い
ろいろな体験
ができ自分自
身も成長でき
る

民営
・０～３歳のモ

ンテッソリ―
教育について

・一年の反省の
ところで５項
目に分けて自
己評価反省を
行う（１月末
までにその年
度のことで）

・8：3０に は ３
歳未満児クラ
スは２名担任
が揃っている
こ と、9：００
には全員出勤
しモンテッソ
リ―教育の自
由活動がスム
ーズに行える
ようにしてい
る

・職員会議は月
１回土曜日の
午前中に全員
そろって行

い、その間は、
バイト、早番
の先生（パー
ト職員）で保
育に実施する
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子ども達と行
事に向けて取
り組みやり遂
げた時

・年長児を卒園
させた時

・職員同士との
話し合い、行
事準備

・研修報告書作
成

・クレームを言
ってくる保護
者への対応

・新人職員がな
かなか仕事を
覚えてくれな
い

・職員から他職
員の欠点を言
われどの様に
対応したらよ
いか

・子どもの成長
を見られるこ
と

・行事をやり終
えた後の充実
感と子どもの
成長や満足感
が与えられる
こと

・保護者とうま
く信頼関係が
結べた時

・子どもの園制
度の複雑さが
いつまでたっ
ても解決して
いかない

・ 保 護 者 のl勤
務形態等、子
育てする保護
者への支援と
して社会の理
解（災 害 等）
がもう少し深
まって欲しい

・子ども達の成
長を見守り、
成長した子ど
もと再会でき
る喜びが与え
られる

・仕事や様々な
方と関わる事
で自分自身を
高めることが
できる、見聞
きを広められ
る

・子育て支援、
地域支援に関
われる

・保育計画月案
の作成

・長時間保育等、
現在保育園に
求められてい
ることが本当
に子どものた
めになるのか
疑問に思う事

・保育内容につ
いて、行政な
どから規制が
大きくなって
いるように感
じられること

・子ども達と関
わり合って過
ごす時間が本
当に楽しいこ
と

・自分に合うと
思われる職業
を持って生活
できたこと

・保育の仕事に
ついたことで
様々な経験を
積むことがで
きたこと

・子どもの成長
が 間 近 で 見
れ、やりがい
を感じる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・絵本部会、散
歩部会、食育
部会、栽培部
会、環境（室
内）部会

・行事の準備、
明日の保育の
準備

・１日１日充実
した生活を送
れること

・四季、行事な
ど季節感を感
じ、生きてい
る実感を感じ
られること

・子どもたちが
園生活を楽し
んでくれてい
ること

公営

・人権に関する
研修

・個人情報に関
する研修

・カリキュラム
会議の中で話
し合っている

・休暇、早番、
遅番が同じク
ラスに重なら
ないようにし
ている

・翌日の保育の
準備

・明日の保育の
準備

・クラス内でも
色んな性格の
子どもがいて、
子どもを教育、
しつけること
が大変。どう
対応していい
かとても迷う

・ 職 場 だ け で
は、その日の
仕事が終わら
ないこと

・残業や翌朝早
く出勤してま
で保育の事を
考えなくては
ならないこと

・子どもたちが
寄ってきて一
緒に遊ぼうと
してくれるこ
と

・子どもの成長
を実感したと
き

公営

・H２3年度のテ
ーマ（教材作
り、環境の見
直し、保護者
支 援 に つ い
て）

・各クラス、乳
児、幼児全体
会議等で振り
返りと改善を
するようにし
ている

・職員が交代勤
務となり、連
携がスムーズ
に行くように
留意している

・伝え忘れがな
いように、メ
モと記録を心
がけている

・ひざ、腰が痛
い

・子どもの成長
を間近に感じ
られること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・人形づくり
・肩こりと腰痛

がひどくなる
こと

・子どもたちと
心から楽しん
で遊んだり笑
えること

・子どもたちと
１つのことを
やりとげられ
ること

・保育以外の事
務量が多い

・年々体力が追
いついていか
なくなってい
る

・保護者とのか
かわり

・生涯やりがい
を持ち、仕事
を続けられる
事

・子どもの成長
をともに喜び、
楽しく仕事が
出来る事

・人と人とのか
かわりを持ち
続けられるこ
と

・パソコンを使
っての事務は
職場ではほと
んどできず持
ち帰って行っ
ている

・保護者の子ど
もへの愛情が
薄くなってき
ている、愛情
をもって子育
てできるよう
支援するには
どうしたらよ
いか

・支援の必要な
子や保護者が
多く単数担当
では援助しき
れない

・子どもの成長
がみられた時

・保護者と共感
し合えた時
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・研修報告を１

人1０分で発表
する

・子どもが多い
時間帯に職員
の層を厚くし、
安全保育に努
めている

・職員の情報を
共有するため
にミーティン
グ ノー ト に
日々の伝達事
項を記入し全
員が目を通し
周知できるよ
うにしている

・ペープサート
の作成

・保護者に伝え
たいこと（子
どもの姿や必
要事項など）
をうまく言葉
に出来ない

・踊りの動きに
キレがないこ
と

・子どもの成長
していく姿を
そばで見る事
ができること

・子どもの成長
していく姿を
保育士間でも
共感できるこ
と

・準備すればそ
の分楽しんで
いる姿が見ら
れる手応えが
見られること

公営

・こども園、小
学校、中学校
の連携研究

・保育内容研究
・環境教育
・里地里山研究

・アンケート及
び記述形式

・外部者評価

・昼の時間を活
用し、勤務時
間内になるべ
く多くの職員
が参加し、会
議や研究会が
もてるように
する

・時間で仕事か
らあがれるよ
う園全体のま
わしを意識し
ている

・園児数をあら
かじめ把握す
ることで、有
効的に働いて
もらえるよう
パートの職員
配置を考えて
いる

・全職員が保育
内容や情報を
共通理解し、
把握できるよ
うまめに報告
し合ったり、
連絡ノートを
活用したりし
ている

公営

・老人ホームと
の交流

・他園、小学校
との交流

・自己評価表を
作成し、月１
回提出しても
らう

・日誌に保育に
対しての反省
及び自分の思
いを書いても
らう

・着替えなど

・クラスのほと
んどの子が長
時間保育を利
用しているの
で、保護者と
コミュニケー
ションが取り
にくい

・大学で学んで
きたことと、
現実に出来て
いることのギ
ャップに悩ん
でいる

・子ども達の成
長など喜びが
多いこと

・自分の工夫の
結果がすぐわ
かり、やりが
いがある
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保護者との対
応や助言が難
しいことがあ
る

・後輩の指導

・子どもの成長
を肌で感じら
れ、喜びを保
護者と共感で
きる

・毎日大好きな
子ども達の笑
顔に力をもら
っています

・人と人とのふ
れあいで、自
分 を 高 め た
り、刺激を受
けることがで
きる

・年をとってき
たので体が思
うように動か
ない

・行事や事務仕
事に追われ、
本来の子ども
との関わりが
薄くなってし
まっている

・自己啓発に関
わる時間がと
れない

・子どもたちの
成長

・日々の充実感
・信頼出来る仲

間に出会えた
こと

・運動会競技用
の曲探し

・保育で使う踊
りの振り付け
を覚える

・時間に余裕が
持てない

・子ども一人ひ
と り の 関 わ
り、ふれあい
を大切にした
いが、仕事を
こなすことに
精一杯になっ
てしまう

・ 言 葉 の 表 現
や、保育の豊
かさに欠けて
いる

・保護者と共に
子どもの成長
を感じられた
時にやりがい
を感じる

・正直な気持ち
で子どもと関
わることがで
きる

・子どもや保護
者から学ぶこ
とがたくさん
ある

・保育教材

・保護者のニー
ズや家庭環境
が複雑化して
いるため、そ
れに対応する
ことが難しい

・子どもの成長
を保護者と共
に喜び合える
こと

・事務的な仕事
・保護者対応
・外国家族への

対応

・子どもたちと
過ごす楽しさ

・事務仕事が多
すぎて、時間
内に終わらず
自分の時間で
や っ て い る

（残業手当は
つかない）

・休暇がとりに
くい

・子どもと常に
関われること

─ 215 ─



施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・非常勤職員と
の組み合わせ

民営

・法人研修
・各経験年数に

分かれて研修
・各担当別研修
・男性保育士研

修

・年度のはじめ
と年度途中そ
して終わりに
チェックシー
トを使って自
己評価を行う

・書類が書ける
日を、勤務表
の中に入れ、
フリーに出し
やすい体制を
整えています

・保育の記録や
教材を作る時
間があまり取
れないこと

・子どもの成長
を感じられる
こと

（株） ・査定 ・朝・夕の合同
保育

・運動会準備
・クラスだより

作成、書類関
係

・職員での立場

・行事などで子
どもと一緒に
やりがいを感
じられること

民営

・アレルギー、
障害、手遊び
等の実践

・マナー、虐待
について等

・保育計画の見
直しの際の自
己評価

・毎日の保育日
誌の中での自
己評価

・変形労働時間
制を導入して
いる

・パートだけの
保育にならな
い様、正職が
朝夕必ずいる
様にする

・子どもの成長
を保護者と一
緒に感じられ
る

民営

・園外研修の報
告

・消防訓練
・不審者対応
・救急法

・毎月、自分の
保育を振り返
り自己評価と
反省を記入し
提出。それに
対し園側より
指導助言評価
を記入し返却。
日誌、月案に
も自己評価記
入欄を設けて
いる

・乳児クラスは
必ず担任が朝
の受け入れと
帰りの引き渡
しができるよ
うに配置して
いる

・非常勤職員の
勤務時間をム
ダのないよう
に配置してい
る

・子どもたちの
成長を近くで
みていけるこ
と
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・製作物の準備
等

・事務的な仕事

・一般職と比べ
て給料少ない

・肉体的なしん
どさ（肩こり、
腰痛など）

・子どもの成長
を感じられる
こと

・運動会の制作
・仕事が多すぎ

る
・人間関係

・子どもの成長
を目の前で感
じられる

・やりがい

製作物の整理 ・保護者との人
間関係

・子どもの成長
が間近で見ら
れる

・自然に子ども
目線になるの
で、沢山の気
付きや喜びが
見つけられる

・書類を作る

・仕事量が多い
（考えること
も含め、子ど
もとかかわる
以外の仕事）

・子どもの成長
を感じられる

・退所準備

・自分の関わっ
た子どもの成
長が見られる
事

・やりがいがあ
る

・書類見直し

・子どもの成長、
姿を通して自
身に発見があ
ること

・子どもの成長
する姿、表情
の豊かさなど
日々見られる
こと

・指導計画

・人材育成につ
いて、特に０
歳児クラスは
子どもの対応
や保護者の対
応で知識や経
験が必要であ
り、日々緊張
感を持っての
保育なので、
０歳児クラス
の担任になる
と悩んでしま
う保育士が多
く、新人の育
成について悩
みます

・多くの子ども
を見る事によ
って、同じ人
間はいない事
を感じ、日々
の保育の中で
子ども達と一
緒に楽しんで
過ごせる事

・子どもの成長
と発達を保護
者と一緒に喜
び合える事

・子育てとの両
立

・楽しい！
・向いてると思

っている！

・着替え、トイ
レ、出退時の
他職員への挨
拶

・年齢的（5０代）
に心身ともに
疲れる事が多
い（昔に比べ
て）

・子どもの笑顔
を見る時

・子どもの成長
を感じて抱き
しめたくなる
時

・保護者や他の
職員から信頼
された時
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

認定
こど
も園

・市等の主催す
る研修に行っ
た保育士の報
告

・毎日の事例報
告

日誌

・フリーが３人
いるので、代
休の先生のか
わりや０歳、
１歳児保育を
やってもらっ
ている

・今年の春オー
プンで幼稚園
より分かれて
きた為、試行
錯誤していま
す

・色々とやって
みてから決め
ています

・前年度まで幼
稚園部にいた
為、乳児（０
～２）への学
びは、短大時
代で止まって
いる

・日々子どもた
ちの姿から学
び直し、先輩
や経験のある
同僚から学ん
でいるが、基
本的な乳児保
育を再度学び
直したい、食
事、排泄、午
睡など生活の
基本を学び直
したい

・毎日細かい所
で、自分の知
識のなさに困
っている

・子どもが自分
を必要として
くれると感じ
る時と、保護
者にありがと
うと言われた
時が一番うれ
しい

・その年だけで
なく成長して
からも、その
年の仕事は忘
れない。思い
出と共に在る
仕事だという
ことがありが
たい

財団
法人

・各自がテーマ
を決めて取り
組む、年度末
にまとめて発
表する

・年１回、法人
から配布され
る自己評価シ
ートを記入す
る

・早番、遅番が
偏らない様に
チェックする

・平等に休みの
希望をとる

・時間内で事務
的仕事を行え
る様、シフト
を 考 え て い
く（残業を減
らす努力をす
る）

・一人ひとりの
子どもへ適切
な対応がとれ
ない

・体力的

・子どもの成長
を身近で感じ
ることができ
る

・子ども達と一
緒に過ごすこ
とで新しい発
見ができる

・子どもたちの
発達が勉強で
きる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どもの目に
みえての成長

・親から「あり
がとう」とい
う言葉や態度

・自分の子ども
が病気になっ
た時休む事が
あるので（施
設は快く休ま
せて頂ける）
申し訳ない気
持ち

・保育が個々の
子どもに合っ
たものである
か常に向上心
を持ちたい

・保護者に会っ
てお話がなか
なかできない
ことがある

・子どもとのか
かわり合いが
楽しい保護者
とのかかわり
も楽しい

・仕事のやりが
いがある

・成長した姿を
見られ幸せを
感じる

・保護者の一部
の方（特に関
わ り が 長 い
方）にプライ
ベートな質問
をされること

・自分より経験
年数と年がか
なり上だが、
スキルが下手
な保育士との
関わり方

・役割は私が上
だが、プライ
ド が 高 い た
め、仕事を指
示されること
が嫌で聞こえ
ていないふり
をされてしま
う

・子ども達の成
長を身近で見
守ることが出
来ること

・卒園した子ど
も達がたまに
園に会いに来
てくれること

・事務整理

・休憩が取れな
い日があるこ
ととサービス
残業

・気になる子ど
も（要 配 慮
児）の他機関
との連携がと
れない

・ 職 員 間 の 連
携、質向上

・子どもの成長
発達をみるこ
と

・子どもの笑顔
を見ること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・新園なのでま
だ行っていな
いが、３月の
年度末に保護
者向け、職員
向けの自己評
価を行う予定
です

・職員が休みで
もすぐ手伝い
をしていける
よう余裕をも
って配属して
いる

・早朝保育、延
長保育になる
前の時間帯の
園児数を見て
職員移動が出
来るようにし
ている

民営

・簡単な課題に
ついて一年間を
振り返り自己評
価する

㈱

・各クラス担任
２人制にして
早出、遅出に
分けている。
早出が保育の
主となる

・年齢が低いク
ラスには補助
である、固定
の非常勤の配
置

・製作準備

・お給料が低い
こと

・残業代が頂け
ない事

・子どもと関わ
れること

・勉強をしたり、
やりがいが感
じられること

民営 ・園長との面接

・乳児と幼児の
協力態勢がと
れるようにし
ている

・子どもとその
保護者と親身
になって関わ
ることができ
る

・子どもの成長
などを身近に
感じることが
できる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・年々体力が落
ちている

・給与の面

・毎日、子ども
と接して大変
なこともある
が、重要な時
間に携わって
いることの責
任を強く感じ
ること

・子どもの頃か
らの夢だった
ので、可愛い
子どもたちに
接することが
できて働きが
いを感じる

・自分に子ども
はいないが、
今後母にな身
として離乳食
や育児を含め
知識が多少あ
るので力にな
る

・児童票の記入

・子どもたちの
成長にとって
も生きがいを
感じ仕事をさ
せて頂いてい
ます

・自らをふり返
り日々勉強さ
せて頂いてい
ます

・勤務時間内に
仕事が終わら
ない（事務面）

・大好きな子ど
も、信頼でき
る上司に恵ま
れたこと

・勤務時間（シ
フト）の幅が
広い

・持ち帰って行
う仕事が多い

・育児経験が活
かせる

・子どもたちの
笑顔に助けら
れ、毎日頑張
っていける

・休憩時間がほ
しい

・子ども達の笑
顔が毎日みれ
ること

・自分が子ども
達に癒される
こと

・運動会準備

・どのように接
することが正
解なのか分か
らない児がい
る

・見通しを立て
て保育をする
が、なかなか
その通りにい
かないこと

・子どもの成長
していく姿が
見れること

・１つのことを
やりとげた時
に一緒に喜ぶ
ことができる
こと

・医療等専門機
関との連携が
あまりないの
で、最新の対
応等がわから
ない

・すべてにおい
て最新の知識
が本等でしか
ないこと（チ
ャ ン ス が な
い）

・家庭（子育て）
との両立

・子ども達の成
長を感じた時
の達成感

・子ども達と何
かを共感でき
たときの一体
感

・保護者の不安
や悩みにより
添えた時
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・市販されてい
る本を購入し
て実施（年１
回）、 独 自 の
用 紙 を 作 成
し、毎月実施

民営 ・児童票等

民営

・保育士につい
ては園で設定
し た 評 価 に
視 点 に つ い
て、個人で月
間について評
価し、更に年
間を通して評
価を行ってい
る。園の自己
評価は評価項
目 に つ い て
Ａ、Ｂ、Ｃで
評価し、提示
を行っている

（Ａおおむね
よい、Ｂ一部
検討を要する
Ｃ改善を要す
る）

・園児の在園す
る時間に則し
た職員の配置
を非常勤の職
員で補ってい
る

・経験年数の浅
い職員にはベ
テランの職員
がフォーロー
できる体制に
している

・職員同士の人
間関係（直接
はあまり関係
ないが見てい
る の が ツ ラ
イ）

・子どもの成長
を間近で感じ
ることができ
る

・子どもの成長
に少しでも触
れることがで
きる

・小さい頃から
の夢が叶った

公営

・保育士の自己
点検、自己評
価チェックリ
ストをしてい
る

・教材作成
・保育記録作成

・持ち帰りの仕
事が多い

・クラスを持っ
ているので休
暇がとりにく
い

・子どもと過ご
す楽しさ、や
りがい

指定
管理
社会
福祉
法人

・県外研修参加
者からの伝達
講習

・実技講習（母
園との保育士
たちの学び合
い）

・1２項目の自己
評価表を毎月
記入、月案と
一緒に提出し
ている

・保育所全体で
は職員会議で
の内容を保育
所だよりに掲
載している

・都合による勤
務交代は当人
同士で自由に
やりとりして
いる

・研修の第4土
曜日はパート
の２人の保育
士に来てもら
っている

・週、日指導案
の記入

・職場の人間関
係

・子どもたちや
保護者とのか
かわりだけで
はなく、自分
自身を見つめ
直すことがで
きた

・子どもたち一
人ひとりの成
長 を 日 々 感
じ、毎日充実
していること

・地域の子育て
支援に貢献で
きていること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どもと過ご
す楽しさ ・保育記録作成 ・保護者の対応

・子どもから活
力をもらえる
事

・ピアノ練習
・日本の国を支

える子どもた
ちの成長

・事務的なパソ
コン作業

・自分の子ども
が体調を崩し
て、お休みを
もらったり、
早退したりす
るときに、同
僚 は「大 丈
夫」と言って
くれるが、心
苦しいこと

・保育理念が他
の保育士の方
たちと考えが
合わなかった
り、理解しづ
らかったりす
るときがある
こと

・様々な人たち
と出会えて、
毎日がとても
楽しいこと

・子どもたちの
感性豊かなと
ころや、成長
を日々感じら
れるところ

・何よりも毎日
かわいい子ど
もたちと楽し
く過ごせるこ
とが幸せ

・子どもの成長
や保護者との
関 わ り の 中
で、やりがい
を感じられる
こと
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・研修参加から
の報告会

・自己評価チェ
ックリストに
評価

・ローテーショ
ンを組む上で
つなぎ、保育
がスムーズに
行くため非常
勤をあててい
る

・早遅番のとこ
ろへ非常勤を
当てたりして
いる、ローテ
ーションがス
ムーズに出来
る為に

・子どもの同級
生の親が保護
者という方が
いらっしゃる
ので少し困っ
てます

・子どもの成長
を一緒に喜べ
ること

・自分の子ども
も保育士とい
う職業に興味
をもって好ま
しく思ってい
ること

公営 ・記述と面談 ・職員会議後議
事録を回覧

・子どもの成長
を間近で感じ
られる

民営 ・外部研修の報
告

・定型様式に自
己評価を記入
している

・非常勤職員を
多く配置する
ことで振替や
有給を取得し
やすくなる

民営

・保育について
・造形、音楽等

の活動につい
て

・日々子どもた
ちの成長を感
じられること

民営
・子どもの成長

を日々感じと
れること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・自分の子ども
との行事が重
なってしまう
こと

・色々な子ども
達の個性や成
長が見られる
こと

・毎日楽しく仕
事ができてい
ること

・保護者との関
わり方

・子どもたちか
らパワーをも
らっている

・毎日が楽しい
・人との出会い

がある

・保育所の鍵あ
け、見回り等

・保護者との関
わり方

・子ども達から
感動をもらえ
る事

・いろいろな人
と関わる事で
勉強させられ
る事

・複数担任での
意見が合わな
い

・子どもがかわ
いい

・保育計画（週
案）の作成

・保護者への対
応が内容によ
り難しいこと
がある

・人とのつなが
りが広がった
と思います

・子どもと共に
成長できるこ
と

・子どもの成長
を近くで感じ
られること

・子どもがさら
に 好 き に な
り、知識も広
がることで、
いろいろな分
野が学べる事

・外国人の保護
者に話をして
も理解しても
らえない

・自分が考えた
事により色々
と出来るよう
になった事

・子ども達が笑
顔で名前を呼
んでくれる時

・色々なことに
子ども達が喜
んでくれるこ
と
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

医療
法人
運営
の民
営

・毎月項目毎に
自由に記述し
ている

・月１回の職員
会議は常勤・
非常勤・栄養
士も含め全員
参加で全園児
のことを共通
理解している

・早遅番を専門
に担当する職
員（パート）が
いてくれるの
で常勤は通常
の保育時間に
いられる

・契約の職員を
確保すること
で職員本人も
しくはご家族
の体調不良時
等対応できる
ようにしてい
る

・行事の書類作
成

・保育記録

・職場の先生方
との人間関係

・体力的なキツ
さ

・子どもの成長
に携われるこ
と

・保護者の方と
子どもの成長
を共に喜び見
守ることが出
来ること

・子どもの笑顔
に元気をもら
える

公営

・ピアノが苦手
なため、ひか
なければいけ
ない時は多く
の時間が必要
なこと

・事務時間が十
分に取れない
時は休日でも
仕事のことを
考えなければ
ならない時が
あること

・子どもの成長
する姿を身近
で感じられる
こと

・自分の子育て
への勉強にも
なること

公営 ・面談、書面提
出

・休暇、出張、
早出対応で、
人員配置もき
びしい状況で
す が、 主 任、
延長もフルに
クラスに入っ
たりして対応
しています
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・運動会の準備
（資料作り）

・給料が少ない
こと

・成長の記録な
ど、持ち帰り
の仕事が多い
こと

・６年間の子ど
もの成長を見
守り、一緒に
喜ぶことがで
きた

・なりたくてな
った職業なの
で、毎日子ど
もと触れ合え
ることが幸せ
に感じる

・児童記録票

・毎日、元気な
子どもたちと
楽しく過ごせ
ることは幸せ
です

・子どもの成長
が楽しみです

・かかわった子
どもたちに慕
われる充実感

・ピアノが苦手
で避けて来た
ので悲しい思
いをすること
がある、どん
どんひけたら
子どもにも良
い！

・年齢的なこと
もあり、体力
がついていけ
ない

・子どもたちか
ら毎日元気が
もらえる

・とてもやりが
いのある楽し
い仕事

・運動会用の競
技用具製作

・家庭のことよ
り園の仕事が
中心にならざ
るを得ないこ
と

・家庭に持ち帰
る残業の多さ

・朝早く（７：
００）に出勤し
ても、仕事が
たまっていて
早出の時間に
帰れないこと

・子ども、保護
者から信頼し
てもらってい
ること

・楽しそうな笑
顔

・慕って近づい
てきてくれる
こと

・保育記録

・仕事量に対し
て体力がつい
ていけない

・事務時間がと
れない

・子ども達と過
ごせ、成長を
共にし笑顔の
中ですごせた
こと

・生活の心配が
ない
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・他の先生の保
育を学べる機
会が少なく、
自分の行って
いる保育が適
切なのかわか
らない

・子どもへの支
援、関わり方
が適切かわか
らない

・経験、実力が
伴っていない
のにクラス担
任を任される
こと

・子ども達の成
長を感じ見守
ることができ
る

・かわいい子ど
も達に毎日会
うことができ
る

・周りの保育士
の先生とチー
ムとして子育
て、保育がで
きること

公営

・食育かむカム
研修部会

・園長部会で支
援を必要とす
るこの支援体
制の充実につ
いて

・月案、週案の
記録により自
己評価を行う

公営 ・行事の準備

公営 ・研修報告によ
る勉強会

公営

・今年度は各ク
ラス担当がテ
ーマ設定（年
度当初、職員
間でテーマ決
定）

・園独自のチェ
ックリストを
用いてチェッ
クしている

・おたより ・書き物が多い
・給料が少ない

・職場の環境が
良い

・子どもの成長
を感じられる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育困難児へ
の対応と保護
者への伝達、
専門機関との
連携

・子ども達の成
長を日々感じ
ること

・保育記録
・ 指 導 計 画 作

成、教材研究
・打ち合わせ会

議等のまとめ

・将来ある子ど
もと接し、エ
ネルギーをも
らうことがで
きて充実して
いる

・子育て、母親
の悩み等一緒
に寄り添って
いける

・運動会準備
・子どもの成長

が目で見て感
じられる事

・職場で仕事を
終わらせよう
と思うと帰り
が遅くなって
しまう

・人間と関わる
楽 し さ を 感
じ、人として
豊かになった
と思う

・早朝、延長保
育を利用され
ている親とな
かなか話しが
できないこと

・子どもたちの
成長を身近で
感じられるこ
と

・休みがとりに
くい

・持ちかえる仕
事が多い

・子どもの成長
がそばでみれ
る

・子どもに成長
さをせてもら
っている

・保護者に対す
る支援の仕方

・気になる子へ
の対応

・子どもの笑顔、
笑い声で嬉し
くなる

・子ども達の成
長
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・調理員による
夏冬健康メニ
ューの講習

・子ども、職員
の健康につい
て

・防災について

・自己評価表に
毎月書きこむ

・異年齢保育を
毎週月曜日に
行っている

・複数担任の場
合の連携の取
り方

・保護者との関
わり

・子どもの成長
が感じられた
時

・子ども、保護
者との関係を
築けたと感じ
られた時

公営

・自己評価用紙
（保育の振り
返り）を使っ
て い る。（前
期と後期に向
け、目標を書
いてもら園長
の コ メ ン ト

（面 談） を 行
う）

・職員会議を確
保するため、
休憩時間（２
交替）を工夫
している

公営 ・園外での研修
の伝達

・前期と後期に
わけて反省と
目標などにつ
いて自由記述
で用紙を提出
してもらって
いる

公営 ・評価表に記入
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・作品展の準備
・子どもの成長

を見る事がで
きたとき

・主任保育士な
ので、保育士
に対して思っ
ていること、
言わなければ
ならないこと
が、上手く言
えない

・保育士だけの
仕事内容でな
いことが多く、
集中して取り
組めない

・保育士の資格
を持っていな
いのに、同じ
様な仕事をし
ている現状を、
どうかと思っ
ている

・楽しいと思え
る場がありう
れしい

・保育士（公立）
の安定

・子ども達の笑
顔が見れたり、
自分と大きな
声で笑ったり
できること

・職員研修会議
に提出する書
類作成

・年齢的にきつ
くなってきた

（体力面）

・子どもが好き
でやりがいが
ある

・保育の難しさ
で精神的に落
ち込んでしま
うことが多い
こと

・子育て経験が
なく、保護者
よりも知識不
足なこと

・子どもの成長
を子どもとと
もに感じ、喜
び、送りだす
ことができる
こと

・子どもから学
ぶことが多い
こと

・保護者にこち
らの考えがう
まく伝えられ
ないことがあ
る

・休暇の取り方

・子どもと接し
ていると楽し
い

・子どもの成長
を感じると嬉
しい

・子ども達の成
長を共に喜び
ながら保育が
できること

・月間指導計画
の作成
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・保育士、保育
士助手、調理
員、調理補助
を対象に自己
評価を行って
みました。そ
して保護者か
らもアンケー
トを作り、第
三者評価をし
てもらいまし
た

・毎月行う何回
かの職員会議
では、保育に
つ い て 悩 み
や、支援のい
る子どもにつ
いて、職員の
共通認識をは
かるために討
議している

・遅番でクラス
の先生が勤務
が遅い場合も、
他の職員がそ
こにあたり、
子ども達が戸
惑わないよう
人員要求して、
安全体制で臨
んでいる

公営

・研修受講者の
復命

・パソコン研修
・非常時伝達訓

練（職員間）

・月間、週間指
導計画及び日
誌の反省評価
でのふり返り

・人事考課制度
において自分
の行動へのふ
り返り

・正規職員、臨
時職員共に情
報の共有がで
きるよう努め
ている

公営

・ 衛 生 講 習 会
（感染症に対
する理解と実
践）

・食育について
（年令別食育
の取り組みと
実践）

・自己評価シー
トを使い行っ
ている

・時々どう接し
ていいかわか
らない時があ
る

・子どもと沢山
接する事が出
来て良かった

・子どもの成長
が見れてうれ
しい

公営
・研修発表
・書類の記入の

仕方etc

・臨時（無資格）
なため専門知
識が少ないこ
と

・子どもへの対
応力

・子どもの成長
のかわいさ

民営 ・保護者、来客、
電話対応

・自己評価を半
年毎に提出

・土日休みの回
数を増やすた
め、４交代制
を行っている
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・若い人を扱う
難しさ

・子どもの成長
を見られるこ
と

・自分の生きて
きた年代より
若いお母さん
と考え方が違
うところ

・子どもが保育
園が好きと言
ってくれた時

・子どもの成長
がみれた時

・クラスだより ・個人だより作
成

・保育記録など
事務的な仕事
が勤務時間内
にはでいない
ので持ち帰り
の仕事になっ
てしまう

・やりがいを感
じる

・子ども達と過
ごす時間が楽
しく、成長を
感じると嬉し
い

・保育記録
・おたよりづく

り

・書類の書き方
が分からない

・支援児に対し
ての関わり方

・子どもたちの
笑顔で元気に
なれる

・子どもたちが
満足そうに達
成したときの
姿を見られた
とき

・子どもたちと
関われること

・園舎の戸締り

・問題がある幼
児の保護者に
問題点の伝え
方や意志疎通
の難しさ

・保育や子育て
について保護
者との考え方
が根本的に違
うと感じるこ
とが多い

・子どもの成長
を日々感じら
れること

・人と人とのコ
ミュニケーシ
ョンを学べる

・発表会のため
の準備

・仕事量が多く、
勤務時間内の
他に家に持ち
帰る仕事がほ
ぼ毎日ある

・年次有給休暇
が取りにくい

・子どもの成長
を見る事で喜
びが感じられ
る、やりがい
が感じられる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・真宗について
・年間指導計画

見直し
・QC

・自己チェック
表を使用

・各自がチェッ
クし園長から
の評価を受け
る

・早朝・園長保
育はパートを
補助とする

・教材研究

・子ども一人ひ
とりの小さな
成長をも感じ
られること

民営
・自己評価表の

提出と全職員
に回覧

・主任の下に、
主査長、副主
査 長、 主 査、
主査補を取り
入れ、やる気
をおこす。

・グループにま
とめ、グルー
プ長を中心と
した内容が実
践されている

・描画製作の準
備

・仕事内容に対
する給与の低
さ

・世間ではあま
りきつい仕事
ととして認識
されてないこ
と

・子どもの成長
に身近で携わ
ることができ
ている点

・様々な人（保
護者も含め）
と関わりが持
てる

財団
法人

民営
・話をしてもピ

ンとこない親
との関わり方

・保育を卒園し
ても子どもと
の関係が続い
ていること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・事務仕事をす
る時間のやり
く り が 困 難

（持ち帰って
しまう）

・子どもたちと
共に過ごし、
成長を感じら
れる

・製作物
・書類書き

・勤務時間が長
く、どうして
も仕事が持ち
帰りになって
しまう、仕方
ないが…

・有休は簡単に
とれない

・やりが、生き
がいを感じら
れる仕事は誇
りに思う！！

・子どもの人生
に関われる充
実感が味わえ
る！！

・実習生の実習
等チェック

・運動会に向け
ての個人的な
準備

・子どもの事を
想うあまり、
時間外の持ち
帰り仕事や残
業が多い

・やりがいのあ
る仕事で続け
たいが給与が
安いこと

・声帯ポリープ
が持病（職業
病）になって
しまったこと

・自分自身のス
キルアップが
できてること

・保護者と信頼
関係をもてる
ようになった
こと

・たくさんの子
ども達と出合
え、成長のよ
ろこびを味わ
えたこと

・運動会準備
・時間内仕事が

終わらない
・人間関係

・子どもと信頼
関係を築くこ
とができ成長
を日々感じと
れる

・運動会準備

・休みも仕事を
したり、常に
子どものこと
をかんがえて
いる

・疲れがとれな
い

・子どもと関わ
るすばらしさ
を感じる

・成長を見れる
喜び

・壁面作品のし
あげ

・運動会の競技
に必要なもの
を作る

・今主任ですが、
保育士の指導、
事務、０歳児
の補助と一人
何役もしなく
てなならなく
大変です

・若い保育士が
なかなか育た
ず、３年後の
退職後を心配
しています、
１つ１つ教え
ている毎日で
す

・保護者との関
わり、親への
支援が年々ニ
ーズも大きく
なり、モンス
ターもでてき
たり難しいで
す

・日々成長著し
いこども達と
接し、エネル
ギーをもらえ
ます

・９月の出席ノ
ー ト（ あ ゆ
み）の集計、
保護者への通
信欄記入

・９月の小口現
金の集計

・主任としての
事務仕事と自
分の（担当ク
ラスの）事務
仕事の両方を
こなす時間が
ない

・家の義父の介
護が必要にな
ってきて両立
が難しくなっ
て き て い る

（定時に帰宅
ができない）

・毎日子ども達
と触れ合い、
新鮮な気持ち
で過ごせる

・適度に身体を
動かして体調
がよい
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・子どもの成長
を身近で見ら
れること、感
じられること

公営

・「今日も一日
保育を振り返
りましょう」
ボードを作成
し、毎日嬉し
かった事や感
動した事、悲
しかった事な
どを２色の付
箋に色分けし
て貼り、その
中でもっと詳
しく内容につ
いて知りたい
事柄のものや、
保育士の工夫
や配慮した点
などについて、
交換日記と称
して、詳細に
記入してもら
い、ミーティ
ング会などで
報告、検討し
ている

・保育記録

・家に持ち帰る
仕事が多いこ
と

・休みが取りづ
らいこと

・子どもの成長
を感じたこと

・保護者に「保
育所に来てよ
かった」と言
われたこと

副所長 公営 ・障害児研修

・各自、自己チ
ェックリスト
を参考に自分
自身を振り返
るようにして
いる（随時）

・早番、遅番で
保育士が欠け
る

・保育室へは、
時短対応保育
士、又は副所
長が入る様に
している

・保育教材作成
・書類作成

公営

・毎月、月指導
計画や個別保
育記録の欄に
記入し、職員
会議等で意見
交換し、共通
理解を図るよ
う に し て い
る。

　また、期毎に
各自がPDCA
のサイクルで
自己評価して
いる

・延長保育もし
ており、職員
の勤務時間も
多様であり、
その中で職員
間の共通理解
や情報交換の
場や、時間の
取り方が難し
く時間をどの
ように持って
いくか工夫が
必要とされる

・クラスだより
作成

・子どもにとっ
ては保育園で
す ご す 時 間
が長いので、
様々な面で責
任が重いなと
感じる

・保護者との関
わりが難しい
こと

・子ども達が成
長していくの
を見ていくこ
とができる

・子ども達と一
緒にかかわっ
て遊べること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・設備点検 ・給料が安い
・帰りが遅い

・子どもと共に
成長している
自分がいる

・子どもの笑顔
に囲まれる

・運動会衣装作
り

・保育室内の整
理

・保育教材の確
認、見直し

・持ち帰りの仕
事などで休日
も休日と感じ
ない時がある

・子どもの成長、
発達を目の前
で感じれる

・子どもにとっ
て、より良い
保育を考え勉
強できる環境
にいること

・昆虫、植物の
世話

・保育計画
・教材準備

・休暇も仕事を
して当たり前
な環境

・時間外の労働
の多さ

・日焼け・女ば
かりの職場環
境

・精神的プレッ
シャー

・子どもからパ
ワーをもらえ
る

・感動したり、
うれしいこと、
楽しいことを
経験できる

・給食が食べら
れる

・保育記録の作
成

・保育教材の作
成

・書類作成
・行事の準備

・仕事に対する
やりがいがあ
るが、精神的、
時間的に十分
にできないこ
と

・自分の保育を
文章や言葉で
伝える力が足
りないこと

・年々、体の衰
えを感じ、健
康面に不安が
あること

・子どもと過ご
すことが楽し
い

・保護者や地域
の人と関わる
ことで、自分
の世界が広が
り、成長を感
じる

・子どもの成長
や発達を感じ
る喜びがある

・指導案の作成

・まわりの協力
が薄い。一人
で頑張ってい
る気がする

・子どもが自分
を好いてくれ
ているなぁと
思うとき

・行事がうまく
いったとき

・楽しいと思え
る時間がある
とき

・保育記録作成

・最新機器の扱
いに時間がか
かる

・分からないこ
とが多い

・色々な人に会
えて勉強にな
った
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・行事のあと、
環 境（人 的、
物的）などに
ついての項目
チェックや記
述式で行って
いる

・縦割保育、年
令保育を組み
合わせている

・子ども達の成
長過程を側で
みている中で
出来るように
なった喜びを
共に感じれら
れる

・笑顔がみれ癒
される

公営

・自己評価チェ
ックシートを
使って自己評
価する

公営
・特別支援児研

修
・保護者対応

・年２回、園ア
ンケートを実
施（保護者向
け）、公表す
ることにより
次年度につな
げる。また年
２回職員アン
ケートを実施

（保育士向け）
し、自分の保
育をふりかえ
るきっかけと
している

・幼保一元化施
設ので、複数
担当（１クラ
スに幼稚園担
当と保育園担
当配置）をし
ている

・特別支援を必
要とする子ど
もに対する個
別指導を実施
してい

・園評価を活か
した園運営に
取り組んでい
る

・事務的な仕事
・風邪や病気に

かかりやすく
なった

・子どもの成長
を目にしなが
ら、日々の生
活を一緒に送
ることができ
る

・先輩方の姿か
ら様々なこと
を学び、自分
自身成長でき
る

公営
・人事評価（市）

の中で行って
いる

・勤務条件や体
制が多様化し
ているので、
ギリギリの状
態で工夫する
余裕もなし

・行事の書類作
成

・子どもの個別
記録記入

・月、週案の記
録記入

・保護者とのこ
コミュニケー
ションに勇気
がいる

・子ども一人ひ
とりの気持ち
に寄り添って
話を聞いてあ
げる時間的な
ゆとりがない、
心にもゆとり
がいるのかも

・行事の見通し
がつかない

・子どもの笑顔
や成長を見て
一緒に喜ぶこ
とができる

・保育のための
自分自身の人
間力を高めな
ければと思わ
せてくれる

・色々な家庭が
あり、色々な
ライフスタイ
ルがあるとい
うことがわか
った
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・職員の数が子
どもの人数に
対 し て 少 な
く、ゆったり
した保育がで
きない

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョンが難しい

・精神的にスト
レスを感じる
ことがある

・大好きな子ど
もとたくさん
関われる

・行事があるこ
とで四季を感
じとれたり、
いろいろな経
験ができる

・日々勉強でき
ることがある

・指導計画作成

・持ち帰りの仕
事が多く、家
で家事以外の
時間はほぼ仕
事になってい
ることが多い

・子どもの成長
が感じられた
時、やりがい
を感じる

・クラスだより
作成

・時間外、持ち
帰り仕事が多
い

・仕事中心の生
活、家のこと、
我が子の育児
がどうしても
おろそかにな
ってしまう

・子どもたちの
成長を感じる
ことができ、
喜び、幸せを
感じる

・書類を書く時
間がなく、家
に持ち帰りに
なることが困
る

・行事に追われ
て日々を過ご
すことが苦痛

・自分が受けも
っ た 子 ど も
が、保育士を
目指している
ことや、保育
士になって仕
事をしている
と聞いた時

・教材製作、教
材研究

・持ち帰り業務
がよくある

・（特に５歳児
の時）行事が
多く、行事中
心の生活にな
ってしまう

・子ども（クラ
ス）の成長を
感じられる喜
び

・実習生の実習
日誌の評価の
記入

・やるべき事、
やりたい事が
多く、こなし
きれていない

・子どもの成長
をそばで見る
ことができ感
動が多い

・買物（テープ）
・記録
・買物（医薬品

等）

・保育記録

・年と共に体力
がなくなり、
いつ病気にな
るか心配

・家庭に介護を
要する親があ
り、何かあっ
たら休まなけ
ればならない

・子どもの成長
が見られ嬉し
い

・とてもやりが
いのある仕事
だ

・かわいい子ど
も達と色々な
事を考えたり、
経験したりし
て毎日が楽し
い
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・人事評価に合

わせて行って
いる

・子どもの人数
に応じて無理
なく保育でき
るよう体制や
配置を心がけ
ている

民営

・内容（テーマ）
を決め、年間
計画に基づき
実践し合う

・１年間の自分
自身の反省を
まとめ、用紙
に記入して提
出又は全体で
話し合う

・ 園 児 の 人 数
（時間帯によ
る）を把握し
保育士の勤務
体制を考える

・各保育室の園
児数に対して
の保育士の指
数が満たされ
ているか、確
認し、配置す
る

公営

・毎回１回、自
己評価表を記
入し所長へ提
出

・制作

・時間がない
・する事が多い
・肉体的・精神

的に負担がか
かる

・子どもと関わ
りながら仕事
ができる

公営

・保育実践や保
育内容を4つ
に分類し、さ
らに保育指針
を踏まえ、1０
の項目から31
の自己評価の
観点を示し実
施している

・月間指導計画
作成

・年齢に合った
保育ができて
いるか

・書類の作成に
時間がかかる

・子どもの成長
が感じられる

・「先 生 ー」 と
喜んで一緒に
遊ぶことがで
きる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育記録 ・思うように休
暇が取れない

・子どもの笑顔
から元気がも
らえる

・子どもの成長
を身近に感じ
ることが出来
る

・指導案、他

・年齢が高年齢
となってきて
いるので子ど
も達の体力に
ついていけな
い

・若い保育士の
指導やリーダ
ーとしての役
割など果たせ
ているのか

・保護者との良
好な関係を持
てているのか

・子どもと一緒
に過ごせたこ
と

・行事などやり
とげたときの
達成感を子ど
も達が、感じ
とってくれて
いる様子を見
た時

・保育記録下書
き

・保護者との関
わり方

・保護者のニー
ズ

・終わりのない
仕事量

・子どもが可愛
い

・やりがいがあ
る

・週休二日

・クラスだより
の製作

・運動会用小物
製作

・自分の子育て
との両立があ
る為、どちら
も手を抜いて
しまったりす
る（特に家事
全般）

・保育所に子ど
もを預けてい
るので、お迎
えの時間を気
にして行動し
ている

・若い保育士と
上司との間に
入ることがあ
る

・子ども達に、
先生大好きと
言ってもらえ
ること

・1０年 以 上 た
ち、やっと保
育士らしく行
動したり、対
応したりでき
るようになっ
たと感じられ
ること

・いつも大好き
な子どもたち
の笑顔に出会
えること

・おたより作成
・指導計画作成

・子どもの成長
がうれしい

・ 共 に 過 ご す
日々が楽しい

・誕生会の準備、
行動計画の作
成

・誕生会の準備、
装飾物の作成
など

・家に持ち帰っ
てする仕事が
多く、家事と
の両立が難し
く（忙しすぎ
る）なること

・色々な地域の
方々と交流が
できる

・行事の多さ
・保護者の要望

が多い
・行事が多い

・子どもといろ
いろな発見や
驚きを楽しめ
る

・子どもと関わ
ることができ
る
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・保育所保育指
針の勉強会

・研修報告会及
び勉強会（年
令別）等

・チェックリス
ト（年２回）

民営

・人事考課表に
記述し、所長
との面談を年
に１回行う

・主活動時間の
保育の妨げに
ならないよう、
人員配置（シ
フト）をして
いる

・帰宅しても次
のひの準備な
どでゆっくり
と休めない

・大好きな子ど
も達の笑顔が
近くで見れる

・人間として成
長出来る

公営

・チェックリス
トを利用して
行う

・市における人
事評価で年３
回行っている

・園児数に応じ
て、指数補完
を行っている

・職員が年休研
修等で欠ける
時、代替職員
にきてもらっ
ている

・指導計画の作
成

・子どもの成長
を身近で感じ
られること

・子どもの笑顔
が見られるこ
と

・毎月、気づき
があり自分が
成長できるこ
と

公営 ・チェックと目
標設定の評価

公営

・人間関係
・子どもの一人

ひとりの関わ
り方

・子ども達が私
を保育士（先
生）として認
めてくれたこ
と
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・自分の子ども
に満足に関わ
れていない

・やりがいを感
じる

・辛いことがあ
っても子ども
達が笑ってい
るとつられて
こちらも笑顔
になれる

・事務

・休暇がとりに
くい（行事と
我が子と重な
ることが多く
仕事を優先せ
ざるを得ない
状況）

・勤務時間で帰
れない

・書類物が多い、
事務的な仕事
が多く教材作
り等の時間が
なかなか持て
ない

・多くの子、保
護者、職員と
の出会いがあ
ったこと

・冷静に子ども
を見ようと意
識するように
なったこと

・保育記録
・行事内容を考

える
・後輩への指導

・いろんな人と
の出会い

・子ども達と一
緒に過ごすこ
とで楽しい事
苦しいことが
いろいろある
が、結局は喜
びに変わって
いくことが嬉
しく思える

・子ども達から
も学ぶことが
あり私自身成
長させてもら
っている

・子どもたちの
成長を目の前
で感じ保護者
と喜びを共有
し合えること

・やりたいこと、
しなければな
らないことは
山ほどあるが
時間がない

・子どもの発達
の１つ１つに
喜びを感じる
こと

・保育を工夫し
ていくこと

・家庭をほった
らかしにして
仕事ばかりし
ている

・自分の時間が
ない

・０歳児は途中
入園の子が多
いので一年を
通してバタバ
タしている

・やりがいがあ
る

・充実感
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・気になる子に
ついて

・行事について
の検討会

・各自、保育や
自分自身につ
いて振り返り、
自己評価表を
記入し、月毎
に年令（クラ
ス）で話し合
い、まとめた
ことを会議等
で報告する

・早出、遅出で
保育士が手薄
にならないよ
うに年令で合
同保育を行っ
たり、フリー
保育士がサポ
ートに入る

・保育記録

・いろんな事を
言って下さる
保護者に一つ
ひとつ対応し
ていくこと

・子どもの成長
や喜びを保護
者や子どもた
ちと感じられ
る

・子どもと活動
を共にして楽
しい

・子どもの笑顔
がいつも感じ
られる

民営

・当園独自に作
成した自己点
検記録簿によ
り問題点をあ
げクラス毎で
話し合う

・新人保育士同
志、経験ある
保育士同志、
同じクラスの
担任同志が重
ならないよう
にする

・土曜日は別に
体制を組む

・残ってする仕
事や持ち帰り
の仕事が多い
事

・ピアノが苦手
なこと

・子ども達の成
長や喜んでい
る顔が近くで
見れる事

民営
・ケース会議
・ヒヤリハット

会議

・保育士のチェ
ックリストを
活用

・短時間で早番、
遅番専門の保
育士がいる

・人間関係 ・子どもの成長
が嬉しい

公営

・保育に活かせ
る遊び、言葉
がけなど、怪
我の手当、自
己防止につい
て

・シートにより
自己評価を行
い、主任、園
長へ提出、ま
とめたものの
傾向について
話し合う

・時差出勤を行
うにあたり、
安全加配保育
士、主任で対
応する
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・時間が足りな
い

・休憩時間がな
い

・休日に行事が
入って休めな
い

・子どもの成長
を見ることが
でき感動でき
る

・欠席している
子の様子を聞
くため、母親
に電話をかけ
る、その後園
長に報告する

・保育教材作成
・ 行 事 準 備 物
（書類）作成

・保護者からの
ニー ズ 対 応

（モンスター
ペアレント的
な保護者が多
くなってきて
いる）

・早朝保育、長
時間、延長保
育に対応して
出勤する場合、
自分の子ども
をみることが
できない（自
分の子育てが
十分にできな
い）

・やりがいを感
じることがで
きる

・卒園した子ど
もが園に遊び
に来たり、保
育実習に来て
成長した姿を
見せてくれる
ことがある

・土曜日の休み
が少ない

・家のことがな
かなか後回し
になってしま
う、自分の子
どもと十分に
かかわれてい
ない感がある

・大好きな子ど
もと接するこ
とができる

・いろんな方と
話ができる

・生き生きと生
活できる

・行事に追われ
準備など毎日
遅くまで残ら
ないとだめな
ところ（追い
つかない）

・子どもといる
と楽しく笑顔
でいられるこ
と

・子どもや保護
者 か ら「先
生」と慕って
もらえること

・子どもたちが
まとまらない

（まとめよう
としているか
らなのかもし
れないとあせ
り）

・↑他の保育士
の目が怖い

・自分に子ども
がいないので
適切なアドバ
イスができな
い

・子どもの成長
がみられたと
き

・子どもたちと
楽しさや嬉し
さを共感でき
たとき

・保護者の方に
感謝されたと
き、一緒に喜
び合えたとき

・記録物が多い
・子どもの成長

を共に喜ぶこ
とが出来た

・子どもの笑顔
や成長を見れ
ること

・自分自身毎日
楽しく過ごし
ていること

・次の日が運動
会のため、運
動会準備

・週日案の記入

・だんだん体力
が衰えてきて
いる感じがし
て、肉体的な
きつさを感じ
る

・書類など持ち
帰りの仕事が
あり、休みの
日も仕事のこ
とが頭から離
れない

・自分の子ども
と行事が重な
ると見に行け
ず、子どもに
申し訳ない気
持ちになる

・子どもと一緒
に過ごす時間
がとても楽し
い

・子どもの成長
は間近で感じ
られることが
嬉しい

・なりたい職業
だったのでや
りがいを感じ
る
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・保育士チェッ
クリスト

公営 ・指導計画案

・自己評価、チ
ェックリスト
を使い、年２
回全体で行い
ます

・障がいの子が
長時間保育の
時間帯に何人
か残っている
ので安全面で
配慮した体制
にしている

・誕生カードの
作成

・保育で子ども
と関わってい
る時間以外に
も、事務的な
仕事、保材研
究、製作にか
ける時間、行
事の準備など
が大変

・子どもの成長
を感じ、一緒
に喜べる

公営 ・チェックリス
ト

公営
・園内研修をし

て２月に発表
している

・臨職という中
途半端な立場
なので将来が
不安

・子どもと関わ
ることができ
る

・自分の持つ資
格を活かすこ
とができる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どものこと
や保護者への
対応等、ゆっ
くり相談する
時間がないこ
と

・子どもの成長
を近くで見る
事ができる喜
び

・日誌記入
・来月の予定表

作成
・運動会につい

て園内環境作
りと提出書類
チェック等

・仕事量（量的、
質的、精神的）
の増加に伴い、
家庭がおろそ
かになってし
まっている。
又、十分なこ
とができない

・心から子ども
や保護者に信
頼され、子ど
もの成長を見
る事が出来た
時

・人として学ぶ
ことが多く、
色々な人と関
わる中、自分
自多少成長で
きたのではな
いかと思う

・子どもの笑顔
と頑張りにふ
れ過ごす事の
できる毎日

・週案
・運動会の準備

・持ち帰りの仕
事が多いこと

・子どもたちと
一緒に思いき
り遊んだり、
いろんなこと
を感じる事が
できること

・子どもの成長
を感じた時

・事務的な仕事

・保育だけの仕
事ではなく、
その他の事務
的な仕事や教
材研究などの
持ち帰りの仕
事が多い。時
間が足りない

・子どもと過ご
す時間がもて
ること

・子どもの育ち、
成長に少しで
も関わり喜べ
ること

・保育記録や代
替日誌などの
記入

・園児が小人数
でも事務的な
作業も多く、
期日に間に合
わず迷惑をか
けてしまう

・持病があるの
で体力的に辛
い時がある

・主任など会議
で留守にする
ことが多く、
何かあった時
の責任など不
安がある

・自分の子ども
以外での、子
どもの成長を
毎日感じてい
られる事（保
護者よりも）

・様々な研修会
での人との出
会いや情報が
勉強になる

・巡回指導や園
長先生の話が
とても参考に
なり、指導し
ていただける
事がありがた
い

・保育の記録 ・持ち帰り仕事
が多い

・仕事は大変だ
が、子どもの
成長を感じる
ことで、やり
がいはある

・身回りの事

・自分の子ども
の行事に参加
できない（同
じ市立保育園
なので）

・卒園児が保育
士をめざして
くれている事

・たくさんの人
（親、子ども、
同僚）に出会
えた事
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・救急講習会 ・村で実施して
いる人事考課

・ 朝7：3０か ら
受入れ（長時
間）している
が、未満児が
多いので未満
児クラスの嘱
託 を7：3０～
4：００ま で の
勤務にしてい
る（子が慣れ
ていてスムー
ズに入れるた
め）

・資料作成
・保育準備、製

作

・帰宅後の持ち
帰り仕事が多
い

・子どもと関わ
れる時間をた
くさんもてる

公営 ・職員会月１回
他

・ピアノの練習
をする暇がな
い

・アカペラで歌
うと音を外し
てしまう

・子ども達の成
長を見れる事

・子ども達が笑
顔 で「先 生
!!」と呼んで
くれること

民営

・年度末に項目
を決めて文章
にまとめる

・全職員に配布
し職員会で報
告

・早朝、夕方の
保育できるだ
け正規職員で
できるように
工夫している

・ 延 長 の 職 員
も、職員会議
に参加し、子
どもの様子等
話合っている

公営 ・担当職員が講
師になり行う

・自己評価チェ
ックリスト使
用

・以上児クラス
の異年齢交流

・外からの人形
劇、コンサー
トの時は職員
が全員出勤で
ない時でも催
す

・勤務体制は職
員のそれぞれ
の思いもある
ので平等に近
い状態で組ん
でいます

・朝・夕２Hと決
まったパート
保育士がいる

・個別記録表、
週案

公営
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・運動会、音楽
づくり

・保育者への対
応

・グレーゾーン
の子に対する
保育、クラス
運営

・子どもの成長
を保護者の方
と喜べること

・子どもと一緒
に新しいこと
に挑戦できる
こと

・運動会用品作
り

・子育てとの両
立

・支援児への支
援方法、また
は保護者から
理解を得る事

・子どもたちか
ら元気がもら
えている

・様々な出会い
がある

・自分の子ども
の具合が悪く
なってもすぐ
に抜けること
が で き な い

（代替が必要
なので）

・行事前に持ち
帰りの仕事が
ある時

・子どもの成長
や保護者との
信頼が目に見
えてわかった
時のやりがい

・保護者の方と
の信頼関係

・子ども達の成
長を見守った
り一緒に喜べ
る

・一緒に何かを
やり遂げる充
実感を味わえ
る

・子ども達の純
粋さや笑顔に
癒される

・月案を立てる

・保護者や職員
などの人間関
係の難しさ

・持ち帰り仕事
が多い

・仕事とプライ
ベートの差が
つけにくい

・１日たくさん
笑える

・子どもの成長
に感動する瞬
間にたくさん
出会える

・「昨日と同じ」
な日がない

・パートなので
給与が安い

・業務以外（勤
務時間外）の
会議や仕事が
ある

・やりがいがあ
る

・一緒に成長で
きる

・楽しい

・運動会衣装作
り

・書類の量（持
ち 帰 り が 多
い）

・子どもの成長
を身近で感じ
られる

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョンがとれて
いるとき

・資料映像の整
理プリント

・持ち帰り仕事
が多い

・書類等を行う
時間がなかな
か取れない

・子育て支援に
携わりたいが、
立場が変わり
クラスに入る
ことや子ども
に接する時間
が少ない

・子どもの成長
を自分の仕事
の成果として
みられる

・充実感やりが
いが感じられ
る

・クラスだより
づくり

・個別記録を書
く時間がない

・保護者との関
わり方

・子どもと過ご
す時間が楽し
い

・子どもの成長
が見られて嬉
しい

・保護者との対
応、子育て支
援の難しさ

・発達の遅れや
障害の子ども
の指導や保育

・事務量の多さ

・やりがいを感
じる

・子どもが可愛
く、幸せな毎
日を送ること
ができる

・正規職員なの
で安定してい
る
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・チェック表の
利用

・急に早出があ
った時など次
の日また都合
のつく日に時
間分早く帰る

公営 ・特別支援（Ｃ
ＬＭ）

・市の人事評価
（目標管理）

・夏期は３歳以
上児は混合保
育

・子どもの気持
ちをうまく汲
みとってあげ
られないこと

・その子に合っ
た関わりがど
のようなもの
なのかが分か
らないこと

・子どもからた
くさん笑顔や
感動をもらっ
ていること

・子どもの成長
を間近で見ら
れること

公営 ・研修会参加報
告

・チェックシー
ト活用

・目標管理シー
ト共に記述を
含む

・認定こども園
となり、幼児
教育は14時ま
でとし、14時
以降は担当保
育士に引き継
ぐ（４、５歳
児）

・職員数は計画
時より集まら
なかったので、
早朝保育、バ
ス乗車、14時
以降専門、長
時間延長保育
のみ担当等、
利用者の希望
時間により細
かく対応して
いる

・副園長２名は
フリーとして、
研修、休暇対
応等にも対処

・書類作成
・有休消化がで

きない
・人間関係

・子ども達と過
ごす時間が楽
しい

その
他

・自己評価チェ
ックリスト
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・日誌などの記
録

・休みたい時に
なかなか年休
が取りづらい

（代わりの人
がいないため
他クラスの先
生に迷惑をか
ける）

・子どもが成長
し、大人にな
ってからも親
しく話しかけ、
遊びに来てく
れること

・日誌や週案

・気がかりなこ
と、心配なこ
とがあると休
みの日もとて
も考えてしま
う、気持ちが
休まらない

・子どもの成長
を近くで感じ
られること

・家事、育児と
仕事の両立の
難しさ

・ 毎 日 子 ど も
達と関われ、
色々な発見が
できること

・保育日誌
・体力の低下
・事務的な仕事

の増加

・日々、新しい
発見があり、
感動出来る事

・事務的に仕事
を消化するの
ではなく、自
分で考え、進
めていくこと
ができる

・個々の育ちに
如何に対応す
るか、自己研
鑽を感じる

・成長期にある
子のその日そ
の日の楽しさ

・保育記録
・保育教材など

製作時間の確
保

・子どもの笑顔
が見れる（泣
いた顔もかわ
いらしい）
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・まだ民営化し
て初年度です
ので、体制を
整えてから園
内研修を実施
します

・県の研修、市
の研修には職
員を積極的に
行かせていま
す

・朝７時からパ
ートの先生２
名（7：００～
9：00）

・夕４時からパ
ートの先生２
名（4：００～
7：００）

・６時間（９：
００～16：００）
の嘱託の先生
を配置してい
ます

・運動会の準備 ・仕事量

・子どもの笑顔
・子どもの成長
・ 子 ど も か ら
「 だ い す き 」
と言ってもら
えること

民営

・年齢別研究会
・委員会（３園

合 同 で 月 １
回）

・主任会

・チェック表

・初任の保育士
が学習しやす
い複数担任制
など

・クラスだより
など書類作成

・子どもの気持
ちがつかめな
いこと

・職場での人間
関係

・子どもたちの
笑顔や大好き
と言ってくれ
ること

民営

・関市保育会の
研修

・民間保育園研
修（県・市）

・朝（登園）夕
方（降園）は
二人ですが、
一人は非常勤
にしています

・未満児から年
中までは１ク
ラスでやって
います（担任
は複数）

・運動会準備

民営

・園独自の自己
チェックリス
トを作成（保
育内容等の自
己評価

・年に２回、園
長と主任保育
士が実施

・製作の準備、
仕上げ

・有休が取りづ
らい、とりた
い時にとれな
い

・残業時間があ
いまいなので
タイムカード
にしてほしい

・毎日子ども達
と生活できる

・子どもの成長
が見ることが
できる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・運動会衣装の
見直し

・個別記録の下
書き

・複数担任の連
携

・人間関係
・様々な親との

対応

・子どもが慕っ
てくれる

・保護者が頼り
にしてくれる

・様々な世代の
保護者と通し
てその時々の
親子関係が見
える

・ピアノ練習 ・親への支援の
難しさ

・子どもと居る
ことが楽しい

・子どもの成長
が良くわかり
やりがいがあ
る

・週案の記入

・仕事量と給与
が割りに合っ
ていない、ボ
ランティア残
業が多すぎる

・定時に帰れな
い、帰ると家
での仕事が増
える

・人間相手なの
で接し方に正
解がない

・子どもが自分
のような先生
になりたいと
思ってくれて
いること

・毎日うれしそ
うに登園して
くれること

・多くの人と接
し（幅広い年
齢 層）、 多 く
のことを学べ
ること

・運動会準備 ・幼い子が増え
た

・子どもに癒さ
れること

・家庭で教える
べき事も、全
て保育園でや
ってもらおう
とする保護者
が増えた

・子どものかわ
いさと、癒さ
れること

・明日の保育活
動の用意

・上司の相談し
たいこと、報
告したいこと
があっても忙
しく、なかな
か見えない為
相談したり報
告できない

・有休が取りづ
らい（取りた
い時に取るこ
と が で き な
い）

・残業時間がタ
イムカードに
して欲しい

・子どもと楽し
く過ごすこと
ができる

・笑顔でいられ
る

・子ども達と楽
しく体を動か
せる

・1０年前と比べ
て過保護な保
護者が増えて
きた

・延長保育が無
料なため、必
要以上に保育
時間が長い子
が多い

・上司が忙しく、
相談や報告が
すぐにできな
い時がある

・やりがいがあ
り楽しい

・人とのつなが
りがあり、卒
園児や保護者
と長くつき合
いがある

・自分の今後の
人生（子育て
など）に活か
せる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その
他

・自己チェック
リストにて評
価

・クラス担任が
保育に支障が
少ないように
遅番をパート
職員で行って
いる

・個別記録
・保育の難しさ
・保護者との関

わり

・子どもたちの
成長を毎日感
じることが出
来ること

・子どもたちの
笑顔を見るこ
とが出来るこ
と

民営
・少人数である
が年齢の発達を
考慮すること

公営

・各保育士が企
画、進行の自
己研修

・調理、延長保
育研修

・子どもの年齢、
人数に合った
人員の配置

・早朝、延長保
育時の危機管
理のマニュア
ル化と見直し

・基本的には年
齢別保育です
が、秋～春に
かけて、縦割
り保育の時間
も持ち異年齢
交流保育を行
う

・特別支援の子
への保育（そ
の子にあった
加配保育士が
配置されてい
ます）

・延長保育、土
曜保育ではな
るべく加配担
当できるよう
に工夫してい
ます

・気になる子ど
もの行動チェ
ックリスト

・家でも持ち帰
り仕事をやら
なくてはいけ
ない時がある

・子ども一人ひ
とりの発達や
特性の把握が
難しい

・子どもと一緒
に 成 長 で き
る、成長を見
れる

・子ども、保護
者、同僚など
との繋がりが
深まり毎日が
楽しい

・自分らしく仕
事ができる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・来週の週案

・保護者との関
わり（伝えた
い事をどう伝
えるか？事実
をそのまま話
すのか？）

・腰、ひざなど
悪くすること

・新人などの指
導法、関わり

（新人の気持
ちがまだ分か
る年令なので
強 く 言 え ず

（同じ事はし
ないでおこう
と …） で も、
フランクにし
すぎて緊張感
を持たせられ
ず、なあなあ
になってしま
った気が…）

・大好きな子ど
もと、ずっと
真剣に向き合
える

・自分の考えた
もの（保育）ア
イディアを出
して保育とい
う形にできる
こと

・小さかった子
どもが心も身
体も大きく成
長していく姿
を見れること

・指導計画の作
成、教材研究

・月案、週案、
日誌、月だよ
り、期案など
の書類が多く
書くのが大変
である

・公開保育も計
画を立ててや
ったりするの
は日々の保育
をやっていて
大変である

・親支援という
事で、お休み

（仕 事） の 日
でも遅番に残
る子が多く、
たくさんの子
どもになって
しまい見るの
が大変（先生
の数を増やせ
ば又負担にな
る）

・子どもの成長
が見れて嬉し
い

・自分の計画し
た活動を子ど
もが楽しんで
いる姿が見れ
る

・環境設備、受
け入れ準備

・保育教材作成

・命を預かる責
任の重さにつ
ぶされそうに
なることがあ
ります

・保護者との意
思の疎通

・子どもと共に、
自分も成長で
きる、日々学
習

・子ども達の笑
顔、素直な気
持ちに触れら
れる

・保育準備、保
育園フェアー
の練習

・週案作成
・月案作成
・フェアーの楽

器作り

・年々保育のニ
ーズが複雑に
なり、対応が
難しくなって
いる事

・家庭との両立

・子どもの成長
を喜び合えた
時（本人・同
僚・保護者と）

・子ども達の中
から出てきた
思い気持ちを
とらへ、活動
に繋げていく
ことの過程を
子ども達と楽
しんだり、そ
の活動の中で、
子ども達が関
わり合い成長
したり、お互
いに達成感を
感じ合えた時
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・感染症対策の
実技研修

・自己評価のチ
ェック項目を
各自チェック
し、職員全員
で検討し改善
できる部分を
実施している

・園児数が少な
いので、以上
児は一緒のク
ラスにして縦
割りの良さを
活かしている

・自分の保育に
自 信 が 持 て
ず、常に後悔
してばかりい
ること

・子どもが本当
にかわいくて、
触れ合ったり
遊んだりする
時間が心底楽
しいと思える
こと

公営

・クラスの見直
し

・年齢別話し合
い

・各自評価を行
いグループ会
議をしている

・体力的にハー
ドで疲れた状
態が抜けない
まま働くこと
が多い

・子どもに好か
れていると感
じるときやり
がいを感じる

公営 ・わらべうたに
ついて

・乳児と関わる
機会がもてる

・幼稚園、保育
園の違いを知
れる

公営

・ 職 場 内 研 修
（自 己 チェ ッ
ク）

・職員会の研修
（事務的なも
の）

・時間内保育内
容研修（年令
別）

・チェック項目
を分析、自分
の弱点・強み
を 知 り、 保
育・職場に活
かす

・体制や改善案
は常に公立園
全体で情報交
換・話し合い
をし、足並み
をそろえてい
る

・個人記録

・腰が痛い、体
力がない

・週案・月案は
どうしても家
でやらなけれ
ばいけない

・子どもとどう
関わったら良
いか分からな
くなる時があ
る

・子どもたちが
とにかくかわ
いい、嫌なこ
と が あ っ て
も、救われま
す

・たくさんいい
先輩先生と知
り合えたこと

・週休２日で安
定しているこ
と

公営 ・給食検討会

・公立３園で統
一した内容の
評価表を使用
し、年１回実
施結果を基に
個別に不足し
ている部分の
話し合いをす
る

・入園希望者多
数のため４、
５ 歳 児、 １、
２歳児クラス
を各１クラス
ずつ混合クラ
スにしている

・入園児の保育
時間に合わせ
3０～15分単位
での職員の勤
務時間を臨機
応変にローテ
ーションを組
んでいる（月
単位で見直し
をする）

・家事と仕事の
両立

・我が子の子育
てが、園で見
ている子と同
じようにはで
きていない事

・プライベート
な時間でも保
護者と偶然会
う事もあり、
保育士として
の意識を常に
持ち続けなけ
ればならない
事

・子ども達が一
つ一つ成長し
ていく姿をす
ぐ側で見守る
事ができる

・仕事での経験
を自分の子育
てに活かす事
ができる

・やりがいが本
当にある
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どもの成長
を共に喜び合
えること

・同僚との保護
者観の違い ・楽しい

・クラスだより
の作成

・月案

・年々、保護者
に対する対応
の難しさを感
じている

・大きな行事を
終えた時など
子ども達と一
緒に何とも言
えない達成感
を感じる時な
ど

・子どもと一緒
に生活をして
いなければ普
段見過ごしが
ちな小さな発
見や感動を子
ども達に教え
てもらえる

・運動会（教材）
作成

・子どもが自分
をたよってき
てくれること

・ 子 ど も の 準
備・支度など

・保育室の準備
など

・製作などの準
備、記録など

・後輩保育士へ
の接し方

・持病がありい
つ悪化するか
不安

・自身が持てな
い、体力、気
力が減ってい
る

・子どもの成長
を近くで感じ
ることができ
る

・子どもなど自
分を頼ってく
れる（感謝さ
れ た り …）、
人の役に為に
なることがで
きたと感じる
時

・運動会関係の
書類作成

・自分の体力が
追いつかない
事

・もっと専門性
を高めたいが、
その事に費や
す時間の余裕
がない事

・受け持ってる
保護者の生活
面、精神面へ
のフォローが
できず、子ど
もに返せない
事（１名）

・子どもとの触
れ合いの楽し
さ（日々の生
活）

・乳児のちょっ
とした成長を
肌で感じられ
る事

・０歳から６歳
までの成長を
見届けられる
幸せ

・運動会につい
て
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・チェックリス
トによりチェ
ックしてグル
ープで話し合
いを行う

・原則として複
数担任で保育
を行っていま
す。

・保育教材の作
成

・子どもと関わ
る事が、保育
士になってか
らの方がより
楽しいと感じ
るようになっ
た

・仕事は難しい
事が多いが、
学生の時より
も学ぶ意欲が
増してきてい
ること

・自分の将来に
も役立つし、
人として相手
にどう関わる
べきかを考え
る事が増えた

民営
・テキストを使

って自己評価
をしています

・行事の立案や
練習

・書類

・病気等全く知
らない為、保
護者からの質
問にすぐ答え
られない

・子どもの発達
を知れる

・毎日子どもの
笑顔を見せて
幸せ

・子どもが成長
した（してい
く）姿が見れ
る

民営

・記録について
（児 童 票、 日
誌他）

・苦情について
(内容、対策、
対応）

・チェックリス
トの項目→集
計→検討（園
内研修）

・ 環 境（物 的、
人的）を大切
にした保育

・非常勤（非正
規）職員をフ
ルタイムにし、
又、固定勤務
時間にし、正
規職員のロー
テーション等
を軽減してい
る。

・人間関係の難
しさ

・子どもに対す
る声かけ、援
助の方法

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョン

・子どもの成長
を感じられる
こと

・子どもが笑顔
で遊ぶ姿を見
た時

・子どもと信頼
関係を築けた
時

民営
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・打ち合わせ資
料をまとめる

・保護者へのお
願いしたい事
柄や子どもを
怪我させてし
まった時の伝
達の仕方

・先輩、後輩と
の人間関係作
り

・書類（パソコ
ン作業）の多
さや森帰り仕
事の多さ

・子ども達の成
長を感じられ
る事

・自分が提案し
た保育内容を
子ども達が楽
しそうに取り
組んでいた時

・子ども達の笑
顔で気持ちが
和らいだり、
癒された時

・子どもの怪我
に対して

・１人１人の感
情に対して、
十分に接して
あげられてい
ない事に対し
て

・子どもと毎日
楽しく過ごせ
ている事

・成長なのを十
分に感じられ
る事

・行事（運動会）
の用具準備な
ど

・行事のプリン
ト作成など

・保護者の関わ
り が 難 し い

（子どものた
めに行ってい
ること、行事
のことなどで
自分中心の意
見が多い、言
うことは多く、
手伝いなど協
力 的 で は な
い）

・子どもたちの
成長を長い子
では０歳～み
ているので嬉
しく感じる

・毎日同じこと
のくり返しで
はないのでや
りがいがある

・自分の奥さん
にも子育ての
アドバイスが
できる

・勤務に入る入
る前の準備 ・保護者の対応

・子どもの成長
を近くで見れ
る

・児童票下書き

・保護者への対
応

・勤務体制、仕
事内容

・子どもと一緒
にいることで
楽しさを感じ
笑顔になれる

・行事について
（資 料 探 し、
ピアノ練習）

・保護者との人
間関係

・ 休 み（有 給）
が取りづらい
…取れない

・仕事内容が難
しくなってい
くこと

・子どもの成長
を喜べる

・保育士という
響きが周りの
受けがいい

・自分のやりた
いことを素直
にできないこ
と

・家に持ち帰る
仕事の多さ

・子どもの成長
を間近で見る
ことができ、
素直な反応や
感動をともに
あじわえる

・自分が考えた
保育内容で、
子どもたちの
笑顔がたくさ
ん見られたこ
と

・様々な人との
出会い、子ど
もたちと過ご
す中で、自分
自身が成長で
きること

・保育記録作成
が職場で時間
が取れず、家
に持ち帰って
やらなければ
ならないこと

・保育士が少な
い為、有給休
暇が思うよう
にとれない

・子どもが一つ
色々な事がで
きるようにな
った時、教え
たことが出来
た時、成長を
見れる時

─ 259 ─



施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・実技研修（わ
らべうた、文
学遊び、救急）

・ 子 ど も の 発
達、指針、保
護者との関わ
り、環境設定

・チェックリス
トを使用し自
己 評 価 を 行
い、前年度評
価と比較し、
集計したもの
を 個 人 に 渡
す。後日会議
等でそれを基
に話す

・クラスが３人
担当で、担当
制で自分の担
当ではない子
に対しての接
し方（上の先
生に気をつか
う）

・自由保育のや
り方がいまい
ちわからない

・子どもの成長
が目で見てわ
かること

民営

・年齢部会
・それぞれ職種

の研修をして
いる

・（評価表を作
る）

・自分の目標を
３つ掲げ（２
つは職員共通
の 目 標）（残
りの１つは自
分の目標）そ
れに向け取り
組んでいる、
これに対し毎
月自分で評価
をし反省を記
入し○×△を
入れる

・早番遅番に関
し人数調整し
それに対して
の職員を配置
する

・運動会の製作
物

・子どもの成長
を間近で見ら
れること

民営

・年１・２回実
施し、園平均
と法人保育園
の平均を集計
している、そ
して個別面接
やグループ会
議を行い、質
の向上につな
げている

・ 正 規 職 員 が
早・遅番勤務
を行い、非正
規職員にはあ
たらないよう
にしている

・書類等もなる
べ正規職員が
担うようにし
ている

・児童票

・保護者への対
応

・複数担任の連
携の難しさ

・個々に合わせ
た保育の難し
さ

・可愛い子ども
の成長した姿
が見れる

・子ども達から
“せんせい”と
呼んでもらい、
頼りにしてく
れている

・毎日子どもの
笑顔にいやさ
れる

民営

・年３回、○×
方式でチェッ
クし、各項目
毎にグラフ化
した後、他者
と の 比 較 を
し、気付き・
課題を挙げて
いる

・できるだけ勤
務時間内で業
務を終えてい
ただき、清掃
後速やかに帰
宅できるよう
なシフト作り

・早番・遅番・
土・日・祝日
の出勤は不平
等にならない
勤務表作成

・書類

・職員関係があ
まり良くない

・家での仕事が
多い

・子どもと一緒
に成長できる

・子どもの成長
が見られる

民営
・一年間の反省

の中で自己評
価する

・休日でも保護
者や上司等に
会うこと（プ
ライベートが
あまりない）

・子どもの心の
成長を見る事
ができた時、
良かったと思
う

・自分の子育て
に役立てる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・その月に出す
新しい絵本を
用意した

・若手保育士へ、
上の先生達、
園長、主任の
バックアップ
がもっとほし
いこと

・人とのつなが
り、心温まる
エピソード

・子ども達から
もらうすてき
な笑顔、元気
や力をもらっ
たり励まされ
た り す るetc
…

・子ども達から
学ぶ自分が成
長できたこと

・親との関わり
が年々難しい
なと思う

・不安定な子ど
もが保育園に
いる時間だけ
でも楽しく過
ごしているな
と感じた事

・子どもが自分
に甘えて（心
から）いるこ
と

・今の子どもや
保護者の実態
を知ることが
できる

・興味のある研
修や勉強会に
たくさん出さ
せてもらい、
知識が増えて
いくこと

・行事を通して
季節が感じら
れること

・子どもの記録

・他の保育士が
残って仕事を
している手前、
業務終了時刻
をまわっても
帰りにくい

・異動がある

・子どもが成長
していく姿が
見られること

・運動会用小物
の製作

・どうしても持
ち帰りの仕事
があるので休
日でも仕事を
離れることが
できない

・生理日のプー
ルが大変

・自分自身成長
することがで
きた

・たくさんの人
と出会うこと
ができた

・辛いことがあ
っても子ども
達のおかげで
笑顔でいるこ
とができた

・運動会お遊戯
用の衣装

・頼まれ事があ
るとうまく断
れず結果的に
受けてしまう
こと

・長年いると頼
られてしまう
ことが多く、
荷が重い時が
ある

・毎日子どもと
楽しく過ごせ
ること

・月のクラスだ
より

・担当行事に向
けての計画

・新入園児の資
料まとめ

・先輩に教えて
もらった経験
が少ない中で
の後輩指導

・気になる子、
生きにくい子
に対しての支
援とクラス運
営

・自分が行って
いる事が良い
のか、間違っ
ていないか不
安になる事が
ある

・保護者の支援
ができること

・成長を共に感
じ喜びの多い
仕事であるこ
と（笑顔でい
られる事が多
い仕事）

・卒園児が大き
くなり遊びに
来てくれて保
育士になりた
いと言ってく
れた事

・児童表、日誌
の記入 ・児童票の記入

・保護者への対
応

・職場での人間
関係

・子ども達と一
緒に過ごすこ
とができる、
成長が見られ
る

・やりがいがあ
る
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・危機管理
・環境作品

・全国統一の評
価表に基づく

・子ども達の安
全への配慮、
安定への配慮
をして、必要
な時間の保育
士の移動をし
ている

・長時間保育児
が体制以上に
多いので、超
過勤務となら
ない時間内で
保育士を配置

（独自の勤務
体制）してい
る

・職員間や保護
者との人間関
係を築くこと
で悩みがつき
ない

・子どもの成長
の瞬間に日々
立ち会えるこ
と

公営
・園内で資料を

もちより研修
をする

・自己評価チェ
ックリストを
各自で行い、
その反省や評
価を自分自身
で書き出し、
改善すべき点
を職場内で話
し合う

・夕刻の保育を
遅番１人もう
１人17時15分
までの時間で
２人体制にし、
朝の８時3０分
から時間帯に
保育士が集中
するようにし、
受け入れるよ
うにしている

・戸締り、着替
え

・CD体 操 の 練
習

・女性の職場の
為、しっかり
と馴染む事が
難しい

・男性、女性と
いう事から、
考え方、捉え
方の視点が違
う

・強く意見が言
いづらい

・多くの子が見
れる事

・子どもの自由
な発想がみた
り、聞ける事

・自分で考え、
子どもの達と
一緒に目標に
向かえる事

公営

・評価項目は決
まっておりそ
れに対して自
由記述

・フリー保育士
を遅番対応と
している

・教材研究

・持ち帰り仕事
が多い

・保護者との人
間関係が難し
い

・子どもが笑顔
で園に来てく
れる

・子どもとの関
わりが楽しい

公営
・豊田市で作っ

ているものを
使用している

・小規模園とい
うことで、2
つの園を園長
が兼務してい
ます、一日置
きに交替で行
ったり来たり
です、主任・
保育士・公務
手さんは両園
にそれぞれい
ます
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・時差勤務が肉
体的にきつい
と感じる時

・子どもの成長
を感じたり、
子ども達の姿
を可愛いと感
じた時

・子どもや保護
者への対応で
難しさを感じ
る時

・子どもの成長
を側で感じる
ことができた
こと

・出勤前の環境
整備と早番の
部屋の鍵開け

・運動会の教材
製作

・実践記録

・私物の荷物が
増え置き場所
がない

・人としての自
分の行動につ
いて振り返る
ことができる

・健康的に生活
を過ごせる

・いろいろな人
とのつながり
ができる

・実習生の記録
作成

・家庭とのバラ
ンス、両立を
とること

・自分がおもし
ろいと思った
ことが、全て
仕事で役立て
られること

・人間的に成長
できる仲間に
会えたこと

・自分は足りな
い所もたくさ
んあるが、周
りの人に支え
られているこ
とを実感でき
ること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・保育士のため

の自己評価チ
ェックリスト

・時差出勤 ・行事の準備
・ 行 事（運 動

会）で必要な
ものを製作

・家に帰ってか
らの仕事も多
いこと

・ 行 事（運 動
会、生活発表
会など）のプ
レッシャー

・人間関係

・子どもたちの
成長を間近で
感じることが
できた

・子どもたちと
の関係が少し
ずつ深くなっ
ていくことの
嬉しさ

・やりがいを感
じられること

公営

・年度初めに１
～５評価の各
項目に丸をつ
け、自己評価
をとり、年度
末に再度同じ
ようにとりそ
の差を評価す
る

・障害児担当と
クラス担当が
入れかわり、
担当する日を
作り、お互い
違う立場で子
どもを見合い
共通理解をす
る

公営

・指導計画の作
成

・保育記録の記
入
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・運動会の用具
や衣装作り、
構成作り

・持ち帰りの仕
事が多く、プ
ライベートの
時間が減って
しまう

・給料が少ない
・様々な家庭背

景における家
庭支援

・子どもの成長
が知れた

・自分が成長で
きた

・満足感を感じ
る

・運動会小道具
作り

・事務的な仕事

・これからの子
ども達の成長
の手助けがで
きる

・自分の子ども
を育てるのに
参考になるこ
とが多い

・書類が多い

・子どもの関わ
りが楽しい

・子どもの成長
を喜ぶことが
できる

・事務的は仕事
にかけた時間

・保育教材を作
成するのにか
けた時間

・保護者との子
ども理解のズ
レ

・書類など家へ
持ち帰る仕事
の多さ

・若い保育士と
の連携の取り
にくさ

・子ども達が慕
ってくれるこ
との喜び

・母親から感謝
されることの
喜び

・保育の充実感、
達成感

・保育の内容や
課程を保護者
に伝えづらい

・平日に休暇を
いれると、他
の保育士の負
担になるので
フリーの保育
士が欲しい

・子育てに関す
ること、子ど
もへの理解を
深めることが
できた

・子どもと心が
通じ合った時、
やりがいを感
じる

・事務
・保育準備

・持ち帰りの仕
事が大変多く
て家庭の事が
全て後回し

・帰宅時間が遅
くて、自分の
子どもと関わ
れる時間がお
ろそかになっ
ている

・休日も仕事に
費やす時間が
多く、休みが
休みでない

・全てストレス、
年を重ねるう
ち体にも異変
が現れてくる

（めまい、難
聴、流産など）

追加
・クラス担当し

ていると休み
が取れないた
め、自分の子
どもの行事に
参加できない

・自分の子が病
気で休んでい
つも他の子と
遊ばなくては

（保 育） い け
ない矛盾！

・仕事を頑張る
程、母として
の役割が果た
せない現実、
男性同等もし
くはそれ以上
働いていると
いう状況を把
握し、改善し
てほしい

・子どもを預け
る人に任せる
のでなく、自
分の子を自分
で見るという
時間の確保を
お願いしたい
です！！

・保育はすばら
しい仕事とい
うことは感じ
ている、自分
も育つことが
できる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・保育自己診断
表をつける

・保育教材の準
備

・書類整理

・自分自身、要
領が悪かった
り、書類に時
間がかかった
りすることも
あるため家庭
で仕事をする
ことも多い

・幼児担任１年
目で、分から
ない事もあり、
毎日の保育や
行事など悩む
事も多い

・子どもの成長
を身近で感じ
ることができ
る

・毎日子どもた
ちと様々な遊
びをするなど
関わる中で、
私自身も楽し
い時間を過ご
せている

公営

・エピソード検
討会

・保育室の環境
について

・自己評価のた
めのチェック
リスト「保育
士編」という
資料をいただ
き、自分で評
価し、自分の
保育をふり返
る材料として
います

・指導計画作成
・広告で箱作り

公営 ・チェックリス
トの活用

・持ち帰りの仕
事、サービス
残業が多い

・毎日子どもと
いると元気で
いられる

公営

・保育マニュア
ルの読み合わ
せ

・ヒヤリ、ハッ
ト、アクシデ
ント検討会

・自分の記録に
よる評価反省

・自己評価チェ
ックリスト

・保育環境等自
己 チェ ッ ク

（週毎）

・幼児と低年齢
の交流を図る
ため、戸外で
一緒に遊ぶ機
会を作ってい
る

・時間が足りな
い（保育準備
や書類）

・やりがいを感
じる

・楽しい
・日々勉強にな

る

公営

・ビデオを視聴
し、自分の保
育 を ふ り 返
り、保育に活
かす

・本を借りに行
く

・パネルシアタ
ーを作る

・教材準備や記
録等に時間が
かかる

・仕事の時間以
外でやること
が多い

・子どもの成長
を見守ること
ができる

・仕事にやりが
いがある
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

指導計画 ・非正規職員と
の人間関係

・子どもと過ご
すことの楽し
さ

・運動会で使う
物を作る。曲
選び等、運動
会準備

・クラスだより
作成

・子ども達と触
れ合える時間

・子ども達と季
節の変化を感
じて過ごせる
こと

・ 子 ど も 達 の
日々の成長を
見れること、
一緒に成長し
ていけること

・園だよりのク
ラスの子ども
の姿をかく

・報告書を記入

・勤務時間内に
は、ほとんど
書類ができな
い、持ち帰り
が多い

・子ども達の成
長を保護者と
一緒に喜び、
分かち合える

・思いが伝わっ
た時

・指導計画書作
成

・壁面飾り作成

・複数担任にお
いて他の保育
士との仲

・子どもの笑顔
に救われる事

・家のこと、自
分の子のこと
があまりでき
ない

・家での仕事が
多い

・パネルシアタ
ーの作成

・クラスだより
案考え

・自分が未熟な
面もあり、持
ち帰ってやら
ないといけな
い仕事ができ
てしまうこと

・日々、子ども
たちと楽しく
関わることが
できているこ
と

・良い同期、先
輩に巡り合え
たこと

・延長保育当番
表作り

・勤務時間内に
事務仕事が終
えられないこ
と

・子どもの成長
に携わること
ができたこと

・壁面飾り作り

・子どもの成長
を一番で身近
で見れる

・子どもの笑顔
に癒される

・人間関係の難
しさ（職員間）

・全体の意見を
まとめる難し
さ（職員間）

・子どもへの関
わり方（いろ
いろな子が多
い）

・子どもの笑顔
に元気をもら
える

・日々変化があ
り、色々な行
事に向け、職
員や子ども達
と一緒に取り
組み、達成感
を味わいなが
ら楽しむ事が
できる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・園内研修テー

マについて話
し合う

・連絡事項等、
口頭及び記述
で行い共通理
解をしている

・休憩・パート
等により休憩
が取れるよう
にしている

・職員全員で園
児を保育する
体制となって
いる

・書類の書き方

・子どもの日々
の成長が見れ
る

・名前を子ども
に覚えてもら
えたこと

・一緒に遊べる
こと

公営

・救急法
・実技研修
・公開保育
・インシデント

研修
・主任研修
・新任研修
・ 障 害 児 研 修
（特別技術研
修）

・経験年収別研
修など

・自己評価チェ
ックリストを
使用している

・ピアノの練習

公営

・園内研修、テ
ーマを決めて
１ 年 間 研 修

（事例検討）

・毎年自己評価
し、年度末に
話し合いをし、
次年度に活か
す

・障害児指定園
のため、子ど
も４人に対し
て１人の保育
士での指導を
実施

・早番、遅番の
二 人 体 制 確
立、休憩対応
保 育 士 の 配
置、延長保育
士の配置

・子どもの成長
の手助けがで
き、一緒に成
長を喜べると
ころ

公営 ・ペープサート
作成
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・毎日たくさん
の子どもや保
護者の方と明
るく挨拶をし
楽しく過ごす
ことができる
こと

・季節を感じ、
色々な行事に
合わせ楽しい
活動ができる
こと

・運動会に向け
て の 取 り 組
み、書類作成

・人員不足のた
め、個別に支
援が必要な子
へ行き届かな
い、他の子を
しっかり見て
あげられない
時もある

・子どもたちの
ステキな発想
にふれられる
こと、笑顔に
出会えること

・ 共 に 驚 い た
り、泣いたり、
笑ったり、喜
んだりできる
こと

・共に成長でき
ること

・実習生の実習
記録指導

・指導計画作成

・事務時間がす
くないこと

・加配がついて
い な い こ と

（全体的な人
で不足）

・家庭とのバラ
ンスや肉体的
なつらさ

・一年間を通し
て季節を感じ
過ごせること

・自分らしさを
十分もって生
活しているこ
と

・子どもたちと
のかけがいの
ない存在にな
れたりつなが
りがもてるこ
と

・来週案の作成
・今週案の反省

・保育事務の多
さ

・人間関係に難
しさ（保護者
対応など）

・子どもたちと
楽しく過ごせ
ること

・好きなこと、
得意なことが
できる

・保護者の対応
・障害のある子

またその親の
対応について

・子どもの育ち
に寄り添える
こと

・楽しい気持ち
が共感し合え
ること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・研修報告等聞
き、それにつ
き全員で話し
合い勉強する

・資料に基づき
行う

・３歳以上は縦
割り保育を取
り 入 れ て お
り、１月以降
は年齢別にな
ります

・少しおくれ気
味の子等、同
年齢の子につ
い て い く の
が 大 変 な 子
も。異年齢集
団なので年下
の子等友だち
をみつけて遊
べる。また大
きい子が小さ
い子に思いや
りを持って接
し、いたわり
の心が育つ。
小さい子も身
の回りの始末
等、大きい子
の様子をみて
覚える

公営 ・伝達研修会

・大府市自己評
価チェックリ
ストを使用し
行っている

・一日の中で子
どもに関わる
保育士が多く
なりすぎない
ようにし、安
心して過ごせ
るようにして
いる

・誕生会の準備

・万国旗の名前
書き

・退園児の思い
出の表紙作り

・週案のねらい
・アンケート
・連絡帳

・仕事量の多さ

・休憩から戻る
と 子 ど も が

「 お か え り 」
「 せ ん せ ～」
と言ってくれ
るとき

・「先生大好き
～」と言って
くれる時

・成長が感じら
れた時

公営

・研修参加者報
告会

・自己評価と課
題確認

・散歩マップ作
り

・発達の道すじ、
体育遊び、表
現あそびなど
の学び

・各自が簡単な
様式を使って
チェ ッ ク し、
園全体で話し
合い、課題を
見つける

・保育のふりか
えり、記録を
とる

・時差勤務は基
本的には未満
児の担任がや
っているが、
幼児の担任も
長時間児の保
護者と話せる
ように、二帰
りで遅番勤務
とする

・他の保育士た
ちとの連携の
難しさ

・子どもへの言
葉の掛け方

・かみつきがあ
る子どもへの
対応の仕方

・子どもの成長
を近くで感じ
られること

・子どもたちと
信頼関係がで
きてきたこと

・尊敬できる先
生方が近くに
いること

公営 ・園外研修報告
・園内研究

・チェックシー
トに基づいて
チェックして
いる

・早延長児、子
どもの人数に
応じて、保育、
保育準備と時
間を有効に使
っている

・毎日子ども達
と接する時間
がとっても楽
しい
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保護者の方と
子どものこと
について話す
時間がない

・保護者の方の
色 ん な 要 望

（勝手すぎる）

・自分のやりた
かった仕事、
子どもとかか
われる

・連絡帳書き
・翌日の保育準

備

・事務仕事など
が多く、保育
準備にあてる
時間が少ない

・やりがいがあ
る

・子どもの成長
が見れる

・書類作成

・仕事量が多す
ぎで定時にな
かなか帰れな
い

・やりがいを感
じる

・様々な研修に
出させてもら
い勉強になる

・子ども達の成
長が喜べる

・運動会の準備

・担当クラスに
より精神的な
きつさが違う

・家に仕事を持
ちかえると仕
事とプライベ
ートの境目が
なくなる

・行事の前にな
ると仕事量が
増える

・毎日生活が新
鮮

・子ども達の成
長を見ること
が出来る

・やりがいがあ
る

・指導計画
・保育準備（製

作）

・自分勝手な要
求を言ってく
る親が増えて
きている

・人材不足によ
り保育の質の
向上が難しい

・年を重ねるご
とに負担が大
きくなるので
今後続けられ
るか心配

・子ども達と関
わっていると
楽しいし、自
分も成長でき
る

・様々な人と関
わる機会があ
り、勉強にな
る

・「先 生、 大 好
き」と子ども
に言われたり、

「ありがとう」
と 感 謝（親）
されたりして
やりがいがあ
る
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・訪問療育（市
の 臨 床 心 理
士、養護施設
のコーディネ
ーター等の方
に訪問してい
ただいてのケ
ース検討会）

・自らの保育を
振り返り、保
育の質の向上
を図る

・自分の保育を
振り返って子
どもの気持ち
が受け止める
ことができた
場面や、子ど
もの気持ちに
共感できたエ
ピソードなど、
子どもと関わ
って驚いた事、
感謝したこと
など発表し合
う

・ 早 朝 保 育 と
長 時 間 保 育

（18：００まで）
を 行 っ て お
り、長時間保
育の担当者は
次の日の早朝
保育の担当に
ならないよう
配慮している

公営 ・自己評価チェ
ックリスト

・子どもが加配
の話は聞いて
も、担任の話
はなかなか聞
かないこと

・同年の他のク
ラス、加配と
の連携

・毎日子ども達
と一緒に過ご
せること

・子どもの成長
を見届けるこ
とができる

公営 ・チェックリス
ト ・週案の作成

・子ども一人ひ
とり向き合う
時間が、事務
的職務などに
時間を割かれ
なかなか取れ
ないこと

・職員同士の連
携を取るのが
難しいこと

・休んだ時、子
どもや保護者
に迷惑がかか
ってしまうこ
と

・毎日毎日子ど
もと関わるこ
とができる喜
びを感じられ
ること

・子育てに携わ
ることが出来、
保護者の方か
ら悩みや相談
ごとを持ち掛
けられ、相談
して頂けるこ
と

・自分が成長出
来ること

公営

・保育士のため
の自己評価チェ
ックリストを使
用して評価する
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子育て（自分
の子）につい
て、周りから
完璧だと思わ
れること

・天職だと思い
ます

・子育てしてい
て色々な場面
で対応するこ
とができる

・保育教材を作
成

・大勢の子ども
達に出会い、
成長が見れた
事

・要領が悪いか
ら、帰る時間
が遅くなった
り、家に仕事
を持ち帰った
りすることが
多い事

・保護者対応の
難しさを感じ
ていること

・子ども達の成
長を見るたび
に 嬉 し く 思
い、やりがい
を感じる

・子ども達と楽
しい気持ちを
共有しながら
過ごせること

・指導計画

・残業や持ち帰
り仕事をしな
いと、仕事の
消化ができな
いこと

・子どもの成長
やかわいい姿
が見られるこ
と

・どこまでが、
個性環境なの
か、どのよう
に子どもに接
したら良いの
か分からなく
なってしまっ
た時

・子どもと一緒
に過ごし、子
どもの笑顔を
みている時

・子どもたちが
できないこと
ができるよう
になったり、
頑張っている
姿を見ている
時

・保護者が「先
生が先生で良
かった」と言
ってもらえた
時

・指導計画（週
日案）作成

・保育士として
ではないです
が、家庭・子
育てと仕事の
両立面、休み
の取り難さ

・指導計画、作
成や残務は勤
務後の短時間
ではこなしき
れない所

・利用と現実の
ギャップ

・子どもや保護
者の方の「あ
りがとう」の
笑顔

・充実感や達成
感を感じられ
る事

・信頼関係を築
けた時

・月末帳面コメ
ント作成

・持ち帰りの仕
事があったり、
常に保育の事
を考えている
為、仕事とプ
ライベートで
なかなか気持
ちが切り替え
られられない、
常に何かに追
われているよ
うに感じる

・子どもの成長
を感じ、日々
感動すること
ができる。行
事などで子ど
もの成長を感
じ、とてもや
りがいを感じ
る

・様々な年中行
事を子どもと
一緒に経験す
ることができ
る

・自分の得意な
ことを仕事に
活かすことが
出来る

・大変人生勉強
になる。特に
子育てについ
て

・週案の作成

・子どもと関わ
る事が楽しい

・自分で計画を
立てクラスを
進めていくこ
とが楽しい
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営
・縦割保育につ

いて
・職員会議

・保護者への対
応の仕方

・子どもの成長
を感じられる
こと

・楽しんで取り
組む子どもの
姿が見られる
こと

宗教
法人

・不定期に勉強
をしている

・園外研修を利
用している

・パートの保育
士の活用

・有休はなるべ
く、夏季保育、
冬季保育期間
にとるように
している

・土曜日を完全
休みにしてほ
しい

・後輩にちゃん
と仕事を教え
てあげられな
い

・有給を好きに
使えない

・０歳から５歳
までの色々な
子どもと関わ
れること

・体力が付いた
こと

宗教
法人

・園外の研修に
参加した保育
による報告会

・保育日誌、指
導計画の反省

・エピソード記
録

・手遊びや体操
などのレパー
トリーが少な
い

民営 ・研修発表 ・自分の知識、
経験不足

・子どもがいる
から楽しく仕
事ができる

・子どもの成長
を感じられる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どもの気持
ちが分かって
あげれない時

・集団をまとめ
きれない時

・子どもの成長
を間近で見ら
れ、共感でき
ること

・落ち込んだ時
も子どもた達
の笑顔でまた
頑張ろうと思
えること

・平日休めない
・腰がいたい、

筋肉痛になる
・自分の子ども

の行事など行
けない

・楽しい
・早起きできる

ようになった
・やりがいを感

じる

・週休２日制に
してほしい

・ 緊 急 時 に 早
退、遅刻、欠
席がしにくい

・子どもたちの
成長を一緒に
喜べる

・自分が母親に
なった時たく
さんの喜びを
伝える事がで
きた

・制作準備

・人間関係
・ぎっくり腰か

らきた腰痛の
慢性化

・子どもの成長
を身近に感じ
られる

・子どもの喜び
を共有できる

・笑顔に癒され
る

・来週使用する
祖父母競技の
ペンダント片
切り

・保育士同士の
コミュニケー
ション

・室内の生理整
頓がうまくい
かない

・自分の思いが
保護者に伝わ
っていないよ
うな気がする

・子どもの成長
を感じた時

・子どものアイ
ディアのすば
らしさを感じ
た時

・ 子 ど も か ら
「先生大好き」
と言われた時

・指導計画の反
省、児童票の
作成等

・常に体調を万
全にしておか
なければなら
ないこと

・平日は疲れて
しまい、なか
なか持ち帰り
の仕事がはか
どらない。そ
のため、休日
に主に行って
いるので心身
共に休まらな
い

・子どもとの関
わりに生きが
いを感じる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・第三者評価に
基づく自己チ
ェックリスト
での自己評価
を年２回

・正規と契約の
バランス

・時間帯の人が
薄いところは
短時間パート
を置く（３時
間）

・子どもとの関
わり

・保護者との関
わり

・自分の機転の
なさ

・子どもたちと
共に成長して
いけること

・少しでも子ど
もたちの心の
拠り所になれ
ること

・自分自身を見
つめ直すこと
ができたこと

公営
・人権学習会
・救急法
・ISO関係

・各クラスの課
題をあげてい
く

・園全体で課題
をあげていく

・異年齢の交流
が持てるよう
に一定期間縦
割り保育を行
う

・時差出勤

・運動会の準備

・保育をする為
の準備をする
時間がないこ
と、勤務中に
はまずできな
い

・書類を書く時
間がないこと

・昼休けいがな
いこと

・子の笑顔や成
長などに触れ
られること

公営

・個々に評価表
に記入する

・ 園 内 研 修 で
PDCAサイク
ル表を利用し
た話し合い

・連携を取るた
めの連絡ノー
トを活用して
いる

・正規職員が少
ない

・給与が安い
・事務仕事（書

類等）をこな
す時間が少な
い

・子どもと関わ
ることができ
る

・子どもの成長
を感じられる

・自分が成長で
きる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・法人全体のま
つり準備

・クラスだより
作成

・保護者支援
・グレーな子の

対応

・子ども達がな
ついてくれ、
笑顔を見せて
くれること

・卒園し、何年
もたって大き
くなった卒園
児に会い、「せ
ん せ ～ い！」
と声をかけら
れ嬉しそうに
する姿を見る
とすごく思う

・毎日子ども達
と関わって仕
事をし、日々
の成長や子ど
も達のあきな
い笑える行動
を側で見る事
ができる事

・自分が子ども
を育てる上で
も役に立った
事が多い

・早番・遅番が
あること

・腰痛

・充実した日を
過ごせる

・楽しい、やり
がいがある

・子どもの姿の
メモ

・職員早遅当番
表の作成

・保護者にもよ
るが、家庭内
の様子が見え
てこない家の
姿を聞き出す
こと

・子どもの成長
の姿を実感で
きること

・自分の体調が
しんどいな…、
休みたいな…
と感じるとき
でも職員体制
や当番に余裕
がないので、
よほどのこと
がない限りは
休みにくい

・体調管理には
十分注意して
いるつもりだ
が、感染力の
強い病気や子
ども特有の病
気に感染して
しまうことが
ある

・子どもの保育
に携わってい
く中で子ども
のより良い成
長や発達のた
めには家庭と
の連携が重要
だが、家庭の
中にはなかな
か入っていけ
ない部分やど
うすることも
できこともあ
ること

・たくさんの子
どもたちや保
護者の方に出
会え、いろい
ろな関わりの
中で私自身い
ろんなことを
学べているこ
と

・いろいろな研
修や専門機関
に行かせても
らう機会もあ
り、いろいろ
な知識を得る
ことができて
いること

・自分のしたい
仕事ができて
いることが幸
せだなと思い
ます、頼れる
先輩や同僚の
保育士に出会
えたことが幸
せです
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

副園長 公営

・カリキュラム
会（年齢発達、
行事について、
地域とのかか
わり、職員間
の連携、家庭
支援）

・一次評価、一
般職員の自己
評 価 を 実 施

（セルフマネ
ジメントシー
トの業務目標
をたてる、能
力、態度評価、
面談という流
れ）

・開園時間から
勤務体制シフ
トを取り組ん
でいる、その
日の勤務に合
わせて、退園
時間を心がけ
ている。職員
間の連携を密
にとり声かけ
をしている

公営

・チェックリス
トの採用

・保育日誌など
の様式に自己
評価欄を設け
ている

・保育日誌の作
成

・運動会飾りの
準備

・女性の職場で
あるというこ
と（男性保育
士が増えてき
ているとはい
え…）

・自分の仕事の
効率の悪さ

・子どもの成長、
発育に関わる
ことができる

・子どもの笑顔
や喜ぶ姿を見
て共感するこ
とができる

公営
・保護者もまじ

え講師を招き
講演して頂く

・月末に職員会
議を持ち、保
育士それぞれ
の評価、反省
を出し、その
中で所長、主
任、保育士が
思いを言い合
い、次へつな
げていけるよ
うにしている

・職員がかけた
時など大きい
子（ ４、 ５
歳）は混合ク
ラスで保育し
たり、午睡時

（ ２、 ３ 歳）
は一緒に寝た
りする

公営

・保育課程、保
育指針につい
て検討

・デイリープロ
グラムを通し
て情報交換

・保育所全体で
子どもたちを
見ていくとい
う考えの元、
その日の状況
に合わせて合
同保育や職員
の配置人数の
変更をしてい
る

・保護者との関
わりの難しさ

・日々、子ども
の小さな成長
が感じられる
こと

公営
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・指導計画の作
成

・作成準備

・指導計画の作
成

・クラスだより
の作成

・保育教材の作
成

・体力的な不安
とほんの少し
でも子どもと
離れての休憩
時間の確保を
保障して欲し
いこと

・子どもの成長
にたずさわれ
ることです

・クラスだより
の作成

・日誌

・腰痛がひどく
なっている

・家で持ち帰り
の仕事が多い

・子ども一人ひ
とりの成長を
感じられる

・自己成長につ
ながっている

・遅番の仕事…、
カギ閉め身回
り、給食サン
プル片付け

・保育日誌
・当番表の作成
（下準備）

・運動会の作り
もの

・運動会の曲を
探す

・保護者への対
応

・時間内に帳簿
ができない

・常に子どもと
いるので休ま
る時間がない、
休暇がとりに
くい

・子どもの成長
にふれた時に
やりがいを感
じる

・子どもが変化
してきた時う
れしく思う

・書類が多く、
勤務時間内に
はなかなかで
きない

・一年でクラス
が変わるので
さみしい

・子どもと楽し
い時間を共有
し合える

・やりがいがあ
る

・指導計画、個
別記録など事
務時間をなか
なかとること
ができない

・現在の保育所
では、良い人
間関係ができ
ているが、以
前はとても悩
んだ（保育の
考え方や人間
性）

・人として大切
なことを子ど
も達から教わ
っているよう
に思う

・子ども達と関
わることによ
り、季節の変
化など自然や
風情に敏感に
なった

・指導計画の作
成や事務

・腰痛等肉体的
にきつい

・常識に欠ける
保護者との付
き合いで精神
的に疲れる

・未来ある子ど
も達の成長が
見られる

・大人になった
教え子たちが
親しみをもっ
て話しかけて
くれる

・子どもも保護
者とも人とし
ての付き合い
で自分を省み
て人間として
成長させてく
れる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・その時々に会
った体制を考
え て い ま す

（子どもの数
や年齢的な配
分など）

・打ち合わせや
時間がなかな
かとれない

・子どもの成長
を感じる

民営 ・職員自己評価
表を毎月提出

・フリーで動け
る保育士を３
名設置してい
る

・自分の保育の
やり方が合っ
ているのか不
安

・子どもたちの
笑顔が毎日み
れる（成長も）

・子どもの素直
な考え方が自
分も成長でき
る、刺激にな
る

民営

民営

・担任と主任、
園長と気にな
る子やクラス
の話し合い

・チェックリス
ト ・制作 ・子どもへの接

し方

・子どもの成長
を身近で感じ
ることができ
る

・子どもと接す
ることで元気
がもらえる

民営

・保育研究会
・ 年 令 別 部 会
（年令別にテ
ーマを決めて
研修）

・職員会議等で
各々の保育に
ついての話し
合いをし、自
己評価につな
げていく

・男性職員が少
ない

・この給料でこ
れからも食っ
ていけるのか

・子どもと遊び
一緒に過ごし
てつらいこと
もあるが、子
どもの笑顔に
癒 さ れ た り

「先生ありが
とう」といっ
てもらったと
きにやりがい
を感じます
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・継続した成長
を感じる事が
できる

・保護者との関
係

・子どもの成長
とともに自分
が成長できて
いる

・子どもと関わ
る楽しさを実
感している

・一日一日がと
ても速く充実
している

・若い保護者と
のコミュニケ
ーションの取
り方

・日々の子ども
の成長を感じ
られる

・保護者との関
係

・子どもの成長
に関われたか
ら

・保護者の中で
難しい方がい
る

・休暇の取得が
難しい

・子どもの成長
の助けになれ
たこと

・卒園していっ
た子どもが保
育士の道に進
んでくれたこ
と

・転勤が多く、
慣れたと思っ
たら、転勤さ
せられてしま
う

・保護者との関
係

・サービス残業
や持ち帰りの
仕事も多く、
給与が上がっ
ていかない

・ 達 成 感 や 喜
び、楽しさを
子どもと共感
できる

・いろいろな年
齢の子ども達
の成長を見る
ことができる

・職員で団結し
て一つのもの
を作り上げた
り、行事を作
りあげられる

・書類関係
・製作

・人間関係の難
しさ

・自分の力量不
足

・時間のたりな
さ

・子どもの楽し
そうな笑顔を
みているとき、
関わっている
とき

・子どもの成長
を感じる事が
できたとき

・書類
・保育教材

・対応に困るク
レームの多い
保護者が増え
ている

・子どもも障害
ではないがグ
レーゾーンが
増えていて指
導に行き詰る。
自分も勉強不
足である

・長く保育士を
していて子ど
もとの関わり
に新鮮さが欠
けてきている

・子どもがよく
なついてくれ
たり、信頼関
係ができたと
感じるとき

・クラスがまと
まってきて行
事や日々の生
活や遊びが充
実してきたと
き

・子どもの成長
を間近で感じ
るとき
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営
・毎月テーマを

決めて勉強会
をしている

・早番の職員が
帰る時間から
遅番や手伝い
をする職員が
子どもを見る
など役割分担
している

・保育の進め方
・子ども一人ひ

とりに合わせ
た接し方の難
しさ

・子どもの成長
を日々感じる
ことができる

・子どもと関わ
る時間が楽し
い事

公営
・保育士交換研

修（他クラス
間）

・アンケート形
式にて（大津
市立独自作成
のもの）

・県より保育サ
ービス評価

・パート、保育
支援員、常勤
の配置（朝夕
は２ｈパート
対応）

・休みが取りに
くい（夏季休
暇 の み と れ
る）

・子どもの成長
を感じられた
とき、それを
子どもや保護
者と喜び合え
たとき

・子どもの発達
を学び、少し
理解できてま
すます子ども
が好きになっ
た

公営

・ 絵 本 に つ い
て、子ども達
に来てもらっ
ている。お話
会の先生を招
いて、絵本の
研修もしてい
ます。年齢別
の絵本の与え
方など

・A.M.7：3０～
P.M.6：００ま
での保育時間
の中で、早朝
保育、延長保
育を当番制に
してシフトを
組んでいます

・ピアノの練習
・教材研究
・教材準備

・疲れがたまり
やすく、持ち
帰り仕事は自
分の時間が少
ない。精神的
にも疲れる

・給料が安い
・街中で保護者

に出会う
・日に焼ける

・やりがいを感
じる、社会に
貢献できてい
る気がする

・自分の成長に
つながる仕事
内容が多い

・人と関われる
仕事

民営
・滋賀県健康福

祉サービス自
己評価を実施

・早朝・夕刻保
育担当職員を
採用すること
で保育士への
負担軽減に努
めている

・最低基準以上
の人員配置を
通年実施して
いる

・職員不足でバ
タバタしてし
まうことが多
い

・書類が多い

・子どもの成長
を間近で見ら
れる

・乳児～幼児の
子どもの関わ
り方、接し方
が身に付いた

・一緒に身体を
動かして楽し
んで遊べる

民営

・少人数グルー
プに分かれて、
自由に意見を
交 換 し 合 う

（年齢は近い
者で）

・研修結果を報
告し、皆で学
ぶ機会を設け
る

・各クラス、担
当委員などで
話し合い、難
しかった点、
工夫された点
などを出し合
い記録し残し
ていく

・規定の項目に
ついて評価を
行い、市など
数か所に結果
を送付する

・乳児クラスは
担当制をより
充実させるた
めに、パート
職員やフリー
が入り、雑務
を行っている

・時間外保育も
充実されるよ
うに15分差の
細かな勤務体
制を組んでい
る

・一人ひとりの
子に合わせた
対応が分から
なくなったり
することがあ
る

・子どもとの信
頼関係が少し
ずつ出来てい
った時

・子どもが頑張
って取り組ん
だことを発表
しているのを
見た時
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・仕事のことば
かり考えてし
まい眠れない
日がある

・ピアノが上手
く弾けない

・子どもといる
と素直になれ
る

・子どもと一緒
に何かの目的
を持って取り
組むことが楽
しく感じる

・人間関係の難
しさ

・保護者への対
応言葉での伝
え方

・子どもの成長
を身近で感じ
られること

・行事について
話し合ったり
資料にする

・勤務時間外も
精神的に考え
てしまうこと
がある（子ど
ものけが）

・子どもの成長
を感じ、保護
者の方と喜べ
たり保育士同
士で喜べるこ
と

・子どもの楽し
そうな顔を見
たり、慕って
きてくれるこ
と

・保育教材作成

・人と関われる
仕事なので自
分の代わりが
いないので休
みが取りづら
いこと

・子ども達との
関わりの中で
得られること
がたくさんあ
ること

・精神的にも肉
体的にも強く
なれたこと

・休暇が取りに
くい

・子ども達の成
長をそばで見
ていられる

・ 子 ど も 達 の
日々の成長を
感じられるこ
と

・自分の子育て
との両立（行
事が重なるこ
とがある）

・保護者から感
謝されること

・子どもの成長
を見られるこ
と

・クラスだより
の作成

・日誌の記入

・保護者対応
・人間関係
・プライベート

な時間の少な
さ

・子どもたちの
成長を間近で
見られる

・子どもたちの
笑顔に触れ元
気をもらえる

・若い保育士と
の関係

・いつも子ども
たちの中で生
活でき毎日笑
ったり、時に
は怒ったりし
て、楽しくす
ごせること

・仕事が終わっ
て家に帰ると
疲れがでるが
出勤すると身
体が元気にな
る
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・講習会（人権）
・AED講習会 ・県指定の方法

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョン

・子どもの成長
を見ることが
できた

・子どもと一緒
に遊んだり、
楽しんだりで
きること

民営
・長期有休をと

って遠出旅行
へ行けない事

・毎日かわいい
子どもに会う
ことができ楽
しい

民営 ・県の様式を利
用

・保護者との関
わり

・子どもの内言
語や機嫌の悪
さの関わり

・子どもの成長
が見れたとき

（立 つ、 し ゃ
べる、食べる
など）

・ 保 護 者 か ら
「先生がいて
良かった」「任
せられる」と
言ってもらえ
た時

公営
・ビデオにより

保育のふりか
えり

・市独自の様式
による自己評
価・個人ヒア
リング、チェ
ックの実施

・保育所使用の
資料冊子本に
よる自己評価
及び保育所評
価の実施

・事務的な業務
が多く、勤務
時間内にでき
ない

・人に関わる仕
事ができる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どもと共感
できる

・園での出来事
をどこまで保
護者に伝えて
いくか

・子ども達のた
くさんの笑顔
が見られるか
ら

・自分の作った
教材を喜んで
見てくれてい
る時

・親から感謝さ
れた時

・指導計画の作
成

・たくさんの子
どもたちと触
れ合い、その
成長が見られ
ること

・保護者との関
係の中で難し
いと感じるこ
とがある

・子どもたちか
らたくさんの
笑顔をもらっ
ていること

・子どもたちの
成長を自分の
目で見ること
ができること

・保護者対応

・子どもたちの
成長を肌で感
じることがで
きる

・人との触れ合
い

・事務所対応15
分

・クラス担任同
士、変則勤務
のため、話し
合う時間が少
ない

・子どもたちと
分かり合えた
とき

・子どもの様子
を保護者と一
緒に話し合え
ていること

・子どもの成長
を近くで見れ
ること

・保育準備

・年令的にも体
力の低下があ
り、しんどい
と感じること
が増えてきた

・保護者、子ど
もと心の通じ
合いが感じら
れ、保育をす
ることがとて
も楽しくやり
がいが感じら
れること

・体力・責任感
で疲労が回帰
できないまま
日々過ごして
いる

・時差出勤のた
め子どもの生
活（我 が 子）
を振り回して
しまう、時間
に余裕がない

・夜の職員会議、
研修等で家庭
を空けること
が多く、他人
への子育てを
頼んでいるが
めどが立たず、
見てもらう人
を探さなけれ
ばならず大変

・事務が多い

・いろいろな人
に出会えるこ
とで十人十色
なのが人とし
てあたり前と
思え、子育て
や人生観にプ
ラスになった

・人に感謝して
もらえる子ど
もの笑顔で元
気をもらえる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・個人が個人の
目標に対して
自己評価を行
う

・保護者アンケ
ー ト を 実 施
し、評価を行
う

上記2つについ
て保育所の自己
評価とする

・ 毎 日 の 予 定
（設 定） が わ
かるように、
一週間毎に表
にして、事務
所に掲示して
いる

・毎日の勤務体
制がわかるよ
うに、日々表
に記入して事
務所に掲示し、
ここが理解す
るようにして
いる

・乳児部、幼児
部、調理、事
務所が常に連
携をとりなが
ら日々保育を
進めている

・自分の保育が
まだまだでき
ていない

・子どもの成長
を共に感じる
ことができる

公営 ・自己研修の報
告、勉強会

・クラスに正職
員ができるだ
けいるよう工
夫 し て い る

（早 番、 遅 番
の工夫）

公営
・わらべうたの

ＤＶＤを視聴
する

公営

・上司や同僚に
相談ができな
い自分

・ピアノがひけ
ない

・事務処理が苦
手

民営
・特に基準を決

めて行ってい
ない

・他のクラスの
ベテラン保育
士との人間関
係

・休憩時間が取
れない、休み
がなかなか取
れない

・子どもの笑顔
に癒される

・将来母親にな
った時に役立
ちそう
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・クラスだより
下書き

・保育士の集団
のチームワー
ク

・自分自身の子
育ても楽しい

・子どもの成長
を身近に感じ
られる

・月1回のお便
り、公立保の
カリキュラム

・保育士間の連
携がうまくで
きていない時

・保育施設が十
分でなく、子
どもに影響し
ている時

・保護者との信
頼関係が難し
い時

・なりたい仕事
についてずっ
とやってこれ
たこと

・子どもたちの
笑顔、素顔に
ふれたこと

・子どもたちの
成長、発達が
見れたこと

・週案（次週）
・指導計画の作

成

・拘束時間が長
く、自分の休
憩時間を事務
仕事に追われ
てしまう

・職員体制的に
休みにくい

・子どもの成長 ・職場の人間関
係

・子ども又保護
者から信頼さ
れる事

・保育日誌の作
成

・個別に対応の
必要な子ども
の関わり方

・大好きな子ど
もの笑顔が見
られる

・子ども達と一
つの事をやり
とげた時の達
成感
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・年間２回、前
期と後期各ク
ラスから保育
のまとめの資
料を出して検
討

・体力的にしん
どいこと

・人間関係

・子どもの成長
をみれたとき

・規則正しい生
活を送れるこ
と

民営
・何度末自由記

述をして各自
提出

・子どもの時間、
登園時公園時
を把握して体
制を取る（早
出、遅出のみ）

民営

・幼児、保護者
又は、地域の
人対象おしゃ
べりクラブ

・未満児及び未
就児対象もも
ちゃんクラブ

・日々の保育を
見ながら足り
ない要素を考
え主任と話し
合って進めて
いる

・有資格者を必
ず置くように

（開所時間中）
との事で毎日
２人は残業手
当対象の時間

・1０時出の職員
の担当のクラ
スの朝の間は
皆でカバーす
る

・朝晩はパート
職員を多く入
れている

・保育記録、事
務的な仕事

・子どもの成長
を側で感じら
れる

民営
・保育協会での

研修に基づい
た研修

・理事長、園長、
主任保育士に
よる人事考課

・子どもの年令
や登園降園時
間を考慮し、
その都度シフ
トの見直しを
行っている

・早朝保育午前
８時行うと延
長保育の午後
18時まではそ
れぞれの年令
のクラスで子
どもたち一人
ひとりに手厚
い保育が出来
るようにして
いる

・週案を作成す
る

・週回の出し物
の準備

・休みが少ない
・やりがいのあ

る仕事を見つ
けられた

民営

・自由に記入し
て頂いてます

（園独自のも
の）

・保護者の方と
コミュニケー
ションをとる
ことが苦手で、
思いを受け止
められてない
と感じる

・子ども達の成
長を見る事が
でき、やりが
いを感じる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・病気をもらい
やすい

・体がゆがむ→
足、腰を痛め
てしまう（聖
体に通う）

・肉体的、精神
的にしんどい
時でも子ども
と接すること
で元気をもら
える

・仕事にやりが
いを感じる

・ 特 技（ ピ ア
ノ）を活かせ
る

・理想と現実と
のギャップを
感じる

・人間関係（保
護 者、 職 員）
の難しさ

・体調管理

・子ども達の成
長を側で見ら
れる

・仕事を楽しい
と感じられる

・保護者、職員、
子ども、色ん
な人と関われ
る事ができ、
人として成長
できる

・リトミック楽
譜はりつけ作
成

・健康管理につ
いて

・時間配分がう
まくできない
こと

・職場の環境
・保育をしてい

く上での日々
の子ども達の
成長を見ての
やりがい

・運動会の見取
り図作成

・人間関係
・腰痛

・子どもの成長
・保護者からの

信頼

・書類作成 ・実習生の実習
簿

・毎日子ども達
と関わり成長
を見れること

・各年齢の様子
が分かり将来
に役立つ

・行事や日々の
保育で子ども
たちと共に満
足感や達成感
を共有できる

・保育士の給料
が低いこと

・急な休みがと
りにくいこと

・子ども達と楽
しさや楽しさ
をいつも共感
できること

・自分の性格や
特技を活かせ
ること

・人と人とのふ
れあいを身に
しみて感じる
ことができる

・保護者との連
携の難しさ

・若い保育士と
のコミュニケ
ーションの難
しさ

・行事等で子ど
もが一つにな
った時の達成
感

・優しく接し合
う子どもの姿
を見た時

・自分と同じ思
い で 遊 ん だ
り、行事にむ
かっている時

・自分の家庭で
の仕事がやや
手抜きになる
こと

・子どもと過ご
すことで、自
分自身が成長
できること

・仕事をするこ
とで逆にスト
レスを発散で
きること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・他のクラスの
保育、子ども
の状況も分か
るように

・保育士交換保
育も行ってい
る（年１回だ
が）

・日々、勤務の
最後に振り返
りとして、自
己記録を取る
ようにしてい
る

・必ず、対比は
崩さないよう
に、又、パー
トさんが時差
の間に入り、
担任不在の時
間帯はないよ
うにしている

・引き継ぎはき
ちんとする

・喉、腰が弱く
痛めやすい

・やること、気
がつかなけれ
ばいけないこ
とに自分がつ
いていけてい
ない

・体力に自信が
ない時がある

・子どもの笑顔
が可愛い

・子どもの成長
を見ると嬉し
くなる

・やりがいがあ
ると思う

公営 ・項目別に記入

・勉強してきた
ことや経験し
てきたことを、
保育の中で活
かしていくの
が難しく、反
省が多い

・自分の子ども
を預けられな
い時に休まな
ければならな
いこと

・他の保育士と
の相談や連携
が上手くいか
ないことがあ
る

・子ども達の成
長を見る事や、
一緒に遊ぶの
が楽しいこと

・反省から学ぶ
ことが多く、
自分も成長で
きること

・行事や季節ご
とに、達成感
を味わえるこ
と

公営 ・教材研究

・腰をよく使う
ので、腰痛に
なってしまう

・持ち帰りの仕
事がある

・子ども達が成
長していくこ
と

・日々のやりと
りの難しさ

・子どもととも
に成長できる
こと
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育の準備、
連絡ノートの
記入等

・おたよりの作
成

・ 保 育 の 準 備
（内容を考え
たり）

・子どもが病気
の時など、休
むことが難し
い（担 任 ク ラ
ス が あ る た
め）

・子どもの行事
と園の行事が
重なったり、
行事前だと子
どもの行事に
出席したくて
も、休みが取
りにくい

・仕事にやりが
いがある。仕
事が楽しい

・保育を頑張る
ことで、子ど
も（集団）の
育ちが実感で
きて、自分自
身も達成感が
もてる

・定年退職など
で人の入れ替
わりの激しい
中で、どう人
間関係を築い
ていくか

・「自分の子ど
も時代」が今
の親世代と少
しずつズレて
いく中で「子
育てで大切に
すること」を
どういう視点
で伝えていく
か

・「少 子 化」 が
懸念されなが
らも、どんど
ん子どもが育
ちにくい「世
の中」に変え
られていって
るのに、それ
がみんなの問
題になりにく
いこと

・自分が関わっ
た子どもがど
んどん成長し
ていく姿を間
近にみること
ができ、子ど
もの持つエネ
ルギーにその
心に感動する
機会をもらえ
ること

・子どもの笑顔
がいつも自分
のすぐそばに
あること

・人とつながり
合いながら自
分は生きてい
るということ
が実感できる
ところ

・保育に必要な
準備物の確認

・会議や資料の
内容確認

・自分自身がま
だ出産、子育
て経験がない
ので、お母さ
んの目線で悩
みに気付いた
り十分なアド
バイスをでき
きれない

　（その分、ク
ラスのベテラ
ン保育士がフ
ォローしてく
れます）

・子どもの成長
に関わる中で、
色んな感動に
出会える

・子どもから元
気 を も ら え
る。日々を充
実して過ごす
ことができる

・自分の課題が
見える

・職場、保護者、
子ども達など、
色んな人と出
会い交流する
中で、自分自
身人間として
成長していけ
る

・運動会に使う
小道具作り

・子どもの記録
・保育の準備

・事務的なこと
や書類が多く、
勤務時間内に
はやりきれな
い

・毎日子どもと
一緒に笑った
り、怒ったり、
感動したり、
いろいろなこ
とを感じられ、
成長できるこ
と

・誕生カードづ
くり

・子ども達の言
葉が、人を傷
つけてしまう
ことを話すこ
とをやめさせ
られないこと

・いろいろな考
えをもつ人と
一緒に働き、
どうしても分
かり合えない
時

・子ども達の成
長を感じられ
ること

・保護者ととも
に子どもの成
長したことを
喜び合えるこ
と
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・ふりかえりポ
イント（自己
評価チェック
リスト）２回
／年記入

・夕方パート保
育補助員の出
勤と変則勤務
時間3０分を重
複させて、正
規職員の事務
時間を確保し
ている

・自分の動きは
これでいいの
かと不安にな
る

・子どもへの怒
り方

・親への接し方

・自分の子育て
に活かせる

・毎日が楽しい
と感じられる

・大人同士のや
りとりでは得
られないもの
を得れる小さ
な発見

公営 ・園内研修（う
たと遊び）

・毎年、年度末
に実施する

公営

・課題に対して
自由記述

・業績評価ノー
ト使用

・保育指針に基
づく自己チェ
ックシート使
用

・早出・遅出を
正規職員で勤
務

・ 変 則 勤 務 の
為、日々シフ
トボードに記
入し、勤務状
況を全職員で
把握できるよ
うにしている

・子どもと触れ
合う事の楽し
さを感じた時

・人の役に立て
るという事

・子どもの成長
の大切さと知
れた時

公営

・研修参加した
職員から伝達
演習を行い学
びをしている

・参加カリキュ
ラ ム 検 討 の
際、前月の保
育について自
己評価を行う

・報告、連絡、
相談は欠かさ
ないように特
に保護者対応
については全
職員で見守る
体制を大事に
している

・指導計画、保
育の準備

・職場の人間関
係

・自分自身のメ
ンタルの弱さ、
勉強不足

・子ども達とた
くさんの時間
を一緒に過ご
し楽しさや難
しいことも共
感できること

・子ども達や保
護者の方の笑
顔に会えた時

公営

・毎年「子ども
の人権」とい
う視点をもっ
てテーマを決
め全職員で学
習

・自分の保育の
質の低さ

・子どもたちの
トラブル、ケ
ガ

・保護者への対
応

・子ども達が笑
ってくれるこ
と
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・日々、子ども
達の成長して
いく姿を側で
感じることが
できる

・仕事が楽しい
と思える

・世の中には、
いろいろな家
庭があること
を知ることが
できた

・毎日がとても
充実している

・子どもと接す
る仕事でエネ
ルギーになっ
ている

・毎日考える事
がたくさんあ
り楽しい

・子どもと一緒
に色々楽しく
話が出来、過
ごせること

・上司が現場把
握出来ていな
い時など、勤
務の体制が厳
しかった

・保護者の対応
が大変でした

・子どもの人数
が多く１人ひ
とりの対応を
細かく出来な
い事があった。
保育所にもゆ
とり教育があ
ってもよいの
ではと思う

・子ども達の笑
顔が見れた時

・子ども達の１
年間の成長を
感じられた時

・個人指導計画
の作成

・保護者の対応
や書類作成な
ど、家庭に帰
ってからの時
間が削られる
こと

・保育所内での
人間関係の難
しさ

・子どもの成長
を見る事がで
きる

・おたより作成
・記録

・肩こり、腰痛
・仕事量の多さ

・将来自分の子
どもができた
時に役に立つ
仕事内容

・たくさんの子
どもとかかわ
れること

・仕事に対する
やりがいがあ
ること

・保育準備
・部屋の掃除

・子どものケガ
や病気を対応

・子どもたちの
成長する姿を
日々感じるこ
とができる

・保育教材作成

・年齢とともに
体力の衰えを
感じる

・まとまった休
みが取りにく
い

・担当の子ども
の成長ぶりを
感じたり、仕
事にやりがい
を感じる

・育休などの制
度がしっかり
していたので
仕事を続けら
れた事
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・保育会議（月

案検討）
・職場内研修

・日誌の活用

・持ち帰りの仕
事や休みの日
にする仕事が
多い

・どんな時も常
に、仕事のこ
とを考えてい
なければいけ
ない

・自分の思いが、
子どもになか
なか伝わらな
いことがある

・子ども達の成
長を見ること
ができ、子ど
もや保護者と
一緒に喜ぶこ
とができる

・子ども達と接
している時が
楽しい

公営 ・人事考課シー
ト

民営

・保育時間は長
いので、支援
児にあたって
は二交代制を
とっている

・正規、非常勤
を含め、年間
休暇の希望を
取り事前にシ
フトに反映さ
せる

・非常勤の職員
どうしで突発
的な欠勤をカ
バーしてもら
うようグルー
プ化する

・主任担当は決
まっているが、
主担が休みの
時は全職員が
ローテーショ
ンで他クラス
をカバーする
体制を取り、
全園児を全職
員で見ていく
意識づけを高
める

・玄関のはきそ
うじ、くつ箱
整理

・当たり前かも
しれませんが、
平日の休みが
少なく、病院
や銀行など行
きづらい

・毎日笑顔で過
ごせている

・保護者の方な
ど、年齢が違
う方と接する
機会が増えた

・保育を通した
様々な経験が
できた
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・運動会につい
て

・自分の保育の
引き出しの少
なさ

・保育士間の人
間関係

・持ち帰りの仕
事も多いが、
疲れもたまる
ので、帰宅後
では仕事が進
まない

・子どもたちと
一日のほとん
どの時間を一
緒に過ごせる

・子どもたちの
笑顔をたくさ
ん見れる

・子どもたちと
たくさん笑い
合える

・年々身体に負
担がかかって
いるのか痛み
を感じること
が多くなった

・子どもたちの
笑顔に囲まれ
て仕事ができ
ること

・子どもたちの
成長が感じら
れること

・写真の選択と
整理

・肉体労働のた
め腰痛、背中
痛などの身体
がきつい

・時として持ち
帰り仕事・残
業がかさむこ
とがある

・子どもと接す
ることのでき
る仕事につけ
保護者の方と
一緒に子ども
の成長を見守
ることができ
ること

・手遊びの種類
が減ってきた
ので、新しい
ものを取り入
れたい

・保育園での感
染症の流行で、
自分の体調が
崩れてしまう
ことが恐い

・時々、人前で
喋る（誕生会、
クリスマス会
など）時に舌
が上手くまわ
らない時があ
り、相手に伝
わっているの
かと不安にな
ってしまう

・保育士によっ
て段取りの良
さを身につけ
ることが出来、
又、上司から
の正しい指導
があって、自
分のあやまち
に気づき、上
司からの助言
を取り入れ、
自分のものに
しようと考え
ること、良い
ものを真似た
い

・保護者の方々
に恵まれてい
た、雰囲気が
良く、話しや
すかったです

・１～５台まで
の子ども達の
発達が見られ
○○○（文章
が中途半端で
終わっていた
め○○○で代
用）

・子どもから元
気をもらえる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・年度末に個人
総括をしてい
ます（文書を
園に提出）

・勤務体制は乳
児クラスと幼
児クラスで分
けて組んでい
ます

・７時～２２時の
保育時間なの
で、朝・夕の
短時間パート
職員を配置し
ています

・やることが多
い

・子どもの発達
を促した保育
をどうするか

・他の保育士さ
んとの連携

・子どもたちと
喜び合えるこ
と

・子どもたちの
成長を感じら
れること

・社会のマナー
などが勉強に
なること

民営 ・劇遊び

・日々の保育日
誌

・週案、月案、
年間カリキュ
ラム

・週4０時間・シ
フト制、有給
消化を心がけ
ています。縦
割り保育・合
同保育（特に
土曜保育）は、
園全体で設定
保育を考え、
子ども達の姿、
保育士同士の
姿を見守るよ
うにし、保育
の質を高めて
行えるように
取り組んでい
ます

・保護者対応
・子どもの成長

を見る事がで
きる

副園長 民営

・公開保育の中
に「一日保育
デ―」という
形で年間1０回、
保護者参加の
保育探検日を
設け、年度初
めに募集して
いる

・年２回、自己
評価表（独自
のもの）を提
出してもらい、
それに基づい
て面談を行い、
課題を見つけ、
また評価する
ことを繰り返
している

・各クラスリー
ダーは正規の
職員が担い、
サブリーダー
を契約職員を
パート職員で
担っている

・時差出勤は全
職員で全園児
のことを知る
上でも必至で、
勤務を取り組
みにくい一面
もあるが、早
出遅出をうま
く活かした生
活スタイルを
とり、プラス
にしてる様に
思う

・クラス懇談報
告書

・教材制作

・自分の技術、
知識の低さ

・書類の多さ
・生活が苦しい

こと（金銭的
に）

・子どもや周囲
の人と関わる
ことで、その
分やりがいを
感じられるこ
と

・将来自分の子
育てに活かせ
ること

・子ども、保護
者等悩むこと
は多いが、そ
の分やりがい
を感じられる
こと
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・次の日が休み
（有 休） だ っ
たので、その
段取りや行事
の準備

・懇談会に向け
ての資料作成

・総括資料作成
・行事の準備

・保育情勢のき
びしさ、公立
の民営化や子
ども子育て新
システムの導
入に対する国
や府の動き

・気になる子ど
も、気になる
親が増えてい
て対応の難し
い

・給料が安い、
持ち帰りや残
業も多い

・子どもの発達、
成長を日々感
じられること

・子どもととも
に四季を感じ
生きている実
感がもてるこ
と

・親と子のキズ
ナ、親が子に
対する愛情、
子が親を思う
心を感じられ
ること

・半期総括の資
料作成

・持ち帰りの仕
事が多い

・給料がとても
安い

・休みが少ない

・毎日が違って
新しい発見も
あり、仕事が
楽しい

・子どもの発達
を知れたこと

・子どもや保護
者、同僚など
たくさんの人
に出会えたこ
と

・保育士として
素質があるの
かと悩んでい
る

・子ども達や優
しい周りの先
生方と、楽し
く過ごしなが
ら過ごせてい
る事

・自分の子ども
の保育園が台
風で休園にな
るのに、出勤
しないといけ
ない

・子どもが熱を
出しても休め
ない

・子どもの成長
を身近に感じ
る

・運動会で使用
する小道具づ
くり

・我が子と行事
が重なったり、
時間単位で休
みが取りにく
いこと

・書類をパソコ
ン作成となる
と苦手で時間
がかかる上、
持ち帰り仕事
となってしま
うこと

・延長保育士を
使っている家
庭との連携が
深めにくいこ
と（直接話し
をする期間が
少ない）

・いろいろな子
ども、保護者、
保育士の方々
と出会いをさ
せてもらえた
こと

・同じ年令のク
ラスでも毎年
違う子どもた
ちで同じ保育
にならないと
ころが楽しく
新鮮なこと

・季節の変化に
敏感になれた
り、泣いたり
笑ったり様々
な感情が味わ
える仕事なと
ころ

・時々肉体的な
疲労がぬけな
いこと

・保護者支援に
おいて伝えた
いことがうま
く伝わらない
こと

・忙しい時期に
休憩が取りづ
らく、家での
仕事も多くな
ること

・子どもの成長
を実感できた
とき

・研修などで自
分自身の勉強
をなったこと

・仕事のやりが
いを感じられ
ること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・保育日誌
・保育記録

・経験年数が少
ないためトラ
ブルへの対応
が難しい

・毎日、子ども
達と楽しく過
ごせること

・自分の子育て
に役立てる

・製作や絵本の
読み聞かせな
ど自分のでき
る事が増える

（技術力の向
上）

民営

・知識、技術面
に関する研修

・ロジカルシン
キング

・定量評価、定
性評価、保護
者アンケート

・労働時間
・新人と中堅等

職員配置バラ
ンス

・事項の共有化

民営

・入園数の割に
は保育士数が
多いが、配慮
の必要な子ど
も加配対象外

（多 動 等） が
多く、短時間
職員等で対応
している

・ 自 分 の 時 間
（プライベー
ト）があまり
持てない

・書き物が多い

・子どもの成長
を間近で見ら
れ、実感でき
ること（やり
がい）

民営

・保育所保育指
針対応、自己
評価チェック
リストを活用

（萌文書林出
版）

・必要な時間帯
に多く配置で
きるようシフ
トを工夫して
いる

・週休２日でな
いこと

・好きな仕事が
できている

・やりがいを感
じる

民営

・自己評価表を
作り５段階で
○印をつける

・面談の時に少
し園側の意見
も伝える

・行事等で土曜
出勤や日曜出
勤になった場
合は、出来る
だけ代休を取
る

・会議は短時間
で切り上げる

・昼間の間に短
い打ち合わせ
をする

・ピアノの練習

・子どもの内面
を見きれてい
ない

・頭が固い
・視野が狭い

・子どもたちの
成長を縁側で
見守ることが
出来る

・子どもたちの
笑顔に囲まれ
ている
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育日誌作成

・自分自身が子
育て経験がな
いので保育士
としてのアド
バイスはでき
るが、母親と
してのアドバ
イスができな
い

・子どもたちと
毎日過ごすこ
とができる

・成長、発達面
など母親にな
っても活かす
ことのできる
知識がつく

・絵本の読み聞
かせなどで読
み方などの知
識がつく

・姉妹園が多い
ので、他園と
の連携に戸惑
う こ と が 多
い（カリキュ
ラムの統一な
ど）

・様々な出会い
からたくさん
刺激をもらっ
たりプラスに
なった

・子どもと色々
な事を経験す
ることができ
る、又、喜び
や悲しみを共
有できる

・書類作成 ・日誌
・書類作成

・常に時間に追
われ、家庭（自
分の子育て）
が、おろそか
になっている
こと

・仕事の内容量
が多すぎるこ
と

・自分の保育に
満足できない
こと

・実力のなさ

・子ども達１人
ひとりをよく
見れること、
成長を感じる
事

・やりがいがあ
る

・頑張っている
人（親や職場
の同僚）が見
れること

・運動会の準備 ・クラスだより
・CDの編集

・家に帰ってか
らも仕事をし
なければなら
ない

・休みが取りに
くい

・他の職業の友
人よりも給与
が少ないこと

・毎日楽しく仕
事ができる

・子どもたちと
関わる中で元
気になったり
癒されたりす
る

・得意分野を活
かすことがで
きる

・クラスだより
作成

・子どもの書類
が園にいる時
間に書ききれ
ず、持ち帰り
が多い

・有休を使いづ
らい、保護者
が足りない

・子どもの笑顔
・子どもが一つ

のことに向か
って活動しや
り遂げた時の
充実感

・体がきつい
・子どもの成長

を常に見る事
ができる

・体調を崩した
時やケガをし
た時に休みに
くい

・子どもたちと
過ごしている
毎日が充実し
ている
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・コンプライア
ンス

・情報セキュリ
ティー

・所長ヒアリン
グ～保育士

・所長、主任は
自己点検表記
入しヒアリン
グ

・乳児、幼児担
当がペアを組
む

・ 経 験 等 を 含
め、保育技術、
管理能力

公営

・研修報告回覧
・区内で研修実

施①
・ケース検討す

る中で意見を
出し合う

所長ヒアリング
の中で実施

・乳児、幼児担
当はあるが休
憩体制、事務
時 間 体 制 で
は、複数の乳
児担当者が全
体の中で配置
される体制を
くむ

・事務時間を勤
務時間内で平
等にとれる様
体制を組んで
いる

公営

・ 環 境（保 育
室、園長）の
見直しを定期
的に

・感染症、保護
者対応

・保育実践、日
記、ビデオ等
により、保育
を振りかえる、
また園内で研
修を行う。評
価、反省、改
善を行う

・子どもの体調、
家庭状況など、
共通理解すべ
き事項（援助
の 仕 方 を 含
む）について
の 伝 達 方 法

（週 一 回、 定
期的のミーテ
ィング、記録
回覧）

・職員の役割分
担を明確にす
る：リーダー、
サブリーダー
からの伝達→
職員へ→主任、
所長へ

・運動会の台本
打ち直し

・保護者との人
間関係

・自らの要領の
悪さ

・人の気持ちを
考えようとす
るようになっ
た
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・腰痛や体の不
調があり、疲
れてしまう

・子どもの笑顔
で元気になる

・子どもにとっ
ての貴重な時
間を過ごせる
ことが嬉しい

・心ゆたかにな
る

・指導計画の作
成

・体力的、精神
的にキツイ!!

・日々の事務に
追われ、本来
の子どもとの
関わりや遊び
に十分（思い
きり）発揮で
きない

・様々なしめつ
けや、しがら
みが多く、自
分の保育をす
ることが難し
くなってきて
いる

・自分も成長す
ることができ
たから

・子どもから学
ぶことが沢山
あり、保護者
の方に助けら
れ、同僚から
も支えられと
こと

・自分の世界を
広げ、色々な
人との出会い
があり、充実
した人生を送
ることができ
たこと

・保育教材を作
成するのにか
けた時間

・仕事から気分
が切り離すこ
とが出来にく
く、休日でも
どこかで仕事
の 事 を 考 え
て し ま う こ
と（特に保護
者とのことな
ど）

・常に行事や業
務、日々の事
務に追われて
てゆったりと
仕事がしにく
い

・一人にかかる
負担が多すぎ
る（人数は一
に 無 理 が あ
る）特に幼児
をもつと本当
にきつい

・自分の特技を
活かすことが
でき、子ども
共に成長して
いけること

・感謝された時
にとても充実
感を味わえる

・自分自身の感
性を広げたり、
伸ばしたり磨
いていけるこ
と

・対応の難しい
子どもや保護
者が増えてい
る

・体力の衰えを
感じる

・子どもの成長
が見られる

・子どもとの関
わりの中で楽
しさや喜びを
感じられる

・達成感や満足
感を感じられ
る

・子ども同士の
トラブル

・子どもの成長
を側で見れる
こと

・大好きな子ど
もを関われる
こと

・やりがいがあ
ること

・ネームプレー
ト作成

・幼児と乳幼児
担当保育士の
連絡が取りに
くい

・後輩保育士に
対する指導な
どが十分でき
ない

・喜怒哀楽がは
っきりと出せ
る事が多く、
子ども達と元
気に過ごすこ
とができる

・子どもの成長
発達が大きな
喜びとなる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・研修報告会
・保育士の自己

点検表のチェ
ック

・子どもと過ご
す時間がとて
も楽しく充実
している

公営

・早出、遅出は
決めています
が、なかなか
退 所 で き な
く、出勤時間
も決められた
時間より早く
出勤するのが
日常です。

・遅出勤務の職
員の穴埋めは、
出勤している
職員で対応し
ています（パ
ート職員がい
ないので苦労
しています）

・保護者の方と
の接し方

・子どもに対す
る叱り方

・たくさんの子
どもと触れ合
い色々な子ど
もの姿を見れ
た事

・子ども達がな
ついてくれた
り、多くの笑
顔を見れたり
した事

公営 ・児童票の下書
き

・保護者との連
携の難しさ

・子どもの成長
や笑顔が見れ
てよかった

公営
・分担制、担当

制を取り入れ
ている

・保護者との連
携

・卒園した子ど
もたち（保護
者）が声をか
けてくれたこ
と

公営

・市独自の方法
で実施、保育
士については
別途保育士に
該当する項目
をあげた様式
に基づいてい
る

・正規保育士と
嘱託保育士の
勤務時間数が
違うため、か
なり無理があ
る。実態は嘱
託保育士や調
理師が制限勤
務時間まで延
長して勤務し
てくれている。
工夫のしよう
がない
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・年々事務が増
えてきている

・保護者対応が
難しくなって
きている

・自分自身の考
え方が変った

・自分自身やま
わに対しても
プラス思考に
見なければい
けないと思う
ようになった

・保育記録の作
成

・持ち帰りの仕
事が多い

・子どもたちの
成長が感じら
れる

・運動会のCD
のコピー作業

（自宅パソコ
ンにて）

・年齢を重ねる
につれて、責
任のある仕事
が多くなり、
制菌的にしん
どい

・フルタイム働
くので自分の
家庭や子ども
との時間が少
ない事

・体調が悪い時
でも、代わり
の人がいない

・自分の担任し
た子が目に見
えて大きな成
長をした時

・運動会や発表
会など、大き
な行事でこち
らの期待に答
え頑張ってく
れた時

・「○○先生好
き！」という
言葉を聞けた
時

・指導計画の作
成 ・時間がない

・子ども達から
沢山の事が学
べる

・自分の得意な
事を活かせる

・経過記録
・運動会につい

て

・休暇に融通が
きかない

・子ども達の成
長を目の当た
りにでき、そ
の時の喜びと
感動が味わえ
る

・雑用を含めし
なければなら
ないことが多
く十分にでき
ない

・子どもに励ま
され力をもら
うこと

・保育日誌など

・行事に追われ
るところがあ
る

・家庭にも持ち
込まなくては
いけないこと
も多い

・子どもの成長
を感じ、喜び
合えること

・保護者の自己
中心的なとこ
ろ

・肉体的にきつ
くなってきた

・子どもと関わ
り、信頼され
る喜び
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営
・年度末にマニ

ュアルの見直
し

・保育士等各々
の 自 己 評 価

（月ごとに記
入）に基づき、
期 末（年 ２
回）施設長と
面談、年度末
に園全体の自
己評価を行う

・最も早い出勤、
最も遅い出勤
には必ず正規
職員が担当し
ている（セキ
ュリティ開閉
のため）

・腰痛 ・礼儀をきちん
と覚えた

民営

・保育職員用と
調理職員用で
独自に作成、
５分野ごとに
２5項目（計1２5
項目）を３段
階評価し、こ
れもって園長
と懇談する

・１歳児18名は
２グループも
分け、９名に
対し保育士２
名で保育して
いる

・早出と遅出の
回数を合わせ
て、勤務時間
数を調整して
いる

・日誌

・家に帰ってか
らの仕事が多
い

・ピアノが大変

・たくさんの子
どもと関われ
る

・人として成長
できる

・毎日充実して
いる

民営 ・クラスだより
作成

・書類が多く、
大変である

・毎日かわいい
子どもたちと
過ごせて楽し
いと

・子どもの成長
を感じた時

副園長 民営 ・チェックシー
トの活用

・ 子 ど も 達 の
日々の成長が
みられたり、
笑顔が見られ
たりする事

・毎日、楽しく
子ども達と過
ごせている

・いろんな事を
みんなで行っ
ていく達成感
を味わえる事
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・クラスだより

・保育者との連
携が難しい

・後輩保育者の
育成

・子どもの成長
が間近で感じ
られる

・子どもとの信
頼関係が築け
る

・人と接する仕
事なので、自
分自身が成長
できる

・子どもの成長
を間近で見ら
れる

・保育祭の用品
確認

・保育日誌の作
成

・後輩保育士の
育成。伝える
べきことをど
のように伝え
ていくか悩み
ます

・実習生への指
導。多忙な中
でどこまで指
導することが
できているか
不安です

・子ども達の成
長を身近で感
じながら、共
に日々を過ご
せること

・毎日、一日一
回以上笑える
こと

・子どもの成長
に関わる喜び
を日々感じら
れる

・子どもの保護
者など人との
関わりの中で
得られること
が多くある

・仕事のおもし
ろさ、やりが
いを感じられ
る

・書類作成や保
育準備が勤務
労働時間内に
出来ず、持ち
帰りになる

・やりがいを感
じる

・子どもの成長
を喜べたり、
毎日取り組む
ことができる

・保育環境作り
（壁面飾り）

・一週間（７日
間） の う ち、
朝から晩、夜
眠りにつくま
で頭が仕事か
ら離れられな
い日が多い

・休みの日も素
材集めや教材
研究にあてる
しかなくON
とOFFの切り
替えができな

・職員の人数や
自分が担当で
ある責任も考
えると休みが
取りにくく取
る気にもなれ
ない

・人と人との優
しさや子育て
の楽しみ方を
教えてもらっ
た

・子どもの側に
居ると小さな
季節の変化に
も気付くよう
になり四季や
節句を大切に
するようにな
った

・自分の両親や
家庭をありが
たく思い、大
切に思えるよ
うになった

・保、幼、小連
携回のリポー
ト

・自分の子ども
の行事や参観
日になかなか
いけなかった

・休みが自分の
ほしい時にな
かなか取れな
い

・仕事中休憩が
少ない、あっ
ても気が抜け
ない

・いつも子ども
たちに囲まれ
て楽しい

・身体を動かし
ているのでス
トレス発散出
来る時がある

・いろいろな事
にチャレンジ
できる、毎日
同じことをす
るのが少ない
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・園外研修報告
会

・自己評価チェ
ックリストを
使い年１～２
回行っていま
す

・幼児のみで職
員数が少なく、
勤務のローテ
ーションや役
割分担に苦労
します

・職員の希望を
聞きつつ、相
談しつつ、全
体のバランス
を考えていま
す

・生活発表会
・子ども達の笑

顔が見られる
こと

民営 ・特別支援保育
児研修

・「保育士のた
めの自己評価
チェックリス
ト」を用い、
自己点検、自
己評価を行い、
チェックリス
トの結果を活
かしているよ
うな方法をと
っています

・自分の保育方
針がみつから
ない

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョンが難しい

・毎日が楽しく
なった

学校
法人

・臨床心理士に
よるカウンセ
リング研修

・実習生の記録
の直し

・職場以外でも
保護者がいな
いか周りを気
にする

・食事にかかる
時間が短くな
ったこと

・子どもの成長
を身近に感じ
られる

・子どもと一緒
に自分も成長
できる

副園長 民営 ・指導案の作成

─ 306 ─



４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・研修報告書、
作成

・日々行事や保
育準備に追わ
れ、行事前は
帰ってからも
ゆっくり休む
ことができな
い

・定時で帰れる
事がなかなか
ない

・沢山の子ども
や保護者と接
す る 事 が 出
来、頑張った
分だけ結果が
返ってくると
ころ

・責任を持って
保 育 を す る
為、責任感が
身についてき
た

・毎日手作りの
美味しい給食
が食べられる

・人間関係
・ 後 輩 へ の 指

導（後輩の仕
事に対する態
度・ 言 葉 遣
い）が難しい

・保護者との関
係

・子育ての勉強
になる

・子どもたちの
心や体の発達
を側で見るこ
とができる、
共感できる

・子どもたちか
ら学ぶことが
できる、また
感動も与えて
くれる

・信頼できる同
僚に恵まれて
いる中で保育
士同士のコミ
ュニケーショ
ンが取りにく
い時がある

・信頼できる同
僚に恵まれた
こと

・大好きな子ど
も達に囲まれ
て生活できそ
の成長に携わ
っていると実
感できるこ

・研修など、自
分の知識以外
の分野も勉強
することがで
きたこと

・体力の無さ
・技術力の無さ

・子ども達の成
長を身近で感
じ保護者と共
に喜び合える
環境

・子どもへの理
解を深められ
る環境

・様々な人々と
出会えた事、
自分自身を成
長させられる
環境

・家事と仕事の
両立が自分の
納得のいくよ
うに出来ない
こと

・子ども達から
パワーをもら
い、日々一緒
に成長しよう
と努力できて
いる事

・身体を常に動
かしている為、
比較的健康に
過ごせている
事

・子ども達の興
味、関心を伸
ばそうとする
為、いろいろ
な事に自分も
興味関心が持
てる事

・指導案の見直
し

・子どもをみる
だ け で な く
色々な業務が
多いので専門
的知識を増や
したいがなか
なかそういっ
た時間がない

・子どもたち一
人ひとりの成
長を感じる事

・保護者の方と
子どもの成長
で一緒に喜び
あえる事

・自分自身も一
緒に感じるこ
と
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営
・園内栄養士、

看護師による
研修

・週・月単位で
自己評価を月
案、週案に記
入する

・行事の後には
必ず自ら振り
返りを口頭で
発表する

・複数担任のク
ラスには経験
年数にバラツ
キがあるよう
に配置する

・同年齢児複数
クラスの各担
任も同様にし
ている

民営 ・事務的な仕事

・主として保育
すること

・保護者の方と
の会話

・子ども達の成
長を日々感じ
ることができ
る

・大変なことも
あるが、やり
終えた時の達
成感

・子どもや保護
者の方の笑顔
が見れた時

民営

・各保育士が年
度末に自己評
価のレポート
を提出し、そ
れにより園全
体の評価を行
ない、理事会
に報告する

・保育教材を作
成

・子どもの成長
を感じた時

事務担当
職員

宗教
法人

・園外研修の内
容を職員会等
で報告し、話
し合いの気化
を設けている

・月一回の職員
会と保育士会
で日常の問題
や問題行動あ
る児童への対
応等に共通認
識を持つよう
にする

・早出、遅出が
均等になるよ
う割り振りを
している

民営 ・自己評価表に
よるチェック

・職員の連携、
情報の共有

・職員の労働時
間、休み等を
考えた勤務体
制が難しく、
工夫の仕方を
逆に教えて頂
きたいです…
保育との兼ね
合いがあり、
難しい

・園の近くのお
店等に行きに
くいことがあ
る

・子どもと関わ
ることができ
感動や発見が
ある

・いろいろなこ
とを学ぶこと
ができる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・書類
・毎日子どもの

笑顔が見られ
る

・年齢とともに
感じる体力の
限界

・子どもや保護
者などたくさ
んの出会いが
あること

・子ども達の笑
顔を見ること
ができること

・運動会のため
の製作

・給料が安い
・帰宅後の仕事

が多い
・腰を痛める

・子どもと触れ
合え、成長を
近くで見られ
ること

・子どもに関す
る病気や成長
過程など色々
と知ることが
出来たこと

・保健衛生用品
購入

・ 運 動 会 の 案
内、プログラ
ム作り

・職場の人間関
係

・休みが取りに
くい

・子ども達の笑
顔

・一緒にやり遂
げた達成感

・クラスだより
づくり

・上司と考え方
が合わない、
頼りない

・他園で経験の
ある先生が今
の園のやり方
を無視し、自
分のやりたい
ように保育す
る

・パートが就労
時間を無視し、
自由に休み退
所している

・子どもの成長
を見られ、保
護者と喜べる
こと

・自分が母親に
なった時に役
立つ

・事務仕事をす
る時間がなか
なか取れない

・行事が多く大
変だが、やり
がいはある

・自分より年下
の保育士の指
導について

・職員同士の連
携の取り方に
ついて

・情報の共有

・子ども達の笑
顔を見るとパ
ワーをもらえ
る

・たくさんの人
達と関わるこ
とが出来、又、
仕事を通して
自分が成長で
きる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・子育て支援、
未就園児キッ
ズサークル月
3回

・TOMORROW 
CHALLENGEと
して当会経営
11施設と輪番
当番制で年11
回開催し、職
員の評価を受
ける

・休暇が取りや
すい環境を整
えるため「休
暇希望同書」
にて毎月の休
暇希望を聞い
て処理する

・職員の急な希
望に対して勤
務時間の調整

（変 更） も 図
っている

・書類作成
・保護者への対

応
・要領の悪さ

・子どもの成長
を身近に感じ
る事ができる

・やりがいを感
じる事

公営

公営

・年３回自己評
価を行いそれ
がクラス評価、
園内評価につ
ながるよう努
力している

・時差出勤実施
の為、３H勤
務のパート職
員の位置づけ
を行うように
している

・保育士不足も
あるが長時間
保育について
は、お互いの
連絡を密にし、
保育士が交代
で担当し対応
を行っている

・保育教材の作
成

・休日でも保育
に活かせるこ
とはないかと
中々切り替え
ができないこ
と

・中々休暇が取
れないこと

・日焼けや体調
管理の重要さ

・母親になる準
備や経験がつ
めること

・子どもと触れ
合えること

・ 変 化 の あ る
日々が送れる
こと

民営 ・有休消化をめ
ざしています ・運動会の制作

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョン

・子ども一人ひ
とりと向き合
うこと

・年の最後には
みんな色々な
ことができる
ようになり、
一緒に喜び合
える

・子どもの笑顔
が見える

公営 ・保育参観
・園庭開放

・在園児が少数
なので家庭的
な温かい雰囲
気で過ごせる
よう気を配っ
ている

・職員間も常に
子どもの様子
などを伝え合
い、どの職員
も子どもの状
態を知ってお
くようにして
いる

・保護者とのつ
ながりも大切
にし何でも話
して頂けるよ
う努めている
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どもたちの
成長を身近に
感じることが
でき、それが
やりがいや喜
びにつながる

・児童票

・子どもがいな
いので上手く
アドバイスで
きないことが
ある

・予想と違った
行動を子ども
がした時に、
うまく対応で
きないことが
ある

・子どもができ
なかったこと
ができるよう
になった時

・子どもの成長
を毎日感じら
れる

・いろんな先生
の保育を見れ
ることと参考
にできること

・運動会用衣装
の作成

・子ども達一人
ひとりの個性
に合わせた対
応

・親が分かって
くれない時

・子ども達の成
長を感じられ
た時

・子どもと一緒
に経験した事
から共感し合
えた時

・子ども達から
パワーをもら
って過ごせて
いる事

・保育園と学童
のへやの場所
が違い、行き
来するのに時
間をつかうこ
と

・子どもの成長
がどのクラス
にいっても感
じられること

・子どもの成長
を感じられる

・子どもたちの
関わりを通し
て自分も成長
できる

・子どもたちと
関わり元気に
なれる

・職員の人員不
足

・子どもが成長
する姿を感じ
ることができ
る

・楽しく元気に
過ごせる

・子どもに力を
もらったり、
癒されたりす
ることがある
事
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・色んな項目別
に１～５段階
で自己評価し
ている

・一日の終わり
に一日の反省
又 明 日 の 予
定、保育士間
の引き継ぎ等
の会議をもつ
様にしている

・年次に一人ず
つ加配保育士
を配置し、気
にかかる子へ
のサポートを
している

公営

・支援アドバイ
ザー事業（講
演含む）個別
の支援につい
て

・職員の人数及
び保育の体制
に よ り、8：
3０出勤18：3０
退 所 → 翌 日
15：3０退所の
体制を取って
います（遅出
勤 務 で は な
く、翌日早帰
りとしていま
す）

民営

・主任を軸とし
て意見交換し
ながら進めて
います

・仕事に対する
やりがい

・子どもの成長
を身近で感じ
ることができ
る

民営

・園独自マニュ
アルによる職
員研修（マナ
ー等）

・看護師による
保健研修

・職員が自己評
価を項目ごと
に行い、その
後面談で聞き
取り評価をし
ています

・書類、製作物
等の簡素化

・運動会予行の
準備、運動会
職会出し物の
練習

・体調を崩した
時、急に休め
ない時もある
こと

・休みを取りづ
らく研修等の
休日出勤が多
いこと

・自分らしさを
発揮できる場
ができたこと

民営

・研修してきた
事を職員に伝
える会

・発達の気にな
る子どもの保
育について考
える会

・保護者に利用
者アンケート
を記入しても
らう

・プレゼント作
成

・ピアノ

・一人ひとりの
子どもに合わ
せた保育の難
しさ

・ 母 親（育 児）
の経験がない
こと

・子どもの成長
が感じられた
こと

・子どもや保護
者と信頼関係
を築けた時

・保育の中で、
子どもが興味
を示し、意欲
的に取り組め
た時
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・書類（おたよ
り）

・家で書類など
をしなければ
ならないとき

・家事とうまく
両立できない
時

・病院などに行
くのに休みを
取りにくい

　（人数が欠け
て迷惑をかけ
て し ま う た
め）

・子どもの成長
を身近で感じ
られること

・保護者に感謝
されたとき

・保護者との接
し方について

（こちらの気
持ちが伝わら
ないとき）

・修了させた子
どもが街であ
ったときに声
をかけてもら
い成長を感じ
られるとき

・子どもの日々
の成長が感じ
られるとき

・年齢を重ねる
ことによって、
体力的にとて
もきつくなっ
てきている

・保護者との連
携がうまく取
ることが出来
ない時がある

・障害を持つ子
やグレーゾー
ンの子が増加
しているため、
その対応方法
を考える

・子どもの笑顔
をみると「ホ
ッ」とする

・成長し親とな
ってそのこと
再び出逢った
りそのまた子
どもを担当し
たりできる

・子どもの笑顔
を見れたり、

「先 生 大 好
き！」と言っ
てもらえたこ
と

・ 保 護 者 か ら
「ありがとう」
と言ってもら
えること

・今と昔の親の
意識の違い

・子どもの成長
がみらえるこ
と

・仕事内容と給
与の不釣り合
い

・体調が悪い時
でも無理をし
てしまう

・子どもから元
気をもらえる

・子育てに関す
る知識をつけ
られる

・保育記録作成
・保育教材作成
・実習生の指導

記録作成

・保護者の方へ
の対応

・子どもの成長
を共に喜べる
こと

・子どもならで
はの発見に出
会えること

・子ども達から
先生と親しま
れて甘えてき
てくれること

・遅出、早出勤
務 も あ る の
で、自分の子
どもたちの保
育園への送迎
が困難な時が
ある

・子ども達の発
達が見れ、毎
日楽しく過ご
せている
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・個別配慮の必
要な子につい
て

・子どもの姿と
保育環境の見
直し

・自己評価表を
作成し、各自
毎月末にチェ
ックする

・ローテーショ
ンさけでは対
応できない時
間帯（7:3０～
9:3０、16:００
～18:００） に
パートを配置

月案の作成

・人間関係（保
育士同士）

・ 施 設 の 古 さ
（直すべきと
ころが沢山あ
る、汚い）

・給与の少なさ
（正職との差）

・子どもと触れ
合える仕事

・たくさんの人
との出会い

公営

・自己評価につ
いて

・保育の点検見
直し

・土曜日、出席
児が少ないの
で、平日午後
休を土曜日に
あてている

公営 ・チェック表の
記載

・時間差勤務な
ど

・帳簿ほど時間
外でしなくて
はいけない仕
事があること

・子ども達の笑
顔を見ること
ができ、成長
を感じれるこ
と

公営

・各年齢毎に毎
月自己評価を
実施している、
職員会議で発
表している

・５交替制です
が、同クラス
同志又は未満
児、以上児同
士がなるべく
同じ日になら
ないよう配慮
している

・保護者との連
携

・子どもたちの
成長

公営
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・自分の専門的
スキルの少な
さ

・子どもの成長
を見る事がで
きること

・保育教材の作
成

・異年齢児混合
クラスのクラ
ス運営の難し
さ

・子ども達と一
緒に笑い喜び
合い、時には
悲しみを共有
し合える事

・運動会準備

・今の保育が子
どもにとって
最善なのか

・帳簿作成に時
間がかかる

・子どもの成長
を側で感じら
れ、保護者と
共に喜べるこ
と

・子どもと共に
成長できるこ
と

・たくさんの方
（上司や同僚、
保護者、子ど
も全て）に出
会えたこと

・保育教材の作
成

・思っているこ
とを伝える時
の自分の言葉
の足りなさ

・自分の文章能
力

・体力

・子ども達と関
わっていける
こと

・子ども達の成
長が見られる
こと

・保育記録
・好きな事を仕

事とできたこ
と

・事務関係
・幼保一体施設

の国の基準が
未完成、未定

・未来ある子ど
もたちに関わ
れること

・復命書作成

・臨職の保育の
スキルを磨く
ことへの意識
づけを促す事

・職員の保育の
質を高めるた
めの共通理解
を図ること

・四季折々の自
然の変化が肌
で感じられる

・子どもの成長
が感じられ、
感動すること
が多々ある

・自分自身を向
上、意欲、好
奇心をもって
生活出来る事、
自分を成長さ
せる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・コンプライア
ンス研修

・接遇マナー研
修等

・３カ月ごとの
保育業務、接
遇マナー、連
携、保護者支
援、協力体制、
コンプライア
ンス等を評価
し、課題、改
善など話し合
う

・日程管理法に
て評価する、
上司と面接を
行い評価へと
つなげる

・ローテーショ
ンにより職員
の移動がある、
どのクラスに
でも業務遂行
ができるよう
手順書、マニ
ュアルで実施
している

・３歳以上は時
間で合同にな
る

・各クラスの連
絡事項が保護
者、職員にも
伝わるように
連携を図る、
伝言用メモの
活用

・反省のメモ
・実践的な研修

会をもっと増
やしてほしい

・子ども達との
触れ合いがと
ても楽しいこ
と

・自分が考えた
遊びや活動で
子ども達が喜
んでくれるこ
と

民営

・保護者の就労
時間に合わせ
延長保育を取
り入れている

・職員の勤務時
間も年度当初
から見込んで
フリー保育士
を確保してい
る

公営 ・研修参加後の
報告会

・１か月に１回、
各職員から保
育所作成書式
により、自己
評価を提出し、
それをもとに
職員間で話し
合う

・時差出勤のた
め、クラス職
員が減の時間
帯には、フリ
ー職員が対応
するようにし
ている

・おたより作成

・向上心が少し
ずつなくなっ
てきている

・業務量の多さ

公営 ・他園と合同研
修

・ペーパーで自
己 評 価 提 出
し、管理職以
上の役職員よ
り評定しても
ら っ て い る

（所長含め全
職員）

・パートを利用
し 、 9 : ０ ０ ～
1２:００の 設 定
保育時には担
当が常勤する
よう心がけて
いる

・子どもの受け
入れやお帰り
時には担任対
応を心掛けて
いる

・保育記録

・子どもの人数
が 少 な い た
め、職員数も
少なく、職員
一人ひとりの
負担が大きい

・ 部 屋（ ク ラ
ス）に職員が
一人しかおら
ず、他の職員
を手伝えない、
また何からし
たらいいか分
からなくなる、
その結果他の
職員の目が気
になる

・子どもの成長
を日々に実感
できる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保護者の対応 ・生きがいを感
じる ・製作

・保育記録など
書類面の処理

・子どもに接し
て安らぎ癒さ
れることが多
い

・保護者との関
係

・子どもの伸び
ゆく力に関わ
りながら生活
できること

・新システム計
画など将来へ
の不安

・子どもの成長
を感じた時

・他園に抗技台
を借りに行く

・やりがいのあ
る仕事ができ
ること

─ 317 ─



施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・前期が終わっ
た時点で保育
に関すること
から、安全管
理、資質向上
等に関する振
り返りを記述
する

・職員の確保が
難しい為、最
低基準内で勤
務体制を進む
しかない

・労働時間が長
い割に給料が
安い

・書類が多い
・複数担任の難

しさ

・子どもたちと
の信頼関係が
出来た時の喜
び

・子どもたちと
一緒に色々な
経験が出来る
こと

・可愛い子ども
たちと一緒に
いられること

学校
法人

・年齢ごとに応
じた、あそび
の研究

・自己評価チェ
ックリストを
作成し、職員
が解答する形
で行っている

・評価分類項目
（①保育理念
②子どもの発
達援助③保育
の内容④安全
管理⑤保護者
支援⑥質の向
上⑦食育につ
いて以上　全
71項目

・ 年 間111日 の
休暇実施

・早番の者が退
所した場合な
ど管理者が保
育にあたる

・時間外勤務を
命令した場合、
時間外手当を
支給

・製作物
・書類

・体調管理が難
しい

・休みが取りに
くい

・行事前が仕事
が多い

指定
管理

・保育士定数は
満たしている
が、パート保
育士又は保育
補助を配置し、
年齢毎の活動
もできるだけ
行えるように
している

その他
（企業
運営）

・次の保育につ
なげるように
それぞれが自
己評価を行っ
ている

・小さな子ども
がいる保育士
には必ず子ど
もの行事には
参加できるよ
うに配慮して
いる

・事務次官が長
くならない様
に体制をとっ
ている（シフ
トを細かに）

・仕事にやりが
いがもてるよ
うに6０歳以上
の方とアルバ
イト（土日勤
務）以外は正
規職員として
いる

・壁面など制作

・子どもが出来
なかったこと
が出来るよう
になり、一緒
に喜べること
が出来た時

・保護者の方か
ら「ありがと
うございまし
た」と言って
もらえた時
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・日誌

・職員の人数が
少なく、一人
にかかる負担
が 大 き い こ
と、それが出
勤時間、帰宅
時間にもかな
り影響してく
ること

・少しずつ成長
する子どもの
姿が見られる
こと

・ デ ス ク ワー
クとは違い、
日々違う出来
事がありそれ
を肌で感じら
れる仕事であ
ること

・日案、日誌 ・保護者の方と
の関わり

・子どもたちの
成長がみれる

・子どもたちが
頼ってくれる

・運動会で使う
物の製作

・前日の延長日
誌の記入

・休みがとりに
くい

・帰る時間が遅
くなる

（仕事が終わ
らなくて）

・日々、子ども
の成長を近く
で見れること

・保育計画、製
作

・様々な家庭環
境の子どもへ
の対応

・事務作業の多
さ

・やり甲斐、達
成感を感じら
れる

・子どもとの信
頼関係

・運動会の準備
物製作

・保育記録の作
成

・書き物が多い
が書き物をす
る時間がほと
んどない

・子どもの成長
を子ども、保
護者、職場の
保育者と一緒
に喜べる

・子どもと一緒
に成長して子
ども達から学
べることがた
くさんある

・子ども達の喜
怒哀楽の表情
を近くでみる
ことができる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・研修伝達
・園だよりの裏

面を利用して
紹介している
ふれあい遊び
の実技

・週の計画 ・自分の力不足
など色々…

・子どもの成長
をそばで見守
り、喜ぶこと
ができること

・子どものこと
について勉強
したり知識を
つけることが
できること

・健康的な生活
が子どもと共
に送れること

公営

・日、週、月案
に自己評価欄
を設けて記入
している

・園内研修時に
「保育のふり
かえり表」を
用いて自己評
価している

・各保育士の連
携

・会議録や保育
記録等の作成

・書類に時間が
かかること。

・持ち帰りが多
くなりプライ
ベートとのバ
ランスがとり
づらい

・自分の技術
（全体を見る目、

経験不足等）
・他の保育士と

の連携

・子どもの成長
を一番近くで
感じられるこ
と。発達につ
いて勉強でき、
自分の子育て
にも役立つこ
と

・どんな時でも、
子どもの元気、
笑顔を見る事
で励まされる

・日本の伝統や
季節行事等を
意識しながら
生活でき、云
われ等につい
て勉強できる
こと

公営

・園外研修の参
加

・園内研修にお
いて振り返り

（P D C Aサイ
クル）

・正規と臨時が
半々なので、
当番等正規と
臨時で組むよ
うにしている

・行事の作り物

・体力に限界を
感じる

・書類の多さ
・子どもの人数

だけで保育を
する

・一人一人の子
供の特性によ
って保育士一
人では、クラ
ス担任が（定
め ら れ た 人
数）難しいこ
とがある

・子どもが慕っ
てくれる

・行事を終える
たびに子ども
達の成長がみ
られる

・色々な経験が
できる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育の準備 ・人間関係
・仕事の多さ

・子どもの成長
が実感できる ・保育事務

・当番保育の時
間、回数が多
く、保育準備
や掃除などの
時間が少なく
なっている

・事務時間は勤
務中に取れず、
持ち帰りがほ
とんどである

・子どもだけで
なく、保護者
支援が難しく、
大変になって
きている

・子どもたちの
笑顔や元気に
いやされたり、
日々楽しくす
ごすことがで
きる

・仕事は難しい
ことがあった
り、大変なこ
ともあるが、
とてもやりが
いがある

・いろいろなも
のを作って遊
ぶのは好きな
ので、自分の
やりたいこと
が保育に活か
せている

・行事（運動会）
準備

・運動会準備
・保育記録

・休日にも仕事
（書 類、 行 事
準備等）があ
る

・子どもの成長
を感じる

・運動会準備
・書類、保育準

備

・親のニーズに
応えられるよ
うに努めてい
るが、もっと
もっと専門分
野の方との連
携をとり、子
育ての助けと
なりたい

・次世代を担う
子どもたちの
育ちに、少し
でも役立つ仕
事につき、や
りがいを感じ
る

　又、共に生き
ることができ、
喜びを感じて
よい道に進め
たと思う

・運動会のクラ
ス 競 技 の 準
備、作製

・保育記録を作
成する

・書類や保育教
材を作成する
時間が勤務時
間内では持て
ず、持ち帰っ
てしなければ
ならない

・職員の人数が
少なく、ギリ
ギリの人数で
有休が取りづ
ら い。 ま た、
気になる子に
しっかり対応
してあげられ
ない

・行事前などは、
その準備、作
成で勤務時間
後残ることが
多くなるが超
勤対応ではな
い

・子ども達から
毎日元気をも
らえる

・子ども達の行
事を一番近く
で感じること
ができ、毎日
新鮮な気持ち
でいられる

・色々な行事を
子ども達と一
緒に楽しむこ
とが出来る

・週指導j計画
・事務的な仕事
（当番表作り）

・持ち帰りの仕
事が当たり前
で、 帰 宅 後、
休日常に仕事
に追われた毎
日になってい
る

・子ども達から
たくさんの元
気と笑顔をも
らったこと

・子ども達から
様々ば事を教
わったこと
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営 ・自己評価表に
自分で記入

・全体の人数も
少なく年齢差
があるので、
その年齢で押
さえなければ
いけないこと
は、小人数で
もクラス保育
をする。いつ
も縦割り保育
のような感じ
で、それぞれ
のかかわりが
深い

公営

・結婚、出産を
経験したこと
がないので、
本当に子ども
や保護者の気
持ちを理解で
きているだろ
うかというこ
と

・子どもの成長
を間近で感じ
られること

・好きなことを
仕事にできた
ということ

公営

・ 自 己 目 標 シ
ート作成（園
経営計画書に
そって）

・ 保 育 士 の 連
携

・ 保 育 士 の 協
力・協議

・ 子 ど も の 成
長を日々感じ、
保護者と喜び
合えること

・ 子 ど も と 生
活する中で、
毎日試行錯誤
を繰り返した
せいで来た時
の嬉しさ

民営

・グレーゾーン
の子への対応

・様々な面での
指 導 の 仕 方

（子どもに合
った）

・保護者への対
応

（exモンスタ
ー ペ ア レ ン
ト）

・子どもの成長
を 見 れ た 時

（一年間を通
して）

・保護者の方に
一年を通して

「先生らしく
な っ た ね！」
と言われた時
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・指導計画（週
案）の作成

・書類の作成に
時間をとられ、
持ち帰りの仕
事がある

・非正規職員に
も異動があり、
精神的負担

・子ども達の成
長を通して、
自分自身の成
長にもなって
いる

・子どもの感じ
方に発見や驚
きを持ち、新
し い 考 え 方

（違う角度か
ら）ができる

・子どもの成長
を身近に感じ
ることができ
る

・保育指導計画
の作成

・年齢とともに
体力面できつ
いと感じます

・子ども達の成
長を身近に感
じられること

・家に持ち帰れ
ないと出来な
い書類仕事

・援助が必要な
子どもへの関
わり方につい
ての悩み（研
修、学習がし
たい）

・日々の子ども
とのやりとり
の楽しさ

・子どもの成長
・人間同士の関

わりがもてる
こと（楽しい）

・一人一人違う
子どもへの対
応の仕方

・ 保 護 者 支 援
（対応）

・これから大き
くなっていく
子どもの成長
に関わってい
けること

・保育園を卒業
しても、保護
者や子どもと
のつながりが
あること

・保育記録の作
成

・ 保 育 士 の 不
足、１歳児６
人に１人の保
育士で保育し
ているため、
肉体的にきつ
い、噛みつき
などのトラブ
ルを防ぐ難し
さ

・指導案、記録、
教材など一日
保育をしてい
るため、事務
中に時間がと
れない、持ち
帰ってする仕
事が多く、家
庭を持ってい
る女性は大変
である

・子どもの成長
を日々感じる
ことができて
嬉しいこと

・子どもとの信
頼関係ができ
ると慣れてく
れて愛情がわ
く

・子どもに関わ
る仕事ができ
ていること

・人間関係（保
護者や同僚）

・体調管理

・若さを感じる
・子どもがより

好きになった

・保育教材を作
成

・保護者との対
応の難しさ

・子どもが立ち
上がったり、
歩けるように
なったりする
成長が見えた
時

・遊んでいる時
の笑顔

・保育士に笑顔
で話をしに来
てくれたりす
る時
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・保育指針
・給食会議
・健康に困る
・自己評価

・定期的な自己
リストの提出
及び反省の公
開

・季節及び入所
園児に応じて、
勤務体制を変
更（人数）し
たりしている

・入園児に状態
に応じて、担
任以外のフリ
―が保育の助
手として入っ
ている

・配布物のコピ
ー ・保護者支援

・子ども達の成
長を近くで見
られること

・毎日、子ども
と一緒に笑顔
になれること、
頑張れること

・子どもや保護
者、他の職員
から「ありが
とう！」って
言葉をもらう

公営

・プロジェクト
チームに分か
れての自主的
な 活 動（運
動・食育・環
境・園芸・絵
本）

・ペーパーに記
入して評価す
る、評価した
ものをミーテ
ィングや職員
会議のグルー
プ単位で行う

・職員間の連携
あるのみ

・子ども一人ひ
とりにできる
手立てを考え
ること

・子どもの成長
を側で見守れ
ること

公営

・年度当初に研
修計画をたて、
職員一人ずつ
の目標を記入
し、保育所長
と面談し、主
任とともに、
一人ひとりの
目標確認をす
る。年度終わ
りに一年間の
自己評価を行
い面談する

・急速時間確保
のためのスケ
ジュールタイ
ムを作ってい
る

・初めて経験す
ることが多い
ため、分から
ないことが多
い

・保護者との人
間関係

・病気やけがを
した子どもへ
の対応

・子どもの成長
していく姿が
見られること

・子どもと一緒
に居られるこ
と

・子どもの発達
など様々なこ
とを学ぶこと
ができること

公営

・保育の取り組
み、学年の自
己評価（クラ
スに掲示）

・福祉サービス
自己評価

・保育計画全般

公営
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・出張報告書の
作成

・未婚なので育
児についての
アドバイスや
実際の大変さ
が分かりきれ
ない

・指導しきれて
いないように
思う（指導力
不足）

・子どもたちが
かわいくて元
気をもらえる

・子どもの成長
が目に見えて
うれしい

・行事などの後
の達成感

・噛みつきなど
子ども同士で
起こったトラ
ブ ル の 被 害
者・加害者の
親への伝え方

・若い先生の指
導の仕方

・子どもの思い
を代弁するこ
とと、親の思
いを受け止め
ることのバラ
ンス

・子どもたちに
「先生大好き」
と言われる事

・子どもや親の
成長を見られ
る事

・大好きな子ど
もたちと毎日
笑顔で過ごせ
る事が本当に
幸せだと感じ
る

・時差勤務表調
整及び引継書
類作成

・環境や保育内
容の下準備

・年々保育士に
求められるニ
ーズの質が、
保護者以上に
求められてい
ると感じる

・休日でも親が
子どもを見よ
うとしない、
親子関係の希
薄さをうめる
ことの難しさ

・保護者から相
談されたこと
で、親子共に
成長し喜んで
もらえる時

・四季や行事を
子どもと一緒
に感じ、過ご
せること

・週案作成、用
具の確認

・問題を抱えて
いる子どもに
対しての対応

・子ども間のト
ラブルに対し
ての声かけ

・「先 生、 大 好
き！」と笑顔
で子どもに言
われること

・着替え、身辺
整理等

・保護者の対応
・運動会の準備 ・疲れる ・楽しい

・事務処理

・持ち帰り仕事
が多い

・家庭との両立
が難しい

・今、質の向上
を言われ過ぎ

・研修（夜の）
への参加が少
なくなり毎日
遅くなって帰
宅する

・将来のある子
どもたちと関
われて嬉しい

・子どもの成長
を共に喜べる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・研修報告
・視聴員を利用
（個人情報保
護者など）

・市販の自己チ
ェックリスト
を利用

・事務量の多さ

・子どもの楽し
そうな姿を間
近で見られる

・子どもの成長
を保護者と共
感できる

公営 ・市保連研修
・県保連研修

・経験不足
・時間のやりく

り（１日を通
して）

・次年度以降の
雇用形態への
不安

・やりがい
・楽しさ

公営
・参観日、保護

者対象の講演
で研修する

・午睡等合同で
行い、その時
間を研修に利
用する

・所外での研修
報告を必ず行
う

民営

・接遇研修
・危機管理につ

いて
・担当者別研修
・保育所運営費

について

・「職員自己評
価表」を使用
し、項目を４
段階で自己評
価する。また
振り返り及び
今度の課題を
記述する

・細やかな時差
体制を組んで
いる

民営
・研修に行って

の報告会を行
う

・チェックリス
トを使用

・平日に休暇を
（指 定 公 休）
とらないよう
にして、一年
間を通しての
労働時間とし
ている

・保育日誌の記
述

・個別指導計画
の立案

・子どもの一瞬
であろう成長
に立ち会える
こと

・全く同じとい
う日が無く、
日々発見があ
ること

・大好きな子ど
もと過ごすこ
とができるこ
と
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・書類作成

・書類の記入の
やり方がどん
どん複雑にな
り量が増えて
いる

・パソコンが一
人一台ないの
に、パソコン
を使っての書
類作成が多い

・持ち帰らない
とできないほ
ど事務量が多
い

・やりがいがあ
る

・毎日元気でい
られる

・子どもの笑顔

・教材について
考え用意する

・時間内に仕事
が終わらない

・書留が多くて
書くのに時間
が必要だが、
保育中はでき
ないので悩む

・やりがいがと
ても大きい

・ 子 ど も の 成
長、自分の成
長を感じられ
る

・子どもの未来
を楽しみにし
て仕事が楽し
くできる

・運動会に使う
小物作り

・おたよりの文
章を書く

・当番の回数が
多 い（早 出、
居残り、安全
点検、誕生会、
避 難 訓 練 な
ど）

・自分の性格に
合った仕事な
ので基本的に
楽しいと感じ
られる事

・子どもと接す
ることで、そ
の成長が見ら
れる事

・保育内容の計
画

・我が子を預け
る保育園も近
所なので、必
要以上に気を
遣ってしまう
こと

・我が子の行事
に参加できな
い

・様々な子育て
家庭を見て社
会勉強ができ
ること

・子どもや保護
者から信頼を
得て、共に成
長できること

・行事前に自分
に余裕がなく
なる（家庭と
仕事の両立）

・悩んだ分、子
どもとの関係
が築けてくる
こと

・子どもから元
気や笑いをも
らえること

・日々忙しすぎ
る

・子どもたちと
の出会い

・人材育成、ま
た気持ちを統
一すること

・人手不足

・子どもの成長
を感じられ、
それに関われ
ること

・自分の持ち味
を発揮できる
こと

・仕事量に対し
て給与が安い

・職員数にゆと
りがなく負担
になっている

・病気（うつ等）
持ちの保護者
対応

・子どもの成長
を身近に感じ
られること

・行事役の達成
感

・保護者の方と
一緒に喜び合
えること

・保育記録日誌
記入

・個人記録記入

・気がかりな子
どもへの対応

・子どもたちの
成長を傍で見
守ることがで
きる

・保育日誌記入
・個人記録記入

・気になる子へ
の対応

・保護者との意
思の疎通

・たくさんの出
会いがあるこ
と（子 ど も た
ち、 保 護 者、
同僚）

・たくさんの感
動を経験でき
ること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・チェック方式
＋自由記述

・指導保育士を
置く

・勤務の公平化
・個々の能力に

応じた勤務の
組合せ

・運動会競技考
案

・休日でも自分
の好きなこと
への時間が取
れない

・要領が悪く、
帰宅時間が遅
くなってしま
う

・子ども達に出
合えたこと

・自分の性格が
以前よりも明
るくなった

・職場で信頼出
来る同僚に出
合えた

民営

・保育連盟の研
修会

・ 給 食 研 修 会
（町）

・毎月の職員会
議

・個人情報を考
慮し、その意
向に沿えるよ
うにしている

公営

・わらべ歌
・環境構成（お

も ち ゃ の 検
討）

・ 各 自 で（計
画・ 環 境 構
成・人間関係
etc） は じ め
たばかり、中
期と年度末に
延長・副園長
と話しそして
振りかえる予
定（修正して
いいく）

公営

・毎月、１．環
境について、
２．子どもの
理解につちえ、
３．保育内容、
４．職員連携、
５．保護者士
園、６．乳児
保育の６項目

（内容は各項
目で具体化し
てある）につ
いて、出来て
いる＝○、努
力が必要＝△
を記入、項目
の横に自己の
課題を自由記
入するシート
を提出

・少人数なので、
０、１歳児ク
ラスと１、２
歳児クラスの
混合にしてい
る

・空いている保
育士を使って
生活時間帯の
違う０、１歳
児を分けて保
育することも
ある

公営

・項目に従って
段階評価並び
に自己評価を
文章で記述

─ 328 ─



４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保護者との感
覚 の ズ レ

（年々感じる）
・ゆとり教育で

育ってきた保
育 士 の 指 導

（知っておい
て欲しいこと
が知られてい
ない）

・子どもと一緒
に過ごす時間
の楽しさ（担
当を外れて特
に思う）

・子どもと達成
感を味わった
時

・障害をもって
いたり、療育
センターに通
っている子が
増えている、
そういう子た
ちとの接し方

・できる子とで
きない子の差
が大きい

・受け持ってい
る子や以前受
け持っていた
子が成長した
なあと感じた
時

・親から感謝の
言葉をもらっ
た時

・気になる子ど
もへの対応

・子どもと一緒
に遊んでいる
時間

・ふとしたさり
げない、子ど
もの言葉

・保育記録、事
務etc

・子どもたちと
一緒に保育士
自身日々成長
できること

・複数担任にお
ける連携の取
りづらさ

・保護者の対応

・子どもの成長
が間近で感じ
られること

・子どもの笑顔
に出会えるこ
と

・一人ひとりの
子どもたちの
抱える問題の
解決策が見つ
からない時…

・母親が子ども
たちの保育に
積極的になれ
るようにどう
サポートすれ
ば良いか

・個性を認める
こと、集団で
過ごすことの
両立

・たくさんの子
どもたちから
の成長見守れ
ること

・おかあさんた
ちのサポート
がうまく行き、
子ども達の成
長を共に喜べ
たり、子育て
が楽しくなっ
たと言っても
らえた時

・保育をするこ
とで自らの姿
と振りかえる
ことがで出来
た
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・自己評価表を
参考にして、
お互いにこう
いう事に気を
つけよう、改
善しようとい
う風に話し合
っている

・職員同士納得
のいくやり方
で都合の悪い
時はお互いに
代わってあげ
ている

民営

・園外研修の報
告研修

・園内問題解決
研修

・自己の欠点
・欠点の解決の

為には
・自己の長所
・他職員の長所
・園の欠けてい

る所
・改善の為には
※平成２3．4に職

員評価をした

・保育記録の作
成

・保育教材の作
成

・事務作業が多
いこと

・とてもやりが
いがあり子ど
もの成長を近
くで見られる

公営

・市内公立保育
所 で の 研 修

（全体）：障害、
人 権、 食 育、
自然、リズム
等

・項目に添って
○印の記述

民営

・年３回各自で
自己チェック
表に基づきチ
ェックをし、
それを基にク
ラスで話し合
いをし改善点
などを出し合
う

・５交代制の中
で本人の希望
をあらかじめ
聞くようにし
ている

・運動会に称す
るTシャ ツ の
アイロンプリ
ント

・長期休暇がと
れないこと

・あまりプライ
ベートが保障
されていない

・年休も取りづ
らく昨年は一
度しか使えて
いない…

・派手なことが
できない（保
育士なのに○
○○といった
先入観とのギ
ャップが生じ
るため）

・肉体労働だが、
その割に給料
が少ないのが
きつい

・子どもの成長
を感じられる

・笑顔が見れる
・楽しい
・童心にもどり

仕事ができる
・優しさや心の

温かさを感じ
られる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・子どもの成長
を側で感じら
れる事

・指導計画

・成長していく
子どもの姿を
見届けられる
こと

・今までやって
いなかったこ
とが出来るよ
うになったこ
と（縫製・パ
ソコン等）

・書類の整理が
多い

・立案の複雑さ

・子どもと過ご
す時間

・モンスターペ
アレンツ…保
護 者（特 定）
の方との関係

・子どもの笑顔
や一緒に成長
できるところ

・休暇が取りづ
らい

・子どもの人数
が多くて子ど
も一人ひとり
じっくりかか
わることがし
にくい。もう
少し人クラス
の子どもの人
数を減らして
ほしい

・たくさんの保
育士さんに出
会い、いろい
ろな方向から
の保育の勉強
をすることが
できた

・毎日、子ども
と一緒に過ご
せること

・保育教材の作
成
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・新チェックリ
スト［保育士
篇］日本保育
協会を活用

・保育について
の知識が時々
勉強不足とい
うこと

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョンがうまく
とれていない
時がある

・子どもの成長
を一緒に感じ
ていけること

・何事も社会勉
強になる

・大好きな子ど
もと笑顔を毎
日見れること

公営

・町による人事
評価制度、組
織目標、個人
目標の自己申
告書を５月中
に提出

・年２回自己評
価、面談実施

・土曜勤務の週
休、有休、年
休等が重なら
ないように勤
務調整をする

・加配、フリー
職員は、勤務
に余裕がある
時は、自分の
担当にこだわ
らず、その日
一番必要とし
ている所に配
置する

・個性の伸ばし
方

・子どもが出来
なかったこと
が出来るよう
になったとき

・自分の名前を
覚えてくれて
頼ってくれた
とき

民営 ・自己評価用紙
への記入

・育児（乳幼児）
の保育士に対
し、勤務時間
優遇（1０：15
～９：15の勤
務はなし）

・日案反省
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・上司の仕事の
怠まん

・可愛い子ども
と関われるこ
と

・子どもが親し
んで接してく
れること

・何より子ども
の成長を間近
で見れること

・年をとること
に体がきつく
なってきてい
る（体力的に
きついことが
ある、腰痛持
ちなのできつ
い）

・人間関係の難
しさに悩むこ
とがある（保
護者との連携、
職場内など）

・民営化などの
話がでたりし
て、将来働き
続けられるか
が心配、年々
仕事量が増え
るのに正規人
員は増えない
こと

・子どもが好き
なので毎日一
緒に過ごし、
経験、体験を
共にできるこ
とがうれしい

・子どもと共に
生活し、様々
な出来事を一
緒にのりこえ
ていくことで
自分自身も成
長できている
気がする

・心の素直な子
どもたちと触
れ合うことで
子どもからい
ろいろなこと
を教えてもら
えるので毎日
楽しい

・子どもと共に
学び、子ども
から得るもの
があるから

・子どもの日々
の成長を保護
者と一緒に喜
び合えるから

・日案反省 ・日案
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・毎月のお誕生
会の子の保護
者に催物を見
てもらってい
る

・年に３回
　内２回は園内

研修時に報告
しあう

　最後の１回は
項目を決めて
記述する

・保育時間が長
いので時間差
で職員は勤務
している

・多目の職員で
休みのカバー
をしている

民営

・各職員が園外
研修で学んで
きたことにつ
いて

・行事について

・園長との個別
の話し

・人数が限られ
ており、工夫
しようにも大
変である

・保育記録・指
導計画の作成

・経験年数が少
ないのに、一
人担任である
こと、部屋に
保育を参考に
できる人がい
ないこと

・保護者とのや
り取り、コミ
ュニケーショ
ンのとり方

・個人差による、
できることと
できないこと
の対応のしか
た、一人で組
みをまとめる
こと

・子ども達の笑
顔を見たとき

・今までできな
かったことが
できるように
なったのを見
たとき

公営

・人権同和、保
健のあゆみ、
給食研究、音
楽研修会など
の報告研修

・一人ひとり子
どもの育ちに
ついて話し合
い

・行事について
持ち方、反省
など

・子どもの活動
や状態に対す
る評価と保育
士自身の保育
や援助、環境
設定等に対す
る評価など各
自で評価を記
入し提出

・正規職員が少
ないというこ
ともあり、か
なりの無理状
態、臨時職員
の協力を得て
いる

運動会の準備

・保護者との信
頼関係の築き
方

・勤務時間内に
事務作業や書
類を終えられ
ないこと

・自分の保育技
術に対する不
安

・子どもたちの
笑顔や豊かな
感性に出会え
ること

・いろいろな子
ども、保護者、
保育士と出会
えること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育教材の作
成

・子どもを見る
ことだけが仕
事だと思われ
ている事（書
類等はしてい
ないと思って
いる）

・上司（保育士
経験なし）が
その時の思い
つきで発言し
勝手に保育し
てしまう

・子どもの事を
思って言って
も「福祉が決
めていること
だから」と上
司、事務員が
意見を取り入
れてくれない

・「昨日できな
かったことが
今日できた」
など成長を日
に日に感じら
れること

・子ども達の無
邪気な笑顔を
見えること

・疑う心がなく、
何でも素直に
受けとめる純
粋な心に触れ
られること

・各種委員会の
記録の作成

・運動会準備

・事務関係（上
司）が現場の
事を理解して
くれない

・頑張っても頑
張らなくても、
何も変らない、
頑張ってする
方がバカをみ
る 時 が あ る

（認めてもら
えない）

・現場の意見が
通りにくい、
寄り添いあお
うというが、
寄り添いを頼
まれるのはい
つも普通の意
見、 手 抜 き、
変な方へ向か
う時、納得で
きない

・子ども達の笑
顔と成長

・地域にいるの
で、大きくな
った子どもた
ちと会う事も
あり成長した
姿を見るとや
はり嬉しい

・研修や講座で
知らなかった
ことに気付い
た時

・午睡がないの
で、保育士が
足りないと事
務する時間が
ない上に休憩
することもあ
まりできずに
いる

・給与と労働が
見合わずにい
るので、時折
精神的にかな
り疲れる

・保育士間の相
互理解が難し
い

・子ども同士で
助け合ったり
認め合ったり
するなどを身
近で感じられ
る

・成長していく
姿に自分も励
みになる

・とにかく楽し
いと思う時が
ある

・子どもの笑顔
・子どもの成長

がみられた時

・今年初めての
保育所で、保
護者との信頼
関係がうまく
築くことがで
きず不安

・書類の書き方
が難しい

・計画をするま
でに時間がか
かりなかなか
実行できずに
いる

・子どもたちか
ら「すき」と
いう言葉や笑
顔をたくさん
もらえること

・子どもの成長
をそばで見ら
れ、保護者と
喜びを共有で
きること

・大人になって
はあまり体験
しないような
ことを、たく
さん体験でき
る

クラスだより

・同僚とのコミ
ュニケーショ
ン

・保護者への対
応

・子どもと楽し
さを共有でき
た時

・行事等がうま
くできた時
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・ 食 事 検 討 会
（食事につい
て）

・ 保 育 検 討 会
（保育につい
て）

・ 人 権 研 修 会
（人とのかか
わり）

・自分の保育で
振りかえるた
めに、毎月の
日誌の指導計
画、週の反省
に自己評価を
書いている

・人数の少ない
時は、混合で
保育をする。
異年齢の交流
を意図的に取
り入れている

・地域の方、保
育所に来てな
い子どもの交
流をしている

（人数の少な
いため）

・保護者との関
わり方につい
て

・自分の保育に
対して自身が
もてない

・環境設定や指
導計画など自
分の知識が充
分でないので
アイディアが
浮かばない

・子どもが自分
に信頼を寄せ
てくれている
のを実感した
とき

・母親にお礼を
言われたとき

・子どもの成長
を目のあたり
にしたとき

公営

・所内研修（職
員間の連携）

・幼保交流打ち
合わせ会

・自己評価用紙
に年３回

・事務的な書類
を書いたり、
日誌を書くゆ
とりや時間が
ない

・休憩という時
間があまりな
く精神的なゆ
とりがない

・子ども達の笑
顔や頼ってこ
られた時に喜
びを感じる

民営

・保育参観（２
回）

・給食参観
・クリスマスお

遊戯会（１回）
・講演会

・発達障害の子
の接し方

・保育士に人数
不足

・園児の成長を
見れることが
でき、それを
保護者の方と
喜び合えた時

・園児が渡しを
必要としてい
るのを感じた
時

民営
・子どもの成長

が見られるこ
と
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・事務がなかな
か処理できな
い（行事など
がはいってく
ると準備など
に追われてし
まい）

・子どもと接す
ることでいろ
んなことを吸
収できるとこ
ろ

・職場の先生方
に恵まれたと
ころ

・保育所トイレ
用マットの購
入

・保育室様の机
の下見

・保育所だけで
はどうにもな
らないことが
家庭でおこり
それが解決で
きず子どもが
つらい思いを
する時無力感
がある

・施設の老朽化
で子どもを守
れるか心配、
もっと年齢に
合った施設で
保育したい

・年齢による体
力の低下

・子どもと関わ
って小さな達
成感が味わえ
る時に良かっ
たと思う

・保護者と子ど
もの成長を喜
び合えた時

・子どもと過ご
す時間、他の
保育士の先生
と過ごす時間
が楽しい

・運動会で使う
マントの製作

・書類作成

・研修が多すぎ
る、しかも土
日によく入っ
ている

・非正規が半分
以上なので、
仕事の負担量
とプレッシャ
ーが大きい

・持ち帰って仕
事をしないと
追いつかない、
休日も仕事か
ら離れられず、
自分の子ども
のは放ったら
かしになる

・保護者から信
頼、感謝され
た時

・子どもが心か
ら安心して甘
えてくれた時

・行事の衣装の
準備

・書類や衣装作
りなどの持ち
帰り仕事が多
い

・子ども達の成
長していく姿
を見られ、や
りがいを感じ
で仕事ができ
ること

・書類作成等の
持ち帰り仕事
が多いこと

・行事前の準備
に時間がかか
り過ぎること

・子どもと過ご
している中で
色々発見した
り、たくさん
笑わせてもら
ったこと

・色々な研修を
受けさせても
らい、勉強が
できたこと

・腰痛

・現在保育して
いる子どもた
ちだけでなく、
卒園していっ
た子どもたち
の成長も楽し
みに過ごす事
ができること

・子どもがかわ
いくて楽しい
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・市役所人事課
に よ る 評 価

（正規のみ）
・自己評価チェ

ックシートに
よる評価（各
自）

・時間内の全員
参加の職員会

（２回制）の
徹底と週一回
の週案回（２
回制）の実施

・緊急時は、主
任、園長も保
育室で保育す
る

公営 ・園外研修の報
告会

・目標管理シー
ト、人事考課
表の記入と一
次考課者との
面接

・非正規職員が
多いので早出、
延長保育等の
ローテーショ
ンに配慮する

・クラス担任は
その年配属さ
れ た 職 員 の
数、経験年数、
保育能力（資
質） 人 間 性、
本人の希望等
考慮し決定す
る

・年一回以上全
員に何らかの
研修に出席し
てもらう

・個人の月案経
過の作成

・保護者との関
わり方の難し
さ

・書類の多さ

・子どもの成長
を目にするこ
とができた時

公営

・研修会参加報
告と話し合い

・感染症予防等
・カウンセリン

グ研修

・自己評価（マ
ニュアル等指
導書）同じ冊
子を購入して
提出

・指導計画表の
記入

・個人記録、指
導計画、個人
連絡ノートな
どの事務的な
ことがたくさ
んあり、子ど
もと関わる時
間には記入で
きない為、保
育時間内には、
全てのことを
記入できない

・色々な保育士
と関わらせて
もらい勉強に
なった

・子どもと関わ
らせてもらう
中でやさしい
気持ちになれ
た
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・指導計画
・運動会準備
・食育準備

・正規と臨時の
職員の比率、
臨時職員の比
率が高すぎて、
失敗を許され
ない圧迫感を
感じる。休暇
とりにくい

・新システムに
移行後、自分
の生活、仕事
などの変化が
わからず見え
ないことに不
安

・余裕のない職
員配置で、相
談などしにく
い、時間がな
い、効率化が
求められる

・子どもがかわ
いい

・子どもの成長
を感じる時、
保護者から感
謝された時

・上司から評価
を聞く時（良
い時は嬉しく、
悪くても勉強
になり「これ
でいいのか」
の 不 安 の 解
消）

・保育記録、指
導計画作成

・運動会準備

・勤務時間内で
事務（指導計
画作成）をす
る 時 間 が な
く、持ち帰り
仕事が多い。

　（帰 宅 後、 休
日も仕事から
解 放 さ れ な
い）家庭との
両立が難しい

・保育時間が長
く、配慮が必
要な子も多く
なり、体力の
限界である。

・保護者との関
係がうまくい
か な い 時 な
ど、精神的な
負担が大きい

・子どもの笑顔
が見られる

・成長を見守る
ことができる
こと

・クラスだより
の内容につい
て考える

・正規職員が少
なく臨時職員
が多くなり、
待遇面が大き
く違い、人間
関係のしんど
さを感じる

・保育士の研修、
話し合いの時
間が十分とれ
ない

・保育所での仕
事は、やりが
いがあるが体
力的にきつく
不安がある

・福祉の仕事が
したかったの
で、人の役に
立っていると
思うことがで
きる

・様々な人達と
知り合い、人
間的に成長で
きた

・子ども達の笑
顔や一生懸命
な姿を見る事
がとても嬉し
い

・保育記録を作
成するのにか
けた時間

・保育教材を作
成するのにか
けた時間

・コミュニケー
ションのとり
にくい保護者
との関わり方

・保育者の人数
としては満た
さ れ て い る
が、配慮の必
要とする子が
多くなる中で
の保育の難し
さ

・代替保育士が
なかなか見つ
からないこと

・事務量が多く、
勤務時間内で
は終わらせら
れないこと

・子ども達の笑
顔をたくさん
もらうこと

・中学生、高校
生になってか
ら も「先 生」
と声をかけら
れたこと
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・園内だけでな

く交流保育と
しての研修

・行事等時アン
ケート（保護
者）

・苦情箱を設置
したり、第三
者への相談、
通報等も行っ
ている。第三
者とは地域の
主任児童委員

・保育記録、指
導計画の作成

・職場の人間関
係

・子どもの笑顔
を間近でみれ
ること

・子どもの成長
を子どもや親
と一緒に喜べ
ること

公営 ・毎月、自己評
価表をつける

・長時間労働に
ならないよう
に！

・若手、ベテラ
ンの起用

公営

・一年間テーマ
で園内研修を
行う（子ども
に関心を高め
参加、協力を
広げる）

・島という特殊
勤務地のため、
島内にいる保
育士と島外か
ら出勤する保
育士との勤務
体制上での配
慮が必要

・少人数のため、
年齢ごとのク
ラスまで異年
齢とかかわれ
るクラスなど
工夫しながら
保育を進めて
いる

民営

民営

・ヒヤリハット
マッ プ 作 成

（園内、園外）
・保育手順書の

見直し、作成

・自己評価チェ
ックリストを
使って自分の
保育を見直す。
その中で問題
点を見つけ、
話し合い、ア
ドバイスを受
けることによ
り保育内容を
充実させてい
く

・各年齢を複数
担任にしてい
る

・フリーの保育
士を置き保育
士の休み等に
対応

・毎月１週間時
間別登園児数
を調べ、子ど
もの人数に応
じ て（早 朝、
延長等）勤務
体制をある程
度変更してい
る

・大好きな子ど
もと触れ合え
ること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・15日の視診簿
記録、カリキ
ュラム記入、
個別記録

・保育研修会用
のデイリー立
案

・書類が多く持
ち帰りの仕事
がいっぱいあ
る

・週休の休みも、
クラス便りの
作成などで休
みがつぶれて
しまう

・正職と臨職、
やることはほ
ぼ同じ

・責任もあるの
に給与差が大
きい

・子どもの成長
ぶりが１年間
を通してみら
れること

・いろいろな障
害の子と接す
ることで、自
分でも知ろう
と勉強し、知
識として自分
のものにでき
たこと

・子どもと共に
自分も成長で
きたこと

・クラスだより
・記録

・言葉として書
けません

・好きな仕事が
出来た事

・子どもとのふ
れあい

・子どもの成長
を見られる事

・支援の必要な
子どもに十分
に援助するこ
とができない

・子どもの成長
をすぐ近くで
見守ることが
できる

・子どもと一緒
に自分も成長
できる

・保育記録メモ、
運動会の踊り
体形等考える

・子どもの日々
の成長や一年
を通じての成
長が見られた
時

・運動会の踊り
・指導計画の作

成など

・体力的に自信
がない

・子ども達の成
長が見られる
から

・保育教材作成

・持ち帰りの仕
事が多いこと

・子どもに「大
好き」と言わ
れたり、保護
者から「あり
がとう」と言
われること

・子どもができ
なかったこと
ができるよう
になったりと
成長をちかく
で見守れるこ
と、笑ったり、
泣いたりと、
毎日同じ日は
なくとても楽
しいこと

・腰痛、肩こり
がひどく、肉
体的負担が大
きい

・持ち帰りの仕
事が多い

・子どもの成長
を保護者と一
緒に喜び合え
ること

・毎日子どもの
言葉や笑顔に
励まされるこ
と

・卒園児が何年
たっても「先
生」と声をか
けてくれるこ
と
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営
・チェックリス

ト表にともな
い行う

・保育の体制に
ついては、ど
の先生にも各
クラスの個々
の情報も含め、
流れについて
も話し合いを
もち、わかる
ようにしてい
ます

・給料が安い

・子どもが可愛
い、その成長
に関わること
ができる

・色々な先生を
みて勉強にな
る

・やりがいがあ
る

公営
・目標管理シー

トの利用
・考課の面談

・できるだけ子
どもにしわ寄
せがいかない
ように工夫し
ている

・保育案を考え
る

・技術のなさ
・腰痛
・保護者との信

頼関係づくり

・子どもの成長
を間近に感じ
ることができ
る

・卒園した子ど
も達に会うと、
いつまでも成
長を感じて喜
べる

・保護者の方に
お礼を言われ
ると嬉しい

公営 ・年に１回（自
由記述）

・運動会の放送
メモを考える

・子どもと毎日
関われること

民営 ・絵画教室
・評価表を使っ

ている（チェ
ックリスト）

・コミュニケー
ションの持ち
方

・平等と均一に
な る よ う に

（勤務体制、研
修等）心がけ
ている

・明るく笑顔で
いられるよう
に　等

・保護者との関
わり方

・子ども達の笑
顔が見れるこ
と

・ 子 ど も 達 が
「先 生 大 好
き！」と言っ
てくれたこと

・子ども達の成
長した姿が見
られる

民営
・保護者と共に

食育等の研修
会をもつ

・日案から年間
の計画・反省
まで自己評価
を含めたもの
のをたててい
る、又、職員
会でも評価に
つながった保
育内容やとり
くみを話し合
う

・クラスの担当
だけでなく、
全体一人ひと
りの子どもを
把握し保育を
行うように配
慮している

・複雑な事務に
ならないよう
に週１回の早
出、２週に１
回の退出勤務

（体 制） を と
っている
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・家庭との両立

・子どもの成長
に携わり、関
われること

・子どもの笑顔

・保育日誌の見
直し

・仕事とプライ
ベートの線引
があるようで
ないところ

・持ち帰りの仕
事が多いこと

・子どもと関わ
ることでパワ
ーをもらえる
こと

・子どもの成長
に携われた喜
びを感じるこ
と

・自分自身の成
長につながっ
ていること

・早出、延長、
職員会等、我
が子の保育園
が開いていな
い時間に仕事
があり、祖父
母の援助がな
いと仕事がで
きない

・職場での悩み、
家庭での悩み
があった時、
子どもに癒さ
れたり、聞い
てくれる職場
の保育士が居
る

・クラス便りの
作成

・時差勤務、研
修などが多く、
家庭での時間
が少ない

・諸外国に比べ、
子どもの持ち
人数が多すぎ、
現代の困難を
抱えた子ども
をケアする為
には、人手が
足りなすぎる

・仕事にやりが
いがある。楽
しい

・子ども（未来）
を育てられる
喜びが感じら
れる

・毎日が楽しい

・運動会で使用
するＣＤの確
認

・弾き歌いが苦
手

・一人ひとりの
成長を間近で
見ることがで
きる

・毎日人と関わ
ることができ
る

・運動会総練習
の準備 ・お面作り

・自分の指導力
の無さを感じ
ます…

・紫外線をすご
くあびる仕事

・子どものケガ
等といつも隣
合わせ

・子ども達の成
長を側で感じ、
その援助がで
きることが嬉
しく思う

・良い職場にめ
ぐり会え、良
い環境の中で
保育できるこ
と

・子どもの笑顔
や甘えにいや
され、元気が
もられる

・今のところ困
ったことはな
い、強いてい
えば体力

・子どものなん
ともいえない
笑顔

・にぎやかなク
ラスで、どう
したら静かに
なるか分から
ないこと

・子どもや親と
信頼関係を築
けること

・子どもの成長
を見れること

・自分が親にな
っても困らな
いような関わ
りができるこ
と

・子ども達の成
長を近くで見
られること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・職場内同和研

修
・給食内容検討

・年始年末（31
日 ～1・2・3
日） を 除 き、
日祝日も保育
を行っていく
中で、勤務シ
フトに穴をあ
けないよう、
一人ひとりが
自覚をし連携
を し っ か り
とりながら、
日々保育を行
っている

・休日保育は他
園に通う児童、
保護者も利用
をするので、
ささいなこと
でも連絡を取
り合い、決め
られた事は全
員が同じよう
に行う。工夫
すべき点が生
じた時は、全
員一致でスタ
ートするなど
など

・２3年 度 よ り、
大 規 模 園

（２００名 収 容）
と な り、 休
日・園長２時
間の特別保育
事業をはじめ
た ば か り、
日々緊張の連
続で工夫する
点などこれか
ら…だと思う

・保育準備 ・クラスだより
作成

・ 大 変 な こ と
もあるけど、
日々充実して
いると感じら
れる

公営 ・障がい児担当
者研修

・毎日全職員が
提出し３月に
総括し一人ず
つ発表しても
らっている

・早出と遅出の
数を一致させ
ている

・出勤時間や出
勤表に応じて
各担当割り振
りをしている

・親自身が子ど
もの事をきち
んとみてくれ
ていないこと

・子どもの成長
を感じ、とて
も勉強になる

・子どもと一緒
に過ごせて楽
しい

・自分自身の成
長にもつなが
っていると思
う

民営
・年度毎に各年

齢ごとの指導
計画の見直し

・年間の課題と
毎月の自己評
価をして提出

（個人自己評
価）

・年に一度、園
の自己評価を
園だよりにし
て公表

・登所、降所の
子どもの人数
に合わせロー
テーション勤
務を行ってい
る

・運動会で使う
ものの作成

・保育記録を作
成

・書類が多いこ
と

・作りものが多
いこと

・自分の時間が
ないこと

・大好きな子ど
もと一緒にい
られること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保護者から過
度の要望があ
る時、どのよ
うに対応する
か困る時があ
ります

・公立保育所が
国の方針で減
らされている
為、民間保育
所ではじき出
されてしまっ
たお子様・保
護者などのフ
ォローする公
的な機関が減
り、日々日常
の中で子育て
支援ができな
くなりつつあ
る事

・ 子 ど も の 成
長・発達を保
護者や同僚と
共に喜び合う
ことができる
事

・ 仕 事（保 育）
内容を自分で
考え、取り組
みができる事

・自分の不得意
分野を指導す
ること

・子どもたちか
ら元気をもら
える

・子どもの成長
を喜ぶことが
できる

・毎日が単調で
はなくメリハ
リがある

・保護者や経験
の浅い保育士
に上手にアド
バイスができ
ない

・子どもたちの
顔を見ると元
気になれる

・自分が頑張っ
た分、子ども
達から返って
くる分も多い

・頑張ろうとい
う気持ちにな
れる

・子どもの記録
の下書き

・明日の保育の
準備

・仕事内容はき
ついが、それ
に合った給与
がもらえない、
少なすぎる

・子どもの成長
を見れる

・子育てについ
て勉強ができ
る

・運動会の準備
等

・時間外（家で
の持ち帰りの
仕事）でする
ことが多い

・有休がとりに
くい（園行事
とかさなって
いる場合）

・子どもの成長
の見届けが出
来、また自分
も成長できる
ところ

─ 345 ─



施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・ 地 域 学 習 会
（部落問題学
習）

・同和教育研究
会研修

・毎月の職員会
の中、学年打
ち合わせ会

・年２回のまと
めの会等

・早出は早々出
7:００は、事前
申し出とし保
護者のニーズ
に答えていま
す

民営
・当園で行って

いる教育方法
の研修

・文章
・伝え方（保護

者や保育士と
の）

・子どもの成長
を間近で見れ
ること

・行事の大変さ
を乗り越えた
時の子ども達
の表情

民営

・わらべうたあ
そびや手作り
おもちゃを若
手保育士に伝
える

・各自に任せて
いる状況なの
で、今後は園
として取り組
まなければな
らないと考え
ているけど、
どのような方
法が取りかか
り易いのか、
わからないで
いるのが現状
です

・行事前など準
備が忙しい時
には、１人担
任のクラスに
複数担任のク
ラスから、係
を決めて手伝
っています

・春は朝の受入
れに職員の手
を取られ、半
年以降は延長
保育利用者が
増えたりする
ので、困った
時には、その
都度勤務体制
を検討し、ロ
ーテーション
を見直してい
ます

・正職になれな
い

・給料面

・子ども達と一
緒に成長でき
る、楽しい

・やりがいがあ
る

・将来（子育て）
の勉強になる

民営

・保育、給食、
管 理 部 に わ
け、自己評価
を行う

・勤務体制：年
変形労働時間
制に依り、職
員の勤務効率
化を図る

・保育体制：子
どもの成長過
程への援助を
重点的に考え
年齢別保育を
実施、異年齢
児ふれあいの
桟も大切に生
かす日を週に
１日に設定し
ている。

・運度会の練習
の準備

・運動会の準備

・人間関係（男
性保育士とし
て）

・園の方向性
・行事関係の記

録と情報

・子ども達の笑
顔が見られる
こと

・子ども達が親
しみをもって
接してくれる
こと

・行事をやり終
えた後の達成
感を味わえる
こと
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・ノートを書く
時キレイな字
でかけない

・給料が少ない

・沢山の事を学
べた

・子どもに沢山
元気をもらえ
る

・自分の成長

・年を増すと身
体的体力的に
支障がきてい
る

・障がい児個別
指導計画表

・運動会練習計
画表（並び順、
指導計画）

・共通理解の必
要事項（障が
い児・行事）

・保護者への対
応

・障がい児や障
がい傾向が強
いて感じる子
どもへの対応

・総合保育につ
いて障がい児
と健常児との
活動や制限な
どや周囲への
理解・配慮な
どのバランス

・子どもの発達
や成長、内面
の思いを知る
ことができた

・相手を受け入
れる気持ちが
持てた、人と
して大切な事
を学べた

・世の中の曖昧
で分かりにく
い表現（「ちゃ
んと」「きちん
と 」な ど ）子
どもは「でき
ない」ではな
く「 やり方を
知らない存在
だ」と分かっ
た

・保護者との関
わり方

・経験年数に対
してのプッレ
ッシャ―

・子どもの成長
としっかり見
る事が出来る

・子どもとしっ
かり向き合え
る

・気になる（落
ち着かない）
子どもへの対
応

・保護者とのや
りとり

・子どもと接す
ることができ
る

・成長を見る事
ができる

・色々な保育を
見る（知る）事
ができる

・落着きのない
子が多く、な
かなかおさま
らないこと、
自分の力のな
さに反省する
こともありま
す

・子ども同士の
かかわりが攻
撃的なこと

・子どもから学
ぶことがある
ことに気付い
たこと

・子どものあり
方を見て、世
の中の動きが
わかること

・沢山の子ども
と接すること
ができること

・子どもと関わ
りながら感動
や喜びを得ら
れること

・病気などの知
識が身につく

・子どもと一緒
に自分も成長
できること

・誕生会に関す
る用意

・休憩時間がと
れないこと

・病院によって
登園基準が違
うこと

・「できる」と
いう喜びを経
験させること
ができること
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・アンケート ・非常勤はシフ
ト制にしない

・研修報告書作
成

・職員会議準備

・子どもの成長
を見守れるこ
と

・保護者や先輩
保育士などの
目上の方のコ
ミュニケーシ
ョンをとるこ
とが少しずつ
身に付いてき
た

・実際にクラス
に入ることに
より、子ども
の発達段階を
しることがで
きた

民営 ・第三者評価に
ついて

・２3年度北九州
の第三者評価
事業に参加

・ 早 朝7:００～
と 延 長 保 育
17:００～ の 勤
務は、パート
職員で対応し
ている

・運動会の作り
もの ・持ち帰り仕事

・自分自身の成
長

・子どもの成長
を日々見る事
ができる

・子ども達と一
緒に取り組む
ことができる
事の楽しさ

民営 ・研修会報告
・行事改善研修 ・クラス単位

・ローテーショ
ン勤務潤滑の
為、変形労働
による、年間
33日の休みの
もと、９時間
拘束、８時間
実働としてい
る。

・子どもの成長
が見られるこ
と

・自分自身の成
長

民営 ・研修参加報告
・カリキュラム

の反省の中で
の自己評価

・労基法週4０時
間以内対応で

　　7：００～7：3０
及び18：００～
19：００は、時
間外対応をし
ている

・保育園の駐車
場、職員駐車
場の除草作業

・細かい行事記
録がないので、
見通しを持っ
て準備が出来
なかったり、
見落としが多
い

・職員の人数が
ギリギリな為、
降園ラッシュ
と重なると、
退勤時間にな
っても帰れな
い

・子どもが好き
なので笑顔が
見られたり、
関わっている
時、又、子ど
もの頑張る姿
や成長を感じ
られた時

・職場の先生方
と出会えて、
ご指導をして
頂いたり、共
感し合える時

・自分がした事
や作った物に
対して、感謝
や褒めの言葉
を頂けた事
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

ピアノ

・保護者との対
応

・運動会、遊戯
の曲決め

・一人ひとりの
成長・発達

・子どもと関わ
り笑顔で過ご
せるようにな
った時

・行事にむけて
頑張り、成功
した時

・保育中、保育
時間でけでは
できない書類
がある

・子どもの成長、
発達段階を知
れたこと

・子どもの目線
になって考え
られるように
なったこと

・家庭背景など、
１つの面だけ
でなく様々な
面に配慮して
対応できるよ
うになったこ
と

・保育記録

・勤務時間内に
保育記録を書
く時間がほと
んどない

・仕事にやりが
いがある

・子どもたちの
成長が見れる

・踊りを考える
（場所など）

・保護者の対応
・ 書 類 の 多 さ
（家庭との両
立の大変さ）

・声の出し過ぎ
か、あまり出
なくなった

・子どもたちと
共に過ごせる
事

・一緒に目標を
もってやりと
げる、やりが
いのある仕事

・０～６歳まで
なので、一人
担任、複数担
任経験できる
事

・食事（昼食）

・リーダーとし
てのクラス運
営

・上司の人間関
係

・保護者との人
間関係

・沢山の子ども
達、 保 護 者、
先生方との出
会い

・保育に対する
専門的知識が
増えた事

・季節を感じな
がらの保育

・保護者への対
応（ の 難 し
さ）

・人間関係

・子どもの成長
を間近でいる
事ができる

・頑張って指導
した分、子ど
もから返って
くる

・子どもから元
気をもらった
り、教えても
らうこともあ
る

・保育士として
自分の今後の
成長について
どうあるべき
かどうか

・子どもたちと
関わる中で満
足した保育が
できているか

・子どもとの関
わりでは、一
人ひとり様々
で対応や伝え
方が難しいな
と感じる時が
ある

・子どもたちの
笑顔や成長し
た姿（思いや
る気持ちやで
きるようにな
っ た こ と な
ど）が見られ
ること

・子どもたちと
一日一日を一
緒に過ごせる
こと

・クラスを持っ
て、一つのこ
とをやり遂げ
たとき

・一人ひとりの
子どもとじっ
くり関われな
い

・提出物や行事
等に追われて
いる

・園と保護者に
は悩まされて
いる

・子ども達の成
長を感じられ
ること

・保護者と喜び
等を共有出来
るとこ

・子どもの言葉
等に癒される
こと

─ 349 ─



施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・年間、月間、
週間保育計画
書に基づき、
自己評価を行
う

・他クラスもフ
リーも全職員
が揃うまでは
協力して全ク
ラスをフォロ
ーすること

・週案
・ 個 別 計 画 書
（８人分）

・製作

・上司との人間
関係

・ 自 分 の 意 見
（若い保育士
の）聞いても
らえない

・園長が何も言
えない

・子どもと関わ
れること

民営 ・自己評価等の
検討

・保育士等の自
己評価→保育
園の自己評価
→園内研修

・教材研修や製
作物の準備等

・子どもを預か
る仕事なので
休みが取りず
らく、職員も
ギリギリで交
代がないこと

・集団行動に入
れない子、家
庭環境に問題
がある子、い
わゆる「気に
なる子」が増
えて、集団の
まとまりを作
るのに以前よ
りも苦労する
ようになった

・沢山の子ども
と触れ合うこ
とができ、成
長を感じる事
が出来る

・自分のやりた
かった夢を実
現することが
出来た

・子どもと触れ
合う事で、自
分自身も元気
をもらう事が
出来る

民営

・毎月の園内研
修の折、行事
などの打ち合
わせを含め、
平常の園内、
クラス等の様
子を含め各保
育士の自己評
価の確認

・一人ひとりの
子どもが元気
で思いやりの
ある優しい子
に育つ様に職
員の人数がバ
ランスよくど
の勤務時間に
確保する

・子どもと一緒
に過ごせるこ
と

・子どもの笑顔
が見れること

・保育士同士の
協力を感じら
れること

民営 ・書面

・子どもの笑顔
と毎日の生活
の中での成長
や発見を喜べ
る

─ 350 ─



４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・指導計画案
・個別計画書

・保護者との対
応（一部の方）

・新人保育士へ
の指導や対応

・大好きな子ど
も達と毎日過
ごせる事

・自分の子育て
に役に立つ所

・ 目 標 を 持 っ
て、仕事が出
来る所

・人間関係のや
やこしさ、特
に未満児クラ
スの年配の先
生方…悪い所
ばかり見つけ
る

・夏、ものすご
い日射しの中、
半袖しか着れ
ないこと（園
の方針）日射
しが痛く、肌
荒れ、乾燥

・子ども達の笑
顔、素直さや、
純粋な心に触
れていられる
こと

・子どもからそ
して職場の人
間関係、尊敬
できる先生方
から学び、人
間 的 に 成 長
できること、
日々勉強です

・生きる命や健
康、笑顔の大
切さに気付け
たこと

・気になる子に
関わっている
時の他児への
関わり方

・人と人とのつ
ながり

・制作物の準備
・保護者との関

わり、対応の
仕方

・子どもの成長
を感じたとき

・保護者より感
謝の言葉を頂
いたとき

・園だより、ク
ラスだよりの
資料検討と下
書き

・子どもとの関
わりの中で、
子育てのすば
らしさや楽し
さを毎日感じ
ていられたこ
と

・職場の先生方
と 協 力 し 合
い、共に心を
合わせて仕事
をしてこれた
こと

・地域の方々や
保護者の方々
と仕事を通し
て知り合い、
保育を通して
地域への貢献
ができたこと
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

宗教
法人

・研修出席の報
告

・保育内容の共
通理解

・行事の精選

民営

・その日の終礼
でコメントを
発 表 し な が
ら、自己の振
り 返 り を 行
い、周囲はそ
れを受け入れ
る

・少人数グルー
プでの保育活
動、習熟度別
活動によって、
個人の意思を
尊重します

・フルタイムの
非正規職員が
固定の勤務時
間帯に居るの
で、正規はそ
の前後を補い
ます

・保護者への対
応

・子どもたちと
の接し方をど
うしたらいい
かわからなく
なるときがあ
る

・様々な年齢の
子どもたちと
接することが
できること

・社会のルール
を学べた

民営

・守るべき倫理
・法令順守に関

する研修
・食中毒予防及

び感染症対策
・非常災害時の

訓練、防災に
関する研修

・個人情報
・リスク管理
・人権尊重

・製作の準備

民営

・ 親 子 交 流 会
（クッキング、
食 育 に つ い
て）

・それぞれ、日
誌など評価を
している

・大変な仕事だ
けど、毎日子
どもと関わり
癒しがあるこ
と
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・ピアノ練習

・保護者から見
た自分は何か
不安

・組んでる職員
との関わり方

・子どもの成長
・他人（保護者）

の対応で学ぶ
言葉遣いや伝
達方法

・楽しい、充実
している

・保護者との対
応

・子ども達と一
緒に過ごし、
元気をもらう

・いやされる
・人間として少

しは成長でき
たかなと思う

・製作関係

・保護者との関
わり、言葉の
難しさを感じ
る

・子どものたち
の成長を近く
でみれること

・何事にも一緒
に取り組んで
達成したとき、
一緒に喜び合
える時

・翌日の運動会
に向けての自
分の役割の最
終確認、まと
め

・常に全ての子
どもを把握す
るということ
ができないた
め、自分が実
際にみていな
い子ども間の
トラブルで本
人たちの話に
食い違いがあ
った時の対応
が難しい

・行事前には準
備等で時間に
追われること
が多く、十分
な保育ができ
ないと思うこ
とがある

・明日出来なか
った事が、今
日できるよう
になったりな
ど成長を近く
でみることが
できる

・様々な保護者
の方や研修会
などで自分と
同じくらいの
職歴の方と知
り合うことで、
人脈が広がっ
たし、いろん
な体験・失敗
談を聞いて自
分に活かせた
りすることが
できた

・自分の子ども
の行事や体調
の悪い時に休
みがとれない

・大好きな子ど
も達に囲まれ、
創立者の理念
を基に信頼で
きる施設長、
同僚と保育で
きること

・自分だけで保
育しているの
ではなく、た
くさんの人に
支えられてい
ること、団結
力

・毎日子どもと
一緒に過ごし、
子どもの活動
や仕草のかわ
いさを間近で
みていけるこ
と

・他の子と自分
の子を比べて
しまうことが
ある

・子どもの成長
が見れること

・子育てする中
で役だったこ
と
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・園全体の保育
内容や運営や
管理はチェッ
クリストを使
って全員で見
当する、その
後各自の保育
についての反
省をまとめ検
討し合う

・担任について
は、子育て中
の人の負担も
考え、個人の
持ちたいクラ
スを持てるよ
うに配慮する

（昨 年、 産 休
２名、現在育
休１名の現状
です）

・無駄に保育に
時間を費やさ
ないように、
効率よく仕事
する（残業し
ない）

・早出、遅出に
ついては、チ
ームワークを
考えて、ペア
を組む（経験
や子ども有る
か等）

・体力的な負担

・子どもの発達
段階がよく分
かる

・子どもの成長
に喜びを感じ
ることができ
る

公営

・現在はきちん
とした形でや
っていない為、
来月よりチェ
ック表を作成
し、自己評価
の提出を求め
るようにした

・園外保育を行
う場合職員３
名がつく

・休日出勤の場
合、代休優先
を心掛ける

・保育日誌

・保護者との対
応の難しさ

　（支援にこと
に関しても）

・一緒に子ども
たちと笑える

・季節を肌で感
じれること

・子どもの成長
を保護者と一
緒に喜べるこ
と

公営 ・保育日誌

・一人担任で不
安な事が多い
がなかなか相
談できず悩む
事が多い…

・毎日子どもた
ちと一緒にい
ることができ
る

・母親になった
時のための勉
強になる

・子どもにパワ
ーをもらえる

公営 ・月案
・食育研修 ・町の人事評価

・保育士の経験
年数で人事配
置をしている

・保護者の要望
等により、勤
務体制の工夫
をしている
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・運動会の打ち
合わせ（系列
の園と合同で
行う為）

・保護者との信
頼関係作り

・肉体的な疲労

・子どもたちの
成長を日々感
じることがで
きる

・仕事中心の生
活になり、過
程での仕事が
手抜きになっ
てしまう

・腰痛や肩こり
などの肉体的
に衰えてきて
いる

・子どもと過ご
せる楽しい時
間が味わえる

・子どもの成長
していく姿が
見られる

・保護者や地域
の方々とのつ
ながりができ
る

・子育て＝親育
てがなかなか
難しいと思っ
ている

・遊ぶ環境（散
歩コース、遊
歩道の整備な
ど）が壊れて
しまっている

・私的に色々あ
っても楽しく
仕事ができる
事

・まだまだです
が、子どもた
ちと触れ合う
中で私自身も
いくらか成長
させてもらっ
たこと

・人と人とのコ
ミュニケーシ
ョ ン の 取 り
方、繋がり方
の方法を見つ
け出せない時

・子どもたちの
成長を保護者
と一緒に感じ
られること

・子ども達から
頼りにされた
時、見守って
あげたいと強
く感じる

・職場の方との
出会い（いろ
いろ相談した
り、話をする
こ と が で き
る）

・体力的にきつ
いことが多く
なってきた

・子どもたちと
の触れ合い

・子どもと接す
る時間が少な
くなってしま
う位、事務的
仕事が増えた

・昨年と今年の
保育の方法が
異なって、戸
惑いを多く感
じる

・「先 生、 お も
しろい～」「だ
いすき」と子
どもたちが言
ってくれると
き

・みんなで１つ
のことを頑張
ってやり遂げ
たとき
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営
・自己チェック

リストによる
自己評価

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョンが難しい

学校
法人

・まだ始まった
ばかりで、幼、
保1本化のた
め、勤務体制
に難しさを感
じています

・保育は、幼、
保どちらの免
許を持った保
育士、教諭で
クラスを見て
いますので、
学園としての
独自の勤務体
制になれば…
と思っている
ところです

・運動会のメダ
ル作り

・休憩時間がな
い

・仕事内容と時
間が合ってな
い（時間が足
りない）

・子どもの人数
に対して保育
士の数が合っ
ていない

・子どもの成長
が見られる

・行事ごとの達
成感

・楽しい

民営 ・伝達講習

・３交代の時差
出勤表を毎月
作成している
ので安心

・おたより等作
成

・久しぶりのク
ラス担当で戸
惑うことが多
いです

・大好きな子ど
も達と一緒に
過ごせてとて
も嬉しいです

・子どもの成長
を間近でみれ
る こ と、 又、
その喜びを保
護者の方と一
緒に喜ぶこと
が出来る時

・子ども達から
たくさんの元
気と勇気をも
らうこと

公営

・仕事量が多く、
ハードな仕事
の割りに給料
が安い

・遠くから通勤
しているが、
通勤手当が少
ししかない事

・持ち帰りの仕
事が多い事

・子どもが大好
きなので、関
われる事が嬉
しい

・子どもの成長
を間近で見れ
る事

・かわいい子ど
もの笑顔や寝
顔にいやされ
る事

公営

・毎月、Ａ．Ｂ．
Ｃの記入で書
く項目に各自
評価する

・勤務表作成前
に各自の希望

（休、年休）を
記入している

─ 356 ─



４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・発達障害児に
対しての保護
者の理解

・人間関係（時
に 新 任 保 育
士）

・保育士はとて
も大変な職で
すが、子ども
の笑顔に救わ
れる

・ 他 の 保 育 士
（パート）と
意見が合わな
い時の、協力、
流れない時が
難しい

・次の日の準備、
当日の日誌確
認、作品作り

・体力的にがん
ばりがきかな
くなってきて
います、他の
方に御迷惑を
かけています

・毎日、子ども
達の顔を見て、
一人ひとりの
成長を身近に、
見守っていけ
ることが生き
がいを感じま
す

・指導計画の作
成

・子どもを迎え
る準備

・発表会につい
て

・運動会につい
て

・来年の雇用の
保障がない

・正規職員にな
れない

・正規職員が少
ない

・子どもの成長
が見れる

・素敵な保育士
と出逢えた

・子どもの笑顔
が見れる

・職員3０人に対
して、正規職
員が３人と極
端に少ない

・子どもの成長
に喜びを感じ
ることができ
る

・子どもに元気
をもらえる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・園の環境につ
いて

・チェックリス
ト（年２回）

・記述式（年度
末１回）

・個人記録
・運動会に関す

る便りの作成

・仕事が勤務時
間内では終わ
らないこと

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョン

・休暇が取りづ
らいこと

・子どもと過ご
す時間が楽し
い

・子どもの成長
を感じること
ができる

・子どもが自分
の保育内容を
楽しんでいる
こと

民営 ・書類作成
・経験のなさ
・保護者への対

応

・毎日の子ども
達との関わり

民営 ・運動会の準備

・障害児に対す
る保育のあり
方

・行事等に追わ
れて子どもた
ち一人ひとり
の関わり合い
の充実

・子どもの成長
を間近で見る
ことができる

・子どもの笑顔
に元気をもら
うことができ
る

民営

・リトミック指
導員によるリ
ズム遊

・山田山荘Ｐに
よる木工指導

・コーナー保育、
すわんこ太鼓
指導、リトミ
ック指導：時
差で保育して
い

・時短を作り、
延長した分子
どもの人数に
よって早割を
するよう出勤
予定表を作成
している

・園庭掃除 ・書類が多い

・子どもの成長
が感じられ、
子ども達の笑
顔を見ること
ができる

民営

・体操教室午前
実技、午後勉
強会

・音体研修、茶
道教室

・子どもたちが
安心して過ご
せるよう職員
の配置をしっ
かり固めるよ
う努めている

・ 職 員 の 休 み
（時 休 等） の
希望等できる
だけ配慮し、
気持ちよく職
務につけるよ
う考慮してい
る

・職員間の意見
交換をし、常
に保育を見直
しを行ってい
る

・自分が行って
いる保育の仕
方、子どもへ
の関わりがこ
れでいいのか
不安

・子どもの成長、
発達する姿を
見れること
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・行事に追われ
てしまい、ゆ
とりを持てな
いことがある

・うまくコミュ
ニケーション
をとれない保
護者がいる

・子どもたちの
成長をみてい
けるところ

・毎日子どもた
ちといること
が楽しい

・行事などを終
えると達成感
を感じる

・個別記録を書
く

・保護者への対
応

・子どもたちの
成長を感じる
時

・出来なかった
事を教え出来
た

・卒園児が園に
遊びに来た時

・運動会につい
て

・おたより作り

・他の専門機関
との連携につ
いて

・子どもの成長
が楽しい

・子どもと触れ
合えることに
喜びを感じる

・子どものこと、
保護者のこと、
行事のことな
ど考える事が
多く、家に帰
っても気が休
まることがあ
まりない

・持ち帰りの仕
事が多い

・大好きな子ど
も達とふれあ
えること

・たくさんの人
と出会えるこ
と

・難しい保護者
との対応

・上司と現場と
の感覚の違い

（行政が求め
るものに対し
現場では対応
できないこと
も多い）

・難しい児童と
の関わり

・子どもの成長
を見守ること
ができる

・日々成長して
いく子ども達
の姿がみられ
ること

・子ども達の笑
顔を毎日みら
れ癒されるこ
と

・子どもにゆっ
くりと関わり
たいが為、事
務的な仕事も
多く、残って
片づける時が
出てきてしま
う

・自分自身も季
節を感じなが
ら1年間を過
ごすことがで
きる

・子どもたちの
成長を一番近
くで見守るこ
とができ、そ
れに関わるこ
とができる

・苦しい事もあ
るが何年経っ
ても成長して
いける仕事

・子どもの日々
の成長が見ら
れること

・子どもの笑顔
がみられるこ
と

・毎日の保育、
行事を通して
子どもの成長
していく姿、
やりとげた事
の達成感がみ
られたとき

・いつまでも忘
れず出合った
時には、声を
かけてくれる

・出来あがった
時の喜びと充
実感がもてる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・職員会議の時
に話し合いま
す

　（議題を持ち
寄って）

・勤務体制→シ
フトにフリー

（常時保育士）
①②を設け、
フリーは常に
動ける様に体
制を取ってい
る

民営 ・英語で遊ぼう、
講師

・職員会議など
に於いて発表

・縦割保育の実
施

・環境保育

・子どもの成長
がみえた時

民営 ・自己チェック
リスト

・少子化で非常
勤務保育士が
多いのですが、
子ども達との
かかわりが豊
かになってい
る

・４歳、５歳児
合同クラスで
人数的には問
題ないが、１
人で見なけれ
ばならないの
で製作や活動
の時、年齢を
考えながらの
指導が難しい

・子どもの成長
が感じられる

公営

・行政から人事
考課があるの
で自己評価は
それでしてい
る（年１回）

・早出をした人
は早く帰れる
ようにしてい
るが、ほとん
ど帰らない。
又、遅残りを
する人は遅出
をするように
しているが、
ほとんど遅く
出てくる職員
はおらず、ボ
ランティア精
神でいる

公営 ・食育及び土づ
くり

・４月に自分で
目標を立て、
皆 の 前 で 発
表、９月３月
に振り返り評
価する

・自己評価シー
ト

・保育や研修の
記録が難しい

・経験の乏しさ

・可愛い子供達
と接している
と毎日が楽し
い

・個々の子供達
の成長がみれ
る

・やりがいのあ
る仕事
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・リーダーと考
え方（保育内
容）が違う時

・保護者との対
応

・大好きな子ど
も達と交わる
事ができるか
ら

・自分の思いが
伝えられない
事がある（他
の保育士に対
して）

・子どもと過ご
す中で日々の
成長をみられ
ると

・安定した収入
があるこ

・自分も母親な
ので子育てに
役立つこと

・テーマあそび
の準備

・子どもたちと
日々の生活の
中で共感し合
い、共に育ち
あえること

・運動会の作り
物

・自分自身の力
量のなさに自
信をなくす

・非常勤、パー
トが増え、保
育に対してい
方向性にずれ
がある

・人間関係がう
まくいかない

・子ども達とふ
れあえること
で元気をもら
える

・一人ひとりの
発達・成長を
保護者と共に
喜びあえる

・こんな自分に
でも頼ってく
れる子がいる

・月間計画の作
成

・おもちゃ作り

・持ち帰りの仕
事がある時は
休日も仕事を
し、家事があ
まりできない
こと

・子どもたちと
過ごす時間が
とても楽しい
こと

・子どもたちが
楽しいこと

・クラス月間指
導計画の反省

・個人月間指導
計画の反省

・行事予定表用
の製作物、作
成

・年をとってき
て若い時ほど
子どもと走り
回れなくなっ
た事

・子どもの事に
ついて色々ア
ドバイスをす
るが親になか
なか伝わらな
い事

・毎日子ども達
と楽しく過ご
せる事

・子どもにした
われる事

・子どもの成長
を感じられる
事

・保護者との接
し方

・支援が必要な
子どもへの対
応

・人間関係

・「先生が担任
でよかった」
と保護者より
お礼を言われ
た時

・自分の子ども
をもった時あ
る程度の知識
があるので余
裕がある

・運動会に向け
ての計画・構
想

・自分の子ども
に 対 し て も
様々な学びが
ある
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・出張報告とい
う形式で研修
参加者より話
を聞き、質問
したりする

・保育指針の読
み合わせ

・自己評価につ
いて記述した
本を参考にし
て、それぞれ
評価を行う

・非常勤（3０ｈ）
の保育士が担
任しているク
ラスは２人が

（２人体制な
ので）同時に
休まないよう
に２人のうち
どちらかが必
ず出勤し、前
後の保育のつ
ながりがある
ようにしてい
る

公営

・園内ではない
が、市の保育
士会、園長会
各担当者が参
加する

公営

・小学校や地域
との交流

・園内研修又は
個人研修をす
る

・ 地 域（小 学
校 や 地 域 の
人々）との交
流があるので
参加できるよ
うにしている

・地域との交流
を大切にして
いる

・一人ひとりの
子どもを見つ
めて、その子
にあった支援
をしている

・お互い休む時
は、交代した
り仕事に支障
がないように
している

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョン、やりと
り子どもの様
子の伝え方

・子どもの成長
を保護者と共
に喜び、共感
できる

公営

・時差出勤をし、
できるだけ園
児の把握を十
分にできるよ
うにしている
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・クラスだより
・カリキュラム

作成
・状況報告書

・非常勤職員数
が多く、正職
が少ないので、
カリキュラム
作成や状況報
告書など一人
ですることが
多い

・子ども一人ひ
とりの成長を
見る事ができ
る

・大きくなった
卒園児から会
った時に声を
かけてもらえ
る

・いつまでも気
持ちが若くい
られる

・週の活動内容
の作成

・周りの子（自
分の子どもの
同級生など）
を色々チェッ
クしてみてし
まう

・毎日が元気に
楽しく過ごせ
ている

・卒園した子ど
もの成長が見
られ嬉しい

・ 色 々 な 人 の
色々な考えを
聞いて自分も
成長していけ
る

・保護者への伝
え方と対応

・子どもの成長
を共に喜び合
える

・日々の保育を
する中で、成
長させてくれ
る

・保護者からの
感謝の言葉と
か、おほめの
言葉

・保護者との関
わりの難しさ

・子ども達の成
長する姿を間
近で見られる
こと

・親に信頼され
ていること

・子ども達の笑
顔
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・出張研修の復
命

・安全マニュア
ルの検討

・とても働きや
すい職場で人
間関係にも恵
まれている

民営

・保育参観や行
事等で保護者
の評価を受け
たり個人記録
を書くように

・登園、降園児
の人数に配慮
し保育士の数
も確保

・未満児、以上
児の保育士の
バランス

・勤務の早遅番
の平等性

・職員間での人
間関係

・保護者との人
間関係

・子ども達の笑
顔が見れるこ
と

・一人ひとりの
成長を見て、
感じられる喜
び

・保護者からの
感謝の言葉を
もらったこと

民営
・実践記録（場

面記録）検討
会

・年２回、色々
な項目に対し
ての自己評価

（２０ペー ジ ほ
どあるもの）
又、日誌等で
は、反省、評
価を実施して
いる

・職員が働きや
すい職場作り
を一番に考え
ている、遅番
以外での残業
を な く し た
り、有休をな
るべく消化で
きるよう工夫
している

・声を出し過ぎ
て、喉が痛く
なることがあ
る

・子どもの成長
を身近で感じ
る事が出来る

・子ども達に与
えるだけでは
なく、子ども
たちから学ぶ
事がたくさん
ある

・ 自 分 自 身 も
日々成長

民営
・ケース会議や

自己チェック
表利用

・（保 育 士） 人
材不足時には、
派遣会社等に
委託

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョンと取るこ
との難しさ

・子どもの成長
を共に喜べる

─ 364 ─



４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・道具・遊具の
修理、職員歓
迎会の段取り

・運動会招待状
の宛名書き、
郵便番号調べ

・誕生会プレゼ
ントに貼る写
真のチェック

・ウォークラリ
ー（行事）の
下調べと立案

・中学生保育体
験、評価用紙
に記入（中学
校 か ら の 依
頼）

・ 保 育 教 材 Ｃ
Ｄ、遊び、歌
詞 調 べ と 編
集、コピー

・家族や友人と
の時間が少な
く、迷惑や心
配までかけて
いる

・これでいいの
か、といつも
先の事、後の
事、今の事の
悩みが尽きな
い

・心身の病気に
なる人が増え
てきて、自分
は多少つらい
時も踏ん張ら
ねばと気が張
る

・仕事内容は多
岐に渡ってい
るので、畑仕
事、パソコン、
医療関係等、
幅広い知識が
得られること

・忙しいので仕
事が早くでき
る よ う に な
り、見通しを
もって複数の
ことを同時進
行でできるよ
うになった

・人の心の機微
に気付き、少
しでも役立と
うと思ったり、
出来ない事は
素直に甘え、
感謝できるよ
うになった

・子ども達と共
に過ごしてい
ることによっ
て、子ども達
から成長をさ
せて頂いてい
る

・保育教材の作
成

・大好きな子ど
もたちと一緒
に過ごせるこ
と

・子どもの成長
を感じられる
こと

・子どもや他の
保育士と行事
に向かって一
緒に頑張り、
行事後の達成
感を感じられ
ること

・保育日誌

・後輩指導、同
僚との人間関
係

・責任と経験年
数に見合った、
保育士のプロ
意識を高く持
つために自分
に厳しく努力
し続ける事

・責任の重圧を
乗り越えてや
り抜く、精神
的強さを持ち
合わせる事

・やりがいのあ
る仕事をして
いるという存
在意義

・人とのつなが
り

・子どもの成長
の喜びを共感
し合い、何か
をやり遂げた
時の達成感と
満足感を十分
味わえる

・保育記録の作
成

・運動会準備物
の作成

・勤務時間が長
い（早朝、居
残り保育の子
供の数が多く
て 帰 り に く
い）

・子育ての仕方、
病気等の度合
いがわかるよ
うになった
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・クラスだけあ
るいは未満児、
以上児のみと
ならない様、
全クラスと触
れ合いが出来
るようローテ
ーションを組
む

・月刊指導案

民営

・園独自の自己
評価表を作成
し、年４回チ
ェック

・保護者の方と
の関わり方

・子どもの気持
ちを受け止め、
適切な対応を
すること（対
応の仕方があ
っているのか
わからないこ
とがある）

・毎日変化があ
って楽しいこ
と

・子どもの成長
が見られるこ
と

・保育を通して
自分自身も成
長できること

民営 ・チェックリス
ト及び反省

・持ち帰りの製
作があまりな
いようにさせ
ている

・帰宅時間が遅
くなる時は声
をかけている

・時間に追われ、
声かけや対応
ができない

・子どもの成長
が見られた時

・子どもが楽し
んでいる姿を
見た時

民営 ・研修会復命報
告会

・保育日誌を記
載する際に、
自己評価をし
日誌に記録す
る

・ピアノの練習
・誕生月の子ど

もへのメッセ
ージ書き

・職場での人間
関係

・ピアノ
・将来性

・多くの子ども
と関われるこ
と
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・年々、外部か
らの行事など
も増え、慌た
だしく、生活
にゆとりがな
かなか持てな
い

・対応が難しい
保護者も毎年
いるので精神
的にきつい時
がある

・一年終わると
また新しい子
どもたちや保
護者とも関係
づくりをしな
ければならず
新年度は本当
にきついし、
不安

・保育の中では
喜怒哀楽が子
どもと一緒に
出せる

・子どもから笑
いをたくさん
もらっている

・子どもの成長
を身近で見る
ことで感動が
味わえる

・休みが欲しい
時に他の保育
士の出張と重
なって休みが
取れないこと

・自分が一生懸
命した分、子
ども達から返
ってくるもの
が大きい

・仕事内容は決
して楽ではな
いが、自分が
してきた保育
で子ども達の
成長が見えた
とき

・将来、自分の
家庭が出来る
時に様々な経
験が役に立ち
そう

・保育士として
の目線と母親
としての目線
があり我が子
の子育てに悩
むことがある

・子どもの成長
を共に喜びあ
える

・ 笑 顔 が 増 え
た、心がおお
らかになった
部分がある

・日誌、その他
の書類

・行事に追われ
て自分にゆと
りがない

・休みの日や家
に帰ってから
も、次の日の
こ と、 保 育、
行事のことを
考えなくては
いけないこと

・たくさんの子
どもに出会え
たこと、一緒
に過ごせるこ
と

・子ども達から
スキなどと言
われたりする
こと

・環境設定（所
持品始未用の
机出し）

・月案、クラス
だより書き

・定時に帰れな
いこと

・持ち帰り仕事
が多いこと

・支援の勉強等
したが、日々
の保育に追わ
れて十分出来
ていないこと

・子どもの成長
に携わること
ができる、喜
びを感じるこ
とができるこ
と

・色んな性格の
子を見ている
ので、我が子
の子育てで困
ることがない

（今のところ）

・保育士間の連
携の難しさ

・子どもの成長
を見られるこ
と
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

民営
・ＹＭＣＡより

年一回自己評
価

・０、１歳児の
クラスには子
育て経験者を
担当にしたり
している

・ 勤 務 体 制 は
個々の家庭の
都合等も考慮
し交代勤務を
している

民営 ・保育教材を作
成

・発達に課題の
ある子どもの
が多い中、自
己の専門性や
経験や保育の
質に限りを感
じてとても残
念に思ってい
るが、それに
対する専門的
な学びを受け
られる時間が
少ないので、
とても残念に
思う

・一人ひとりの
子どもの育ち
を専門的に見
ていく中で小
さな成長を保
護者と共に喜
び合えた事

・子ども一人ひ
とりの課題に
向き合おうと
する時、専門
的な学びを新
たに取り入れ
る事ができま
す

・子ども達から、
優しい気持ち、
無条件の心で
人と接するこ
との大切を学
べる事
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・給与が少ない
・残業代が出な

い（行事前な
どの忙しい時
も …）、 帰 っ
てからの書類

・少子化（地方）

・子どもの成長
が見れ、それ
を関わること
ができる嬉し
さ

・自分の夢が叶
った

・保護者との関
わり方

・子ども達との
日々の生活の
中で、ふとし
た気付きを共
に喜び合える
事

・成長を実感で
きる事

・やりたいこと
はあるが、う
まく時間を使
え ず 進 ま な
い。そのため

「これをした
ら？」という
他の人の案に
のってしまい
がちである

・保護者がよく
「ほら、○○
先生に怒られ
るから、しな
さい」という
こと

・子どもと一緒
に笑って過ご
すことができ
る

・全くできなか
ったことがで
きるようにな
った姿をみる
ことができる

・「待ってくれ
て あ り が と
う」と言われ
た時

・子ども達が病
気で受診をし、
特に伝染性の
病気が疑われ
る時に病院側
が「園と相談
して下さい」
と言われる事

・職員間での連
絡がうまくま
わらなかった
りする事

・子ども達と接
する中で感じ
た事や成長を
身近にでき共
に喜べた時

・様々な人に出
会え、たくさ
んの事に触れ、
自分が成長す
る期間が与え
られる事

・壁面装飾

・保護者との信
頼関係を築く
の が 難 し い

（保護者間の
見えないメー
ルなどでのや
りとりに恐怖
感を感じるこ
ともある）

・個別での対応
を必要とする
子どもがクラ
スに増え、ク
ラス運営が難
しい（一つの
ことを皆で一
緒にすること
が難しい）

・毎日、子ども
達の成長する
姿をみること
ができること

・困りでもある
が、子どもを
通して、保護
者、子どもた
ちとの信頼関
係ができるこ
と

・クラス便りの
作成

・指導計画の作
成

・休暇や休憩時
間が思うよう
にとれないこ
と

・子ども達の成
長をみる時

・子ども達の笑
顔や目の輝き
に接する時

・保育士に親し
みを持って子
ども達が寄り
添ってくる時
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営 ・各行事毎にレ
ポート提出

・保育士の派遣
を利用してい
るので時間内
のローテーシ
ョンに入って
もらう

・上司との付き
合い方

・行事が終わっ
た後の達成感

民営 ・事例で保育評
価をしている

・欠席者が多い
時にはできる
だけ午後から
は休んでもら
う

民営

・キッズビクス、
音楽指導、製
作等園児と一
緒に参加して
います

・月、日の指導
案作成、実施
後の評価はあ
ります、勤務
評価はしてい
ません

・次の日の製作、
タンポ作り等

・ケガをしてし
まった時の報
告の仕方

・子どもと触れ
合える楽しさ

・子どもと一緒
に成長させて
もらえること

公営

・早出、遅のこ
りを２人ずつ
にするので、
８時出勤が現
在はいません

・子どもの成長
していく姿が
まじかに感じ
る事ができた
こと
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・運動会が終わ
り使った服な
どの片付けを
子どもの午睡
時部屋でする

・保育日誌や児
童表

・賃金の低さで
す

・自分によって
子ども達をど
んなにも育て
ていく事が出
来るというこ
と

・子ども達は先
生が一番であ
り、それだけ
で大事な仕事
であり、責任
のある仕事で
ある

・子どもが大き
くなっても覚
えていてくれ
て、ありがと
うと言われた
時の喜び

・保育記録

・勤務時間外に
すること（書
類・保育教材
作り等）がた
くさんある

・必要な時には
休みの時にも
出てきて、仕
事をしなけれ
ばならない時
がある

・子どもの人数
にたいして保
育士の人数が
少なく手が足
りない（未満
児）

・子どもに関わ
った分、子ど
もの成長が見
られたり、自
分のことを頼
りにしてくれ
るやりがいが
ある

・保育反省記録
と運動会競技
の作り物

・保育時間内だ
けでは記録、
行事の準備や
指導計画作成
などの時間が
とれず家庭に
持ち込んでい
ること

・気になる子へ
のかかわりで
子どもが変わ
った時

・子どもの成長
を共に喜べる
事

・月案作成

・子どもたちの
成長をみるこ
とができる

・子どもたちの
目の輝きの美
しさ

・季節を感じて
いくことがで
きる

・自分が「言葉」
を知らないた
め、子ども達
が理解できる
分かりやすい
言葉がけがで
きない

・子ども達の成
長過程をよく
知ることがで
きた

・子ども達と同
じ目線になる
ことを知り、
少しだが気持
ちを理解する
ことができて
いる

・その日にする、
使うものをそ
ろえたりする

・基本的生活習
慣の乱れに対
しての対応

・子どもの人数
が少なすぎて
の弊害をどの
ようにしてい
くのか？

・たくさんの子
ども、たくさ
んの保護者に
出会えたこと

・笑えることが
たくさんある
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営
・保育所内で検

討改善してい
る

保育士 公営

民営

・実技研修会
　保育所保育指

針に教育的事
項が盛り込ま
れたので、よ
り内容の充実
を図る為、幼
稚園を定年退
職された経験
豊富な先生に
リズム遊び、
オペレッタな
どの指導を受
けている

・毎月、自己評
価用紙を配布
し記入しても
らっている

・２歳～５歳ま
での異年齢児
保育を行って
いる

・エリア保育を
行い、子ども
が自分の好き
な遊びを選択、
自己決定しそ
のエリアで遊
んでいる

・1２時間開園の
為、時差出勤
している（９
時迄にはほと
んどの職員が
揃うようにし
ている）

・日誌書き（週
日案）

・途中で他のク
ラスに入るこ
とになった時、
勝手がわから
ず何をすれば
良いのかわか
らないことが
ある

・叱り方、伝え
方が難しいな
と思うことが
ある

・子どもの成長
していく様子
が間近で見れ
る事

・元気いっぱい
な子どもたち
と遊びを楽し
めながら過ご
せること

財団
法人 ・児童票 ・保護者の対応

・子どもの笑顔
を見る事が出
来た時

・子どもの成長
を見ることが
出来た時

学校
法人

・ 研 修 会 参 加
後、報告会

・職員会議の中
で事例検討会

・月の指導計画
の評価・反省
を記入の際、
別紙で自己評
価記録に記入

・早出、居残り
の回数をほぼ
各保育士同回
数にしている

・８時半出勤の
職員数を多く
している

・以上児のクラ
スも複数担当
制にしている

・困っているこ
とというより
も、勉強不足
だなと感じる
ことがある

・子どもの成長
を間近で感じ
られる

・成長、発達の
手伝いができ
る
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保護者と子育
てについての
考え方が違う

（若いお母さ
ん）

・地域に担う、
すばらしい保
育所なのに公
立保育所の民
営化が進む事

・子ども達の成
長を感じ感動
できる

・いつも子ども
の笑顔がみれ
る

・臨時雇用なの
で毎年の採用
についての不
安

・保育士という
仕事を通して、
自分自身も人
間としての成
長を感じるこ
とがあるとこ
ろ

・毎日の子ども
の笑顔と保護
者の笑顔を身
近で感じるこ
とができる

・運動会をする
為、公園に園
児を移動した
が、忘れ物に
気付き園まで
取りに戻った
時間

・前日の保育の
反省、記録

・保護者との関
わり方、難し
い親が多い

・仕事内容、書
式が変更する
際に対応、順
応するまでに
時間がかかる

・成長や変化を
感じられる瞬
間をそばにい
て見られる

・子どもの成長
過程について
知識を身につ
けられた

・週日案の反省
・クラス便り作

成
・運動会用ＣＤ

作成
・自己ノート記

入

・人と人のつな
がり

・子どもの育ち
に関われてい
ること

・保育記録作成
等

・保護者との連
携

・給料が安いの
に、持って帰
ってする仕事
が多い

・自分の保育に
子どもが、答
えてくれた時、
喜びを感じる

・クラスだより
・保育教材作成
・保育記録作成

・家に持ち帰り
の仕事が多い

・休みが取りに
くい（希望す
る日に休めな
い）

・身体に影響が
ある（手、腰）

・子どもの成長
をいちばん近
くで感じられ
る

・卒園した子ど
もからのおた
より

・子育てに活か
せられる

・腰痛
・給与

・楽しい
・子どもと触れ

合うのが好き

・週案
・児童表

・担当クラス以
外に手伝いに
行くことで、
自分のクラス
のことが把握
しづらい

・我が子と触れ
合える時間が
少ない

・楽しい
・人間関係を学

べる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

財団
法人

・園で見直しを
必要とするも
の（行事等）

・健康、安全

・チェックシー
トにより行う

（年２回）

・以上児担当リ
ーダー保育士
1名、未満児
担当リーダー
保育士１名を
置き、何かあ
れば園長（副
園長）主任保
育士、リーダ
ー保育士と話
合いが持てる
ようにしてい
る

・夕方少し人数
が減る為、３
歳以上児では
保育士２名、
未満児では３
名で各１部屋
にまとめ、お
迎えを待つ

　その他の保育
士は、掃除や
事務等の仕事
をする

民営

民営 ・自己チェック
リストを使用

・消耗品台帳の
記入

・持ち帰り仕事
が多い

・子どもと過ご
す時間の楽し
さを知った
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・幼い頃からの
夢であった保
育 士 に な れ
て、小さい子
どもといつま
でもかかわり
続けることが
できること

・教え子達が大
きく成長して
いく姿を見る
事ができると
き

・仕事を続けら
れることで社
会とつながり
を持ち毎日生
活できる

・自分の指導力
のなさ

・毎日たくさん
の子どもとい
れること

・児童票の下書
き

・保護者への連
絡

・翌月の週案、
カリキュラム
などの下書き

・運動会の準備

・女の多い職場
なので、高め
あうというよ
りも足をひっ
ぱろうとする
所がある

・主任が責任の
がれをしよう
とする

・園長が良い人
と思われたい
ため、下で働
く人たちがま
とまらない…

・子どもの成長
が楽しいこと

・大人になって
思いだしてく
れて連絡をも
らえたりする
こと

・自分のしたい
仕事だったの
で

・行事で必要な
物を作成

・持ち帰り仕事
が多い

・ほぼ毎日残業
である

・子どもの成長
を見れた時、

「先生大好き」
と言ってもら
えた時

・保護者の方に
「先生が担任
でよかった」
と言ってもら
えた時

・子育てについ
て知識が分か
っている時

・週案作成、反
省、記入

・園だより作成

・家に持ち帰っ
てする仕事が
多い

・子ども達の成
長を感じ、保
護者と共感し
あい一緒に見
守っていける
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・月ごとに各自
独自で記入し
ていたが、今
年度から項目
ごとＡ～Ｄ評
価とし、最終
日に目標に対
しての評価を
記入し、次月
目標も掲げる
記入法を取り
入れた

・同室での勤番
が重ならない
様にする

・保護者との連
携関わり

・子どもとの関
わり

・子どもが働く
前より好きに
なった

・自分が母親に
なった時子ど
もと関わりや
すい

民営

民営

・勉強会（モン
テッソリ―教
育の提示方法
及び手作り教
具の紹介）

・指導計画案に
よる自己評価

・年６回外部講
師を招き研修
中

・特定の職員に
負担がかかり
過ぎない様に
配慮する

・休みが重なら
に様、早めに
調整をしてい
る

・保育記録等が
勤務時間内に
終わるよう、
全職員サポー
トし合う

・運動会につい
て考える

・子ども達から
学ぶことがた
くさんある事

・子ども達から
笑顔がたくさ
ん見れる事

民営

・研修報告
・毎月テーマを

決めて園内研
修

・チェックリス
トを年３回行
っている（主
任がまとめて
園全体の評価
を出す）

保育記録

・日々の園生活
の中で臨機応
変に動かなく
てはいけない
とき（特に行
事ごとなど）

・保護者の対応

・毎日の仕事の
中で、やりが
いを感じる

・子どもの発達
段階や特性な
ど、自分が学
んできたこと
以外を学べる
こと

・子どもが活動
している時、
嬉しそうに笑
っている時や
楽しんでいる
時、又「あり
がとう」と言
われた時
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保護者との関
係

・子どもの成長
をそばで見ら
れる

・保護者に理解
してもらえな
い時

・いろんな子ど
も達と接する
ことができた

・もう少し健康
診 断 を 詳 し
く し て ほ し
い（個人では
中々行かない
ので）

・自分の子育て
の時、とまど
いが少なかっ
た（おむつ交
換、離乳食等）

・健康診断（体
力を使う仕事
なので、ちゃ
んとした病院
で人間ドック
まではいかな
いですが詳し
く調べてほし
い）

・保育の時に自
由 に 使 え る

（ コ ピー 袋、
パソコン、カ
メラなど）が
欲しい

・自分が受け持
った子ども達
が、大きくな
って立派に成
長している姿
をみた時

・子ども一人ひ
とりが成長し、
できなかった
事ができた時
の姿をみた時

・赤ちゃんの排
泄、ミルク等
など（今後に
役立つ）子育
て

・保育日誌、指
導案

・持ち帰る仕事
が多い

・子どもの成長
が見れる

・自分自身が学
べる

・子どもたちか
ら学び、自分
自身が成長す
ることが出来
る

・保育記録
・ 運 動 開 の 計

画、準備

・保育以外の仕
事がうまく進
まない時があ
る（書類）

・子ども達の成
長を保護者の
みなさんと共
感できる

・子ども達の笑
顔に元気をも
らえるこ

・子ども達の成
長を通し、人
としての発達
又は様々なこ
とを勉強させ
てもらえるこ
と

・クラス便り
・保護者との対

応の難しさを
感じる

・子どもがなつ
いてくれるの
で、とてもか
わいい

・個人差はある
が成長が見ら
れること

・毎日、子ども
の様子が違う
ので、楽しい
し教えた事を
覚えてくれる
と嬉しい

・指導計画
・リスクについ

て調べる

・子どもの事を
第一に思って
いる事が保護
者に伝わらな
い

・子どもの成長
を 見 守 っ た
り、関わった
り出来る事
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・救急法（年２
回）

・不審者侵入対
策（年２回）

・研修報告会

・保育士（毎月
の保育に対し
て の 自 己 評
価、保育士の
ための自己評
価 チェ ッ ク
リ ス ト（年 ２
回））

・園長（保育園
における自己
評 価（年 ２
回））

・指導計画の作
成（日案・日
誌など）

・子ども達が友
達に優しく思
いやる姿が見
られたとき

・責任を果たし
たとき

・保護者が相談
してきたり、
上司が認めて
くれたとき

民営

・園外研修報告
会

・自主研修記録
ノート提出

・チェックシー
トによる確認

・３歳未満児を
原則として年
令別クラス編
成

・ １ 日 ７ 日 時
間・週4０時間
勤務（４週５
休１時間カッ
ト制）の体制

民営
・チェックリス

トを使っての
自己評価

・保育士は保護
者が迎えの時
向き合って、
子ども達の話
をしてもらう
た

・早番職員は次
の日の朝遅く
の出勤

・子どもを可愛
いと感じ楽し
く仕事ができ
ている。成長
を感じられた
り達成感や充
実感がある

─ 378 ─



４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育記録
・保育教材を作

成するのにか
けた時間

・書類、指導案
の書き方

・保育の内容

・命の大切さ、
気づいたこと

・たくさんの人
に支えられ、
人は成長して
いくこと

・保育教材を作
成するために
かけた時間

・体力に自信が
なく子どもた
ち と 一 緒 に

（特に大きい
クラスの子）
走るまわるこ
とが苦しくな
った

・事務的な書類
が多く多様で
ついていけな
い時がある

・毎日成長発達
のある子ども
たちと接する
ことで明るい
希望が感じら
れる

・人間として同
じような関わ
りができ小さ
くともひとり
の人間という
ことに気づか
された

・毎日が真剣勝
負という気持
ちがしてごま
かしがきかな
いということ
を知らされた

・保護者との信
頼関係づくり

（色々な人が
増えてきてマ
ニュアル通り
の接し方では
うまくいかな
くなってきて
いる事など）

・色々な子ども
たちに出会い、
日々の成長を
間近で感じ見
ることができ、
感動をした事

・保護者との人
間関係や連携
が難しい

・複数担任で助
かることも多
いが連携が難
しい

・他園に比べる
と休暇が取り
やすいと思う
が休暇が欲し
い時に取れな
いことも多い

・子どもの成長
が自分自身の
喜びになり、
自分自身も成
長させてもら
っている

・未来のある子
どもたちを保
育していく責
任が意欲や向
上心に繋がっ
ている

・社会のルール
や人間関係、
協調性等を学
ばせてもらっ
ている

・身近で子ども
達の成長を感
じられること

・子育てについ
ての様々な知
識を現場で活
かしたり、ま
た新しく学ぶ
こともできた
こと

・子どもや保護
者の方々の笑
顔がみれるこ
と

・仕事にやりが
いを感じる

・子どもと関わ
っていて楽し
い
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

公営

・年２回の反省
会

・自己評価チェ
ックリストを
使用しての評
価

・園児の人数に
応 じ、 職 員、
非正規職員で
対応している

・保育教材作成

・うまく自分の
時間をつくれ
ない

・自分がしたこ
とが子どもへ
どう影響して
い る か ど う
か（自分の保
育で子どもが
成長できるの
か？）

・子どもの関わ
りの中で自分
が成長できる

・子どもの笑顔
に元気をもら
える

NPO
法人

・勤務体制は事
前に休みたい
日 を（希 望）
入れてもらっ
てから、勤務
表作成

・小規模なので
時々合同保育
にして異年齢
との交流を入
れている

・ピアノを弾く
事が苦手であ
る

・書類を書く時
間や持ち帰り
仕事をする時
間がない

・思うような保
育が出来ない

・子ども達に必
要とされた時
に喜びを感じ
る

・日中の時間充
実している

・子どもに関す
る知識が増え
る

公営

・ 保 育 の 見 直
し、担当を変
えたり、記録
の書き方の検
討会

公営

・月に一度の園
内研修会（園
外研修会の伝
承）

・早出・遅出は
４人の体制で
行っている

・早出勤務が帰
所した場合は
各クラス２人
以上の体制で
保育をする

・５時以降は人
数も少なくな
っているので
一か所の部屋
で退所時刻ま
で保育をする

（退出勤務の
保育士）

・勤務時間内で
終わらなかっ
た保育記録

・歌あそび等の
為のオルガン
練習

・仕事の時以外
でも「保育所
の 先 生 だ か
ら」とプライ
ベートな子守
りを任せられ
そうになる

・子ども一人ひ
とり個性に気
付くことが出
来る

・子どもと関わ
ることで発見
や驚きが日常
の中で味わえ
る
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保育教材作成

・勤務時間以外
の仕事が多い
こと、休憩時
間は、ほぼな
い

・体力的なキツ
さ

・保育士に求め
られることが
多 く（地 域、
保護者、支援
など）十分に
できていない
こと

・保育士１人に
対しての、持
ち人数の多さ

・１人ひとりと
の関わり、援
助が十分にで
きないこと

・子どもといる
ことで、元気
がでたり、笑
顔になれる

・やりかいを感
じる

・たくさんの子
どもや保護者
と触れ合い、
成長を感じた
り喜びを分か
ち合える

・若い保育士の
指導の仕方

・子育てとの両
立

・やりがいがあ
る

・常に勉強する
ことで、新た
な発見、面白
さなどがある

・子ども一人ひ
とりの成長が
見られる

・卒園児が声を
かけてくれた
り慕ってきて
くれる

・子ども達と一
緒に自分自身
も成長するこ
とができる

・他の保育士の
方についてい
けるかどうか
…不安な面も
ある

・子どもの成長
を見て感じら
れる事、又い
ろいろな子ど
もに出会えた
こと

・各家庭の環境
や子ども一人
ひとりの個性
が大きい時の
バランスのと
り方

・子どもの成長
していく姿が
見られる

・次の日の準備

・職業や持ち帰
りの仕事が多
い

・多くの子ども
や保護者と関
わることがで
きる

・気になる子の
保護者への毎
日の様子の伝
え方、お願い
など

・子ども達とか
かわる仕事で
元気をもらえ
ること

・子ども達を通
していろいろ
な家庭環境や
悩みなどがわ
かり理解でき
るようになっ
た
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・毎月一回勉強
会（P.M7:００
～ P.M9:００）

・エピソード研
修

・自己評価チェ
ックリストを
年に３回記録

・開所時間が長
い為に職員は
交代制をとっ
ていますが、
全職員が子ど
も達や保護者
の情報を共有
できるように
ノートを利用
して工夫して
います

・日々の保育内
容（遊び、製
作活動）

・家庭との連携

・子どもの成長
をそばで見る
ことができ、
それを一緒に
喜ぶことがで
きること

・大切な存在が
増えた（子ど
も達や職場の
人）

民営

・研修の報告に
ついての勉強
会（保育・給
食・ 医 療 関
係）

・問題児との向
き合い方

・親の思いがど
ういったもの
かよく感じら
れた

・自分が親にな
った時に子育
ての仕方に役
立つ

・子どもの成長
が身近に感じ
れ、喜びが共
感し合えた時

民営

・研修報告時職
員が改めて、
学ぶ時間を設
定する

・講演者のＤＶ
Ｄを全職員で
再度聴く

・居残り児につ
いては、保護
者への連絡を
見落とさない
ようにする

・全職員が園児
の状態を把握
出来るように
連携を密にと
る

民営
・ 視 察 研 修 会
（単独で出か
ける）

・１年経過後、
自 筆 で 文 面

（反 省 等） を
提出

・一人ひとりを
大事に主に職
員で保育のす
すめ方、接し
方、 食 事 形
態、１日の過
ごし方、次の
見通しができ
る（子 ど も ）
努めている

・年４回講師を
招いて見ても
らい、助言し
てもらう　公
開保育を似て
いる

・ 勤 務 体 制 を
今、思案中

　早番、遅番二
人の保育士が
当たることに
対して無理が
ある
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・行事に向けて
の配布物作り

・製作
・次の日の保育

準備

・体力的にきつ
いことが多い

・大変と思うこ
とも多いが充
実した日々を
送っている

・子どもの成長
のすばらしさ
を近くで見る
ことができて
感動する出来
事も多い

・様々なことを
学ぶことが出
来て、知識も
増えた

・理不尽な親の
言動

・感染症の流行

・子どもたちの
成長

・親からのお礼
の言葉、お手
紙

・運動会やお遊
戯会で泣かず
にしている子
どもたちの姿
を見た時

・理不尽な事を
言う保護者へ
の対応

・感染症が流行
った時

・子どもたちの
成長

・保護者からの
感謝の言葉

・ひとつのこと
（行 事） が 終
わったときの
達成感

・仕事量の多さ

・子どもたちの
笑顔が見れる
事

・発達が見れる
事

・とてもやりが
いのある仕事

・子どもたちと
共に成長させ
ていただける
こと

・子どもたちの
成長に寄りそ
えること

・教材の準備
・明日の準備

・保護者との連
携の難しさ

・他の保育士の
方との価値観
の違い

・女性特有の人
付き合い、ネ
チっこいこと

・子どもと過ご
せる

・自分が頑張れ
ばその分結果
がでること

・どの仕事より
もやりがいが
あ り、 毎 年、
感動する、嬉
しい出来事を
感じられる

・主任職となり
若い保育士へ
の指導、対応
の難しさを感
じている

・行事が多く、
日々の保育の
充実間を子ど
もたちに感じ
てもらえてい
るのか？

・子ども達と共
にいろいろな
体験をする事
ができ笑顔が
見られた時

・子どもの成長
を通して保護
者に喜んでも
らえた時、よ
かったと思う
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・指導方法
・子どもたちの

成長を近くで
見れる事

公営

公営
・定例研究（毎

年テーマを決
めて）

・時差出勤の為、
受け入れ後ク
ラス担任１人
出勤するまで
は混合保育

・乳児組は乳児
クラスにて受
け入れる

・ 夕 方 の 保 育
（帰りの会後）
17時以降は混
合保育

・保育日誌（保
育記録）

・正職が少なく、
休 み（特 休）
利用をすると
き、少し躊躇
すること

・すぐに障害児
扱いをする、
そういう目で
見ている

・仕事をおぼえ
られない後輩
への指導に悩
みます

・子どもたちの
成長する姿が
見れること

・子どもたちと
一緒にいる事
で悩みもふっ
とびます。

・私自身が成長
させてもらっ
てること

公営

・運動会、夕涼
み会、生活発
表会等だしも
のを事前に全
体で公開し評
価してもらう

・日々日誌記録
で自己評価

・土曜日、合同
保育（職員配
置４名所長含
む）開所時間
７時3０分、閉
所時間18時００
分

・休みの日にも
関わらず何か
と行事が入っ
てくる

・子どもの成長
を見守る

公営

・外部研修を受
講した者が、
園内にて職員
に伝達、資料
等を配布して
いる

・週、月案に評
価の欄をもう
けて記入し、
所長・主任の
決裁を受けて
いる

・年を４期に分
けて保育所評
価を保護者に
公表している
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・保護者との対
応

・子どもへの接
し方、声掛け

・病気の時の対
応

・子ども達から
笑顔をもらい、
幸せな気持ち
にしてもらっ
ている事

・行事などで達
成感と感動

・毎日子どもと
楽しく過ごせ
る事

・作りもの、教
材の準備

・保育園以外の
場所で必ず会
う

・子どもたちと
過ごすことで、
自分も共に成
長できる

・子ども達の登
所受入れ準備、
各部屋掃除、
環境構成など

・毎日子ども達
と楽しく過ご
している事

・保護者への対
応（子どもの
姿の伝え方）

・職員同士のコ
ミュニケーシ
ョン

・子どもの笑顔
がいつも見れ
る

・子どもの成長
が手に取る様
に感じる

・保護者が「あ
りがとうござ
いました」と
笑顔が見られ
る

・事務整理の時
間が少ない

・勤務時間内に
帰れない

・子ども一人ひ
とりの成長を
親と共に喜ぶ
事ができる

・子どもの笑顔
が見れる

・その他の内容
にかけた時間

・職員、保護者、
地域の方々と
の連携につい
て

・ 事 務 処 理 に
か け る 時 間

（効率的にス
ピー ディ ー
に！！）

・保育は奥が深
い事

・子ども一人ひ
とりの成長を
感じた時

・児童表

・保護者とのコ
ミュニケーシ
ョン

・「臨 時」と「職
員」という形
で同じ仕事を
しているのに
関わらず、職
員の方がそう
いう言い方を
す る の が イ
ヤ、臨時の方
が頑張って難
儀もいっぱい
しているのに
認めてくれな
い、 主 任 が。
不平等

・子ども達の成
長が見られる
こと

・０歳児担任に
なるとこれか
ら産まれてく
る子ども（自
分の）を育て
るヒントがも
らえるから

・運動会の準備

・子どもから離
れた休憩がと
れない

・多様化するニ
ーズにこたえ
るための過度
な労働と精神
的負担を感じ
る

・主に女性だけ
の職場のため
視野がせまい

・日々かかわっ
ている、ある
いはかかわっ
た子どもたち
の成長が楽し
み

・子ども達の言
動に笑いがあ
り、心洗われ
たり元気を頂
いたりする

・子育てに（自
分の）活かさ
れる
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施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・市販のチェッ
クリストを用
いたり、毎年
末に振り返り
をする

・保育時間が長
い為、シフト
が多く管理が
大変な為一カ
月同じシフト
に固定してい
る

・保護送迎時間
帯に主担任又
は副担任が配
置するように
している

・指導計画（週、
　月案）
・製作類

・指導計画の立
案

・持ち帰りの仕
事が多いこと

・子どもの成長
が 見 れ る こ
と（小さな成
長・幸せが感
じられる）

・子どもの素直
な言葉・表情
が沢山見れる
ことで「頑張
ろう！」と思
える

民営

・年度末に「自
己評価のため
のチェックリ
スト」を利用
し自己評価を
行っている

民営

・保育室の片付
け（トイレの
消毒、哺乳瓶
保管庫の電源
チェ ッ ク な
ど）

・子どもの成長
を手助けして
見守れる事

・自分が母親に
なった時に使
える知識

・子ども、保護
者、同じ職場
の職員の笑顔

民営

・毎月第３土曜
日の14時より
勉強会

　（今年度は環
境について）

・明日の保育教
材作り（スタ
ンプ）

・保育日誌

・時間外の書類
作成等の時間
がある

・日々考え、仕
事に取り組む
ことができる

・子どもの成長
を感じた時嬉
しくなる
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・父兄との対応
がうまくいか
ない時

・子どもの成長
を感じた時

・書類作成
・会議（一旦退

勤後園に出向
き全体会議に
参加）

・上司の方針が
コロコロ変わ
るので、何を
信じてついて
いっていいの
か分からない、
上司の方針を
理解しようと
し努力するが
次の瞬間考え
が18０度 変 わ
るので最近は
努力すること
に対しての虚
しさを感じる

・子どもと接し
ていると心が
癒される

・仕事はとても
楽 し い の だ
が、保育士と
いう職種の賃
金の低さ…

・このまま仕事
を続けていく
上で、もう少
し見直される
べきではない
だろうかと思
います

・ 公 立 保 育 所
（公 務 員） と
の差がありす
ぎる

・子ども達の成
長を側で見守
ることができ
る。

・毎日笑い常に
充実した日々
を過ごすこと
ができる

・保育士になり
専 門 知 識 を
色々と勉強す
ることができ
る

・保育日誌の記
録

・まとまった休
みが取れない
こと

・保育の仕事は、
とてもやりが
いがあり、素
晴らしい仕事
だと感じるの
だが、書類が
多く、事務的
な仕事は、勤
務終了後に行
うしかなく、
家に持ち帰る
ことも多い。
その割には給
与が少なすぎ
ること。同じ
仕事なのに公
立、法人との
差がありすぎ
る。是非改善
して欲しい

・１人の子ども
の成長を側で
見て両親と喜
びを分かち合
えること

・父兄との関わ
りがあまりよ
く分からない
です

・子ども達の成
長を日々感じ
られることで
す

・保護者との信
頼関係を築く
こと

・もっといろん
な事ができる
ようになりた
い

・子どもの成長
を見る事がで
きること

・懸命にやる程、
子ども達は慕
ってくれ、つ
いてきてくれ
る

・出勤後の身支
度（現場に入
る前）

・保育記録日誌

・ 保 育 の 記 録
（毎日の日誌
や児童票の作
成、個人記録）

・自宅へ帰宅後
も持ち帰り仕
事があること

・保育の仕事の
他に個人での
行事担当が多
い

・子どもの成長
が見える事 ・保育記録

・責任のある仕
事である為、
自分の子ども
達の学校行事
などの参加が
難しい（平日
の参観など）

・子どもとの関
わりで一緒に
成長できる

・自分の関わっ
た子ども達が
元気に成長し
ている姿を見
る事ができる

・いろいろな事
に興味関心を
持っていよう
と心がけるよ
うになった

─ 387 ─



施設票 ３年以下
Ⅰ Ⅱ–2 Ⅳ–11–⑤ Ⅳ–12（1） Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

回答者：
その他

経営
主体 園内研修 自己評価の方法 保育の体制や勤

務体制での工夫
その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

民営

・自己評価チェ
ックリストを
利用し、自分
の保育の振り
返り、見直す

・３、４歳児ク
ラスも複数担
任で保育にあ
たり、５歳児
は５名で１名
の担任の配置
をしている

・全体の保育士
で協力し合い
保育にあたる

・時々、保護者
対応に困る

・子どもたちが
成長していく
のを見ている
と嬉しいし、
良かったと思
う

民営 ・年一回の自己
評価表の提出

・子ども達との
関わりの中で
どのように対
応していいの
か分からない
時がある

・ 毎 月 の 教 材
（個 別 記 録）
の作成

・働きかけで、
子ども達の成
長の変化を間
近で見る事が
できる

・保護者との連
携で子育ての
悩みなどを聞
く事ができる

民営

・子どもの活動
や状態に対す
る保育士自身
の保育や援助、
環境設定等に
対する評価を
総合的に判断
して、各月及
び年間の評価
を行う

・仕事内容に比
べて基本給が
少ない

・一般の人の保
育に対する、
理解・知識・
関心の低さ

・子どもの成長
に関われるこ
と
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４〜10年 10年以上
Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13 Ⅱ–7–⑪ Ⅱ–（6）-1 Ⅳ–12 Ⅳ–13

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

その他の内容に
かけた時間

帰宅後の保育に
関する仕事

保育士として働い
て困っていること

保育士になって
良かったこと

・育成記録作成

・自分の子ども
が病気でも休
みが取りにく
い

・自分の子ども
の保育所送迎
ができないこ
とが多い

・自分の子ども
に申し訳なさ
を感じる

・子どもたちに
癒される

・自分の育児の
見本となった

・人間的に大き
く成長させて
もらっている

　（自分にでき
ることが増え
てきている）

・保護者との関
わり方につい
て

・子どもと関わ
り、成長が見
られること

・子どもたちの
成長を間近で
感じられるこ
と

・自分自身の成
長にもつなが
っている

・将来的に、自
分の子どもが
出来た時、役
立つ知識を身
につけられて
いること

・個別計画の記
録

・受け持つクラ
スにより、仕
事量が多少違
うので、体力
的、精神的に
きつい時があ
る

・持ち帰りの仕
事が多い

・子ども達の成
長を職員や子
どもの家族と
共に喜び合え
ること

・専門職として
のやりがいを
感じる

・自分の思いを
他の保育士に
うまく伝える
ことができな
い

・子ども達の成
長を身近で感
じることがで
きる

・子ども達から
学ぶことも多
く、自分の成
長にもつなが
る

─ 389 ─
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